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　　序章　法廷で逢いましょう







　……その頃ころ、僕は途と方ほうに暮れていた。ほとんど絶望していたと言ってもいい。

　古い知り合いが行ゆく方え不明になってしまって、あちこち捜さがしたけど見つからなかった……いや、僕を大いに悩なやませていたのは、彼が見つからなかったコトではない。それも確かに悩ましいコトではあったけど。

　彼を捜して人間界を放ほう浪ろうするうちに、僕はたくさんの人々の悲しむ姿を見た。何度となく零こぼれる涙なみだを見たし、愛あい惜せきの慟どう哭こくを聞いた。彼らを助けたい、救いたいと願ったけど……結果的に、僕の力では無理だったんだ。

　無力感に苛さいなまれ、打ちひしがれていた。人を救うとはどういうコトなのか、何が正しいのかさえ、分からなくなってしまっていた。天地の理ことわりが見えなくなってしまった。

　……そんなこんなで腐くさっていたある日、姉さんから電話で『弁当を忘れたから届けてくれ』と言われて、僕は法ほう廷ていに向かった。姉さんに直接関係する裁判ではないが、傍ぼう聴ちよう神しんとして出席するとのこと。

　弁当を渡わたしてそのまま帰るつもりだったのに、姉さんは『弁当箱を持って帰って欲ほしいから、公判が終わるのを待て』と言う。結局押おし切られて、興味もない裁判を一いつ緒しよに見るハメになってしまった。姉さんは押しが強くて、僕は押しに弱い。

　……その裁判は一方的な展開だった。

　シロウト目に見ても、検察側の出した証しよう拠こには一いち分ぶの隙すきもないように思えた。被ひ告こく席せきに座る被ひ告こく神しんが消しよう沈ちんしていくさまが、傍聴席からでもわかった。圧あつ倒とう的てきなパワーで殴なぐられているような印象があって……立派な体たい軀くの男だん神しんだったのに、開廷から三十分も経たたないうちに、随ずい分ぶん小さくなったように見えた。何百歳も老ふけ込こんでしまったように見えた。

　これ以上見ていても仕方がない……判決が出ないうちに、僕は席を立とうとした。廊ろう下かで待っていようと思った。本音を言えば、見ているのがツラかったんだ。

　検察の検けん事じ神しんは、別に被告神をイジメているワケじゃない。しかるべき法に基づいて罪を暴くという職務を全まつとうしているだけだ。そして、罪を犯おかした神はこの神々の法廷で裁かれねばならない……頭では分かっていた。でもツラかった。

　神々ですら過あやまちを犯すなら、人々は何を希望に、何を信じて生きればいいのだろう？　苦しむ被告神の姿が、過去僕が助けられなかった人間たちの姿に重なって見えた……

「──証拠は十分に出で揃そろったようです。これ以上審しん理りを重ねる必要はありますまい」

　裁判長の言葉に、被告神がビクリと身を強こわ張ばらせた。傍聴席が静かにざわめく──「こりゃ勝負あったな……」「もう無理だ」「まあ、自じ業ごう自じ得とくだよ」……無責任な言葉。

　検けん事じ神しんは胸を張り、誇ほこらしげだった。その顔や首や手、僅わずかに覗のぞく肌はだはビッシリと目を模した刺青いれずみで覆おおわれている。オリュンポス出身のアルゴス。その眼力はどんな小さな証しよう拠こも見み逃のがさないという。

　裁判長が木き槌づちを手に取った──席を立って踵きびすを返そうとしたとき、グイッと上着が引っ張られて足を止めた。隣となりに座っていた姉さんが、僕の袖そでを摑つかんでいた。

　僅かな批難と困こん惑わくを瞳ひとみに込こめて姉さんを見つめ返したとき、

「──ちょいと待ちなァ、裁判長」

　張りのある声が法ほう廷てい内ないに響ひびき渡わたった。

　目を向ければ、弁べん護ご神しんだった。スポットライトが当たったように見えた。

「むっ、なんですかな？　弁護神」

　裁判長が眉まゆ根ねを寄せて声を掛かければ、

「俺の弁護はまだ終しゆう了りようしてないぜ」

　その弁護神は不敵に答えると、おもむろに跳ちよう躍やくし、スタッと机の上に立った。あの神はいきなり何をしているのかと、僕の目は釘くぎ付づけになった。

　なにやら不可思議なポーズをキメている。左足一本で立ち、虚こ空くうに腰こしを下ろすような姿勢。右足先を左大だい腿たい部ぶにのせて足を組み、折り曲げた右みぎ膝ひざの上に右みぎ肘ひじをつき、右手の指先で右みぎ頰ほおに触ふれている……

　ボーン、という鐘かねの音が聞こえた気がした。

「でっ、出たぞ！　ミロク弁護神の半はん跏か思し惟いのポーズだ！」

　傍ぼう聴ちよう席せきの誰だれかが叫さけんだ。

　な、なんだそれ、必殺技!?

「まだ足あ搔がくつもりですか、性しよう懲こりもなく！　証しよう拠こが揃そろっているのにショウコりもなく！」

　……なんであの裁判長は、このタイミングでダジャレを!?　いやいやいや、絶対おかしい、ずっと言いたかったけど、なんで髪かみ型がたもアフロなんだろう……

「足搔くさ、当然だろ？　俺は弁護神だぜ」

　弁護神は薄うすく微笑ほほえんでいるかのような表情で語る。その背後からは、温かな光があふれ始めていた。あれは……後光！　神しん格かくの高い神だけが身に纏まとうことを許される光だ。

「最後まで被ひ告こくを信じて戦い抜ぬく。それが弁護神ってモンだ」

　最後まで……信じて……戦い抜く……

　その言葉が、僕の胸を覆っていた絶望の黒雲に、鮮せん烈れつな光となって差した。僕は確かに人々を救おうとした。助けようとした……でも、彼らの無罪を信じていただろうか？　心の底から信じていたか？　助けたいと想おもう気持ちにウソはなかった。でも、確かな芯しんはあったか？　もしあったなら、僕の心は折れなかったんじゃないか？

「ミロク弁べん護ご神しん！　素直に負けを認めたらどうゴスか！　往おう生じよう際ぎわが悪いゴス！」

　アルゴス検けん事じ神しんが叫さけんだときには、ミロクというらしい弁護神は宙に浮うかび始めていた。

「フッ、極ごく楽らく往おう生じようには早えってこった……」

　もはや正視できないほどの輝かがやきの中から、語り掛かける神こう々ごうしい声。

「ほら、顔を上げなよ、被ひ告こく神しん……やってないんだろう？　堂々としてな。アンタがそんな泣きそうなツラする必要はねえのさ」

　被告神が蒼そう白はくになっていた顔を上げるのが見えた。

「ミ、ミロクさん……」

「俺を信じろ、俺はアンタを信じてる！」

「……はい」

　被告神の背せ筋すじが伸のびた。体たい軀くに見合った気き迫はくを取り戻もどしたように見えた。弱っていた瞳ひとみに戦う意志が再び芽生えたようだった。

　そして、光が法ほう廷てい内ないを満たしていく……力強い言葉が放たれる。

「アンタの未来は──この俺が救ってみせる！」

　なんて希望に溢あふれた人なんだ。

　気が付けば僕は、再び傍ぼう聴ちよう席せきに腰こしを下ろしていた。もう帰る気はなくなっていた。目が離はなせなくなっていた。なぜなら、この破は天てん荒こうな弁護神がどんな弁護を展開するのか、気になって仕方がなくなっていたから。







　……それからミロク弁護神がどうなったかって？　勝ったさ。それはもう鮮あざやかな逆転劇だった。そして……そうだ、このとき僕は、初めて興味を持ったんだ。

　弁護神──いわれなき罪に苦しむ神を救うそのシゴトに。













　　一章　疑惑に火をつけて







「──う、ん……おわっ!?」

　窓から差し込こむ光をまぶたに受けて目が覚めた。悲鳴を上げたのは、ビクッとした拍ひよう子しに椅い子すから転げ落ちそうになったからだ。

　目の前の机では、つけっぱなしだったパソコンのモニターが不健康な光を放っている。仕事をしながら、いつのまにか寝ねちゃってたらしい。もう朝か……

　僕はズレたメガネを押おし上げ、大きく伸のびをした。安物のワーキング・チェアがギシギシと音を立て、僕の体もポキポキと音を立てた。どっちも相当くたびれている。

　……あの頃ころの夢、か。

　苦しむ神を救いたい……その想おもいはまだ色いろ褪あせてないけど、目の前に迫せまる現実を見れば、はああああ……ため息の一つも零こぼしたくなる。

　泊とまり込みの徹てつ夜や仕事で、なんとか今日やらなきゃいけない分の書類作成は終わらせたけど、今日の次には明日がやってくるわけで、それは天地の理ことわりにおいて確かなことだ。つまり……この事務所が延々と忙いそがしいのは、天地の理……やだなあ、それ。

　僕は山積み書類でとっ散らかったデスクから、ビニール袋ぶくろをサルベージして席を立った。欠伸あくびしながら室内を横切り、窓まど際ぎわまで行って窓を開く。換かん気き、換気っと……清せい浄じような午前の風がゆるやかに、夜に淀よどんだ気配を洗っていく。

　この事務所は雑居ビルの四階にあって、遠くには雲に霞かすむ摩ま天てん楼ろうのビル群、目の前は車の行き交う大通り。でも空気は清浄極きわまりない。なんたってココは神しん界かいなんだから。

　神界──僕ら神々の暮らす世界のこと。

　この界かい隈わいは『神々の庭』と呼ばれる完全中立都市で、神界のド真ん中に位置する。主しゆ神しんクラスの神々が力を合わせて造った、雲海に浮うかぶ浮うき島しまだ。神界の首都と言ってもいいだろう。何本ものハイウェイやレールウェイが伸びて、神界各地を繫つないでる。オリュンポスとか、高たか天まが原はらとか、崑こん崙ろん山さんとか、アスガルドとか……およそ神界のあらゆる地方に。交通の便が良い分、家賃は安くない。

　大企業である神しん界かい電でん力りよくグループの主導で近代化が進み、今や僕ら神々の暮らしも都会的だ。未いまだ牧歌的な暮らしを続けている地方もあるけど、特にこの神々の庭では一家に一台パソコンがあり、家電は全自動で、スマホも流通している。

　この辺りは西にし神シン宿ジユクといって、高層ビルの並ぶオフィス街だ。少し歩けば歓かん楽らく街がいもあるし、神宿御ぎよ苑えんという広い公園もあったりで緑も多く、住みにくいところではないけれど、やっぱり弁べん護ご神しんなら神カミヶガ関セキにでっかいオフィスを構えたいという思いはある。裁判所に行くのも楽そうだし。

　僕は窓まど枠わくに腰こしを預け、ビニール袋ぶくろからサンドイッチとペットボトルのお茶を取り出すと、朝食を食べ始めた。はあ、最近コンビニ飯ばっかりだな、たまにはガッツリ贅ぜい沢たくして、美お味いしいものでも食べたい。例えば……回転寿ず司しとか？　いやいやいや！　贅沢で回転はないだろう、回転は。せめて回ってない寿司ぐらいは思い浮うかべとこうよ……ああ、貧びん乏ぼう性しようが板についてきたなあ……

　所長、あと一柱ひとりぐらい事務員とか雇やとってくれないもんだろうか、とか考えながら、サンドイッチを半分ぐらい平らげたとき。

　──コンコン、ノックの音。続いて、

「あの、ごめんくださあい……」

　ドアの向こうから、控ひかえめな呼びかけがあった。老成した落ち着きがありながら、響ひびきは澄すんで幼さを残す。女の子らしい声。

「んっぐ……は、はい、ちょっ、ちょっと待って下さい……げほっ」

　パンが喉のどに詰つまりそうになり、慌あわてて茶で流し込こみながら返した。

　荒あれ果てたデスクの上に食べ残しとペットボトルを置き、椅い子すの背もたれに上着と一いつ緒しよに引っ掛かけてあったネクタイを取ると急いで結ぶ。このタイもスーツも、入所したとき所長に「お客さんの印象が大切だから」と言われ奮ふん発ぱつして買ったものだが、もうヨレヨレだ。

　卓上ミラーを覗のぞき込み、営業用スマイルの準備運動を二秒で済ませてから、跳とびつくようにしてドアを開いた。

「きゃ」

　小さな悲鳴がビルの廊ろう下かに木こ霊だました。目の前、小こ柄がらな人ひと影かげが目を丸くしている。しまった、驚おどろかせちゃったか！

「し、失礼しました、ええと……いらっしゃいませ」

　笑顔で取り繕つくろいながら、失礼にならない程度に訪問者をチェック。

　かなり若々しい見た目の女神さん。衣い装しようはいかにも神こう々ごうしい感じだが、女神らしい可愛かわいらしさも内包している。覗く肌はだは向こうが透すけるほどに白く、まとめられた長い髪かみも雪のように白い。毛もう髪はつは一色ではなく、先せん端たんは仄ほのかに色付いていた。早春の野原のような花の色である。小こ脇わきには大きな巻物を抱かかえている。軸の両端を結ぶ紐ひもで、スポーツバッグのように肩かたから掛けられている。

「あ……あのっ、此方こちらにミロク先生はいらっしゃいますか？」

　女神さんが緊きん張ちようの面おも持もちで言うのに、僕は微笑ほほえみを浮かべて半身になった。スマイル、スマイル。

「ミロクは今出ておりまして。御ご用よう向むきは僕が承うけたまわりますので、どうぞ中へ」
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「あ、はい……失礼いたします」

　ぺこりと一礼する女神さん。うーむ、ドアを蹴けり開けて入ってくる依い頼らい神しんもいるのに、この礼れい儀ぎ正しさ、高たか天まが原はらの出身とみた。

　うーん、可愛かわいい女神さんだな……と、僕はノンキにもそう思っていた。

　忘れてたんだ。弁べん護ご神しん事務所を訪れるお客さんは、大なり小なり法的なトラブルを抱かかえているのだということを。だからこそ、ドアがひしゃげたり、焼け焦こげたり、切り裂さかれたりするんだから。ドアが無事だからといって、持ち込こまれるトラブルが小さいワケでもない。

　散らかり放題のカオスきわまる事務所の中、そこだけは常に片付いている一角、すなわち応接用のソファーへと女神さんを案内し、対面に向かい合って腰こしを下ろした。

「──ふ、せ……フクギさま、ですか？」

　僕が渡わたした名めい刺しをじっと見つめながら、女神さんが呟つぶやく。そこには『弥み勒ろく法律事務所所属弁護神　伏羲』という僕の肩かた書がきと、ケータイ番号とメールアドレスが記き載さいされている。

「いえ、フッキと読みます」

「伏羲さま、ですね……わたしは菊きく理り姫ひめと申します。『ヒメ』は尊そん称しようなので、どうぞ省いて下さいませ。弁護神を目指して勉強中の身です」

「あれ、そうなんですか」

　菊理さんは、揃そろえられた両りよう膝ひざに置いてあった巻物を抱だき上げ、こっちに見せてきた。淋りん漓りたる墨ぼつ痕こんで『すぐわかる！　神しん法ほう　上級編』と書かれている。法律書らしいけど、そのデカさはさすが上級編といったところか……にしたって、電子媒ばい体たい主流のこのご時世に巻物って……そういえば高たか天まが原はらは、まだ電気もろくに通っていないと聞いたことがある。

　ともかく彼女、弁べん護ご神しんのタマゴらしい。ああ、なんか親近感湧わくなあ……さすがに巻物は持ち歩いてなかったけど、法律書はボロボロになるまで読み込こんでたっけ。

「──わたし、実は、ミロク先生の大ファンなのです！」

「うっ!?」

　いきなりビックリ箱めいた動きで詰つめ寄られ、僕は仰のけ反った。す、すごい迫はく力りよくだ！　目がキラキラしている……いや、ビカビカと言っても良いだろう。僕の薄うすっぺらなスマイルが剝はがされてしまう。

「公判記録は可能な限り拝見しております！　何度か傍ぼう聴ちようも！　あの、ほら、ピンチになると机の上に胡坐あぐらをかいて『大だい丈じよう夫ぶだ、アンタの未来は俺が救う』って、そこから奇き跡せきの大逆転、無罪判決……ああ、憧あこがれます！　わたしが一番好きな事件は、そりゃもう何と言ってもヘラクレスさまの──」

「あ、あのちょっと、すいませんけど……」

　コーフン気味な菊きく理りさんの言葉を、僕は戸と惑まどいがちに遮さえぎった。

「はい？」

「ひょっとしてアナタ、ただの所長の追っかけです？　お客さんではなく？」

　この事務所の花形弁護神でもあるミロク所長は、神々の庭ではそれなりに高名な弁護神だ。勝率の高さもさることながら、アマいマスクから繰くり出されるアルカイック・スマイルは、どれほど荒あらくれ、ささくれ、やんちゃくれた被ひ告こく神しんの心もたちどころに癒いやしてしまうという。法ほう曹そうにはファンも多いのだ。

　まあ他ほかならぬ僕も、所長に憧れてこの世界に入ったクチだから、気持ちは分かる。最初はひたすら憧れていた……最初は。

「あ、すみません、つい……お仕事の依い頼らいで参ったのでした」

　顔を赤くし、両手で頰ほおを挟はさんで俯うつむく菊理さん。はしたない……とか、口の中でモゴモゴと言っている。クールダウンしたようだ。

「お仕事、ですか？」

　問いなおせば、菊理さんは居住まいを正し、真しん剣けんな表情になった。

「はい、弁護をお願いしたいのです……『イザナミさま殺さつ神じん事件』の」

　……え？

「え……えええええ、あの!?」

　何気なく語られた言葉に、僕はワンテンポ遅おくれて目ん玉をひん剝むいた。菊理さんはキョトンと首を傾かしげ、

「ご存知でしたか？」

「ごご、ゴゾンジもナニも、大事件じゃないですか！」

　自分のデスクへと急いで戻もどり、切り抜ぬきスクラップ用に準備してあった一週間前の神しん界かい新聞を取ってきた。大きな事件のファイリングも僕の仕事だ。両手でテーブルに叩たたき付け、一面トップを指さした。『伊イ弉ザ冉ナミ大おお神みかみ殺さつ神じん事件、犯はん神しん逮たい捕ほ』との見出しが躍おどっている。

「こ、これ！　これですよね？」

　今度は僕がコーフン気味だった。また驚おどろかせてしまったようで、菊きく理りさんは目を丸くしながら、何度か首を頷うなずかせた。

「此方こちらでも、大きなニュースになっているんですね」

「そりゃあもう！　あー、多分今もやってるんじゃないですかね……」

　と、テレビのリモコンを取り上げ、電源ボタンを押おした。

　チャンネルを適当に回してみる。神界テレビ、神界放送、神界放送協会ＳＨＫ……案の定、どこも『イザナミさま殺神事件』について報道を……いや、テレビ神シン庭テイだけはアニメやってる！　マジでブレないな、ここは！

　ワイドショーでチャンネルを止め、しばし眺ながめる。たしかこれは、神界テレビの『ごっど！　モーニング』だったかな。今日のニュース内容が縦書きされたボードの前で、アナウンサーが喋しやべっている。

『──先週逮捕されたイフリート被ひ告こくの初公判が、今週の金曜日に行おこなわれるとのことです。イフリート被告は神々の庭で飲食店を営んでおり……』

　そうそう、イフリート被告、そんな名前だったっけな……

　今からひと月ほど前、高たか天まが原はらの一丁目を丸々焼失させるほどの大火事が起こり、その出火元と見られる女神イザナミの住居から彼女の焼死体が発見された。警察はかなり早い段階から、放火と断定して捜そう査さを進めていたらしい、と……いやはや、まさかこんな大仕事が、零れい細さいのウチに舞まい込こむなんて……

　……って、ん？

　あれ……今なんつった？　え……今週の金曜？　今日って、火曜日……いやいやいや、あと三日しかないってコト!?

「あ、あの……この事件、ですよね？」

　画面を指差してもう一度確認すると、菊理さんはハッキリ頷いた。な、なんてこった！　引き受けるとしたら二日で反証材料を揃そろえなきゃいけないのか！

『──それでは次は、ごっど！　エンタメコーナーです。人気ロックバンド、セブン・フォーチュンのボーカル、サラスバティーさんが、新曲に込めた想おもいを語ってくれました──』

　プツン、テレビを消し、僕は再びソファーに腰こしを落ち着けた。

　どうしよう……うん、まあ……ひとまず、もう少し話を訊きいてみるとするか……

「とりあえず、そうですね、えーと……アナタはどういったいきさつで？」

「あ、はい、逮たい捕ほされた方はわたしの旧知でして、店に勤めている方から弁べん護ご神しんが見つからずに困っていると聞きまして……それで此方こちらに」

　なるほど、弁護神が見つからなかったのか……うーん、でもそれ、少しだけ妙みようなんだよな。天地の理ことわりに反している気がする。

「有名な事件だし、引き受けたいって弁護神は多かったんじゃないですか？」

　イザナミといえば神しん格かくもかなり高く、高たか天まが原はらの前主しゆ神しんイザナギの妻として名高い女神だ。セレブ中のセレブで、昔は時々テレビにも出てたっけ。

　主神クラスの神の死は、それだけでも大事件だ。殺さつ神じん事件ともなればなおのこと。弁護神にとっては名声を高める絶好のチャンスのはずだけど……

　菊きく理りさんは眉まゆ尻じりを下げ、

「それが、此方で十一件目なのです。最初はみなさま、乗り気になってくれるんですが……」

　菊理さんは一いつ瞬しゆん口をつぐんだ。十一件も断られた依い頼らい……

「……担当検けん事じ神しんがフォルセティさまだと聞くと、途と端たんにウチでは扱あつかいきれない、と」

　あー……なるほど。

　僕はゆっくり息を吸うと、大きなため息として吐はいた。

「……合が点てんがいきました」

　フォルセティ検事神。神しん界かいで最強の検事神の一柱ひとりと謳うたわれる、検察庁の切り札だ。あまりに苛か烈れつな追つい及きゆうで被ひ告こく神しんが舌を嚙かんで死んだとか、弁護神が法ほう廷ていから逃にげ出したとか、裁判長が泣き出したとか……まあ、根こん拠きよのない噂うわさだけど、そんなことが囁ささやかれるぐらい強い。彼を向こうに回して戦いきれる弁護神は、神々の庭に数えるほどしかいないだろう。

　検察側、この事件にはかなり力を入れているとみえる。

「──やっぱりダメ……でしょうか？」

　菊理さんが心細げに見つめてくる。

「いや、ウチは所長の方針で、基本的にはどんな依頼も断らないんですが……」

　所長はとにかく、三度のメシより人助けが好きなパラノイアだ。お金が払はらえないような依頼神の弁護を、無ロ償ハで引き受けたりもしている。

「で、ではっ!?」

　ぱっと瞳ひとみを輝かがやかせる菊理さんに、僕は慌あわてて両手を振ふる。

「いやいや、それが、多少問題がありまして……」

「もんだい……ですか？」

「予約がね、イッパイなんですよ。五十六億年先まで、びっちり埋うまってます」

　後先考えないで、ホイホイ引き受け続けた結果がコレだよ！

「そう、ですか……」

　ほっそりとした肩かたを落とす菊きく理りさん。うーん、ヘンに期待させちゃったのは申し訳なかったな。

「……少しお待ち頂けますか？　ミロクに確認してみます」

　僕はそう場を繫つなぎながら、ポケットからスマホを取り出し、電話帳から発信する……

『──おゥ、どうした？』

　お、ワンコールで繫がった。珍めずらしい……所長は一いつ切さい衆しゆ生じよう救済を大望に掲かかげ、神しん界かいや人間界、あらゆるところを飛び回っており、事務所にはほとんど帰ってこない。電話にもあんまり出てくれない。

「所長、今何ど処こですか？」

『俺？　地じ獄ごくにいるよ』

「なんで!?　まさか死んじゃったんですか！」

『縁えん起ぎでもねえこと言いなさんな、死なねえよ。調査だよ調査。サタンとかいう顔色の悪い野や郎ろうの弁護頼たのまれてな……』

「そのヒト絶対有罪ですよ！　魔ま王おうじゃないですか！」

『先入観で勝手に決め付けんじゃねえよ。俺を頼たよってきたんだから、全力で弁護するぜ。見てろ、ヤツの未来は俺が救ってやる』

「そ、そうですか……」

　救ったらヤバイ気がするんだけど……すごく……

『で、なんだよ、そっちの用事は？　俺、今から現場検証で忙いそがしいんだけど』

　そう問われたので、僕は深呼吸をして気を取り直した。所長と上う手まく付き合うコツは振ふり回されないこと、これに尽つきる。まあそれが凄すごく難しいんだけど……

「実は今、依い頼らい神しんの方がいらしてまして──」

　僕から一通りの説明を聞くと、所長は豪ごう放ほうに笑った。

『よォし、引き受けちまえ！』

　僕はため息をつく。

「またそうやって適当に……戻もどれるんですか？　五十六億年とか待てませんよ？」

『五十六億七千万年だよ、正確には』

「別にそこ細かく言う必要ないでしょ!?」

『まあ、流石さすがに俺は無理だろうな。俺はな』

「じゃあ引き受けられないじゃないですか！」

　ああもう、所長にツッコンでると、底なし沼ぬまに引きずり込こまれる感覚がする……

『お前がやりゃいいだろ』

　何気なく発された言葉の意味を、僕は理解しかねた。

「……はい？」

『お前が担当しろってんだよ、伏フツ羲キ。お前も弁べん護ご神しんだろう？』

　……え、ええ！

「い……いやいやいやいやいや！　ナニ言ってんですか、無理ですよ殺さつ神じん事件なんて！　新米ですよ僕は！」

『大だい丈じよう夫ぶ、お前ならやれる！　事務所の未来はお前にかかってんだ……あ、ヤベッ！　ケルベロスに見つかった！　切るぞ、じゃあな！』

「ちょっ、所長……所長!?」

　……切れた！　え、なに、ケルベロス？　なにやってんのあのヒト！　大丈夫なの？

　腰こしを浮うかせたまま、僕は暫しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、ふと切実な視線を感じた。菊きく理りさんだ。おずおずと尋たずねてくる。

「あのう……無理そうですか？」

「い、いや、その……」

　変な汗あせが滲にじむ。確かに弁護神資格は持っているし、何度か法ほう廷ていに立ったこともあるけど、担当した事件はほとんど民事で、刑けい事じも窃せつ盗とうまでがせいぜい。普ふ段だんはほとんど事務員だ。そんな僕が殺神事件で、フォルセティ検けん事じ神しんを相手取るだって？　あきらかに無む茶ちやだよ……

　僕が言いよどんでいると、やがて菊理さんは諦あきらめの表情を浮かべた。

「……ありがとう御ご座ざいました」

　立ち上がる菊理さん。僕に気を遣つかわせないようにだろう、微笑ほほえみを浮かべて。少し無理矢理でも、この女神さんの笑顔には、見る者をホッとさせる優やさしさが溢あふれていた。

「ご検討頂けただけでも、嬉うれしかったです。玄げん関かん先さきで追い返されたこともありましたので……本当に、ありがとう御座いましたっ」

「あ、あの……いや……」

　菊理さんは丁てい寧ねいに一礼して背を向ける。彼女が笑顔の下に隠かくした心細さが、華きや奢しやな背中に立ち上っていた。あ、ああ……行ってしまう、不安そうな背中が遠ざかっていく。誰だれかが彼女に手を差し伸のべるだろうか？　僕ではない誰かが……

「ま、まっ……待って下さい！」

　僕はつっかえつっかえ口にした。

　助けを求めてやって来たヒトに、不安そうな顔をさせてはいけない。見せてもいけない……それは所長から最初に教わった、大切なことだ。

「はい？」

　振ふり向く菊理さん。不思議そうな表情。

　営業用スマイルを再び貼はり付けようと頑がん張ばってみたけど、引き攣つり笑いになってしまった。まだまだ修行が足りない。僕はメガネを押おし上げ、

「……ぼ、僕で良ければ……引き受けます！　天地の理ことわりに従って！」

　菊きく理りさんの目がまんまるになった。

　あーあ……言っちゃったよ。もう後には退ひけないぞ。

　でもしょうがない。ウチの所長はどうしようもなくイイ加減なヒトだけど、僕は彼のスタイルをとても尊敬している。それは昔から変わらない。どんな依い頼らいでも断らないコトを、誇ほこりにすら思っている。だからこの事務所に入所したんだ。

　確かに勢いで言ってしまったけど、後こう悔かいはしていない。絶対にしない。このまま彼女を帰してしまったら、そのときこそ後悔しただろう。

　……なんとかなるさ。なんとかしてみせる……た、多分！







　　　　　　　　　　　　　†







　さて、無理矢理に気合いを入れて事務所を出たはいいけど、考えてみれば菊理さんは代理で来ただけなので、直接の依頼神というワケではないのだ。僕はまだ、スタート地点に立ってすらいない。

　忘れ物はないかな？　えーと、カバンは持ったし、胸ポケットに手帳と……うん、八はつ卦け盤ばんも入ってる。八卦盤ってのは、八つの記号が記されたコンパスみたいな物体で、一応神じん器きだけど大した力はない。まあ、お守りみたいなモンかな。

「──伏フツ羲キさま、まず、どちらへ参られるのでしょうか？」

　雑居ビルから駅までの道を並んで歩きながら、菊理さんが言った。

　じきに正午になろうかという時刻、町並みはうららかな日差しに洗われている。オフィス街なので、人通りはそこそこある。

「拘こう留りゆうされてる被ひ告こく神しんに会ってきます。正式に依頼を受けなきゃいけないので」

　まあそこで断られたら、僕の決死の覚かく悟ごは無む駄だになっちゃうんだけど……はあ、断ってくれないかなァ、なんて、ちょっと思ったりはしなくもない……いや、引き受ける前に弱気になっちゃイカンイカン……

　数歩、悶もん々もんとしながら歩いたところで、

「……あの」

　菊理さんからの呼び掛かけで足を止めた。目を向けると、なにやらモジモジしている。

「どうしました？　お手洗いですか？」

「ちっ、違ちがいます！　あのう……わたしも、ご一いつ緒しよさせて頂けませんでしょうか」

　どうもこの女神さん、控ひかえめというか自信なさげというか……何か主張しようとするときには、罪悪感もセットで感じてしまうような性格らしい。

「封ホウ神シン区クに、ですか？」

　菊きく理りさんが頷うなずく。

　封神区は都心から電車で約四十分、煉ネリ魔マ区の外れにある、留置所と拘こう置ち所しよと刑けい務む所しよを兼かね備えた巨きよ大だい施し設せつだ……いや、施設という規模ではないか。町一つを丸ごとスッポリと収める広大な敷しき地ちに、神しん力りよくを制限する封ふう印いんが施ほどこされており、中央に向かうほど強力になっていく。危険な囚しゆう神じんほど奥おくに収しゆう監かんされる仕組みになっている。

「どうしてです？」

　僕が尋たずね返せば、菊理さんの瞳ひとみに再びあの光が灯ともった。キラキラと。

「ミロク先生のお弟で子しさまの仕事ぶりを拝見する機会なんて、千せん載ざい一いち遇ぐうですから！」

「で、弟子ですか……まあ、そうなるんですかね」

　どうもあのテキトーな所長の弟子というのは、素直に頷きがたいところはあるけど。

「なります、当然です！」

　あ、そこは自信たっぷりなんだ……僕のプロフィールなのに……

「それに、依い頼らいを受けて頂いたご恩返しをしたくて」

「恩なんて別に感じていただくことは……」

「お手伝いできることがありましたら、メモ取りでも情報集めでも、なんでもいたします！　どうぞわたしのことは、手足と思って下さいませ！」

　僕は眉み間けんにシワを寄せ、顎あごを撫なでた。

「や、お気持ちはありがたいんですが、確か……被ひ告こくとの面会には色々と制限があったと思うんですよ。肉親や弁べん護ご神しん以外だと……」

　んー、この辺、ちょっと曖あい昧まいなんだよな……普ふ段だんは刑けい事じ事件は扱あつかわないし……ああ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　僕はこんなんで……

「あら、それならご心配には及およびません……よいしょっ！」

　菊理さんは小こ脇わきに抱かかえた巻物を体の前に持ってくると、素早く開いた。その鮮あざやかな動きに、僕は驚おどろきを禁じえない。

「神しん界かい刑事訴そ訟しよう法ほう八百九十二条、接見交通権についての規定によれば、弁護神が被告との面会を望む場合、一名までなら同どう伴はん者しやを付けることができるとあります」

　と、当とう該がい箇か所しよを見せてくれる……うわ、ホントだ、書いてある！　詐さ欺ぎ師しが使う古典的手口の契けい約やく書しよみたいに、小さく隅すみっこに。こんな法規があったとは知らなかった。自分の不勉強を恥はじるべきなのか、それとも彼女の熱心さを讃たたえるべきか、ちょっと分からない。

「よ、良く読みこんでますね……」

「朝昼晩、三回ずつ写経しておりますから！」

　僕の言葉に、菊理さんは巻物を巻きなおしながら、嬉うれしそうに頷いた。失礼すぎてとても口には出せないけれど、この表情を何かに喩たとえるなら『飼い主に投げられたフリスビーを取ってきた犬』以外に思い付かない。それからじっと、物問いたげに見上げてくる。

「……で、では、まあ、ご一いつ緒しよしましょうか」

　断る理由はない。

「はい、お役に立てるよう、頑がん張ばります！」

　お役に立てるどころか、僕より優ゆう秀しゆうな気がするけどね……

　やる気満々の菊きく理りさんを連れて、駅まで歩いて電車に乗った……んー、移動が基本電車というあたり、零れい細さい事務所の悲ひ哀あいが滲にじんでるな。







「──えっ!?」

　車両内に、僕のスットンキョウな声が響ひびいた。大声を出してしまったせいで、ドア付近に立つ僕たちへと乗客たちの視線が突つき刺ささる。

　周囲に軽く頭を下げ、声のトーンを落としつつ尋たずね返す。

「じゃ、じゃあアナタは、被ひ害がい神しんの妹さんなんですか？」

「はい、義理のですけど。イザナミさまの夫であるイザナギがわたしの兄です」

　そ、それは……天地の理ことわりにけっこう反しているような気が……

「つまりアナタは、ええと……お義ね姉えさんを殺害したかもしれないイフリート被告の弁べん護ご神しんを、一いつ生しよう懸けん命めい探していたワケですか？」

「ええ……おかしいでしょうか？」

「心情的にはちょっと、理解しにくいですね」

　菊理さんは目を伏ふせた。

「兄さまにはひどく叱しかられました。犯はん神しんをかばうつもりか！　って。兄さまはイザナミさまに『ぞっこんらぶ』ですから」

「はあ、ゾッコンですか……」

「または『めろめろきゅー』です」

「メロメロですか……」

　高たか天まが原はらは言語センスもレトロなんだろうか……

「兄さまは、やるせない気持ちのぶつけ場所を探しているのでしょう。最初はわたしも流れに任せようと思っていたのですが……お店の従業員の方々から相談を受けて、考えが変わりました」

「ふむ……なんと？」

「イフさまがそんなことをするはずがない、絶対に違ちがう、と」

　うーむ……失礼ながら、いかにも被告神の知ち神じんが言いそうなセリフではあるな……ていうか、イフさま、か……丁てい寧ねい口調の菊理さんが略りやく称しようで呼ぶとは、かなり親しい仲のようだ。

　菊きく理りさんは真まっ直すぐに僕を見上げて、

「わたしも、イフさまは犯はん神しんではないと思うのです」

　僕は返す言葉に詰つまった。彼女のひたむきな瞳ひとみが言っていた──「真実を突つき止めて欲ほしい」と。

　……なんだか手て提さげカバンが重たくなった気がする。

「ま、まあ……お気持ちは分かりました」

　そうとだけ答えると、菊理さんは穏おだやかな微笑ほほえみで頷うなずいた。

　やがて電車は高こう架か線せんから、目的地である『封ホウ神シン一丁目』の駅に滑すべり込こんだ。

　降車した先のホームは薄うすいモヤに包まれている。この辺りはもうかなり雲海に突っ込んでいるのだ。昼下がりの陽光が差し込み、傾かたむいた柱のような綾あやを描えがくさまは神こう々ごうしい。モヤの中にまばらな人ひと影かげが蠢うごめいている。

「──わあ、すっごく広いんですね」

　歩きながら、菊理さんが感かん嘆たんの声を上げる。

「門もん衛えい所しよも兼かねてますからね」

　とか、物知り顔で答えてみたけど、僕もそうそう来るワケではない。刑けい事じ事件は初めてなのだから。

　駅ビルは近代的で、迷めい路ろのように入り組んでいる。おぼろげな記き憶おくと看板を頼たよりに面会所の受付へと向かい、刑けい務む官かんに事情を説明して手続きを済ませた。

「──はい結構です。えー、じゃあね、お二柱ふたり、ちょっと神しん格かく測らせて貰もらいますんで」

　カウンターの向こうに座る刑務官の男だん神しんが、書類を見ながら、スタンガンのような形状の機械を手に取って言った。あれは神格チェッカー、その名のとおり神格を測るための機器で、最近はスマホのアプリでも簡易版があったりする。

　神格とは僕ら神々を格付けするための数値だ。身体能力や権けん威い、人間界での知名度や、どれほど信しん仰こうを集めているか、などを総合して算出される。神しん力りよくや武力にかなり関係するので、公的機関に入るときには必ず計測されるのだ。ぶっちゃけ、どれぐらい脅きよう威いかということ。

　チェッカーがこっちに向けられる──ピー、ピピー、ピー！　とたんに鳴り響ひびいた機械音に、僕も菊理さんもギョッとした。

　どこからともなく、警棒を手にした刑務官たちがゾロゾロと駆かけ寄ってくる。

「な、なんですかこれは!?　何かの間ま違ちがいです！　べべ、弁べん護ご神しんを呼んでください！」

　僕はいちはやく両手をホールドアップし、錯さく乱らん気味に叫さけんだ。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶですんで」

　と、受付の刑務官が片手を挙げ、あっさりと同どう僚りようたちを止めた。

「どうなさったんです？」

　菊理さんがおずおずと尋たずねれば、刑務官はチェッカーを見ながら、

「いやね、菊きく理り姫ひめさん、あなたの神しん格かくがかなり高いんですよ……５５２ですね。まあ問題はありません」

　ごひゃくごじゅう、に!?　わ、結構すごいな、準主しゆ神しんクラスじゃないか……１０００を超こえると主神クラスなんだけど。華きや奢しやな女神さんなのにな……

「えー、伏フツ羲キさんは……え……あ、はい、結構です。どうぞ」

　……気の毒そうな目で見られた。まあ慣れてるけど。

　面会室へと向かう途と中ちゆう、僕はマジマジと菊理さんを見る。

「スゴイですね、神格……」

　菊理さんは褒ほめられ慣れていない様子で、顔を赤らめて俯うつむくと、

「いえ、そんな、わたしなんて全然です……伏羲さまは、お幾いくつなのですか？」

　期待に満ちた目で見つめてきた。

「え、いやまあ……大したことありませんよ、ははは……」

　笑ってごまかしておく。さっき僕を二度見していた刑けい務む官かんの様子が全すべてを物語っているだろう……くっ、悲しくなってきた。いや僕もね、人間界を放ほう浪ろうしてたときは結構神格高かったんだけど、最近はちょっとね……

　面会室に到とう着ちやくし、椅い子すに座って待つことしばし、強化ガラスで仕切られた向こう側のドアが開いた。

「──ンマーッ！　キクリちゃんじゃなァい！　来てくれてア、リ、ガ、ト！」

　ガラスをビリビリと震ふるわせるビブラート、漂ただようドギツい香こう水すいの匂におい。ボディは見事な逆三角形で、赤みがかった肌はだをふんだんに露ろ出しゆつしたキワドイ衣い装しようを着ている。ヒゲづらから覗のぞく分厚い唇くちびるは、吸い付く先を探すようにムチュムチュと蠢うごめいて……これは、なんというか……間に仕切りがあって助かったかもしれない。片手にカレーのルーでも入ってそうな形の、古びたランプを持っている。

　菊理さんがペコリと頭を下げて、心配そうに見み遣やった。

「イフさま、お元気でしたか？　少しお瘦やせになったような……」

　このスサまじく濃こい男だん神しんが被ひ告こく神しんか……いや待てよ、男神、だよな……？

「ンマァッ、ホントッ!?　ダイエットになるなら、たまには逮たい捕ほされるのもいいかしら？　なァんて、ウフフフン！」

「え、ええと……イフリートさん、ですね？」

　二柱ふたりの再会に、僕は口を挟はさむ。

「あらヤダ、本名で呼ばないでよン、アタシお店じゃアゲハで通ってるんだから」

　どっからアゲハなんて儚はかなげなイメージが……

「もうホントにねえ、やんなっちゃうわよ、ココじゃおひげも満足に剃それないのよ。オンナは身だしなみが大事なのに……で、ボウヤはどちらさま？」

　僕は既すでに営業用スマイルを装備していたが、向けられた流し目の威い力りよくで早くも破損ぎみだった。

「弁べん護ご神しんの伏フツ羲キと申します。菊きく理りさんのご紹しよう介かいで……」

「ンマーッ!?　ひょっとして、アタシの弁護を？」

「ええ、新米ですが……チカラいっぱい頑がん張ばります」

　菊理さんが眉まゆ毛げを吊つり上げ、身を乗り出してくる。ビシッと片手で僕を示し、

「伏羲さまはこのようにご謙けん遜そんされますけれど、たいへん高名な弁護神であらせられる、ミロクさまのお弟で子しさまなのです。たくさんの難事件を担当して来たに違ちがいないのです。そうに決まっています……ね、そうですよね、伏羲さま？」

　えっ、そんなハナシ盛った上で、僕に投げるんですか!?

　う、うーん、どうも菊理さん、僕を買い被かぶりすぎてるな……ハッキリと否定できないのがツラい。見み栄えを張りたいワケじゃないけど、菊理さんのピカピカの夢を壊こわしたくないのもあるし、依い頼らい神しんをむやみに不安にさせたくないし……

「や、まあ……そうですね……」

　結果、はぐらかす僕。

　今まで担当した中で一番有名な案件を思い出すなら……多分、『アダムさん露ろ出しゆつ事件』だ。アダムさんというのは、股こ間かんにイチジクの葉っぱをつけただけの格好で街角を練り歩く公然猥わい褻せつの常習犯で、法ほう廷ていで『全ぜん裸らじゃないから恥はずかしくないもん！』と主張、あれはまあ難事件と呼べなくもなかったが……

「──ンマー、どうしようかしら、そんなにご高名な先生だなんて！」

「いや、それほどでもないんですがね……」

　まったく謙けん遜そんではない。

「アタシは別に誰だれでもよかったんだけどねえ、ウチの子たちが一いつ生しよう懸けん命めいになってくれちゃってサ。ホントにねえ、ありがたいコトよねえ、キクリちゃんも……うう、愛されてるのね、アタシって」

　人差し指で涙なみだを拭ぬぐうイフリートさん。仕草だけならキレイだな……仕草だけなら。一いつ瞬しゆんその姿に、美しい乙女おとめの幻げん影えいが重なり……ヤバイ！　僕は激しく頭を振ふる。

　しかし、誰でもよかったってのは、なんとも消極的な……周囲がおせっかいを焼いた感じなのかな？

「それじゃセッカクだし、お願いしちゃおうかしらねっ！　今言ったけど、アタシはアゲハっていうの。まあ本名はイフリートなんだけど……神々の庭の神シン宿ジユク二丁目でバーやってまァす、宜よろしくねん！」

「は、はい、宜しくお願いします。全力で当たらせて頂きます！」

　僕が頭を下げれば、

「ンフッ！　二柱ふたりが出会った記念に、燃え上がるほどアツイキッスをプレゼントしちゃうわンーマッ！」

　アゲハことイフリートさんは、シナをつくりながら唇くちびるを突つき出してきた。恐きよう怖ふを感じた僕が咄とつ嗟さに仰のけ反れば、ムチュムチュと蠢うごめく唇が、仕切りのガラスに燃えるようなキスマークをつけた。間に仕切りがなかったらと思うとゾッとする。

「あ……あははは……」

　アツくて溶けそうです、魂たましいが……このヒトを解き放っていいものかどうか、わりと真しん剣けんに悩なやましいぞ……

「ンーッでもあなたって、見かけによらず勇気あるのねえ。他ほかの弁べん護ご神しん先生なんて酷ひどいモノよ。普ふ段だんエラそうにしてるくせに皆みないくじなしでさ。相手がナントカって検けん事じ神しんだとか、アタシが前科モノだとか聞いたら、尻尾しつぽ巻いて逃にげちゃってさ。裁判まであと三日しかないし、もういいかなって。もう脱だつ走そうしてやろうかなって……」

　調子よく始まったイフリートさんのお喋しやべりに激しい引っ掛かかりを感じて、

「ちょ、ちょっと待って下さい！　本当ですかその話！」

　僕は片手で制した。さよならスマイル。

「あらヤダ、ジョーダンよ冗じよう談だん、しないわよ脱走なんて。脱毛なら毎日欠かさないけど」

「いや、そこじゃなくて……前科があるんですか？」
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「ンマア、ご存知なァい？　アタシ結構有ゆう名めい神じんなんだけど」

　菊きく理りさんが人差し指を立て、

「イフさま、昔はわるだったのですよ」

「わ、わる……ですか？」

「ンフ、アタシってすぐ熱くなっちゃうタイプなのよ。まあ炎ほのおの魔ま神じんなだけに？　あちこちで暴れてたらパクられちゃって、ランプ禁きん錮こ刑けい食らっちゃったの。ンま、昔の話よ、昔の」

　ランプ禁錮刑は古い刑けい罰ばつで、罪を犯おかした神々をランプに封ふうじ込こめたまま人間界に追放するというものだ。ランプがコスられると仮かり釈しやく放ほうされ、囚しゆう神じんはコスった者の願い事を全力で叶かなえなければならない。叶え終わると再びランプに戻もどされる。狭せまいランプ内に長期間閉じ込められる精神的苦痛は計り知れず、あまりにも非道であると随ずい分ぶん昔に廃はい止しされた。

　……うう、頭が痛くなってきたぞ。前科があるというのは、当然法ほう廷ていで不利に働く。検察側は心証操作に使ってくるだろう……しかし今は、悠ゆう長ちように頭痛を感じているヒマすらないのだ。とにかく先に進まなきゃ。

　僕はため息を吞のみ込むと、スーツの内ポケットから手帳を取り出して開いた。

「えーっと……じゃあ、幾いくつか訊きかせて下さい」

　菊理さんがずいっと身を乗り出し、

「この面会には秘密交通権が保障されますので、不利な材料になることはありません。なんでも正直に話して下さいね、イフさま」

　うーん……有能だ……

「オッケーよん。スリーサイズだって答えちゃうわ！」

　イフリートさんは妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「い、いえ、それは結構です……ええと、事件のあった日のことを話していただけますか。覚えている範はん囲いで構いませんので」

　イフリートさんは頷うなずいて語り始める。

「ええとね、あの日、お店はお休みだったのよ。パーティーがあったから……」

「パーティー？」

「イザナミよイザナミ、あの女の復活記念パーティー。知らない？　あの女、昔一度死んだの。原因は知らないけどね。最近復活したのよ」

　菊理さんがコクコクと頷いている。

　神しん格かくの高い神は、死んでも暫しばらく経たつと復活するのだ……まあ僕には縁えんのないハナシだから、せいぜい死なないように気をつけないと。

　あの女、という言葉のニュアンスに引っかかりを覚えたが、ひとまず置いておく。

「お昼過ぎに、愛車をカッ飛ばして高たか天まが原はらに向かったわ。着いたのは十六時ぐらいだったかしらね。少し早すぎたから喫きつ茶さ店てんで時間を潰つぶして、十八時に会場に入ったの。パーティーがお開きになったのが二十時ぐらいで、アタシは最後まで残ってたから、家に着いたのは一時過ぎよ。夜よ更ふかしなんてお肌はだが荒あれちゃうし、翌日も仕事だしで、も、タァイヘンよォ！」

　イフリートさんの語り口は流りゆう暢ちようだった。取り調べで何度も話した内容なのだろう。

　ペンを動かす指を止めると、僕は顔を上げた。ぶ厚いガラス越ごしにイフリートさんを見つめる。さっき引っかかったところを訊きいておこう。

「……被ひ害がい神しんとは、仲が悪かったんですか？」

　イフリートさんは皮肉げに口の端はしを歪ゆがめた。

「アタシはキライだったわねェ」

「え、あ、あの……でもイザナミさまは、古くからの大親友と……」

　そう訊たずねる菊きく理りさんの表情には、大きな驚おどろきと、少しのさみしさがあった。

「だい……しん、ゆう？　です、って……」

　俯うつむいて呟つぶやくイフリートさん。その顔は陰かげになって見えない……な、なんか迫はく力りよくが……

「……イフさま？」

　菊理さんが控ひかえめに声を掛かけた……次の瞬しゆん間かん！　イフリートさんの全身がメラメラと燃え始めた！　な、なんだ、どうして燃えてるんだ!?

　グインッと顔を上げるイフリートさん……うっ、うわ怖こわっ！　顔がものすごく怖い！　両目を爛らん々らんと光らせ、激しく炎ほのおを噴ふき上げるさまは、まさしく炎の魔ま神じんと呼ぶに相応ふさわしかった。

「フッッッザケンじゃねえぞあのアマアアアアアッ!!　お、お、俺をナメんのも、いい加減にしやがれええええええっ!!」

　こっ、声が野太い！　これが地声か！　ていうか怖すぎる！

　室温が急きゆう上じよう昇しようし、周囲で陽かげ炎ろうが揺ゆらぎ、ふつふつと汗あせが噴き出す。封ふう印いんの中ですらこのパワー、とんでもないぞ……！　囚しゆう神じん側の部屋の出入り口に立つ刑けい務む官かんが慌あわてふためいているのが見える。

「ごっ、ごめんなさい、わたし、お気に障さわるようなことを……！」

「お、落ち着いて下さい！　火事になっちゃいますよ！」

　菊理さんと僕が慌てて言えば、

「グ、ググ、グァ……グフゥ……」

　イフリートさんは荒あら々あらしい炎の吐と息いきを何度か吐はいた。湧わき上がる怒いかりを必死に抑おさえ込こんでいる様子だ。

　徐々に赤熱は収まっていき、やがて完全に消火した。

　僕と菊理さんが安あん堵どの息を重ねれば、イフリートさんは全身からプスプスと煙けむりを上げながら、炎えん熱ねつの名残なごりを排はい気きした。

「ゴフゥー、ゴフゥー……うふ、ふふ……うふふっ、ちょっとカンニン袋ぶくろがバーニングしちゃったわ、ごめんなさいねン！」

　どうやら頭に血が上ると、神しん力りよくの制せい御ぎよが利きかなくなるタチらしい……うーん、あまり刺し激げきしたくないけど、質問しないとな……

「あの……お二柱ふたりがどんな関係だったのか、詳くわしく聞かせていただいても……？」

　恐おそる恐る訊たずねれば、イフリートさんは悩なやましげに目を伏ふせた。

「……キクリちゃんの言うとおりよ。昔は仲がよかったわ、アタシたち。同じ夢を追う仲間だったから」

「仲間……ですか？」

　深い絆きずなを感じさせる言葉だ。

「ええ、『美』を追求しようと誓ちかい合った仲間……〝だった〟。昔、アタシたち二柱ふたりは都内で自作のアクセサリーショップを経営してたの」

「それは……共同経営だったんですか？」

　イフリートさんは過去を懐なつかしむように目を細めた。

「まあ、名義はアタシだったけどね。最初は全然売れなかったけど、楽しかったから頑がん張ばれた。女神たちの美しさを引き出す最高のアクセサリーを造ろうって、アタシたちは燃えてた。二柱ふたりなら絶対やれる、歴史に残るような逸いつ品ぴんを造るんだってね……アタシの造った金のブローチがデザインコンテストで入賞したときは、手を取り合って喜んだ」

　語られるのは輝かがやかしい思い出だった。

「そのうち少しずつ世間に認められてきた頃ころ……アイツがアタシを裏切った」

　イフリートさんはランプを撫なでながら、苛いら立だちのため息をついた。なんかまたちょっと、面会室の気温が上がってきてるような気がする……戦せん々せん恐きよう々きよう。

　同じ苦しみと喜びを共有した仲間。そんな二柱ふたりが決別するに至った裏切りとは……

「何が……あったんです？」

「……アイツ、突とつ然ぜん店を辞めたのよ。そんでもって、別の店を立ち上げたの。アタシを裏切ってね……そのとき、アタシたちの活動に出資してくれるっていう神様がいたんだけど、そのヒトにあるコトないコト吹ふき込こんで、やれ、アタシがオカマだとかね……自分の店の費用だけ出させたのよンッ！」

　アンニュイだった口調はどんどん熱を増し、早口になっていく。ヤバイ、部屋が暑い！

「ああ、あのクソアマッ！　男だん神しんの気を引くのばっかり上う手まくてさ！　そんでアタシに『勝負よ！』とか朗ほがらかな顔で笑いやがって、ブチキレてビンタしたわよ！　自分が嫌きらわれてるなんて微み塵じんも思わないし、想像もしない、そういうオンナなのよアイツは！　欲ほしいと思ったものは何でも貰もらえるし、何をしても最後には許してもらえると思ってる！　純じゆん粋すいなのよ、悪い意味でね！」

「はあ、悪い意味で……純粋」

　僕は若じやつ干かん身を引きながら、相あい槌づちを打つ。

「出資者を失ったアタシの店は潰つぶれたわ！　アイツの店も潰れたらしいけどね、ハッ！　当然だわ、ザマァミロよッ！」

　こ、声がまた野太くなってきてる……ヤバイヤバイ！　こりゃあ、いつまた爆ばく発はつするか分かんないぞ！

　……もうこれ以上ツッコんだらヤバイ気はするけど、訊きいておくべきことはまだあるんだよなあ……僕は額の汗あせを拭ぬぐい、爆発物処理班の気持ちで口を開く。

「あ、あの……お気持ち、お察しします……」

「アラッ、優やさしいのねフッキー！　好きになっちゃいそうアタシ」

　フッキー!?　ていうか僕、モテないけどもそのケはないので……

「……でも、あの、ちょっと不思議なんですが……そんなにキライだったのに、パーティーには行ったんですよね？」

　イフリートさんは雄お々おしく腕うで組ぐみをして、鼻息を吹ふいた。

「フンッ、義理よ義理、古い知り合いも何人か来てたしね。断ったらアタシが逃にげてるみたいでシャクじゃないのン！」

　ふむ、オンナのプライドってヤツなのかな……いや違ちがう、このヒトは男だん神しんだ！　危ない危ない、騙だまされるところだった……

「……なるほど、大体分かりました」

　こりゃ動機は満々だよなあ、依い頼らい主ぬしを疑いたくはないけど……まあ、取り敢あえず契けい約やくだけしてしまうか……

　僕は若じやつ干かん焦こげてしまった手帳を仕し舞まうと、カバンから必要書類を取り出した。

「あの、こちらにサインを頂けますか？」

「オッケーよん！」

　……と、手続きを済ませ、受け取った書類をカバンに入れた。サインの隅すみにブチュッとキスマークがついてるのがちょっと余計だが……

　椅い子すから立ち上がる。速達で投とう函かんしとかないと……本当にギリギリの勝負だ。なにやら思案顔で俯うつむいていた菊きく理りさんも、慌あわてて立ち上がった。

「──あら、もう行っちゃうの？　フッキー」

「ええ、本当は裁判の打ち合わせをもう少ししておきたいんですが、なにぶん時間がないので。調査に向かいます」

「んまッ、頑がん張ばって頂ちよう戴だい。勝しよう訴そしたらウチのお店にご招待するわ。あなたアタシの十五人目のカレにどことなく似てるから、うンとサービスしちゃう。もちろん、オ、ト、ナ、の！」

　うぐっ……ひ、必死に奮ふるい立たせてるヤル気が、メリメリと殺そがれる……！

　ヨロヨロと出口に向かい、ドアノブに手を掛かけたところで、ふと思い出して立ち止まった。そうだ、一応訊いておきたい。このヒトは潔白なハズだ。依頼神を信じるのが僕の仕事だ。でも……念のために。

「あの……イフリートさん」

　覚かく悟ごを決めて振ふり向いた。

「いやァん、アゲハって呼、ん、で！」

　出鼻をくじかれた……

「……あ、アゲハさん。ええと……本当にアナタは、その……イザナミさんを殺してはいないんですよね？」

　イフリートさんは一いつ瞬しゆん真顔になると、ヤレヤレ的な微び笑しようを浮うかべて首を振った。

「殺してないわ……殺してやりたいと思ったことは何度もあったけど。今のアタシにとってはお店が全すべてなの。天職だわ」

　夢破れて見つけた第二の人生、って感じか……

「お客さんたちが喜んでくれるのが嬉うれしいし、従業員の皆みなを愛してる。アタシの命と言ってもいい……ううん、命より大事なモノ。もう大切なものを何一つ、アイツに捧ささげたりしない」

　そのしんみりとした言葉を受けて、僕は一瞬でも彼女……いや、彼を疑ってしまったコトを後こう悔かいした。彼は無罪だ……信じて戦い抜ぬくんだ！　そう心に定めれば、寝ね不ぶ足そくで疲ひ労ろうした肉体にもチカラがみなぎる気がした。

「わかりました。全力でアナタを弁護します」

　今、この案件におけるスタートラインに、ようやく立てたという実感があった。







　帰りの電車の中で、菊きく理りさんはちょっとしょげていた。

「わたし、イフさまとイザナミさまは、てっきり仲良しだとばかり思っていたのです……勘かん違ちがいだったのでしょうか」

　こうやって座席に座って肩かたを落としていると、かなり小さく見える。

「二柱ふたりにも色々とあったんでしょう……神に歴史あり、です」

　吊つり革かわに摑つかまって立つ僕は、窓の外を眺ながめながら返した。電車は既すでに雲海を抜け、やや気だるい午後の日差しの中を走っていく。流れゆく町並みもその輪りん郭かくを取り戻もどしている。行く先には中央区の高層ビル群が見えている。

　神に歴史があるならば、この都市にも歴史がある。

　かつてはこの神しん界かいでも、様々な文化圏けんの様々な神々がぶつかり合い、多くの諍いさかいが起きていた。神々同士の戦いは世界を崩ほう壊かいさせかねない脅きよう威い的てきなものだったし、またあまりにも不毛だったから、名だたる主しゆ神しんたちは力を合わせてこの町を創造したのだ。平和を重んじ、冷れい酷こくなまでに厳格な法で守られたこの町を。

　しかし、それでも衝しよう突とつは起きる。だから僕らがいる。

「……この仕事してると結構あるもんです」

　菊きく理りさんは弁べん護ご神しんを目指すという。なら、彼女もいずれ向き合うだろう。

「見なくていいモノや、知りたくもないコトと向き合わなきゃいけなかったり、誰だれかの忘れたい傷きず跡あとを掘ほり返さなきゃいけなかったり」

　離り婚こん調停など担当すると顕けん著ちよだ。かつては愛し合っていたはずの男女神の、骨肉の争いを見るというのは、なかなか心にくるものがある。オリュンポスの神々は特に恋れん愛あい沙ざ汰たが多くて、そんなのをよく見せられる……

　……と、やや気が抜ぬけたか、僕は込こみ上げた欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「あふっ……と、失礼しました」

　菊理さんはクスリと笑った。小さな花が綻ほころぶような笑い方で、彼女らしい柔やわらかさがある。僕を見上げて小首をかしげ、

「伏フツ羲キさまはなぜ、弁護神になろうと思われたのですか？」

　うーん……自分語りってのは、なかなか恥はずかしいんだけど……

　僕は頰ほおを搔かいて、

「ちょっと長い話になりますが」

「ぜひ！」

　星をちりばめた瞳ひとみでじーっと見つめられ、観念して一息ついた。

「……僕は昔、神しん界かいの住ジユウ神シン票ヒヨウを得てからもしばらく、人間界をフラフラしてたんです」

「まあ、人間界に!?　わたしも興味はあって時々覗のぞいてはいるのですが、なかなか行けずにおります」

「最近は不ふ干かん渉しよう法ほうがキツくなって、渡と界かいビザも取りづらくなったらしいですね」

「ですね……伏羲さまはなぜ人間界に？」

「人ひと捜さがしをしていたんです。古い知り合いで、兄貴分といいますか……行ゆく方え不明になってしまって。彼は人間界が好きだったんで、居るんじゃないかと思ったんです。結局見つからなかったんですが」

「まあ……ご無事だといいですね」

　西日に照らされた菊理さんの表情は、気き遣づかわしげだった。

「簡単に死ぬようなヒトじゃありませんから、きっとどこかで……や、まあそれで、僕はそのときに、たくさんの人間たちの暮らしぶりを目まの当たりにしたんです」

「どのような様子でした？」

「今とそれほど変わっていないと思います。一部平和なところもあったけど、紛ふん争そう地ちもたくさんありました。何不自由なく暮らす人もいる一方で、その日の食事にありつけないような人や、無む秩ちつ序じよな暴力に苦しむ人がいました」

　菊理さんは切なそうに顔を歪ゆがめた。人間界に興味があるという彼女なら、あの無力感を味わったコトがあるのだろうか……

「僕は旅を続けながら、行く先々でそうした人たちを助けていました。でも……」

「……でも？」

　やんわりと促うながされ、僕はつっかえていた言葉を声に出した。

「……ヒトの悲しみって、どうしたら救われるんでしょうね。戦争とか貧しさとか、そういうモノって、振ふり払はらっても、振り払っても……終わりがないんですよね」

　息苦しさを感じて目を伏ふせる。もう随ずい分ぶん経たつのに、この想おもい出は、まだ……結構痛い。

「何度でも、助けようとしたんです……でも、僕の目の届かないところで、手の届かない範囲で、誰だれかが泣いていて……」

「伏フツ羲キさま……」

　菊きく理りさんの表情も悲しげだった。その目は真しん剣けんだった。僕の言葉を大切にしてくれている。一言も聞き漏もらさないようにという気持ちが伝わる。

「悩なやみました。誰もが笑って、平和に暮らせる世の中は、どうしたらできるのか。誰も不幸にならないために、僕は何をしたらイイのか。僕に何ができるのか……考えるほど分からなくなってしまって……」

　僕はふと顔を上げると、目を細めて菊理さんを見つめた。

「──そんなときでした。たまたま、裁判を傍ぼう聴ちようする機会に恵めぐまれたんです」

「裁判を……」

「ええ。ある弁べん護ご神しんの姿を見て、僕は感動したんです。武力ではなく、話し合いで争いを収める姿が、とても眩まぶしく見えました」

　まあ実際光ってたんだけど……浮ういてたし……

「そのとき、僕も弁護神になって困った神を助けたいって、強く思いました。僕ら神々がキチンとしていれば、人間界はもっと平和になるんじゃないかなって」

　僕ら神々でも間ま違ちがいを犯おかす。それなら……それを正せばいい。少しでも間違いが起きないように、一つずつ正していけばいい……あのときそう気付けた。

　所長はブッ飛んだ神だけど、心の奥おくには揺ゆらがない信念があるし、その目は被ひ告こく神しんの未来だけを見つめている。僕もそんな弁護神になろうと思ったんだ……

「まあ、そんなトコロです……長くてスミマセン」

「……なんと……ああ……じいーん、ですっ！」

　両手を組んで瞳ひとみを潤うるませた菊理さんの頭上に『じいーん』という字が見えた気がした。ていうか口で言っちゃってるし……

「わたし、感動しました！　さすがはミロク先生のお弟で子しさまですっ！」

　うわーっ、これは気き恥はずかしい！

　早いとこ話題を変えよう。背せ筋すじがカユくてたまらない。

「あの、アナタこそ、どうしてです？」

　僕が急いで尋たずねれば、

「え、わたしですか！」

　菊きく理りさんは膝ひざに抱だいた巻物の題字へと、戸と惑まどいの視線を落とした。古びた巻物が、彼女の真ま面じ目めさと頑がん張ばりを物語っている。

「どっ、どうしましょう、伏フツ羲キさまのような、すばらしい理由はないのです……」

「僕にだけ話させるってのは、異議アリですよ？」

　おどけて肩かたを竦すくめると、菊理さんはくすっと笑った。

「わたしの名前、キクリヒメの『キク』とは、『聞く』の意味でもあるそうです。だからでしょうか、わたしは誰だれかのお話を聴きくのがとても好きなのです」

　確かに彼女は聞き上じよう手ずだと思う。とりたてて話術が巧たくみというのではないが、穏おだやかな物もの腰ごしに加えて、会話を楽しんでいるのが伝わってくるから、つい色々と話してしまいたくなる。

「素す敵てきなお名前ですね」

　僕が返せば、

「あ、ありがとう御ご座ざいます……」

　菊理さんはかーっと頰ほおを染めた。やはり褒ほめられ慣れていないようだ。ポンポンと両頰を軽く叩たたいてから続ける。

「郷里でも諍いさかいがあると、たまに呼ばれたりしていたのです。双そう方ほうから事情をお聞きして、解決策を一いつ緒しよに考えたりして……そのうち自然と、この仕事を目指すようになりました」

「なるほど、調停役をしていたんですね」

「はい、皆みなさまがニコニコ微笑ほほえんでいらっしゃると、わたしも幸せなのです」

　菊理さんは再び僕を見上げてきた。切実な瞳ひとみ。

「どのような歴史があっても、皆さまが幸せになるための真実が、どこかにあると思います。諦あきらめずに探し続ければ、きっと……そう信じています。ですから、ええと……そんな理由なのです」

　……話を聞いて、この子に弁べん護ご神しんになって欲ほしいと、強くそう思った。彼女の『聞く』才能は、弁護神にとって大きな武器になるだろう。依い頼らい神しんとの密な対話こそが、基本にして最も重要な仕事なのだから。

　いや、それより……真実はきっと誰かを……皆を救う。僕もそう信じているのだ。

「すばらしい理由だと思います」

「いえ、そんな……」

　菊理さん、また照れている。

　今日、こうして一緒に弁護神の仕事をお見せすることが、少しでも彼女のためになるのなら、それは誇ほこらしいコトだと思えた。

「……どうですか？　実際の弁べん護ご神しんの仕事をご覧になって」

「は、はい！　わたしはずっと試験勉強ばかりで、こうした実地研修は初めてですから、とても勉強になります！」

「それはよかった」

　僕のような新米が、将来有望な弁護神のタマゴさんに間ま違ちがったやり方を教えてしまわないかと、内心不安はあるけど……ま、反面教師にはなるかもしれないし。

　少しの間があって、菊きく理りさんが口を開く。

「あの、伏フツ羲キさま……先ほど調査と仰おつしやられましたが、ひょっとしてこれから高たか天まが原はらに向かうのですか？」

「ええ、現場は見ておかなくてはいけませんから」

「でしたらっ！」

　キラリ輝かがやくその瞳ひとみ、握にぎり込こまれたその拳こぶし、どちらも気合いは十分とみた。

「わたしに案内させて下さい、ええ、いたしますとも！　美お味いしいごはんどころはもちろんのこと、神しん界かい遺産登録済みの観光名所から、地元民さえなかなか知らない隠かくれた名めい跡せきまで、あますところなく！」

　僕は若じやつ干かん身を引きながら、

「あの、その、お気持ちは嬉うれしいんですが、観光に行くのではないので……」

「あ……そうです、よね……」

　うわ、シュンとしちゃったよ……僕は急いでフォローの言葉を探す。

「ま、まあ、土地勘かんがないので、ご一いつ緒しよして頂けるのは助かりますよ。たまには美味しいものも食べたいですし！」

　回転寿ず司しとか……いやいやいや。回ってない方で。

「本当ですか！　分かりました、精せい一いつ杯ぱいご案内いたしますから！」

　気合いを再燃させる菊理さんにホッとしながら、続けて口にする。窓の外、背の高いビルが多くなってきている風景に目を向けて、

「でもその前に、ちょっと寄りたいところがあります」
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　神々の庭、千チ代ヨ神ガミ区神カミヶガ関セキ。

　神界の政治・経済の中心地として栄えるアッパータウン。政庁舎や一流企業のオフィスビルがひしめき合い、摩ま天てん楼ろうを形成している。それらの建造物群の中にあって、一ひと際きわ強い威い圧あつ感かんを放つビルの入り口に、僕らは立っていた。

　午後の陽光が荘そう厳ごんに差している。強いビル風が僕の外がい套とうと、菊きく理りさんの布地の多い衣い装しようをはためかせる。

「こ、ここが……敵地……！」

　心なしか劇画調の顔つきになりながら、ごくりと生なま唾つばを飲み込こむ菊理さん。

　植え込みに設置されたいかめしい大だい理り石せきのプレートには、角張った文字で『神しん界かい最高検察庁』と掘ほり込まれている。そう、ココが敵地……じゃないじゃない！

「別に敵対関係ってワケじゃないですけどね」

　ビルを見上げて僕は返す。

　とはいえ、あまり訪れたい場所ではなかった。少なくともお茶が出て、お菓か子しが出て、ようこそおいで下さいました！　とはならないだろうし、個こ神じん的てきに顔を出しづらい理由がある。しかし、手段を選んでいる時間は無いのだ。

「ま、行きましょう」

　吐と息いきと共に緊きん張ちようを吐はき出すと、一いつ片ぺんの曇くもりもなく磨みがき上げられた大理石の階段を上り、玄関ロビーへと踏ふみ込んだ。

　いつ来てもここは張り詰つめた空気が漂ただよっている。行き交う神々は皆みな早足で、険しい顔をしている。幾いくつかの視線が突つき刺ささる。僕たちはさぞ浮ういているのだろう。

　キッチリとスマイルを装備してから、受付へと向かう。

「──すいません、あの……」

　声を掛かければ、ブースの向こうでスーツ姿の女神さんがニッコリ。その笑顔は僕の薄うすっぺらなものとは違ちがって完かん璧ぺきだ。

「こんにちは、どういったご用件でしょうか？」

　雪の如ごとく白い肌はだに銀の髪かみ、大人びた美び貌ぼう……あ、このヒト知ってるぞ、確かウルズさんだ。アスガルド出身の三女神の長女で、次女のベルザンディさんと一いつ緒しよに、検察の顔として広報とかメディアに出てる。三女のスクルドさんは国税局だったかな。

「あ、こんにちは、弁べん護ご神しんの伏フツ羲キと申します。証しよう拠この閲えつ覧らん請せい求きゆうしたいんですけど……」

「あらまあ！　それでは貴方あなた、我々検察が血ち眼まなこで捜そう査さした情報を、何の苦労もなく無料で手に入れに来た、と、こう仰おつしやるわけですね？」

　……怖こわっ!?　なにが怖いって、笑顔に全く変化がないことだ……

「え、ええまあ……その」

「まあよろしいですけど。どの案件です？」

「えっと、三日後の公判の、イフリート被ひ告こくの……」

　鉄てつ壁ぺきを誇ほこったウルズさんの顔色が、サッと変わるのが分かった。また何かトゲトゲしいことを言われるかと思ったが、

「……少々お待ち下さい」

　内線電話を取り上げ、どこかに掛かけ始めるウルズさん。う、うーん……反応がないのがかえって怖こわいけど、まあ担当者に連れん絡らくしているのだろう。待つしかない。

　別にこっちは、違い法ほう行こう為いをしているわけではないのだ。ドーンと構えていればいい。検察側は、公判に提出した資料の一部を開示する義務がある！　……ような気がする。そんな規定が多分あった……と思うんだよな……菊きく理りさんなら詳くわしく知ってるんだろうけど……うーん、こんなんでいいのか？　僕ってヤツは……

「──イフリート、だと？」

　ふと横から聞こえた、怪け訝げんそうな声に目を向ける。

　そこには一柱ひとりの男だん神しん。髪かみは金、細身で均整の取れた肉体は、筋力を鼓こ舞ぶするより完全にコントロールされた知性を思わせる。豪ごう奢しやな外がい套とうに右手にカバンを持ち、左手には骨こつ董とう品ひんらしき白はく銀ぎんの天てん秤びんを持っている。

　しばし視線が交こう錯さくする……

　──と、一いつ瞬しゆん後ご、男神の表情が劇的な変化をみせた。眉み間けんにはシワが寄り、眉まゆは吊つり上がり……え、なんだ、どうしたんだ……？

「き、貴様……貴様は、伏フツ羲キ弁べん護ご神しん……！」

　僕はビクッと震ふるえた。決して大きな声ではない、どちらかといえば静かな口調なのに、底知れぬ威い圧あつ感かんが押おし寄せてくる。

「え、あ、はい……そうですが」

「今の話、本当なのか？　貴様がイフリート被ひ告こくの弁護に立つのか！　重く答えろ！」

　今にも僕の胸むな元もとに摑つかみかかってきそうだ。

「え、はい、そ、そうです、すいません！」

　男神さんは、片手の天秤をじっと見つめ……

「ムウゥ、軽いぞ！　貴様、軽い謝罪を口にするなッ！」

　えっ、それ、言動の重みとか測れるんだ!?

「ひっ、すいません！」

　謝罪が勝手に口からこぼれ出す。イフリートさんとはまた違ちがった怖さがあった。あちらは爆ばく弾だんが至近距きよ離りにあるようなプレッシャーだが、こちらには抜ぬき身のナイフを喉のど元もとに突つき付けられているような焦しよう燥そうがある。

「伏羲さま、こ、この方は一体……？」

　菊理さんも身を竦すくませている。

「い、いや、僕にもその……誰だかサッパリ……」

　僕が答えれば、男神の奥歯がギリッと鳴った。

「貴様は私を知るまいが、私は長官殿どのから聞いておるのだ。貴様がいかに愚ぐ劣れつな存在かということをな……！」

　と、ワナワナと震ふるえている。僕が気け圧おされて何も言えずにいると、男だん神しんは踵かかとを鳴らし、斜しやに構えて立った。整然とした立ち姿は矜きよう持じにあふれている。

「我わが名はフォルセティ！　アース神族の正義の神にして、神しん界かい最高検察庁の検けん事じ神しんである。見知りおくがよい」

　激しく吹ふきつける風を感じたような気がして、僕は半歩あとずさった。北ほく欧おうの厳冬に吹きすさぶ、身を切るような風だ……

「ぐうっ……あ、アナタが……！」

「フォルセティ、さま……!?」

　呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきで、僕の言葉を継つぐ菊きく理りさん。彼女も同じ圧力を感じているのだろう、身を庇かばうように半身になっている。

　フォルセティ検事神は、口元に冷然とした笑みを浮うかべた。

「伏フツ羲キ弁べん護ご神しん、まさか貴様と戦うことになるとはな、面おも白しろいッ！　貴様のような軽い男は断じて認めん。叩たたき潰つぶしてくれる」

「ふ、伏羲さま、なにやら恨うらまれているような……？」

　菊理さんがヒソヒソと問い掛かけてくる。

「い、いやでも、これといって身に覚えが……」

　会うのも話すのも初めてなのに、むき出しの敵意を感じる……こりゃ一体どういうことなんだ？　天地の理ことわりが見えない……

　フォルセティ検事神は、ナイショ話をする僕らをギロリと睨にらんだ。

「それで、なんだ？　証しよう拠この閲えつ覧らん請せい求きゆうだったか？」

　僕は身を竦すくませて、

「え、あ、はい、見せていただけたらなー、と……」

　揉もみ手ポーズをとる僕に、フォルセティ検事神の額に血管が浮いた。

「なんだその重みの足りない態度はッ！　貴様にくれてやる情報などあるものか、即そつ刻こく立ち去れィッ！」

　うぐっ、吹っ飛ばされそう！　僕は両足を踏ふん張る……と、菊理さんが前に出た。

「そんな、横暴です！」

　この圧力の中で真っ向から異議を……なんと凜り々りしい女神さんだ！

「し、神界刑けい事じ訴そ訟しよう法ほう千五百十条によれば、検察側は弁護側の請求に応じ、証拠を開示しなければならないと定められているハズです！」

　お、おお……凄すごいぞ菊理さん、その調子だ、もっとビシッと言ってやってくれ、このしかめっ面つらに！　いやあ、ついて来てくれて助かった……さすがは歩く神しん法ほう書しよ。

　フォルセティ検事神は、いぶかしげに菊理さんを見てから、天てん秤びんを眺ながめた。

「……ふむ、まあまあ重い言動。貴様は誰だれだ？」

「あっ、申し遅おくれました……弁べん護ご神しん見習いの菊きく理りです」

　うわ、お辞じ儀ぎしてる、この圧力の中で！　これが高たか天まが原はらクオリティか、戦場でも名めい刺し交こう換かんをするというウワサは本当だったのか……

「……ふむ、重みのある挨あい拶さつだ。よし、では請せい求きゆうをするといい。応じようではないか」

　え、ちょ……今そんな重かった？　僕の言動とそう変わらないじゃん……ていうか、いやにアッサリ応じたな。何か不敵な笑みを浮うかべてるけど……

「まことですか！」

　菊理さんが表情を明るくするのに、フォルセティ検けん事じ神しんは冷たく言い放つ。

「しかし、開示する内容については、我々に選定の権利がある。軽やかに選定するつもりではあるが、公判に間に合うかは保障しかねる。開示が裁判後になることもあり得うるだろう」

「え……そ、そんな……ならば公判の日程を変へん更こうし……！」

「ならぬわ！　正義の名の下に、裁判を迅じん速そくかつ正確に終結させることが我々の義務だ。請求が遅おそすぎたのは弁護側の怠たい慢まん、我らに手を貸す義理はない」

「くっ……！」

　菊理さんがたじろいだ。彼女をイッパツで黙だまらせてしまうなんて、フォルセティ検事神恐おそるべし……ぶっちゃけ、勝てる気がしない。

　フォルセティ検事神は口の端はしを上げ、

「どうした？　それでも請求したいというなら、好きにするがいい。熱意だけは重く受け止めてやろう」

「あ、あのー、せめて提出品の……」

　僕が恐る恐る口を挟はさむと、

「黙れ！　貴様の軽い言動、聞くに堪たえんわ！」

　うぐっ、今測ってないじゃん！　なにこの神、本当に僕に恨うらみでもあるのか？

「──何を騒さわいでいる」

　張り詰つめた空気の中、朗ほがらかな声が響ひびいた。厳格であるべき神しん法ほうの中心地で聞くに相応ふさわしい硬かたい声。同じく硬いハイヒールの音が近づいてくる。

「ヌッ!?」

　フォルセティ検事神がそちらに視線を向ければ、僕と菊理さんに向かって吹ふき荒あれていたプレッシャーが途と切ぎれた。

「こ、これは、長官殿どの……！」

　やってきた女神は、フォルセティ検事神の目礼を受け、軽く片手を上げた。

　客観的に見れば……美神だ。長い黒くろ髪かみに、派手さのない落ち着いた色合いの衣い装しようを着き込こみ、宝ほう飾しよく品ひんの類たぐいなどはほとんど身に着けていないし、化け粧しよう気けもない。たった一点、首元に氷ひよう晶しようを模した薄うすいブルーのチョーカーをしているが、それだけだ。僕の郷里では彼女の美しさが、仙せん人にんたちの大戦争の火種となったこともあった。

「イフリート被ひ告こくの弁べん護ご神しんがもし来たら連れん絡らくしろと言ってあったが……ああ、電話、助かったぞ」

　その女神は一度、ウルズさんに手を振ふってから、腰こしに手を当てて僕を見た。カツリ、ハイヒールが鳴る。

「──伏フツ羲キ、お前だったとはな」

　ギクリ！

　こっそり後ずさって帰ろうとしていた僕は、声を掛かけられて足を止めた。溜ため息いきがこぼれる。あーあ、見つかっちゃった……

「はあ、どうも、お久しぶりです……姉さん」

　菊きく理りさんが目を丸くする。

「えっ、伏羲さまのお姉さま!?」

　姉さんは菊理さんを一いち瞥べつし、

「うむ、女ジヨ媧カだ。司法長官をしている」

「し、しほうちょうかんさまっ……!?」

　そうなんですよ菊理さん、この御お方かたこそが神しん界かい司法のトップに君臨する、司法長官様なんですよ。検察庁きっての才さい媛えんなんて呼ばれてたりするんです。

「たまには顔を見せに来いとは言ったが、まさかこんな形とはな……姉としてはいささか寂さびしいところもある……」

　姉さんが常に纏まとう厳げん粛しゆくな気配が、僅わずかに緩ゆるんだ。

「貴ッ様ァ！　長官殿を寂しがらせるな！」

　え、ええええええ、フォルセティ検けん事じ神しん!?

「いや、仕事が忙いそがしくて……」

「……が、しかし、だ！」

　僕の言い訳を搔かき消す、勢いのある声。姉さんは再び厳粛のオーラを身に纏うと、僕をビシッと音が出るほど指差した。

「お前が弁護神として我らに挑いどむとあらば、相応の対応をせねばならん。我わが弟だからと容よう赦しやは無用……」

　右手を雄お々おしく振り、

「フォルセティ、全力を以もつてことに臨め。此こ奴やつを捻ひねり潰つぶすのだ！」

「ヌウ、流石さすがは長官殿、なんと重くるしき言動ッ！　元より私に慢まん心しんはありません。必ずや勝利を貴女あなたに捧ささげましょうぞ！」

　お、重苦しいというか、暑苦しいよ、この神々……

「あの、それじゃあ、僕はこれで……」

　そのまま去ろうとした僕へ、

「待て、伏フツ羲キ！」

　姉さんは歩み寄ってくると、ヒラヒラと片手に持ったクリアファイルを振ふった。

「閲えつ覧らん請せい求きゆうに来たのだろうが。要らないのか？」

「「「えっ!?」」」

　僕と菊きく理りさんは言わずもがな、フォルセティ検けん事じ神しんまでハモった。

　姉さんは薄うつすらと笑みを浮うかべ、

「そうだな……お前が土ど下げ座ざするならくれてやるが？」

　うわ、出た、サディズム！　このヒトこういうヒトなんですよ、菊理さん！

「長官殿どの！　それは、規律があまりに軽く……！」

　フォルセティ検事神が困り顔で言えば、姉さんは細めた目を向けた。

「弁護側に後で難なん癖くせを付けられでもしたら面めん倒どうだろう？　それともフォルセティ、この程度のことで負けるお前か？」

「ヌッ……いや、私の勝利は揺ゆらぎませぬ」

　憮ぶ然ぜんとした様子でフォルセティ検事神が返すのに、姉さんは口の端はしを吊つり上げる。

「そうだろう。勝てばいいのだ」

　僕はため息一つ、

「……土下座すればいいんですね？　はいはい、分かりましたよ……ブハッ!?」

　膝ひざをつこうとした瞬しゆん間かん、パァンとビンタされた。なに、なんですか！

「お前には男だん神しんたるプライドがないのか！」

「どうしろと!?」

　理り不ふ尽じん！

「冗じよう談だんに決まっているだろう、持っていけ」

　ファイルを受け取り、僕はもう一度ため息をついた。分かりづらいんですよ、姉さんの冗談は……やれやれ、借りを作りたくはなかったが、この書類が何より欲ほしかったのは事実だ。

「……ありがとう御ご座ざいます、姉さん」

　姉さんは僕へと、軽く肩かたを竦すくめた後、菊理さんに顔を向けた。

「貴女あなたは確か、菊理姫だったな？　被ひ害がい神しんの義妹の」

「は、はい、そうです、お初にお目にかかります。伏羲さまの助手をしております」

「ふむ……」

　緊きん張ちようした面おも持もちで頭を下げる菊理さんを、じーっと見下ろす姉さん。いつもの硬かたい表情の奥おくに、得え体たいの知れない僅わずかな熱がある。意味深な表情はすぐに、吹雪ふぶきが地表を覆おおうように消えてしまう。見み間ま違ちがいだったかと思えるほど一瞬で……

　……え、ていうか菊きく理りさん、いつから助手に……すごい助かりますけど……

「まあ、至らぬ弟が迷めい惑わくを掛かけるかもしれんが、宜よろしく頼たのむ」

「は、はいっ！」

　社交辞令的な言葉に、菊理さんは前のめり気味な、一いつ生しよう懸けん命めいな微笑ほほえみで頷うなずく。

　姉さんは一つ頷くと、

「……そろそろ会議だな。行くぞ、フォルセティ！」

　姉さんはハイヒールを響ひびかせて踵きびすを返した。

「ハッ、お供致いたします」

　フォルセティ検けん事じ神しんは僕を一いち瞥べつした。再び冷然とした気配を纏まとって。

「伏フツ羲キ弁べん護ご神しん、公判を楽しみにしておくことだ。貴様の軽い言動を打ち破り、必ずや叩たたき潰つぶしてくれる。被ひ告こく神しんもろともな！」

　この敵意の理由が謎なぞなんだが……

「は、はあ、覚かく悟ごしておきます」

　口ではそう返しつつ、心中で「負けませんからね」と、そっと返しておく。

　強大な存在感を持つ二柱ふたりが去ると、張り詰つめた気配が満ちていたハズの玄げん関かんロビーは、どこか弛し緩かんした雰ふん囲い気きに支配された。まったりとした時間が流れる。

　僕は一息つくと、菊理さんへと声を掛けた。

「……じゃ、行きますかね」

　受け取った書類をカバンに突つっ込こむと、ずっと面おも白しろそうに見物していたウルズさんに目礼して踵を返す。

「はいっ！」

　と、菊理さんは跳はねるような足取りでついてくる。なにやらテンションが高まっている様子だった。

「ああ……伏羲さま！　わたし、たいへん感動いたしました！　伏羲さまはやはり凄すごい御お方かただったのですね！　ミロク先生のお弟で子しさまであり、司法長官さまの弟さまであり、あのフォルセティさまにライバル視されていらっしゃるなんて！　この菊理の目に狂くるいはなかったのですね……！」

　菊理さんの表情は、今までより一層の輝かがやきを帯びていた。もはや崇すう敬けいに近い念を感じる。彼女の中できっと僕は、とてつもなく有能な弁護神になっているのだろう。

「はあ、まあ……そうですかね……」

「そうです、そうなのです、そうに決まっておりますっ！」

　うーん、どうやってこの誤解を解いたらいいやら……ちょっとわからないぞコレ。













　　二章　証拠をください







　中央駅のコンコースは、神々でごった返していた。

　神々の庭には季節がないので普ふ段だんあまり意識しないけど、そういえば今は七月だった。ハイシーズンなのだ。リゾートにバカンスに行く神や、地元に帰省する神も多いのだろう。

　神しん界かい各地へと向かう全路線を束ねる構内は広大で多層的だ。商業スペースがそこかしこに設けられ、多様な文化が入り混じった建築様式もあって、カオスな領域と化している。

　高たか天まが原はら行き神シン幹カン線センの指定席券を買い、売店で二柱ふたり分のお弁当と飲み物を買い込こんで、客室車両に飛び乗ったのは発車二分前だった。

　菊きく理りさんが窓側、僕が通路側、二柱ふたりして崩くずれ落ちるように腰こしを下ろした。車窓から差し込む西日は、やや金色を帯び始めていた。

「……な、なっ……なんとか、間に合いました、ね……」

　身を折って肩かたを上下させながら、菊理さんが言う。

「です……ね……ゴホッ！」

　僕の疲ひ弊へいぶりといったら、返事すらおぼつかないほどだ。くっ、こんな小こ柄がらな女神さんに体力面で負けるとは……僕は大だい丈じよう夫ぶなのか？

　簡易テーブルに置いたビニール袋ぶくろからペットボトルのお茶を取り出して一口、呼吸が落ち着くのを待ってから書類を取り出した。高天原までの二時間ちょっと、無む駄だにはできない。

　書類は全部で四枚。姉さんが言っていたように、これは一部にすぎないのだろう。警察の捜そう査さ報告が一枚に、司法解かい剖ぼう鑑かん定てい書しよが一枚、残る二枚は……リストか。えーと、参考神の名めい簿ぼと……よし、証しよう拠こ品ひんの目録がある！

　小さくガッツポーズをする僕に、

「何か喜ばしい発見が？」

　と、菊理さんは期待のまなざし。

「そうですね、決定的な何かを得られたというワケではありませんが、欲ほしかった情報は手に入りました」

　できたら証しよう神しんの名簿も欲しかったが、まあ十分だ。

「わあ、女ジヨ媧カさまに感謝、ですね！」

　菊理さんは心底嬉うれしげに手を打つ。

「……ええ、まあ……そうですね」

　僕の返答は、少し淡たん々たんとしすぎていたかもしれない。我ながらコドモっぽいけど、有能な姉さんに対して、コンプレックスがないでもない。

　まあしかし、正直ありがたかった。資料がこれほどすんなり手に入るとは、僕自身思っていなかった。請せい求きゆうだけ取り敢あえずしておいて、高たか天まが原はらに向かおうと思っていたのだ。

「素す敵てきなお姉さまですよね、お美しくて、凜り々りしくて……重要な情報をお渡わたし下さったのは、きっと伏フツ羲キさまのことを、大切に想おもっておられるからだと思います……」

　なにやらウットリ気味の菊きく理りさんへと、

「おおむね異議はありませんが、動機については多少、疑問の余地があります」

　僕は捜そう査さ報告書に目を通しながら返す……ふむふむ、パーティーは二十時には終わり、イザナミさんが自分の車で家に帰ったのが二十時十五分頃ごろと見られる。火災発生が確認されたのは二十時四十分頃。木造建築が密集している高天原では大火災が起こりやすいが、当時は梅つ雨ゆであったので、自然発火である可能性は極きわめて低い、と……

「どうき、ですか？」

　菊理さんの声に、そちらを見ずに返す。

「姉さんは意味のないことは絶対にしません。この書類を渡してくれたのも、僕への愛情が理由ではないと思います」

　何か意図があるはずだ……天地の理ことわりがそう告げている。

「──異議あり、ですっ！」

「え、はい？」

　強い語調に驚おどろいて目をやれば、菊理さんは頰ほおをふくらませていた。

「たとえ他ほかに何か狙ねらいがあったにしても、それは愛情がないという証しよう拠こにはなりません！　証拠不十分です！　不ふ起き訴そです！」

　なんでそんなムキに!?

「う、うーん……愛情ですか……ええと、これは僕らが小さい頃の話なんですが……姉さんが僕の誕生日に『貴重なタネだ。お前にくれてやろう』って、ある希少植物の種と鉢はち植うえをくれたんですよ」

「ほらっ、ほらほら、ステキなお姉さまではありませんか！」

「や、続きがありまして……僕はさぞキレイな花が咲くんだろうと思って、ワクワクしながら育てたんですがね……それ『食しよく神じん植しよく物ぶつ』でして……まあ、カジられましたね、思いっきり」

　カジられた、というのは、控ひかえめな表現だった。あれは死し闘とうだった。異常な成長速度で部屋がジャングル化し、血に飢うえた花が牙きばをガチガチ鳴らして……

「泣きながら抗こう議ぎしたら、『泣くほど喜ぶとは、嬉うれしいぞ弟よ』とか言われて……その後しばらくして姉さんの研究論文を読む機会があったんですが、その食神植物について書かれてました。多分あれ臨りん床しよう実験だったんですよね……そういうヒトなんですよ、あのヒトは」

　菊理さんはちょっと絶句していた。

「そ、それは……ですが、この事件には関係ないと思いますっ！」

「十分に関連性が認められると僕は主張しますが……」

　菊きく理りさんはウルウルと見つめてきた。

「……伏フツ羲キさまは、お姉さまがお嫌きらいなのです？」

「い、いやいや！　そんなコトはありませんけど！　何と言いますか、お互たがいもうイイ歳としですし、ベッタリというのもヘンでしょう？」

　菊理さんはシュンとして、

「……わたしは、家族はいくつになっても、仲良しがいいと思うのです」

　菊理さんは目を伏ふせる。そのさみしげな表情に、僕は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「まあ……仲は悪くないと思うんですが」

　う、気まずい沈ちん黙もく……

　僕はそのまましばらく書類を眺ながめていたが、

「……すみません、ちょっと失礼します」

　やがて書類を手に立ち上がった。

「どちらへ参られますか？」

　不思議そうに見上げてくる菊理さんへと、書類を持ち上げて微笑ほほえみかける。

「参考神の方々に電話してきます。まあ確かに、これは姉さんなりの愛情かもしれません。であれば、なおさら無む駄だにはできませんからね」

　菊理さんはパッと表情を明るくした。

「あ……はい！　いってらっしゃいませ！」

　通路を歩いてデッキに出ると、参考神の名めい簿ぼを片手にスマホを取り出した。さて……新米の僕にはコネとかないから、体当たりでいくしかない。

　……に、しても……すっごい面子メンツだな、これ！

　名簿には聴ちよう取しゆ理由も注ちゆう釈しやくされている。火事の目もく撃げき者しやから高たか天まが原はらの消防隊員などの名前が並ぶ中、やはり多いのは伊イ弉ザ冉ナミ復活記念パーティーの出席者だ。

　神しん界かい南方の都市テオティワカンの主しゆ神しん、農水相を務めるケツァルコアトル。アスガルド出身、自衛軍の幕ばく僚りよう幹かん部ぶテュール。医学界の重じゆう鎮ちん、イムホテプ。芸能界からは、伝説のロックバンド『セブン・フォーチュン』のボーカル、サラスバティー……エトセトラ、エトセトラ。いやはや、さすがはセレブ中のセレブ、政界財界の著ちよ名めい神じんが目め白じろ押おしだ。

　……ん？　下の方に書いてあるのは、パーティーに招待されたけど行ってない神々だな……げえっ、ゼウス!?　マジ!?

　言わずと知れたオリュンポスの主神にして、神界全土の電気関連事業を一手に引き受ける、神しん界かい電でん力りよくグループの最高責任者。大物中の大物だ。

　神界電力グループは売電だけではなく、乾かん電でん池ちから飛行機まで、神界に流通するあらゆる電化製品の製造も行っている。電気関係の全事業を一手に引き受ける一大企業群だ。神しん界かい全土の近代化を推進しており、たとえば僕らが今乗っているこの神シン幹カン線センにも、グループのロゴが入っている。さぞかしリッチなんだろうなー、回らない寿す司しが毎日食べられるくらいに。

　イザナミさん、ゼウスさんとどういう関係だったんだろう？　まあ欠席した面子メンツはあまり関係ないかもだが、ちょっと興味あるな……個こ神じん的てきに。

　でも……うーむ、こんなの下へ手たにつっついたら、僕の弁べん護ご神しん生命がヤバいような気がするけど……ええい、怖おじ気け付づいてるヒマはない！　片っ端ぱしから電話だ！

　とりあえず出席者……タッチパネルを操作、通話を押おす、深呼吸……

「──あ、突とつ然ぜんのお電話失礼しまァす！　あの、こちら弁護神の伏フツ羲キと申しまして……あ、会議中……すみません、またお電話します──あ、突然すみません、弁護神をしております伏羲と申しますが……あ、秘書の方で……いえ、アポイントはないんですが……あ、はい、分かりました──あ、突然すみません、こちら弁護神の……」

　うーん、やっぱりこのレベルの神々になると、アポ無しはツライか……

　次はサラスバティーさん。どうせダメだろうな、と半分諦あきらめつつ、タッチパネルを操作。

　長めのコールの後、

『──あれえ、これ……誰だれちゃーん？』

　眠ねむたげなハスキー・ボイスが聞こえた。なんだかロックって感じだ。

「あ、ワタクシ、伏羲と申します。弁護神をしておりますが……」

　僕が事情を説明すると、メーワクそうにため息。

『……んー、悪いんだけどさあ、あたし今すげー忙いそがしいんだ。後にして……んじゃ』

　うぐっ、切れた。やっぱりダメか……でもまあ、後にしてと言ってくれたんだし、これは脈がなくもないかな……よし次だ！　メゲないぞ。

　──と、ざっと目ぼしいところを当たってみたけど、大体どこも似たような対応だった。体ていよくあしらわれたり、取り次いでくれなかったり、そもそも出てもらえなかったり……ふう、捜そう査さ権けんがないのって、つらいなあ……

　若じやつ干かん肩かたを落としながら座席に戻もどれば、菊きく理りさんはすぐさま、

「おかえりなさいませ！　如何いかがでしたか？」

　大変失礼な感想だが、主人が家に帰ってきたときの犬のような印象が……

「全然ダメで……なんか、セールスとか勧かん誘ゆうの電話を掛かけてるような気分になりました」

　ため息を返しながら座る。

「どうか落ち込こまず……お弁当でもいただきませんか？　郷里の諺ことわざに、腹が減っては戦いくさはできぬというものが御ご座ざいます」

　うう、この笑顔、癒いやされるなあ……

　遅おそめのランチか早めのディナーか、お弁当を広げながら僕は切り出した。

「そういえば、菊きく理りさんもパーティーにご出席されていたんですね？　リストにお名前がありました」

「あら……お話ししていませんでしたね、すみません」

「いえ、バタバタしてましたから」

　基本情報なら彼女から訊きけるかな……

「どんなパーティーだったんです？」

「ごく普ふ通つうのパーティーです。迎げい賓ひん館かんを貸し切って行われまして」

　い、いやいやいや、迎賓館を貸し切るのは普通ではないかと！　そうだった、人ひと懐なつっこい感じだから忘れがちだけど、菊理さんもセレブなんだった……

「皆みな様さま、和わ気き藹あい々あいと会食なされておりました。イザナミさまもたくさんの贈おくり物を頂いて、楽しげになさっておいでで……」

　ふと、菊理さんの表情に寂さびしげな影かげが過よぎった。僕は遠えん慮りよがちに続ける。

「あの、贈り物とは？」

「皆様からの、快気祝いの品々ですね。どれも素晴らしい贈り物ばかりでしたが……イザナミさまが特に喜ばれたのが、イフさまの贈り物だったのです。なんとあの『リバイアちゃん』を下さいまして」

「な、なんですかその……リバイアちゃん？」

　菊理さんは目を丸くした。

「えっ、ご存知ありませんか、リバイアちゃん」

「寡か聞ぶんにして……」

「まあ、殿との方がたはあまり興味がないかもですね。リバイアちゃんは今、神しん界かいの女神たちの間で大ぶれいく中！　のペットなのですよ」

　ピンと指を立てる菊理さん。

「ペットですか」

「はい。水の神しん獣じゆうの一種で、飼い主の神しん格かくを高めてくれるのですが、それだけではありません。なんと素晴らしい美容効果があるのです。飼い主にウルオイを与あたえてくれるので、飼うだけで、いつまでもしっとりぷるんと瑞みず々みずしい素す肌はだにっ！」

　菊理さん、口調が通つう販はん番組の司会者みたいに……

「はあ、それは確かに、僕にはあまり興味がない話ですね……」

　ファッションとか疎うとい方だし。

「人間界に棲すんでいたときは、凶きよう暴ぼうな海の怪かい物ぶつとして恐おそれられていたそうです。七つの大罪を司つかさどる悪あく魔まだとか、最強の生物だと称しようされてたり……」

「そ、それ、危なくないんですか？」

「神界ではただの可愛かわいいペットちゃんですよ。オスがほとんど生まれないため個体数が少なく、全く出回らないそうです。イザナミさまはずっと欲ほしがっておられ……イフさまは以前より飼っておられた大切な一いつ匹ぴきをおあげになったのですよ」

　……ん？　それは天地の理ことわり的にどうなんだろう？

「そんなに大切にしていたペットを、嫌きらっていたヒトにあげますかね？」

「ですからわたし、お二柱ふたりは仲がよろしいとばかり思っておりました。パーティーの最後、帰ろうとしたイザナミさまを呼び止めて、イフリートさまが贈おくられて……イザナミさまは飛び上らんばかりに喜ばれておりました」

　うーん、仲が悪いとは思えないな……演技なのか？　いや、今までの情報を整理するに、イザナミさんの方はそれほどイフリートさんを嫌ってなかったのかもしれない。

「他ほかにも、ケツァルコアトルさまは貴重な工芸品である水すい晶しようのドクロを、サラスバティーさまからは神しん界かいレコード大賞を受賞されたときのエレキ琵び琶わなど、いずれ劣おとらぬ素晴らしい品々ばかりでした。でも全すべて火事で焼けてしまい……」

　ふむ、なるほど、だから証しよう拠こ品ひんリストに、高価そうだけど使い道がよく分からない不思議な物品が多いのか……

「それは勿もつ体たい無ないですね」

「ええ……でもわたし、やっぱりリバイアちゃんが心配です。どこかで生きているといいのですが……」

　気き遣づかわしげにため息をつく菊きく理りさん。

「見つかってないんですか？」

「はい……わたしにも懐なついてくれていたのですが……」

「んー、まあ、水の神しん獣じゆうなら死んでないんじゃないですかね？　火事では」

「そう……願います」

　心配そうな菊理さんの表情を見て、本当に優やさしい子だなと感心する。神獣のコトを心底心配しているのだろう。

　僕は漠ばく然ぜんと思考をたゆませながら、更さらに問いを続ける。

「イザナミさんも琵琶が弾ひけたんです？」

「ええ、かなりお上じよう手ずでしたよ。音楽は大好きなお方でしたから」

　ふむ……アクセサリー造りに琵琶に……趣しゆ味み神じんだったようだ。まあ、セレブってのはそういうモノかもしれないな。

　っと、いけない！　菊理さん、おあずけ状態のままだった。申し訳ない。

「や、すみません長々と。とりあえずいただきましょうか」

「はい！」

　やれやれ、お腹なかがペコペコだ──と、ガツガツと弁当を貪むさぼり始めてからふと横を見れば、菊理さんは丁てい寧ねいに手を合わせて『いただきます』をしており、若じやつ干かん気まずい……にしても、駅弁ってウマイなあ。コンビニ弁当より高いだけはある。どこがどう違ちがうのかよく分からないけど、とにかくンマイ！

　食べながら、僕は書類を読み進めていく。

　調査報告書によれば、イフリートさんはパーティーが終わってからも、しばらく高たか天まが原はらに居たらしい。迎げい賓ひん館かんのカフェテリアで二十分ほど顔なじみと話し、高天原のハイウェイに乗ったのは二十一時近くだったそうだ。その空白の数十分、彼女……いや、彼にはアリバイがない。道に迷っていたと供述してるらしいけど……

　僕は頭を抱かかえたくなった。被ひ告こくには前科があって、動機もあって、アリバイがなくて、調査する時間も満足になくて、相手はフォルセティ検けん事じ神しん……考え始めると絶望感がハンパないので、無心で書類をめくる。

　司法解かい剖ぼう鑑かん定てい書しよ……遺い体たいは損そん傷しようが激しく、体表面の組織と四し肢しのほとんど、内臓の一部までが炭化、かなり強い火力で焼かれたことが分かっている。他ほかの部位と比べて呼吸器系に特別なダメージがないことから、被ひ害がい神しんは火に巻かれた状態では呼吸していないことが分かる。つまり、即そく死ししてから火に焼かれたと見られ……

　……うぷっ、弁当食べながら読むんじゃなかった。

　ここまで読む限り、イフリートさんが疑われるのは自然な流れだ。名めい簿ぼを見ても、他に出席者に火に属する神はいない。

　食事を終えてから、証しよう拠こ品ひんリストを再び眺ながめる。菊きく理りさんは僕が真しん剣けんになっているのを察してか、静かに窓の外を眺めている。本当にできた女神さんだ。他者にまったく気を遣つかわせようとしない。おかげで集中できる。

　さて……反はん撃げきの糸口があるとすればコレだ。証拠品リスト。糸口というか、さしずめ繊せん維い口ぐちといったほうがいいような、細い細いものだけど……

　普ふ通つう、刑けい事じ事件の証拠品はもっと膨ぼう大だいな数になる。このリストは明らかに少ない。検察側が隠かくしている可能性もまだ捨てきれないが、火災が起きたことで物証のほとんどが燃えてしまったのだろう。では、検察側が起き訴そに踏ふみ切ったきっかけは何か？　その答えの一つが、このリストにはある──凶きよう器きの存在だ。

　現場から発見された『七枝灯メノラー』。これは由ゆい緒しよある神じん器きであり、中央に幹みき、左右に三本ずつ枝を持ち、七つの火を灯ともせる形の燭しよく台だいだ。純金製のかなり高価なシロモノで、パーティーのプレゼントではなく、なんとイフリートさんが過去、イザナミさんの出産祝いで贈おくったものだそうだ。本来の用よう途とは燭台であり、武器ではなく祭器なのだが、強い火の神しん力りよくを秘めており、バーナーのように炎ほのおを噴ふき出すコトもできる……

　一応危険物扱あつかいで、神力の起動にはパスワードが必要になる。音声入力による認証機能、『呪じゆ文もんロック』だ。パスワードは『照らしてよ、リテラシー』だそうで……ダジャレかよ！　意味が分かんないし……イフリートさんとイザナミさんは当然知っているとして、他は二柱ふたりの共通の友ゆう神じんに知っている者もいるかどうか、というトコロらしい。

　……イフリートさんにしか使えなかった凶きよう器きの存在、か……うう、読めば読むほど不利になっていく気がする……

　……少し主しゆ軸じくを整理するか。

　当日事件が起こる前には、高たか天まが原はらの迎げい賓ひん館かんを貸し切った盛大なパーティーが催もよおされていた。被ひ害がい神しんであるイザナミさん主しゆ催さいで、被ひ告こく神しんであるイフリートさんが参加していた。

　パーティーは二十時に終わり、二十時四十分に火事が確認された。そのときにはもう随ずい分ぶん広がっていたので、犯行時刻はそれより少し前というコトになる。その間のアリバイがないイフリートさんが現場であるイザナミさん宅を訪れ、その場にあった七枝灯メノラーを使ってイザナミさんを殺した……というのが、検察側の考えか。うーん……犯はん神しんが凶器を残していったコトに、どう説明を付けるんだ？

「──っさま、伏フツ羲キさま！」

「ホアッ!?」

　僕はビクンとなった。ユサユサ、揺ゆさぶられている感覚がある。首を巡めぐらせてみれば、目の前に菊きく理りさんの困って焦あせった顔が……

「ああ、よかった、電車が出てしまいます！」

「え!?」

　う、うわっ、メチャクチャ集中してた！

　発車間近を告げるベルが鳴っているのが聞こえる。カバンを引っつかみ、急いで神シン幹カン線センから飛び出せば、背後でプシュウとドアが閉まった。

「す、すみません……助かりました」

　荒あらい息をつきながら、菊理さんへと言う。やれやれ、考え始めると没ぼつ頭とうしちゃうクセはよくないな。気をつけないと……

「わたしこそすみません、あまりに熱心なご様子でしたので、ついぎりぎりまで……」

　と、菊理さんは故郷の空気を味わうように息を吸い込こみ、呼吸を整え、

「まあ、なにはともあれ──」

　ニッコリと笑顔を浮うかべた。

「ようこそ、高天原へ！」







　雲海に聳そびえ立つ大樹……それが高天原の全容だ。その巨きよ大だいさは、天を抱いだくように伸のばされた枝の上に、幾いくつもの町が形成されるほどである。

　神しん界かいでもトップクラスの大都市であり、神じん口こうは八や百お万よろずと表現されるが、八百万とは実際の数ではなく、たくさんであることの喩たとえだという。

　神シン幹カン線センの高たか天まが原はら駅はこずえの中腹あたりに位置し、ホームからは神シン気キ満ちる霞かすみが漂ただよう、瑞みず々みずしい町が見下ろせた。夕暮れの空の下、無数の明かりが灯ともる大枝通りには、行き交う神々の姿がある。車も往来しているが、台数はそれほど多くないようだ。

　なにがスゴイって、建造物のほとんどが木造であることだ。金具類は必要最低限しか使われていないようで、いやはや、すごい建築技術だな……こだわりを感じる。木目が美しく、あたたかみがあって、どこかノスタルジック。

「──どちらに参ります？」

　駅舎を出たところで、菊きく理りさんが言った。

「そうですね……とにかく、現場を見ておきたく思います」

　被ひ害がい神しんのご家族ともお会いしておきたいが、今日はもう遅おそくなってしまったので、明日にしよう。

「はい、ではご案内しますね」

「助かります」

　菊理さんの後に続いて町並みを歩く。大気はやはり清せい浄じよう極きわまりないが、神々の庭とは少し趣おもむきが違ちがう。あっちを『汚きたないものを全すべて排はい除じよした純白』とするなら、こっちは『綺き麗れいなものをたくさん集めた虹にじ色いろ』とでも言おうか、雑多な生命力に満ち溢あふれている。蟬せみしぐれがどしゃ降りで、結構蒸し暑いのに、清らかな風がときおり吹ふくので、不快には感じない。菊理さんの着物の裾すそが翻ひるがえるのも、その白い髪かみが夕暮れに染まり風と遊ぶさまも、この風景や空気に似合っていた。なるほど、彼女はここで生まれたのだ。

　街角の停留所から路面電車に乗り込こむ。菊理さんが言うには、高天原での一番スタンダードな移動手段はコレらしい。座席が全部埋うまる程度の混み具合で、菊理さんと並んで立った。天てん井じよう付近で回る扇せん風ぷう機きが心地よい風を生んでいる。チンチーンと発車のベルが鳴る。

「──なんというか……古風レトロ、ですね」

　僕の曖あい昧まいな感想に、菊理さんはゆったりと返してくれる。

「そうですね。此方こちらで暮らしていてたまに神々の庭に足を運びますと、流れる時間の速さの違いに戸と惑まどいます」

　汎霊信仰アニミズムの神々は、あまり文明に馴な染じまないというか、染まろうとしない傾向にある。高天原はその点、いい具合に調和していると感じる。今度は観光で来たいもんだ。休きゆう暇かが取れれば、だけど……

　枝の上下を行き来するため坂の多い道のりを二十分ほど揺ゆられ、『百ヒヤク葉ヨウ町チヨウ三丁目』という駅で降りた。

「──この辺りは新興地区なんですか？」

　歩きながら僕は尋たずねる。目に見えて新しい建物ばかりで、高級住宅街って感じ。神々の庭でいうなら神ジン園エン調チヨウ布フあたりかな。

「いえ、先月の火事で、火の手がこの辺りまで来たのですよ」

「ああ……大火事ですね、これは……」

　よく見れば焼け落ちたままの家屋もあるし、地面である樹皮が黒く焼け焦こげたままの部分もある。実際にこうして間近で見れば、その規模に驚おどろかされた。しかしそれよりもっとビックリなのは、高たか天まが原はらのバイタリティか。

「ひと月でよくココまで復興しましたね？」

　菊きく理りさんは目を伏ふせ、

「直後はひどいものでした。近くに棲すまれる白しろ蛇へびさまも逃にげてしまわれて」

「シロヘビ様？」

「この辺りの大地主であり、守り神を営んでおられる、蛇のおかたです。とっても『しゃい』で、普ふ段だんはあまり人前に姿をお見せにならないのですが……」

　菊理さんは町並みの向こうを示しめしながら、すーっと片手を舞まわせた。

「あの辺りから、こう、ずーっと、蛇の這はった跡あとが残っていたそうです」

　守り神が逃げ出してしまったというのは、火事の酷ひどさを物語るエピソードといえる……ふむ、そのヘビの神様って、現場を見てたりしないかな？　や、逃げたなら、わざわざ火の手の方にはいかないか。

　やがて菊理さんが立ち止まったのは、焼け跡という言葉が相応ふさわしい、がらんとした敷しき地ちの前だった。屋根もない、壁かべもない、広く焼け残った土台と堆うずたかく積もった瓦が礫れきが、往時の面おも影かげを偲しのばせる。結構なお屋敷だったのだろう。屋台骨から黒々と崩くずれた姿は、火勢のすさまじさを物語っている。注視するまでもなく、現場保存のバリケードテープが目に付いた。

「こちらがイザナミさまのお住まいです」

「ひゃー、想像以上に焼けてますね……ま、取り敢あえず」

　僕は周囲をキョロキョロと窺うかがう。よし、誰だれもいないな……

「お邪じや魔ましまあす、っと……」

　テープに触さわらないように気をつけながら乗り越こえようとしたとき、ピリピリとけたたましいホイッスルの音が！

「コラコラコラそこーっ、現場を荒あらすなでアリマス！」

　な、なんかすごい勢いで走って来た!?

　その人影、黄色のラインが入った濃のう紺こんのスーツ姿で、どことなくオリエンタルな風ふう味み。細身で長身、両手には白い手て袋ぶくろを着けている。特筆すべきは頭部で、黒い艶つややかな毛並みの……イヌかな？　言動から察するに警察関係者っぽいが……

「い、いやあの、僕はですね……」

「問答無用でアリマス！　一いつ般ぱん神じんの立ち入りは厳禁！　さあ帰った帰った、でアリマス」

　イヌでも追い払はらうかのように、片手でシッシとやられた。

「まあ、一いつ般ぱん神じんといえば一般神ですが……」

　僕が説明しようとしたとき、その神は長身をワナワナと震ふるわせ、

「あっ!?　ほ、本官、ピンときたでアリマス！　放火犯は必ず現場に戻もどってくるという言い伝えを鑑かんがみるに……」

　溜ために溜めてから、僕を射い貫ぬくように指差した。

「さてはオマエらッ、犯はん神しんでアリマスな!?」

「えっ!?」

　菊きく理りさんが目を丸くする。

「い、いやいやいや、もう起き訴そされてるじゃないですか！」

　僕が口を開くが早いか、

「そんなの共犯でアリマス！　逮たい捕ほでアリマス、がうっ！」

　電光石火の早はや業わざで、思いっきり右みぎ腕うでを捻ひねり上げられた。抵てい抗こうするヒマもなかった。まるで黒い風のようなスピードだ。

「い、痛たたたた痛い痛い！　違ちがいますって！　誤認逮捕ですよ！」

「大人しくしろ、言い訳は署で訊きく！　でアリマス。オマエには自腹でカツ丼どんを頼たのむ権利と、弁べん護ご神しんを呼ぶ権利がアリマス」

　自腹かよセコイな……いやそうじゃなくて！

「それです、弁護神！　僕が弁護神なんですって！」

「……弁護神？」

　半眼でジロジロと見られ、僕は腕の痛みで必死になりながら、スーツの襟えり元もとに輝かがやく弁護神バッヂを指差した。赤い視線を向けられると、目を白黒させていた菊理さんも、慌あわてて何度も頷うなずいて見せた。

「……ははん、ピンとキタでアリマスぞ」

　ピンとこないで下さい！　アナタがピンとくると不安です！

「オマエ、この事件を担当する弁護神でアリマスな？」

「だからそう言っているであります!!」

　僕が叫さけべば、もう限界にきていた僕の右腕はようやく解放された。

「んははは、悪かったでアリマスなァ、ま、疑われるような行動をしたオマエも悪いのでアリマスし、ここは痛み分けというコトでひとつ」

　痛い思いしたの僕だけなんですが……

「まあ、勝手に入ろうとしたのはすみませんでした……弁護神の伏フツ羲キです」

　まだ痛む右腕を擦こすりながら、自じ己こ紹しよう介かいをする。

「本官は、警視庁捜そう査さ一課の……」

「──アヌビス刑けい事じ神しんさま、ですよね？」

　菊きく理りさんが言葉を継ついだ。

「んっ？　なぜ本官をご存知でアリマスか？」

「事情聴ちよう取しゆのとき一度お会いしました。菊理です」

　アヌビス刑けい事じ神しんはしばらく考え込こんでから、

「……ちょっと、失礼するでアリマス」

　長身を折って菊理さんに顔面を近付けた。クンクンと二度ほど鼻を鳴らして即そく座ざに、

「ああ、イザナギさんの妹さんでアリマスか！」

　分かるんかい！　腕うでをネジリ上げる前に思い出して下さいよ……いたたた……

「相変わらず、可愛かわいいニオイでアリマスな」

「え、あ、ありがとう御ご座ざいます……！」

　菊理さん頰ほおを赤らめてるけど、可愛いニオイってどんなだよ……

「本庁の刑事神さんなんですか？」

　僕が尋たずねれば、アヌビス刑事神はゴムパッキンみたいな口の端はしを上げた。

「疑うでアリマスか？　やれやれ、弁べん護ご神しんとは本当に世せ知ち辛がらいヤカラでアリマスなあ、そうやってすぐ他ひ神とを疑って。これを見るでアリマス！」

　と、誇ほこらしげに真新しい警察手帳を突つきつけてきた。別に刑事神さんであることを疑ってたワケじゃないんだけどな……所しよ轄かつの刑事神さんじゃないのかな、と。

「本官、半年前にようやく交番勤務から憧あこがれの刑事神デカになったのでアリマス。あ、つまり本当ならもう『本官』ではなく『ワガハイ』なのでアリマスが……ついクセで本官と言ってしまうのでアリマス」

　アヌビス刑事神の話を聞き流しながら、僕は考える。本庁の刑事神さんがまだいるということは、やはり決定的な物証が出てきていないのだろう。予想は当たっていたみたいだ。

「つまり、アナタが現場責任者ということですか？」

　僕が尋ねれば、アヌビス刑事神はスピスピと鼻を鳴らした。

「ま、そうなるんでアリマスかな？　ンー、責任者！　イイ響ひびきでアリマス……」

　おお、じゃあこのヒトに許可貰もらえばイイわけだ。

「あの、中を見せていただけませんか？」

　僕が言えば、アヌビス刑事神は腕組みで反り返った。

「ふんっ！　弁護神には協力しないでアリマスぞ。ほんか……ワガハイらが一いつ生しよう懸けん命めい検挙した犯はん神しんを無罪にせんとする、憎にくきカタキでアリマスからな。おおかた三日後の公判で戦う材料がないから、焦あせって探しに来たんでアリマショウが」

「そうなんです、困ってまして……お願いします、少しだけでも！」

　僕は頭を下げる。弁護神が現場を調べたいなら、お願いする以外にはないのだ。

　アヌビス刑事神は長い鼻はな面づらを空に向け、

「そ、そんなにお願いされても無む駄だでアリマス。無駄なコトはやめるでアリマス。どうせほんか……ワガハイらが調べ尽つくした後で何も残ってないでアリマスし、オマエがフォルセティ検けん事じ神しんに勝てるワケがないでアリマスから……」

「あ、あのっ、わたしからもお願いします！　せめて一目、拝見させて下さいまし！」

　顔を上げ横を見てみれば、き、菊きく理りさん、深々と頭を下げて……その姿勢、角度、完かん璧ぺきなお辞じ儀ぎだ。隣となりの僕ですら圧あつ倒とうされるほどの気品があふれている。

　アヌビス刑けい事じ神しんは困り顔で、耳の後ろを搔かいた。

「ヌーン……なぜ遺族のあなたが、弁護側に協力するのでアリマス？」

「本当のことを知りたいと願うのです。自分の目で見て、確かめたいと……ワガママなのは承知しておりますが……どうか！」

　菊理さんは顔を上げると、ジーッとアヌビス刑事神を見つめた。

「ぬ、ヌーン……」

　ジーッと見つめた……

「ヌヌヌーン……」

　ジーッと……

「ヌァーンッ！」

　アヌビス刑事神はグシャグシャと頭部を搔いた。
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「え、冤えん罪ざいであると仰おつしやりたいのでアリマスか？　本官らを信用してもらえないのは、悲しいコトでアリマスなァ！」

　さっき僕を誤認逮たい捕ほしかけたじゃないか！　と、心の中で反論しておく。

「い、いえ！　けして、そんなつもりでは……」

　慌あわてる菊きく理りさんへと、アヌビス刑けい事じ神しんはやんわりと片手を広げ、

「……ま、イイでアリマスよ、それで気が済むでアリマスなら」

　お、おおっ！　やった！　菊理さんありがとう！

　僕と菊理さんが笑顔で顔を見合わせ頷うなずき合っていると、

「ほらほら！　交代の刑事神が来る前に、早く済ませるでアリマス！　ま、何も見つからないと思いマスがな……」

　おっと……コソコソ……

　アヌビス刑事神に先導されてテープを潜くぐり、黒く焼け焦こげた床ゆかを踏ふんで歩く。

「ここが出火元、被ひ害がい神しんの寝しん室しつでアリマスぞ」

　深まりゆく夕暮れの中、カラスの声が遠くから響ひびいてくる。黒々とした瓦が礫れきの山には、一種異様な雰ふん囲い気きがあった。思えば僕も現場に来るのは初めてだ。ここで神が死んだのだ。

　張り詰つめた息を一つ、目を凝こらして視線を巡めぐらせ、天地の理ことわりの綻ほころびを探す。どんな小さな違い和わ感かんも見み逃のがさないように。

「……あの辺、何があったんですかね？」

　僕は部屋の隅すみを指差して、菊理さんへと問い掛かけた。ステージのように一段高く、炭化した木材が盛り上がっている。

　菊理さんは首を傾かしげ、

「うーん、なんでしょう、暖だん炉ろ……でしょうか？」

「あれ、ご存知ないんです？」

「こちらのお屋や敷しきはイザナミさまが私的に建てられた別べつ邸ていでしたので、わたしは入ったことがないので」

「あ、そうなんですか……あの、アヌビス刑事神はご存知ですか？」

　迫せまる夜よ闇やみに溶け込こむような黒い姿へと問えば、刑事神はムッと不ふ機き嫌げんそうな顔でソッポを向いた。

「ほんか……ワガハイにそこまで教えてやる義理がアリマスと？　本来オマエは敵でアリマス。入れてやっただけでありがたいと思うでアリマス！」

　うーん、当然の返答だが、どうしよう……と、僕が弱っていると、菊理さんがすっと前に出て、また完かん璧ぺきなお辞じ儀ぎをした。

「アヌビスさま、重ね重ねぶしつけなお願いを致いたしますが、可能な範はん囲いだけでもご教授願えませんでしょうか」

　アヌビス刑けい事じ神しんは顔を歪ゆがめ、首元を搔かきながら、

「ヌーン……本官、あなたの優やさしいニオイにはチト弱いんでアリマスよなあ……思わずシッポを振ふりたくなるでアリマス……」

　ため息一つ、僕へと顔を向けて、

「……そこは湯船があったんでアリマスよ」

　おお、菊きく理りさん、ずっと頼たよりっぱなしでスミマセン、助かります……って、湯船？

「あれ、ココ、確かさっきは寝室って……」

「この10ＬＤＫの平屋には、なんと全室に湯船がついていたのでアリマス」

　じゅうえるでぃーけい……ってのも十分すごいけど、全室に湯船って！

「え、キッチンにもですか!?」

　僕が目を丸くすれば、アヌビス刑事神は頷うなずいた。

「なんでもガイシャはとても風ふ呂ろ好きだったそうでアリマス」

　す、好きってレベルを若じやつ干かん超ちよう越えつしてるような……

「イザナミさま、穢けがれには神経質な方だったので」

　菊理さんが注ちゆう釈しやくしてくれる。

「湯船の横が風呂釜がまでアリマス。この界かい隈わいには電気が通っていないので、明かりは蠟ろう燭そくや行灯あんどん、炊すい事じはカマド、風呂を沸わかすにも薪まきを使っていたでアリマス。庭の隅すみ……あの辺に」

　と、アヌビス刑事神は敷しき地ちの隅を指差した。

「大きな貯ちよ水すい桶おけがアリマシてな。わざわざ数キロ離はなれた温泉街から湯を買って、溜ためてあったそうでアリマス」

「え、水道もなかったんですか？」

「いや、水道はアリマシたがな。その温泉街にある高級旅館に、名物の『緋ヒ緋ヒ色イロ金カネ之の湯ゆ』という秘湯があるとか。なんでもそこの湯しか入らなかったそうでアリマス。まったく、セレブさんは豪ごう勢せいなコトでアリマスな」

　菊理さんが言葉を継つぐ。

「緋緋色金之湯は白しろ蛇へび温おん泉せん郷きようの名物で、一いつ箇か所しよしか湧わいてないのですよ。稀き少しようなミネラルであるヒヒイロカネ成分を多量に含ふくみ、一晩浸つかれば五歳は若返ると言われております」

「白蛇温泉郷って、さっき話にあった白蛇さんですか？」

「ええ、この辺りの地名は白蛇さまにあやかったものが多いのです。大地主様ですので」

「なるほど……」

　僕は風呂釜へと歩み寄り、瓦が礫れきの中に膝ひざを折ると、手を伸のばした。どんな構造なのか気になったのだ──その瞬しゆん間かん！

「ばっ、バカモーンッ！　でアリマス！」

　怒ど鳴なられ、ビクッと身を竦すくめた。

「オマエ、現場に素手で触さわろうとするヤツがアリマスか！　シロートさんは困リマスなァまったく！」

「あ、すみません、ついウッカリ……」

　アヌビス刑けい事じ神しんはおもむろに、薄うす手でのゴム手て袋ぶくろを上着のポケットから取り出し、差し出してくれた。受け取って装着。再び瓦が礫れきに向き直る。

　……と、ざっと調べてみても、あるのは煤すすと灰ばかり。炎ほのおが全すべてをナメつくし、数少ない残った証しよう拠こは検察側が押おう収しゆうしていったのだろう。これは物証を知るという目的だけなら、リストとにらめっこしてた方がマシかもしれないな……

「本当、何もありませんね」

「火災現場でアリマスからなァ」

　僕は立ち上がって再び周囲を眺ながめ、

「当日被ひ害がい神しんが貰もらったプレゼントは、どの辺にあったんです？」

「オマエ……いい気になってオリマセんか？　何でも教えてやると思ったら──」

「アヌビスさま」

　じっと見つめる菊きく理りさんの瞳ひとみは、僕がアヌビス刑事神の立場でも、ついつい喋しやべってしまうかもしれないほど真まっ直すぐだった。

「ヌヌーン……片付ける前だったらしく、入り口の脇わきにまとめて置かれていたでアリマス。ほとんど焼け焦こげてオリマシて……いやあ、勿もつ体たい無ないコトでアリマスよなァ、一番安いの一つでも、本官の給料二年分以上だと聞いてオリマス……格差を感じるでアリマス」

　苦労してんだな……僕も似たようなモンだけど。お互たがいセレブからは程遠いという、あまり嬉うれしくない共感を覚える。

「……イザナミさまの遺体は、どちらに？」

　お、菊理さん、イイ質問！

「湯船の近くに倒たおれていたそうでアリマス。風ふ呂ろに入ろうとしていたようでアリマスな」

「ふうーむ……」

　頭の中でイメージしてみる。パーティーから帰って、ひとまず荷物を置いて……セレブの女性ならどうするんだろう……お化け粧しようを落とす？　とにかく一息ついてから、貰もらったプレゼントをチェックして……風呂に入ろうとして……

「──そうそう、遺体の近くにエレキ琵び琶わが落ちていたそうでアリマス。風呂が沸わくのを待つ間、弾ひいていたのではないかとの見解でアリマスな」

　アヌビス刑事神が齎もたらしてくれる新しい情報に、僕は思考を中断させた。頭の中で動かしていた、漠ばく然ぜんとしたイザナミさんのイメージを一時停止させて口を開く。

「お風呂の前に、琵琶……ですか？」

「風呂場で琵琶と考えれば、普通は変でアリマスがな、あくまで部屋は寝しん室しつなのでアリマスよ。湯船があったというだけでアリマス」

　う、うーん、そうか……そんな家に住んだことがないから、想像しづらいな……

「……凶きよう器きだという七枝灯メノラーは、どの辺に？」

　僕の質問に、アヌビス刑けい事じ神しんは怪け訝げんそうな顔になった。

「オマエ……妙みように詳くわしいでアリマスな？　どこでその情報を？」

「や、まあその、職務上の秘密、ということで……」

　姉さんに迷めい惑わくはかけられない。まあアヌビス刑事神の間接的な上司に当たるワケだし問題はなさそうだけど、下へ手たなことは言えない。

「ムッ、なあんか、怪あやしいでアリマスなァ」

　眉まゆ根ねを寄せるアヌビス刑事神へと、菊きく理りさんがやんわりと言う。

「神しん界かい弁べん護ご神しん法ほう第三十一条に、『弁護神又または弁護神であった者は、その職務上知り得た秘密を保持する権利を有し、義務を負う』とあります。情報の出所は、秘密にさせて下さいませ」

　き、菊理さんマジで有能なんだが……

　アヌビス刑事神はやりづらそうに耳の後ろを搔かいた。

「ま、イイでアリマスか……部屋の中央辺りに落ちていたそうでアリマス」

　凶器は中央……よし、ある程度想像の材料は揃そろった。もう一度想像してみよう……

「──おーい、アヌビース！」

　と、そんな呼び声が遠く聞こえて、僕たちは一いつ斉せいにそっちを見た。

「はッ!?　なっ、なんでアリマスかー！」

　慌あわてた様子で返事をするアヌビス刑事神。

「お前、また現場見てんのかー？　熱心だな、そろそろ交代だぞ」

　語る声が近付いてくるのに、アヌビス刑事神は小さな声で言った。

「ど、同どう僚りようでアリマス！　オマエたち、裏から回って逃にげるでアリマス！　ここは本官に任せて！」

　そんな、無む駄だに死亡フラグを！

「アヌビスさま、無む茶ちやです、お一柱ひとりでなんて……！」

　いやいや、菊理さんそんな、ノッてあげなくてイイですから……いや、素すかな？　彼女の場合は……

「いいから、行くんでアリマス！　ここは本官に任せてッ！」

　それ言いたいだけなんじゃ……

「は、はい……ありがとう御ご座ざいましたっ！」

　菊理さんが頭を下げれば、刑事神はイイ笑顔で、親指をグッ！　まんざらでもなさげ。

　僕と菊理さんは大慌てで、しかし足音を立てないようにコソコソと逃げ出した。菊理さんが小声でありがとう御座いましたと言いながら丁てい寧ねいに頭を下げれば、アヌビス刑事神は後ろ手に早く行けと、追い払はらうような仕草。

　屋や敷しきの裏手に出れば、神シン気キを含ふくんだ風が吹ふきつけてきた。ここは崖がけというか、枝の隅すみに位置するようで、表に出るには大回りしなければならない。もう星が出始めていて、夕陽が雲海へと沈しずんでいくさまはかなりの絶景だった。

　なんとか見つからず、大通りまで出られた。

「どっ、どきどきしましたね……！」

　菊きく理りさんが胸を片手で押おさえつけ、ちらちらと背後を振ふり返りながら言う。なんとなく楽しそうな様子だ。

「嫌いやな汗あせが出ました……」

　僕は疲ひ労ろう顔がおで返す。弁べん護ご神しんが警察から逃にげるようじゃ世も末だ。

　主要な通りまでは電気が来ているようで、街灯が皓こう々こうと輝かがやいている。家路を辿たどる神々の姿。時折車が走り過ぎる。きっとずっと離はなれた場所からこの高たか天まが原はらを見れば、イルミネーションを着き飾かざったクリスマス・ツリーのように見えるだろうか。

　決定的に有力な情報は得られなかったが、無む駄だ足あしというワケでもない。やはり現場を見ておくと想像がしやすくなるのだ。

　どこか宿を取りたいと僕が言うと、菊理さんは翁おきな屋やという旅館に案内してくれた。路面電車で梢こずえを下った、万マン葉ヨウ町チヨウという歓かん楽らく街がいの一角。神カミシュランのホテルガイドで五つ星を獲かく得とくしたこともあるという、三階建てのいかにも老舗しにせな店構えだ。

　イザナミさんが湯を買っていたという、白しろ蛇へび温おん泉せん郷きように行こうかとも思ったんだけど、お値段がちょっと……ね……

　玄げん関かん前まえで菊理さんが言った。

「では、明朝お迎むかえに上がりますね。兄さまに話を通しておきます」

「あ、や、すみません、何から何まで……」

「いえいえ、お役に立てて嬉うれしいです。それでは」

　夕ゆう闇やみの中に去っていく華きや奢しやな背中を見送る。菊理さんは一度振り返ると、おやすみなさいと声を張り大きく手を振った。僕も小さく手を振り返す。

　部屋に着いて浴衣ゆかたに着き替がえ、障しよう子じ窓まどを開く。目の前の通りは電球提灯ちようちんで照らされ、華はなやかで浮うわついた雰ふん囲い気きに包まれている。そろそろ夜の神々が活動する時間なのだろう。

　少し驚おどろいたのは、提灯に神しん界かい電でん力りよくのロゴが刻まれているコトだ。まあ、神界の電気事業は全すべてあの会社の独どく占せんだから不思議でもないんだけど、こんなトコにまで……

　窓まど枠わくに腰こしを下ろして涼すずみながら、書類を片手に今日得た情報を整理する。

　被ひ害がい神しんの帰宅、二十時十五分から火災発生までの二十五分、この空白の時間に何があったのか？　検察側はイフリートさんが訪ねてきて殺したと見ているだろう。衝しよう動どう的てきな犯行と主張するだろうか。それとも計画殺さつ神じん？　被害神は何をしていたのか……

　……イザナミさんという神ジン物ブツがよく見えない。

　証しよう拠こ品ひんリストからは、文化的な暮らしぶりが窺うかがい知れる。マホガニーの本ほん棚だなに書しよ斎さい机づくえ、大きなベッドに羽毛布ぶ団とん。焼け残った僅わずかな繊せん維いからは、寝しん室しつにフェイクムートンの絨じゆう毯たんが敷しかれていたことが分かっている。当日は車でパーティーに来たという。

　彼女は不便と思わなかったのだろうか。屋や敷しきには電気が通っていないコトを。元主しゆ神しんの妻でも、電線は引かせられなかったんだろうか……んー、ダメだ。僕はまだ、この高たか天まが原はらという土地の神々や風習を知らなさすぎる。

　……ふと思い出して立ち上がると、衣い装しよう棚だなに入れたスーツのポケットからスマホを取り出した。ただいま時刻は二十時半、まあ、業ギヨウ界カイ神ジンなら失礼でもないだろう。リダイヤルでサラスバティーさんに掛かける。

『──あれえ、誰だれちゃーん？』

　やっぱり眠ねむそうだった。このヒトはこれがデフォなんだな……

「どうも、先ほどお電話しました弁べん護ご神しんですが……今大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

『あ、あー……話聞きたいんだっけねえ……』

「はい、できましたら」

　フーッと長いため息が聞こえた。多分タバコを吸っているのだろう。

『……んで、いつがいいんだっけ？』

　お、おお!?

「いいんですかっ!?」

　僕が勢い込こんで言えば、笑い声が返った。

『なんかアンタ、断ったら地じ獄ごくの果てまで追っかけて来そうな雰ふん囲い気きだからさあ』

　そんな、所長じゃあるまいし……せいぜい三さん途ずの川までですよ。

　明日の十八時、神々の庭にある録音スタジオにお邪じや魔まするという約束を取り付けて、電話を切った。よしよし、彼女に聞くべきことを纏まとめておかなくちゃ……

　あ、サイン色紙も用意しておくべきかな？
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「──昨晩はあまり、お休みになれませんでした？」

　菊きく理りさんに心配されてしまった。目の下の隈くまがよほどひどいんだろう。

「いやあ、はは……宿は最高でしたよ、サービスも行き届いてて。考え始めると寝ねられなくなっちゃう性た質ちなんで」

　今僕らが並んで歩いているのは十ジユウ葉ヨウ町チヨウという、梢こずえの天てつ辺ぺんに程ほど近い区画だ。まだ早朝といってもいい時間、日は高くもなく風は清せい涼りよう。この辺りはあまり拓ひらかれていないようで、道の左右は深い森になっている。いや森ではなく、高たか天まが原はらの梢の一部なのかな。川が近いのか、水の音がする。

　菊きく理りさんは申し訳なさそうに、

「もう少し遅おそい時間の方が宜よろしかったでしょうか？」

「いえそんな！　本当に助かります、時間もありませんし。僕は全然大だい丈じよう夫ぶですよ」

　菊理さんは眉まゆ毛げを下げて、

「ご自愛くださいまし」

「はあ、まあその……ありがとう御ご座ざいます」

　しかし、本当に眠ねむれない夜を過ごしているのは、拘こう留りゆう中ちゆうの被ひ告こく神しんなのだ。僕が枕まくらを高くして寝ねてはいられない……いや、まあ、イフリートさんならグッスリ寝てるような気はしないでもないけど、そういう問題じゃなくて僕の気構え的な話。

　欠伸あくびを三回ほど嚙かみ殺す間に、目的地に着いた。

「……こりゃすごい」

　確か鳥とり居いというんだっけ、とんでもなく巨きよ大だいな石造りの門が目の前に聳そびえ立っている。その先は緑豊かな庭園で、石のタイルが瓦かわら屋根の豪ごう邸ていまで続いている。高天原の幹みきを刳くり貫ぬくようにして造られたのだろう、豪邸は半ば溶け込こむように一体化しており、新緑の梢が木こ漏もれ日びを落としている。

「こちらは『柾まさ目め之の御ご所しよ』と申します。兄さまが邸宅として使っております」

「はあ、素す敵てきなお宅で……ブッ!?」

　菊理さんの後に続いて鳥とり居いを潜くぐろうとした僕は、特に何もないように見える空間に、ビターンと思いっきりぶつかった。見えないのに壁かべがあって、鳥居から先に進めない。菊理さんはスーッと通り抜ぬけ、僕だけガラスに前面を押おし付けたみたいな変顔に……こ、これはっ！

「あっ!?　す、すみませんっ！」

　慌あわてて戻もどってきた菊理さんが、鳥居の裏に貼はられている札を引っぺがした。途と端たんに壁が消えたので、今度は前のめりに転びそうになる。

「っとと……結界ですか。さすがに厳重ですね……」

　僕は鼻をさすりながら言った。落ちたメガネを拾ひろう。割れてない。ヨカッタ。

　結界とは今見たとおり侵しん入にゆう者しやを拒こばむ領域のコトだ。四方に札を貼ったり、中央に剣けんを突つき立てたり、杖つえで地面に線を引くなど、空間を区切ることで形成される。使われる『要かなめ』は特とく殊しゆな神じん器きでなければならない。施せ工こう主ぬし自身と、施工主が張る際に許可した者以外は入れず、神しん力りよくすらも遮しや断だんする。

　便利そうに思えるかもしれないが、一度張ると仕様変へん更こうができないし、張るときにはばく大な神しん力りよくを消しよう耗もうするので、どれほど魔ま術じゆつに長たけた神でも施せ工こうは一日に一回が限度。

　つまり、一日に一度だけ掛かけられるカギで、掛けるときは全力、そして壊こわすまで開かないという……融ゆう通ずうが利きかず費用対効果が悪い。普ふ通つうに警備の神を雇やとった方がいいので、現在では廃すたれてしまった技術なのだ。

　菊きく理りさんはペコペコと頭を何度も下げた。

「ほ、本当にすみません！　忘れておりました！」

　僕は軽く片手を振ふり、

「どうかお気になさらず……いやあ、しかし久しぶりに見ましたよ、結界なんて。こっちは結構あるんですか？」

「いえ、最近は高たか天まが原はらでもめったに見ません。主しゆ神しんの御ご所しよぐらいですね」

「菊理さんもこちらにお住まいなんですね」

「いえ、兄さまだけです。わたしは万マン葉ヨウ町チヨウの方に……」

「え？　そうなんですか」

　イザナミさんもそういえば別居なんだよな……と、何気なく考えたとき、何かが頭の隅すみに引っかかった。そのモヤモヤッとした思考が形を結ぶ前に、シュタンッ！　と小こ気ぎ味みよい音を立てて、豪ごう邸ていの引き戸が開かれた。

　僕と菊理さんが視線を向ける先、和わ装そうの男だん神しんが庭園へと踏ふみ出してくる……あ、あれが高天原の前主神、イザナギさんか!?

　オールバックの黒くろ髪かみに端たん整せいな顔立ち。両目は軽く閉じられ、威い厳げんに満ちた佇たたずまい……なんだけど、なんだけど……あの格好はなんだ!?

　これからエクササイズでも始めるのか？　というようなＴシャツにスパッツ、色は全すべてドぎついピンクで、いたるところに『ナミちゃんＬＯＶＥ』とハートマーク付きで書かれている。男神のスパッツ姿は結構見るのキツい、股こ間かんとか……

　全身に奇き妙みようとしか言いようのない、グネグネしたデザインの銀細工を装そう着ちやくしており、だらりと左手に白しろ鞘さやの長刀を下げていて、異様な雰ふん囲い気きだった。

「兄さま！」

　菊理さんが声を掛ければ、スッと切れ長の目が開いた。兄さまってコトは、やっぱりアレがイザナギさんか……ちょっと服のセンスがエキセントリックなんで驚おどろいたが……

「……オヌシが弁べん護ご神しんなるか？」

　静かな声で問われた。す、すごい威厳……辺りがシーンと静まるような感覚さえする。さすが主神だ……いや、元主神か。

「あ、はい、あの……どうも、初めまして、弁護神の伏フツ羲キです……」

　僕が恐きよう縮しゆくしつつ返答すれば、イザナギさんは目を伏ふせて、

「さようか……うむ……」

　う、うう、なんか校長室に呼び出しくらったときみたいな……や、怒おこられてるワケじゃないけど、胃の辺りがギュウと痛くなる、張り詰つめた空気！

「遠路遥はる々ばる……よ、よよ……ようこ……そ……」

　な、なんだ突とつ然ぜん、壊こわれたラジオみたいな口調で、全身が震ふるえ始めて……と、その両目からドプゥッと涙なみだが！

「う……ううううわああアァッ！」

　突然の絶ぜつ叫きよう!?

　ギラリと刀を抜ぬき払はらい、ブンブンと振ふり回しながら走ってきた！　両目からは涙がダラダラ、鼻からは鼻水ダラダラ、口からはヨダレダラダラ……どど、どうしたの、この神様!?

「え、ちょ……う、うわあああアァッ!?」

　同じような悲鳴を上げながら、僕は逃にげ出した……わあ、追っかけてくる!?　グルグルと円を描えがくように庭を逃げ回る。後頭部でヒュンヒュンと風切り音が……こ、怖こわすぎる！　なんだよコレ、どういう状じよう況きよう!?

「に、兄さまっ！　何をなさいます、落ち着いてくださいっ！」

　そのままグルグルと三周ほどしたとき、菊きく理りさんが無理矢理イザナギさんの腕うでに抱だきついて止めた。

「う、うう、キクリ……おおおォーンッ！」

　白しろ鞘さやと刀を取り落とすと、菊理さんに縋すがりついて号泣しだすイザナギさん。恐おそる恐る足を止めた僕は、その色々と痛々しい姿を遠巻きに見守る。地面に転がった刀身は木こ漏もれ日びを受けてギラギラと輝かがやき……うわ、よく見ると『ナミちゃんＬＯＶＥ』の文字が！　斬きられたら呪のろわれそうな雰ふん囲い気きだ。

「なぜこのような狼ろう藉ぜきをなさるのです！」

　菊理さんに詰きつ問もん口調で問われると、イザナギさんは僕を指差して泣きながら、

「だって、だってアイツ、ナミちゃんを殺した犯はん神しんを守ろうとしてるんでしょ!?　そんなのボク、絶対許せないッ！　許せないんだよォーッ！　うえェェン……」

　な、なんなんだ、この神様！　ついさっきのまでの威い厳げんどこいった!?

「もうっ、まだそんなことを！　幾いく度ども申し上げたではないですか、イフさまはやっておられませんし、罪とは正しき神しん法ほうの下に裁かれるべきなのですと……納なつ得とくして下さったのではなかったのですか？」

　菊理さんはイザナギさんの背を撫なでながら訥とつ々とつと言い聞かせた。

「う、ううっ……頭じゃ分かってるんだよォ……ボクの心がアイツを斬れって！」

「いけませぬ！　お客様ですよ、キチンとなさってくださいっ！」

「うっ、ひ、ひぐぐ……ぐ、しょ、承知した……」

　イザナギさんはまだグズりながら、刀と鞘を拾って納めた。やれやれ、危うく殺さつ神じん事件がもう一つ増えるところだ。このヒト、思いつめるタイプのようだな。

「……客きやく神じん、スマヌな。オヌシが怪け我がでもして、裁判に出られなくなればイイと思うて、つい取り乱した……余よが当家の主あるじイザナギである。いざ入られよ……」

　おお、口調に威い厳げんが戻もどったぞ！　まだオーラはどんよりしているが……

「あ、ど、どうも……」

　イザナギさんが踵きびすを返すと、ため息一つこぼして菊きく理りさんも歩き出した。僕もおっかなびっくり二柱ふたりの後に続く。

　高たか天まが原はらの礼式に倣ならって、玄げん関かんで履はき物ものを脱ぬいでいると、

「すみません、兄さまがとんでもない失礼を……」

　菊理さんが肩かたを落としながら言った。

「いえ、イザナギさんのお気持ちも分かりますから……」

　被ひ害がい神しんの遺族との軋あつ轢れきは、弁べん護ご神しんの悩なやみのタネではある。犯はん罪ざい神しんをかばいやがってと恨うらまれる覚かく悟ごは、常にしておかなければならない。さすがに刀で斬きりかかられるってのは珍めずらしいだろうけど……

　板張りの廊ろう下かから応接室に通される。外観から純和風かと思いきや、意外にも洋間だ。

「座して待たれい……」

　言い残して、イザナギさんは奥おくへと消えた。その背を恐おそる恐る見送る。なんとか平常心を保ってくれているようだ。

　菊理さんと並んでソファーに腰こしを下ろし、部屋の中を眺ながめる。高価そうな調度品が並び、天てん井じようからはシャンデリア型の電灯が吊つられている。いきなり近代的になったな。

「こちらには電気が通ってるんですね」

「はい。冷蔵庫や洗せん濯たく機きもありますよ、キッチンは電気コンロですし。イザナミさまが電化製品を置こうとなさらなかったので、昔はなかったのですが」

「そうなんですか？」

「はい、イザナミさまは古風レトロな暮らしぶりを好まれたようです。在位中は高たか天まが原はらに電気を引くのにも反対しておられました」

　ふー、む……なんだかチグハグな……自動車乗ってたんだよな？

　……と、眉み間けんにシワを寄せながら部屋を見回しているうちに、イザナギさんが戻もどってきた。コトンと僕の前に茶ちや碗わんが置かれる。

「いざ飲まれよ、客神」

　えっ!?　まさかお茶が出るなんて……

「いえそんな、ありがとう御ご座ざいます、お気き遣づかいな……く……」

　僕は絶句した。置かれた拍ひよう子しに飛び散った飛沫しぶきが、テーブルでシュウシュウと白はく煙えんを上げていた。茶碗の中身は紫むらさき色いろで、ボコ、ぼこボコぼこ……と不ぶ気き味みな泡あわを立てている。続けて置かれた菊きく理りさんの茶ちや碗わんを盗ぬすみ見れば、緑色の普ふ通つうの日本茶で……あ、茶柱……

「して……なにを聞きたい？」

　対面に腰を下ろし、イザナギさんはチラチラ僕を見ながら語る。

「は、はあ、ええと……」

　謎なぞの液体についてなるべく考えないようにしながら、手帳を取り出して開いた。訊ききたいコトはそれほど多くない。被ひ害がい神しん側から見た被ひ告こく神しんのエピソードが欲ほしい。その中に、検察側の主張する動機、殺意に対する反証を見つけられれば……取り敢あえず、本題に入る前に軽いジャブで、気になってるコトを聞いておこうか……

　……と、顔を上げた僕の瞳ひとみに映ったのは、刀の柄つかに手を掛かけ、泣いた鬼おにの表情をしたイザナギさんの姿。思わずヒッと喉のどが鳴る。

「どうなさいました？」

　菊理さんが顔を向けてくれば、サッと元の姿勢に戻もどるイザナギさん。

「い、いや……ゴホン、まずお尋たずねしたいのは……うわっ!?」

　振ふりかぶってた、今、振りかぶってた！　このヒト諦あきらめてない！　僕を欠席させるコト諦めてないよ！　くっ、こんなに気の休まらない聞き込こみ調査は初めてだ……早く聞いて帰ろう。

「え、ええと……奥おく様さまとは別居されていたようですが、何か理由が？」

「……特にはない」

　イザナギさんの眉み間けんのシワが深まり、僕の頭でアラートが点灯する。深入りは避さけるべきだろうか？　いや、もう一歩踏ふみ込んどくか……気分はチキンラン。

「あの、夫婦仲が悪かった、なんてことは……」

「う……う、うううう……」

　あ、ヤバイ、イザナギさんの両目から滝たきのような涙なみだが！

「うううウワァーッ！」

「ひっ!?」

「そんなコトないもん！　ボクたちスッゴイ仲良しだったんだもん！」

　うわ、また威い厳げんが吹ふっ飛んだ！

　イザナギさんはダラダラと涙を流しながら立ち上がると半身になり、こっちに背中を見せてきた。ひときわデカデカと『ナミちゃんＬＯＶＥ』の文字が刻まれている。

「見ろよコレ、『ぺあるっく』だぞ！　ナミちゃんもずっと『ナギちゃんＬＯＶＥ』の着物着てくれてたし！　休みの日は毎日『でーと』してたし！　行きつけの『すいーつ』の店で『ぱふぇ』食べるときはお互たがい食べさせっこしたし！　うえェェン！」

　こ、この神様、かなり情じよう緒ちよ不安定気味だ……

　菊理さんが慌あわてて、

「兄さま、ほら、深呼吸をなさいませ！」

「う、ひぐっ……すうはあ、すうはあ……オエッ」

　うーむ、二柱ふたりの仲についてはあまり踏ふみ込こまない方がいいかな……今んとこ事件には関係なさそうだし、話題を変えよう。

「あの……奥おく様さまはイフリート被ひ告こくのこと、普ふ段だんは何か仰おつしやってました？」

「う、うむ……ときおり、な……」

　どうにか威い厳げんを取り戻もどしたようだが、またいつ崩くずれるかと思うとハラハラする。テンションの上がり下がりが忙いそがしいな……

「詳くわしく話してはくれなんだが、仲なか違たがいをした、とか……そういえば以前、悪いことをしたと、ポツリと零こぼしておった」

　イザナミさんには罪悪感があったのか……

「妻は優やさしき女神ゆえ、そう言ったのだろう。どうせ向こうが悪いに決まっておる。なんぞ二柱ふたりでやっておったらしいが……だから余よは、あのような下げ賤せんなオカマとは付き合うなと何度も言ったのに……！」

　悔かい恨こんの表情を見せるイザナギさんに、菊きく理りさんは何も言わなかったが、悲しげだった。

　イザナギさんは、二柱ふたりの活動については詳しくなかったのか……イフリートさんの言葉を信じるなら、イザナミさんはパトロン候補の男だん神しんを誘ゆう惑わくして開店資金を出させたらしいけど……言わない方がいいだろう。

　今のところ、イフリートさんの言葉と矛む盾じゆんはない。動機を裏付ける証しよう拠こばかりだ……天地の理ことわりはまだよく見えていないけど。

「……亡なくなる前、奥様とはどんな話を？」

　僕が続けて尋たずねれば、イザナギさんは急にシボんだ。

「……会ってない」

「え？」

「だから……会ってないんだってば！」

　うわ、また泣き出したぞ！

「い、いざ、イザナミは、イザナミは……蘇よみがえって一週間でまた死んじゃったんだよ！　快気祝いの贈おくり物も用意したんだ……『ナギちゃんＬＯＶＥ』って銘めい打うった神しん刀とうを、三十本も用意したのに！」

　それ貰もらって嬉うれしいんですかね!?

「う、ううっ、うううウーッ！　イザ、イザイザイザ、ナミナミナミナミイイィ……」

　うわーっ、血けつ涙るいでも流れてきそうな形相で刀に手を掛かけている！　どうやらこの質問、地じ雷らい踏んじゃったみたいだ。純じゆん粋すいな暴力としての恐きよう怖ふもあるけど、今にも壊こわれそうな感じが何より怖こわい。

「あ、その……き、貴重なお話、ありがとう御ご座ざいました！」

　これ以上はヤバイと判断した僕は、急いで手帳をポケットに突つっ込こむと、菊きく理りさんの手を取って立ち上がった。

　脇わき目めも振ふらずに応接室を飛び出す。

　いきなり引っ張られ、小さく悲鳴を上げる菊理さんを背後になびかせながら廊ろう下かを駆かけ抜ぬけると、玄げん関かんで靴くつを履はいて外に出た。お、追って来ては……いないな、ふう……

　胸を撫なで下ろしていると、ショボンとした菊理さんが言った。

「あの……すみません、なにかと不安定な兄さまで……」

「いえ、無理もないです。大切な方が亡なくなられたんですから」

　大切な存在を失えば、どれほど冷静な神でも情じよう緒ちよ不安定になるもんだ。それは僕もよく知っている……や、まあ、あんなにギャップの激しいヒトは初めてだけど。

　うーん……とはいえ、もう少し訊きいておきたいことがあったんだよな……普ふ段だんなら頃ころ合あいを見て何度か尋たずねてみるところだが、時間がないのが痛い。

　路面電車の駅へと向かう道を辿たどりながら、菊理さんに尋ねてみることにした。

「イザナギさん、パーティーには行ってないんですか？」

「はい、時間が合わなかったようです。半はん隠いん居きよの身でも、何かと公務があるようで」

　ふううむ……それは天地の理ことわりがおかしい気がするな。イフリートさんの弁護をする上で重要な情報とは思えないけど、頭の片かた隅すみには留めておく、か……

「──あの、伏フツ羲キさま……これから神々の庭にお戻もどりですか？」

　声を掛かけられ、思考の中から浮ふ上じようする。

「え、ああ……そうですね、まだ少し早いんですが、サラスバティーさんと会う約束がありますから。有力な証しよう拠こが得られるといいんですが」

　菊理さんは少し躊躇ためらった様子を見せてから、意を決したように、

「あ、あ、あのっ！　折り入ってご相談がっ！」

　その勢いにやや気け圧おされる。

「なんですそんな、改まって……」

「もしお邪じや魔までなければ、わたしもご一いつ緒しよさせて下さいませんか！」

「え？　あ……あー……そうでしたね……」

　僕の返事が曖あい昧まいだったからか、菊理さんは眉まゆ毛げを下げた。

「や、やはり、ご迷めい惑わくですか……」

　僕は慌あわてて手を振る。

「あ、や、すみません！　そうじゃなくて！　普ふ通つうに来るものだと思っていたんですよ」

　菊理さんが居るのが自然になりつつあるな……僕は苦笑して、

「よく考えると菊理さん、別に僕の助手でもなんでもなかったなって……来ます？」

　菊理さんの表情がぱあっと明るくなる。大変失礼な喩たとえながら、骨を見せられたときの犬のように。

「い、いきますっ！　ご一いつ緒しよします！」

　菊きく理りさんは目に見えて上じよう機き嫌げんになった。足取りなんて跳はねるようだ。うーん、ここまで必死に見学したがるとは、本当に熱意ある女神さんだ。きっとイイ弁べん護ご神しんになるだろう。

　路面電車の駅に到とう着ちやくし、高たか天まが原はら駅方面の車両に乗り込こもうとしたとき、

「あっ！」

　菊理さんが片手を口に当てて小さく叫さけんだ。

「どうかしました？」

「忘れておりました！　お渡わたししたいと思ったものがあったのです……少し家に寄りたいのですが、お時間はありますか？」

「ええ、平気ですよ。参りましょう」

　と、菊理さんに連れられて向かったのは万マン葉ヨウ町チヨウ。

　昨晩の賑にぎわいがウソのように、気だるげな気配が漂ただよっている。大体の歓かん楽らく街がいにとってそうであるように、この町にとっては今が深夜なのだろう。

　菊理さんのお住まいだというその建物は、繁はん華か街がいの片かた隅すみにひっそりと佇たたずんでいた。

　木造モルタル二階建ての、風化しかけたようなアパート。トタン屋根や外付け階段、郵便受けなど、全すべてに錆さびが浮ういている。門もん脇わきのアクリルプレートには『シャイニングレイク万葉』とある。どのあたりが『シャイニング』なのか。まさかあの、庭というべきか荒あれ地ちというべきか分からない空間にある噴ふん水すいらしき物体が『レイク』だとでもいうのだろうか？

　さっきの……柾まさ目め之の御ご所しよだっけ？　落差がすごい。どう感想を言っても失礼になってしまう気がして、僕は悩なやんだ。

「随ずい分ぶんと、その……古風レトロなお住まいですね」

　菊理さんは照れたように微笑ほほえんだ。

「多少手て狭ぜまですが、住み易やすいところです」

「お兄さんとご一緒には住まれないんですか？」

「弁護神を志したおり、一族の反対を押おし切って御所を飛び出してしまいましたので……」

　意外にアグレッシブ！

　と、菊理さんは急にモジモジして、

「あの、本当ならお茶の一つもお出ししたいのですが……な、中をお見せするのは、やや恥はずかしい心持ちがいたしますので……」

「ああ、では待ってます」

「は、はい、すぐに取って参りますね！」

　一階の角部屋へと走っていく菊理さんを見送り、階段の下あたりで待つ。

　相変わらずそう感じさせないところはあるが、彼女は高天原の現主しゆ神しん、天あま照てらす大おお神みかみの叔お母ばなのだ。そんな彼女が安アパート暮らしとは……いや、そんな高貴な身分だからこそ、民間の仕事に就きたいと夢見ても、誰だれの協力も得られなかったのかもしれない。

　僕が菊きく理りさんの境きよう遇ぐうに思いを馳はせていると、

「──みゅう」

　ん？　なんだ……この甲かん高だかい……鳴き声か？　どこから……

「みゅっ」

　また聞こえた！　虫か？　いや、機械的な感じではない。

　あまりにも今までに聞いたことのない声なので興味をそそられ、僕は草を搔かき分けて声の出所へと向かった。んー、この辺り……あ、噴ふん水すいか！　カエルとかだろうか……と思って覗のぞき込こんだ僕の顔面目め掛がけて、激しい水しぶきと共に得え体たいの知れないモノが飛び掛かってきた。

「うわあっ!?」

　思わず絶ぜつ叫きよう、そして尻しり餅もち、さらに激痛。

「イ、痛……イタタタタッ!?」

　咄とつ嗟さに頭を庇かばった右手首に、ガジガジと何かが嚙かみ付いている！　こっ、これは……え、何だろうコレ!?　トカゲ……いや、竜りゆうか？

　大きさは犬いぬ猫ねこほどで、太い、というか丸い。全体は淡あわい水色で、胴どう体たいに比べて小さな四し肢しと、ぷりっとした大きなシッポがある。形状的にはオタマジャクシに近いか。やる気が一切感じられない怠たい惰だな目で、僕の手首にぶら下がっている。

　左手でシッポをムギュッと摑つかんで引っ張ってみるが、取れない。無理に引っ張ると痛い。なんなんだコイツ！

「どうなさいました!?」

　悲鳴を聞きつけてか、菊理さんが飛び出してきた──と、僕の右手を見るなり目を丸くし、

「ああっ、リバイアちゃん！」

　リバイ……えっ、コレがあのリバイアちゃん!?

「みゅう」

　リバイアちゃんはアッサリと僕の手を放すと、ててて、と短い足で菊理さんの方へと走っていく。あ、危ない逃にげて、そいつ結構凶きよう暴ぼうです！　と声を掛けようとしたが、予想した惨さん劇げきは起こらず、リバイアちゃんは大人しく菊理さんの片かた腕うでに抱だき上げられた。心なしか安らぎっぽい表情を浮うかべているように見える。

　僕は口を噤つぐむと、理り不ふ尽じんな想おもいを抱いだきながら、放ほうり投げてしまったカバンを拾って立ち上がった。右手の嚙かみ痕あとがズキズキと痛んだ。

　菊理さんは元々優やさしげな顔立ちを、いっそう優しげに微笑ほほえませていた。

「無事だったのですね……どこにいたのですか？　この子」

「え、なんか、そこの噴水に……」

「ああ、ここ半月、弁べん護ご神しん探しや兄さまのお世話であまり帰れておりませんでしたから……わたしの神シン気キを辿たどって来たのでしょう」

「みゅっ」

　……むう、落ち着いて見ると、ちょっと可愛かわいいかな？　さっきは怯おびえていただけで、知っている神に会って安心したんだろう。そう思いながら何気なく片手を伸のばしてみれば、リバイアちゃんはクワッと牙きばを剝むいてきた。慌あわてて引っ込こめる。

　菊きく理りさんは困ったように眉まゆを下げ、

「この子、かなり気難しいので、あまり人に懐なつかないのです」

　……うん、やっぱり全然可愛くないや。







　菊理さんが僕に渡わたしたかったモノとは、一枚の写真だった。

　肩かた肘ひじ張ったものではなく、なんとなくカメラを向けてシャッターを押おしましたという気安さがある。だからこそ、楽しげなパーティーの雰ふん囲い気きがよく伝わってくる。菊理さんが撮とったもので、警察に見せたが押おう収しゆうまではされなかったそうだ。パーティー自体は直接事件と関係ないからだろう。

　帰りの神シン幹カン線センの中、目を皿のようにしてチェックした。

「お役に立ちそうですか？」

　窓側席の菊理さんが言った。その膝ひざの上にはだらしなく太った体型の、ふてぶてしくて凶きよう暴ぼうなあの害がい獣じゆうがでっぷりと座っている。菊理さんから離はなれようとせず、無理に引き剝はがそうとすると僕の手の指が全部なくなりそうなので、仕方なく連れてきたのだ。

「ええ、使いようによってはかなり。多分これは検察側が提出しない証しよう拠こなので……」

　と、菊理さんに目を向けた僕はギョッとした。

「ちょ！　なんか溶けてませんソレ!?」

　僕の指差す先、菊理さんに撫なでられるリバイアちゃんが、デローンとしていた。だらけているとか弛し緩かんしているとかではなく、熱されたチーズのように物質的にトロけている。パッと見、菊理さんの膝の上に巨きよ大だいなゼリーが乗っているような。色も変化して半はん透とう明めいになっており、表面にはチャプチャプと小波が立っている。

「この子、リラックスするとこうなるのですよ。撫でられたり、音楽を聴きいたりすると、よくトロトロしてます」

「は、はあ、さすが神獣ですね……」

「完全にトロケきると、ほとんど水みたいになります。警戒心が強いのでそこまでは珍めずらしいのですが、琵び琶わの音ね色いろが好きで、上じよう手ずな演奏を聞くとたまにそうなってますね」

　凶暴なクセに文化的なヤツだな……

　……ん？

　僕は首を伸のばし、半はん透とう明めいの体に目を凝こらす。中にいくつか影かげが見える。

「……なんか……浮ういてませんか？」

「水分を操って体を造っているようなので、たまに小石とか、触さわったものが入ってしまうみたいなのです。人間界にいた頃ころは、船を取り込こんだりしていたそうですが……」

　おっかないですねーソレ!?　やっぱり危ないんじゃ……

　水分を操って体を作っているなら、じゃあ本当の体はどこに？　とか、考えてはいけない。なにせ神しん獣じゆうなのだから。

「雨が降ると嵩かさが増えて、もっと丸くなるのですよ！　可愛かわいいのです！」

「嵩が増える……代謝とかは、どうなってるんですかねえ……」

「増えた分は一時間程度で排はい出しゆつされてしまうみたいですね」

　……フム、どんな感かん触しよくなのかちょっと触ってみたいけど、また嚙かまれるのはイヤなのでやめておく。気を取り直して写真を眺ながめる。

　まず奥おく、高くなった壇だん上じように、黒のイブニングドレスを艶あでやかに着き飾かざった女神の姿がある。真っ白な肌はだに夜の川のような髪かみ、美しさと自信に溢あふれたゴージャスな風ふう貌ぼう、全身に煌きらびやかな宝ほう飾しよく品ひんを装そう着ちやくしており、貴金属の海で溺おぼれているようなイメージだ。。カメラは彼女を写そうとしたのだろう。その横では、黒い革かわのスーツにピアスジャラジャラのパンキッシュないでたちの女神が、ギター片手にメロイック・サインをキメている……いや、ギターじゃないな、ちょっと形が違ちがう。琵び琶わかなコレ……手前には料理や花か瓶びんの並んだ卓たく上じようが写っており、左側に座った麗うるわしい女神がカメラに気付いて笑顔でピースをしている。そういう構図だった。

「──これ、真ん中がイザナミさんですか？」

　僕は菊きく理りさんへと尋たずねる。

「左さ様ようです」

　うん、概おおむね想像どおりだ。

「豪ごう華かな宝石ですね、さすがセレブというか……」

「イフさまのお手製なのだそうです」

「ああ、これ、そうなんですか！」

　あの太い指で、こんな繊せん細さいな宝石細工を造るのか……しかし、さっき僕が見つけた天地の理ことわりは、間違ってなかったみたいだ。嫌きらっている相手のお手製のモノを身に着けたりはしないだろう。イザナミさんは少なくともイフリートさんを嫌っていなかったと思える。

　僕は続ける。

「この黒いレザー着てる方はサラスバティーさんですね？」

「はい、そうです」

　うん、テレビで何度か見たことがある。

「それで……この、すごくアピールしてる女神さんは？」

　僕が左側のピースしている女神さんを指して尋たずねれば、菊きく理りさんはいたずらな微笑ほほえみを浮うかべて、ツンと鼻先を持ち上げた。

「どなただと思います？」

「え？　うーん、ちょっと見たことない女神さんですね。お美しい方ですが……」

　僕が小首を傾かしげれば、菊理さんは口元に手を当てて笑い、

「イフさまです」

「はあ、イフさま……イフ……えっ!?」

　数秒、名前の意味が理解できなかった。ひょっとしたら理解を拒こばんでいたのかもしれない。昨日、封ホウ神シン区クで見たキョーレツな風ふう貌ぼうが脳裏に結像しかけ、打ち払はらうように首を振ふった。

「い、いやいやいや、ないないない！」

「うふふふ！　すごいですよね、イフさまのお化け粧しよう！」

　お化粧というより、もはや変身だよコレは……と、一つの恐おそろしい想像が僕を襲おそった。ばかばかしいと思いながらも、言葉は口をついて出てしまう。

「あの、き、菊理さんは、その……女神さん、ですよね？」

　菊理さんは一いつ瞬しゆんキョトンとしてから、ショックを受けた表情になった。頭の上に『ガーン』という文字が見えるようだった。

「そ、そんな！　レッキとした女神です！　確かに外見は貧ひん相そうですが……うっ！」

　自分の言葉にダメージを受けた!?

「いや！　し、失礼しました、違ちがうんですよ、菊理さんはお綺き麗れいだと思います！　だからこそ逆に！　逆にね！　つまり、こんなにイイ子が女神のワケがない、とでもいいますか……んギャッ!?」

　突とつ然ぜんの激痛に目をやれば、僕の太ふと腿ももにリバイアちゃんが嚙かみ付いていた。いつの間にか固体に戻もどっている。

「まあっ、リバイアちゃん、めっ！」

「みゅう」

　慌あわてた菊理さんがやんわりと叱しかれば、この危険極きわまりない水すい棲せい神しん獣じゆうは、どことなく不服そうな表情で身を引いた。

　ぐ、あ、足が……くそっアイツ、菊理さんのボディーガードでもしてるつもりか？　僕が睨にらみつけると、ギロリと睨み返された。ま、まあ、確かに失言だったし、今度だけは見み逃のがしてやるが……次やったら訴うつたえるからな！

　その後は特に事件もなく、資料を見返している内に『神々の庭中央駅』に到とう着ちやくした。メトロに乗り換かえて事務所に戻る。時刻は午後二時過ぎ、今や自宅のマンションの寝しん室しつよりも馴な染じんでしまった感のある空間に帰り着けば、ドワッと疲ひ労ろう感かんが押おし寄せてきた。

　しかし休んではいられない。やることはタップリある。

　パソコンに向かい合い必要書類を纏まとめながら、今日得た情報を整理していく。

　イザナミさんは復活してから百ヒヤク葉ヨウ町チヨウの別宅で暮らし、一週間後に再び死んだ。それがパーティーの日。その間、イザナギさんとは別居状態で、一度も会っていない……二柱ふたりの夫婦仲について思うところはあるものの、今のところ事件との関連性は薄うすいだろう。

　パーティーが終わってから、イザナミさんはあのお風ふ呂ろだらけの家に帰り。入浴の準備をしていた。エレキ琵び琶わを弾ひいて湯が溜たまるのを待っていたところにイフリートさんが押おし入り、七枝灯メノラーを使って焼き殺した……と、検察側は事件を描えがいたのだろう。

　穴はありそうな図だと思う。でも地じ盤ばん固めが弱い。泥どろを掘ほっても穴は掘れないのだ。時間の無さが痛いな……と、明日の戦術を考えているとき、ふと気付いてパソコンの時計を見れば、五時をやや回っていた。

「──っと、やばいやばい！」

　慌あわてて立ち上がる。

「どうかなさいました？」

　来客用のソファーで巻物を読んでいた菊きく理りさんが顔を上げた。差し込こむ陽光が彼女の輪りん郭かくを金色に染めている。その隣となりではリバイアちゃんが丸まって眠ねむっていた。まあ、寝ね姿すがたは可愛かわいい。寝姿だけは……またちょっと輪郭がプヨプヨしている。

「つい集中してしまって……出ましょう、時間がまずいです」

「あ、はい！」

　二柱ふたりで慌あわただしく事務所を飛び出したとき、ててて、とドアの隙すき間まからリバイアちゃんが追いかけてきた。菊理さんが抱だき上げ、肩かたから提さげた巻物の上に乗せた。

　えー、ソイツもついてくるの？　まあイイけど……







　　　　　　　　　　　　　†







　サラスバティーさんは世セ田タ神ガミ谷ヤ区にあるスタジオでリハーサルをしているとのことで、電車で行けば一時間ほどかかる。指定時間の六時までには本当にギリギリだ。途と中ちゆうで何か食べようと思っていたが、とにかく向かうことにした。

　世田神谷区は、区内に幾いくつもの自然公園を有す、緑豊かな区だ。起き伏ふくに富んだ地形で、神々の庭でも比較的地価が安いので、神しん界かい各地から出てきた神々が住み着いたり、高所得者の別べつ荘そうがあったりで生活神じん口こうが多い。

　くだんのスタジオは最も寄より駅から徒歩五分、コンクリート打ちっぱなしの、しゃれた外観の二階建てだった。駐ちゆう車しや場じようも完備で、数台の車が停とまっているのが見える。どれも顔が映るくらいピカピカだ。

　話は通っていたらしく、受付で名前を出すとすんなり入れてくれた。サラスバティーさんたちセブン・フォーチュンは地下のスタジオにいるらしい。

　階段を下りた先、防音のブ厚い扉とびらをソーッと開ければ、音楽の波が洪こう水ずいのように溢あふれ出してきた。何か曲を演奏している様子ではなく、めいめいに音を鳴らして遊んでいる感じだ。それだけでも何となく心躍おどる感覚がする。

　入ってすぐが音おん響きよう機器の並ぶブースになっており、一面がガラス張りの向こうがスタジオのようで、もう一枚の防音扉で隔へだてられている。座り心地のよさそうなソファーやスタジオ内に、幾いくつか人ひと影かげがある。テレビで見た顔だ。

「ご、ゴメン下さァーい……」

　僕が声を掛かければ、ソファーでコーヒーを飲んでいたらしい一柱ひとりが目を向けてきた。Ｔシャツ姿でかなり胸板が厚い、ヒゲの男だん神しんだった。

「ん？　誰だれだ？」

　答えようと口を開きかけたとき、

「あーそれ、あたしの客だわー」

　スタジオに続く防音扉から現れたのは、今日写真で見たばかりのパンキッシュな女神さんだった。ショートの黒くろ髪かみに黒いレザーの上下、両耳と唇くちびるに着けられた無数のピアスが、互たがいにぶつかって金属音を立てる。

　サラスバティーさんは僕へと片手を上げ、

「ヨーゥ、マジに来たわね……って、あれえ、キクリちゃん？　どおして？」

　声を掛けられた菊きく理りさんはぺこりと頭を下げた。

「ひと月ぶりです、サラスバティーさま。今、こちらの伏フツ羲キさまの助手をさせていただいておりまして」

「あー、そういや弁べん護ご神しんになりたいっつってたっけねー……なるほどねー……」

　この気だるげなハスキーボイス、ちょっとクセになるな……僕は親しみのスマイルを装そう着ちやくしつつ名めい刺しを差し出した。

「今日はありがとう御ご座ざいます。伏羲です」

　ピッと右手二指で名刺を取り上げ、一いち瞥べつするサラスバティーさん。黒いマニキュアの指先が妙みように艶なまめかしい。

「フッキちゃんね……ま、入ればあ？」

　と、スタジオ内に戻もどって行ってしまったので、僕と菊理さんも後に続く。かなり広い空間で、少なくともウチの事務所ぐらいはスッポリ入ってしまうだろう。

「ヘェーイ、皆みんな、弁護神の伏羲ちゃんだって」
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　サラスバティーさんが声を張れば、まずドラムを打ち鳴らす音がひとしきり響ひびいた。ポッチャリ系の男だん神しんがニコニコと毒気のない笑顔で、

「大だい黒こく天てん、ドラムやってまーす」

　続いてスキンヘッドの男神がギュイィンと超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうでエレキギターをかき鳴らし、

「ギターの布ほ袋てい」

　さっきコーヒーを飲んでいた男神さんが、僕と菊きく理りさんの後ろから入って来ると、ベースを軽々と持ち上げて雄お々おしいスラップを刻みながら、

「ベース、毘び沙しや門もん天てん」

　やたらと長い帽ぼう子しを被かぶった男神が、両手でマラカスを振ふりながら、

「パーカッションの福ふく禄ろく寿じゆです」

　左手に活いきのいい鯛たいを、右手に釣つり竿ざおを持った男神が、

「釣り竿の恵え比び寿すですわ」

　赤ら顔の男神が、手にしたリカーボトルをグイッと呷あおり、

「ウィー、ヒック……寿じゆ老ろう人じん、酒飲み」

　そして最後に、サラスバティーさんがエレキ琵び琶わを構えて、

「ヴォーカル、琵琶、サラスバティー……セブン・フォーチュン、ヨロシクゥ！」

　ビシッと決まった七柱の神々に、僕と菊理さんは惜おしみない拍はく手しゆを捧ささげていた。なんか最後のあたり、釣つり竿ざおとか酒飲みとかおかしかったような気もするけど、とにかく迫はく力りよくがすごい。これが芸げい能のう神じんか……

「……あれ、キクリちゃんそれ……リバイアちゃーん？」

　と、菊きく理りさんの巻物の上にでっぷりと座った神しん獣じゆうを見ながら、サラスバティーさんが身を乗り出した。

「はい、ウチに逃にげて来ていたんです」

「オーゥ、無事だったんだー、やっぱり可愛かわいいわねー」

「ですよね、可愛いですよねっ！」

「でもあたしが近付くと逃げるのよー……タバコの匂においが嫌いやなのかな？　気難しいのよね」

「みゅう」

　華はなやぐ女神二柱ふたり。欠伸あくびする神獣。やれやれ、ついていけない。ソイツは猫ねこを被かぶっているだけだ。実際は凶きよう暴ぼうな存在なんだ。騙だまされてるんだ皆みな……

「イフリートも思い切ったコトするわよねー、あたしのエレキが一番のプレゼントだと思ってたのに、さすがに勝てないわー。正しよう倉そう院いんリバイバルの、ヴィンテージ・ヘイケモデルだったのになあ」

　う、うーん、琵び琶わには詳くわしくないから、よく分からないが……

「それ、高いんですか？」

　僕が尋たずねると、サラスバティーさんは肩かたを竦すくめた。

「値段は分からないけど、イイ声で啼ないたわ」

「は、はあ、貴重なモノなんですよね、その……セイショウナゴンのゲンジモデル」

「ヘイケモデル。まあ多分ね。神しん界かいに二本しかないし。予備に一本あったんだけど、後こう輩はいがプロデビューしたときにあげちゃったのよ。焼けちゃって惜おしかったわねえ」

「そんな大切なものをプレゼントするくらい、被ひ害がい神しんとは深い仲だったんです？」

　おそらくこれが、最後の聴ちよう取しゆになるだろう。僕は気合いを入れ、手帳を開きながら切り出した。なんとしても情報をもぎ取って帰る。

　周囲では他ほかのバンドメンたちが、ドラムを鳴らしたりギターを奏かなでたりベースを弾ひいたり頭をポコポコやったり釣り竿をヒュンヒュンと鳴らしたり酒を飲んだりしている。

「んー、あたし、高たか天まが原はらじゃ弁べん財ざい天てんって芸名で通ってて、ソロでも結構活動してんのよー。アッチの顔役のイザナミとは、なんだかんだで長い付き合いになるわね」

　この口ぶりからすると、友ゆう神じんってワケではないのか……営業ってカンジだな。

「被ひ告こく神しんとは？」

「イフリート？　マブよあたし。つーか、イザナミ紹しよう介かいしてくれたの彼女だしい」

　や、『彼女』ではなくて『彼』だと思いますが……ふむ、なるほど。

「お二柱ふたりとも、古い知り合いだったんですね」

　僕が手帳から顔を上げれば、サラスバティーさんはワナワナ震ふるえながら目を見開き、

「あっ、キタ……」

「え？」

「キタキタキタキタァー、インスピレイションッ！」

　眠ねむたげな口調はどこへやら、驚おどろいて一歩後ずさった僕の目の前でエレキ琵び琶わをかき鳴らし始めた。その黒くろ髪かみがどういう原理か、ウニみたいに逆立っていく。

「それじゃ、一曲目ッ！　パクられちまったツレ、オマエは今いま頃ごろ、鉄てつ格ごう子しの中から星を見上げてんのかい？　この夜空にあたしたち、同じ希望を見ているのかい？　そんな想おもいを込こめたこの歌、聴きいて下さい、『諸しよ行ぎよう無む常じよう、オマエとの友情』、イェー！」

　残りのバンドメンたちも急速に演奏をピタリと合わせ、にわかにセッションが始まろうとしていた。さすがプロ……じゃなくて！

　僕は慌あわてて両手を大きく振ふる。

「い、いやいやいや、すみませんけど！　ちょっと今、演奏は控ひかえていただいてですね、時間あんまりないんで……」

「えー、折せつ角かくメロディーが下りてきたのに……」

　不満そうにしつつ、しぶしぶと手を止めるサラスバティーさん。あ、菊きく理りさんまで残念そうな顔……や、僕だってプロの生演奏は聴きたいですけど……

　演奏が中断されれば、彼女の逆立っていた黒髪がフワリと収まっていく。

「すごいですね、その髪の毛……」

　サラスバティーさんは恍こう惚こつの表情で、エレキ琵琶を抱だき締しめた。

「あたしのエレキ琵琶、アンプとかチョー改造してあんの。弾くとバリバリッてきて、もう最ッ高に刺激的なワケ。やっぱエレキはこうじゃなきゃ」

　それって漏ろう電でんしてるんじゃ……ダメだ、神々にツッコンでたら日が暮れてしまう。

「なにか、こう……お二柱ふたりが仲がよかったエピソードみたいなのって、ご存知ないです？」

　率そつ直ちよくに訊きいてみると、サラスバティーさんは眉み間けんにシワを寄せた。

「……てゆうか、んー、これ言っていいか、ちょっとわかんないんだけど……」

「なんですか？」

　サラスバティーさんは何度か悩なやんでから、

「ま、いッか……あたしさ、明日行くのよねえー、法ほう廷てい」

「えっ？」

　法廷に行くって……傍ぼう聴ちように？　いや、まさか……

「なんかね、天てん秤びん持ったすっげーエラッそうな検けん事じ神しんが来て、キサマをショーニンとしてカンモンする！　って」

　それ……かなりの確率でフォルセティ検事神だ。すると、彼女は……！

「サラスバティーさま、検察側の証しよう神しんなのですか！」

　菊きく理りさんが目を丸くする。僕も似たような表情をしているコトだろう。

「そうなるのかしらねー……ふー、憂ゆう鬱うつだわ」

　サラスバティーさんはアンニュイなため息をつき、

「検察ってコトは、イフリートの敵なワケでしょお？　断ろうと思ったんだけど、神じん民みんの義務である！　とか言われちゃってさー、ほんッとイケ好かないわあ、アイツ……」

　なるほど、先を越こされてたってワケだ……でもこれは検察側の狙ねらいを知る上で、かなり重要な手がかりかもしれない。

　僕は急せき込こんで尋たずねた。

「なんて言われたんですか？」

　サラスバティーさんは唇くちびるに人差し指を当て、

「んーでも、捜そう査さ内容をウカツに漏もらすな、って言われてるしねー……」

「そこをなんとか、ちょっとだけでも！」

　からかい気味に、妖よう艶えんな微笑ほほえみを見せるサラスバティーさん。

「んふふっ、鼻息荒あらいわねー、フッキちゃーん……話してあげてもイイけれど、あたしになにか見返りある？」

　僕は一度深呼吸をし、

「……イケ好かない検けん事じ神しんさんに、一ひと泡あわ吹ふかせてやれるかもしれませんよ」

「おーっ、それおもしれーなー！　あははは」

　お気に召めしてくれたようだ。

「つっても、大したコトじゃなくてさ、イフリートとイザナミがどんだけ仲が悪かったか話してくれって。アンタと逆のコト言われたワケよおー」

　なるほど、動機固めか……もう当然、リハーサルの証神テストは済んでいるだろう。証言内容まで訊ききたいトコだけど、そこまでさせるとサラスバティーさんに迷めい惑わくが掛かかるかもしれない。こうやって話しているだけでも結構グレーゾーンなのだ……

「なんせ犬けん猿えんの仲だったからさー、そういう話は幾いくらでもあって……あっ……キそう！」

　いきなりキちゃった！

「ちょ、こないでください！」

「おッおォーウ、ダメダメ、キタキタキタキターッ！」

　身を反らせて琵び琶わをかき鳴らし、髪かみの毛を逆立てるサラスバティーさん。またバンドメンたちがピタリと曲を合わせ始める。さすがはプロ……じゃなくて！

「インスピレイショーン！　きっとコイツは伝説になるぜえ！　ごめんよマイフレンド、あたしアンタを裏切りたくない、でもウソはつけない、アンタ、ホントに殺やっちまったのかい……聴きいて下さい、『遥はるかなる涅ね槃はん寂じやく静じよう』、イェアーッ！」

「はいはいはい、あとにしましょう、あとにしましょう！」

　──その後、しきりに歌い出そうとするサラスバティーさんを宥なだめつつ話を訊きいてみたものの、新しい情報は出てこなかった。イフリートさんとイザナミさんは誰だれが見ても険悪な仲だった、というコトが分かっただけだ。サラスバティーさんはパーティーが終わってから、迎げい賓ひん館かんのカフェテリアで十分ほどイフリートさんや他ほかの神々と話してから帰ったそうだ。これも捜そう査さ報告書の通り。

　厚く礼を述べ、スタジオを後にした。

　行きに事務所近くの文ぶん房ぼう具ぐ屋やで買ってきた色紙、今はセブン・フォーチュンのサインが書かれたそれを大事にカバンにしまってから、僕はため息をついた。快くサインしてもらえたコトは嬉うれしかったが、状じよう況きようは良くない……いや、正直言えばかなり悪い。

　街灯の明かりが温かく落ちる町並みを、トボトボと歩く。頭上には降るような星。神々の庭の空はいつも澄すんでいる。

「──厳しい、ですよね……」

　並んで歩を進める菊きく理りさんがぽつりと零こぼした。ため息を聞かれたのか？　まあ、僕以上に神しん法ほうに詳くわしい彼女なら、そりゃ分かるか。ずっと一いつ緒しよだったし、僕らが劣れつ勢せいに立たされてるってコトぐらい。決定的な証しよう拠こが何一つ手に入らないまま、天地の理ことわりが見えないまま、明日を迎むかえようとしているんだから。

「んー……そうですね……」

　僕は少し考えてから、世間話をするときのトーンで続けた。

「兵士って、どうして一いつ生しよう懸けん命めい体を鍛きたえるんだと思いますか？」

　横顔に、菊理さんの視線を感じた。

「え？」

「剣けんとか槍やりとか使ってた時代ならまだ分かりますけど、最近じゃ戦力の大部分は武装の良し悪あしに依い存ぞんしてますよね。性能のいい小しよう銃じゆうや爆ばく弾だん、戦車や戦せん闘とう機きを前にしたら、個の武力なんて誤差だと思いませんか？」

　菊理さんはしばし黙だまり込こんだ。きっと考えているのだろう。正しい答えを、ではなく、僕が言わんとするコトを。

「……少しでも勝率を上げるため、です？」

　僕は頷うなずく。

「そう思います。万ばん全ぜんの態勢で戦えるとも限りませんからね。たとえ僅わずかでも、役に立たないかもしれなくても、やっておく価値があるんでしょう」

　見上げてくる菊理さんの瞳ひとみを見下ろす。

「この二日間、武器を探してきました。あいにく決定的な武器は手に入りませんでしたが……僕にもまだ、戦う手段はあるワケです。僕らにとっての筋肉ってのはつまり、ソレです」

　菊きく理りさんの巻物を指差して見せた。ボロボロの巻物。それは、戦士の肉体の傷と同じものだ。傷つくほどに歴戦だ──と、僕は慌あわてて指を引っ込こめた。ガチン！　と牙きばが嚙かみ合わされる音が響ひびいた。巻物の上に凶きよう暴ぼうな獣けものが棲すんでいるのを忘れていた。

「伏フツ羲キさま……！」

　きゅっと唇くちびるを結ぶ菊理さん。瞳ひとみには星。勇気をあげられただろうか。

　僕は続ける。

「明日は傍ぼう聴ちように来られますか？」

「はいっ、もちろん、参ります！」

「でしたらまあ、お見せしますよ……僕なりの戦い方を。無ぶ様ざまかもしれませんが」

　や、我ながら大したもんだ。ハッタリもここまでくれば。

　フォルセティ検けん事じ神しんは、背後に検察と警察という大兵力を従えた、一いつ騎き当とう千せんのつわものだ。兵へい站たんも弾だん薬やくも十分で、しかもフル装そう備びだ。そんなの相手に裸はだか一いつ貫かんでぶつかっていこうって、自信満々に言ってしまった。首元は冷たい汗あせでビッショリ。

　……でも、それでも、戦いをやめるって選せん択たく肢しだけはない。

　信じて、戦い抜ぬくだけだ。













　　三章　ファースト・ギグ







　神々の庭中央裁判所、第一〇八号法ほう廷ていは、静かなざわめきに包まれていた。

　うう、緊きん張ちようする……

　現在時刻は午前十時前。弁べん護ご神しん席せきに立ち、裁判官の入廷を待つ僕の顔には、無数のキスマークがついている。当然、弁護神席にほど近い被ひ告こく神しん席せきで、周囲に投げキッスと戦せん慄りつをバラまいているイフリートさんによって刻印されたものだ。今朝裁判所で会った瞬しゆん間かん「応おう援えんよン！」とムチュムチュされた。菊きく理りさんだったらよかったのに……

　正面、やや離はなれて検けん事じ神しん席せき。テーブルの上には白はく銀ぎんの天てん秤びんが置かれており、その向こうにフォルセティ検事神が腕うで組ぐみ瞑めい目もくして佇たたずんでいる。置き物かと思うほど微び動どうだにしないが、全身から発散される気配は、ウカツに触さわればスパッといきそうな鋭するどさを帯びている。気合い十分って感じだ。

　怖こわいからあまり見たくない。僕は視線を左手へと向ける。

　木の柵さくで隔へだてられた傍ぼう聴ちよう席せきは、それほど大げさな表現でもなく、スシ詰づめ状態だった。満員御おん礼れい、それだけ注目度の高い事件ってコトだろう。椅い子すが足りなくてパイプ椅子を運んできたというウワサだ。本当かは知らない。

　……と、居並ぶ神々の中に菊理さんの姿を見つけて、ホッとする。彼女は明け方まで、事務所で準備を手伝ってくれた。夜食に作ってくれたタマゴとじうどん、美う味まかったなあ……おっ、セブン・フォーチュンのメンバーもいる。いや、サラスバティーさんは証しよう神しんの控ひかえ室にいるだろうから、今はシックス・フォーチュンか。

　……と、僕の目に、異様な風ふう体ていの人物が飛び込こんできた。

　まあ神々ってちょくちょく第三の目があったり、角やシッポが生えていたり、顔が動物だったりするけど、そういう異形とは違ちがう。厚手のコートのフードを目ま深ぶかに被かぶり、顔にはマスクとサングラス。大おお柄がらではないが小柄でもない。なんだあの怪あやしいヤツ……直感からするとタダの傍ぼう聴ちよう神しんではなさそうだ。被告神か被害神の関係者かな……

「──裁判長、入廷」

　法廷書記官が厳おごそかに告げたので、僕は慌あわてて視線を前に戻もどし、背せ筋すじをピンと伸のばした。

　来るぞ、来るぞ……と、皆みなの注目が一いつ斉せいにドアに集まる中──ジャコッ！　という鋭い音と共に僕の右手側、法ほう壇だん上じようの天てん井じようが開き、裁判長が上からストンと落ちてきた。

「はいっ、それでは審しん理りを始めます！」

「上から来るんですか!?」

　僕が思わずツッコムと、裁判長は照れ笑いをした。

「緊きん急きゆう入にゆう廷てい用の入り口です。定例会が長引いてしまいましてナ」

　初めて知りましたよ、緊急入廷とか……

　裁判長はアフロヘアーで、豊かなヒゲをたくさん三つ編みにしている、ファンキーな老ろう神じんだった。名前はアフラ・マズダー、拝火ゾロアスター教の主しゆ神しんにして法と光の神である。弁べん護ご神しんとして同席するのは初めてだが、神々の庭の名物裁判長としてウワサはよく聞いている。色々と愉ゆ快かいな神だって。

　裁判長は法廷を見み渡わたし、

「いやはや、今日はお客さんもかなり多いようで、ケッコウケッコウ……しかしね、ワシね、そもそもこの事件は家庭裁判所で審しん理りされるべきだと思うんです。だって……」

「──火災だから家裁、などとのたもうつもりか？」

　僕と裁判長は同時にビクリとした。フォルセティ検けん事じ神しんの両目が開く。あの真冬の風のような気き迫はくが、法廷内に静かに吹ふき渡っていく。

　裁判長がたじろいだ。

「お、オチを先に言うなんて……！」

　フォルセティ検事神がテーブルを叩たたいた。黄金の天てん秤びんがちょっと浮ういた。

「この私が検察席にいるときは、軽い前置きは不要！　さっさと審理を始めたまえ！」

「はっ、はいいっ！」

　あたふたする裁判長に、傍ぼう聴ちよう席せきからも笑いが……

「では、えー、神シン定テイ質問から。被ひ告こく神しんは氏名と職業を」

「ハァーイ、イフリートでェす。神シン宿ジユク二丁目で、キレイな『元お兄さんたち』のバーやってまーす。お店じゃあアゲハって呼んでネ！」

　イフリートさんが答えると、傍聴席から声が飛んできた。黄色い、というより、なんか黄ばんだ感じの声せい援えんが……「店長ォーッ！　頑がん張ばってェ！」「負けないでねー！」「アタシたち皆みな応援してるからあー！」……目をやれば、やたらと濃こい一団がたむろっていた。周囲がピンク色にモヤって見える。化け粧しようのニオイがここまで漂ただよってくる。

　裁判長も気け圧おされた様子で、

「あ、はい……えー、ということで、証しよう拠こ取調に移りますかの。検察側、冒頭陳ちん述じゆつをお願いします」

　フォルセティ検事神は柔やわらかな金きん髪ぱつをかき上げると、僕を一いち瞥べつした。その眼光が、僕の耳に言葉なき言葉を運んできた──「行くぞ、伏フツ羲キ弁べん護ご神しん」と。

　僕は唾つばを飲み込こんだ。さあ、いよいよだ。

「……難事件だった、と言っていいだろう。知ってのとおり殺さつ神じん現場は、大きな被害を出した火災の出火元でもある。証拠はほとんど出てこなかった。しかし検察側は今、被告神こそが犯はん神しんであると確信している。それをこれから証明しよう」

　潮が引くように、傍ぼう聴ちよう席せきが静まっていく。溢あふれ出す彼の峻しゆん厳げんな気き迫はくに吞のまれていく。

「被ひ告こくは煙けむりのない火から生み出されたという炎ほのおの魔ま神じんである。その神しん格かくは８７３、火に属する神々の中では、かなり高位の存在といえるだろう」

　は、はっぴゃく……!?　そんなに高かったのか……傍聴席からも驚おどろきの声が聞こえる。主しゆ神しんクラスに迫せまる勢いだ。下界での名声が高いのかな。

「んマァーッ、フォルセティ様ったらそんなにアタシをベタボメしてっ！　スキになっちゃいそう！」

　イフリートさんが突とつ然ぜん嬌きよう声せいを上げれば、ビキッという音が聞こえそうなほどの勢いで、フォルセティ検けん事じ神しんの額に青筋が浮うかんだ。

「こ、こらこら、被告神は勝手に発情せんように！」

　裁判長がカンカンッと木き槌づちを叩たたいて忠告する。

「エーッ、恋こいの炎って、突然燃え上がるものなのに……」

　ブツブツ言うイフリートさんに、僕は頭を抱かかえたい気持ちでイッパイだった。印象が悪くなるから勝手に発言しないでと、朝の打ち合わせのとき言っておいたのに……

「……ご覧のとおり、被告神には感情的なところがある。かつては激情のままにその力を振ふるい、神しん界かい各所に炎と破は壊かいをもたらした大たい罪ざい神しんだ。その性格は直っていないようだな」

　僕はテーブルに身を乗り出した。

「ちょっ、ま、待って下さい、それには異議が……」

　フォルセティ検事神は淡たん々たんと、

「却きやつ下かだ」

「ええええ!?　い、幾いくらなんでもソレは……」

　裁判長の仕事でしょソレ！　ホラ見て下さいよ、裁判長がちょっと切なそうな表情してるじゃないですか！

「言葉が軽いのだッ！　異議を申し立てるときは、もっと重みある言動を心がけろ！」

　くっ……言ってることはムチャクチャだけど、確かにちょっと自信が足りなかったな……僕は深呼吸をすると、腹筋に力を入れて叫さけんだ。

「──天地に理ことわり、我に異議あり！」

　フォルセティ検事神は天てん秤びんをチラリと一いち瞥べつし、

「……少しはマシだ。三グラムほどだが」

　グラム単位なんだ!?

「ふむ、では弁べん護ご神しん、どうぞ」

　裁判長に促うながされ、僕は咳せき払ばらいをして続ける。

「ゴホン……既すでに判決が下された過去の事件を持ち出してくるなんて、検察側の露ろ骨こつな印象操作です！　訂てい正せいを要求します！」

　フォルセティ検けん事じ神しんは『話にならない』とでも言いたげに右手を振ふり払はらった。

「言いがかりだな……我々はただ、被ひ告こくが犯行を成し得たかを証明しているだけだ。司法解かい剖ぼうによれば、遺体はかなりの高温に晒さらされている。ただの火事ではまずあり得えないほどのな。イフリート被告は過去、町一つを丸ごと焼き尽つくしたことすらあった。今回の犯行が被告に可能であったという点に疑問の余地はない」

　うぐっ!?

　これは……やられたっ！　あっちの狙ねらいは印象操作に違ちがいないだろうに、能力の証明を盾たてにしたんだろう。

　これが、フォルセティ検事神！

　僕は脳みそを振り絞しぼり、何とか嚙かみ付く場所を見つける。

「げ、現場には大きな風ふ呂ろ釜がまがありました。ソレを使えば他ほかの神でも犯行が可能だったのではありませんか？」

　裁判長が目を輝かがやかせて身を乗り出す。

「つまり弁べん護ご神しんは、被ひ害がい神しんはお釜で焼き殺されたのだと言いたいワケですな？　オカマちゃんに焼き殺されたのではなく！」

「は、はあ、まあ……そうですね……」

　ダジャレを言ったつもりはなかったんですが。

　フォルセティ検事神は裁判長ガン無視で、嘲あざけりの表情を浮うかべた。

「総長殿どののお心づけは、全くの無む駄だだったようだな……」

「なんですって？」

「被害神が家に帰ってから、火災が確認されるまで二十五分。火災発生時刻を逆算すれば、犯行が可能であった時間は相当に短くなる。短時間釜で焼いたからどうだというのだ？」

「うっ!?　ぐ……」

　ダメだ！　苦し紛まぎれのダダッ子パンチが当たるような相手じゃない……

「時間があれば可能だったかもしれんが、時間はなかったのだ。審しん理りに値しない」

　僕が二の句を継つげずにいると、裁判長は咳せき払ばらいをして言った。

「弁護側の異議を却きやつ下かします。続けて下さい、フォルセティ検事神」

　歯は軋ぎしりをする僕をヨソに、フォルセティ検事神は一つ頷うなずいた。

「実際のところ、被告神ですら条件が揃そろわなければそこまでの火力は出せない。周囲の温度を上げる程度がせいぜいでな」

「そうなのですか？」

　裁判長の問い掛かけはイフリートさんに向けられたものだ。やや戸と惑まどった様子で、イフリートさんは頷き返す。

　フォルセティ検けん事じ神しんは続ける。

「過去の連続放火犯行時にも、被ひ告こく神しんは七枝灯メノラーを所持していた。強力な火か炎えんを発生させることが可能なこの神じん器きは被告神の手製のものであり、起動にはパスワードが必要だ。かつて被ひ害がい神しんに贈おくられ、事件当時現場に存在した」

　う、うう……脂あぶら汗あせが出てきた……ヤバイ流れだ、コレ……流れを戻もどさないといけない……でも異議を挟はさむ余地がない！

「特とく殊しゆな凶きよう器きと、それを扱あつかえた被告。この二つの要素が揃そろわなければ難しい犯行だった。その点をご留意いただきたい」

　フォルセティ検事神の独どく壇たん場じようは続く。

「被告の能力の証明については以上、動機に移ろう。証しよう神しんを入にゆう廷ていさせていただく」

　入廷用のドアが開き、入ってきたのはサラスバティーさんだった。

　さすがに人前は慣れているのだろう、堂々たるモデル歩きで裁判長の正面、証言台へと向かう。傍ぼう聴ちよう席せきから歓かん声せいに近い声が上がった。「う、ウソ、あれ、サラスバティー様よ！」「本物だ！」「キャーッ！　コッチ向いてー！」……ここが法廷なのか、ライブハウスなのか、ちょっと分からない感じだ。

「はい、騒さわがない騒がない、静せい粛しゆくに！　ワシだってサイン欲ほしいの我が慢まんしてんだから！」

　木き槌づちを打ち鳴らす裁判長。サインが欲しいのか……僕持ってますよ。あげるから無罪にしてくれませんかね……って、ダメだな、賄わい賂ろだなコレ。

　フォルセティ検事神はこの騒ぎに、目に見えてイライラしていた。証言台に立ったサラスバティーさんの、首から下がった琵び琶わを指差し、

「置いてこいと言ったハズだ」

「いやーよ、アンタだって古ふる臭くせえ天てん秤びん持ち歩いてるじゃない」

　フォルセティ検事神は憎にく々にくしげに頰ほおをひくつかせたが、無理矢理息を吐はいて怒ど気きを解いた。

「……まあいい、軽々しく時間を浪ろう費ひすることもあるまい」

　フォルセティ検事神を黙だまらせちゃうとは、サラスバティーさん、すごいな……

「彼女はサラスバティー、職業は芸げい能のう神じん、神しん格かくは３７７。傍聴席に知る者も多いようだ。被告神と被害神の二柱ふたりを古くから知る、共通の友ゆう神じんである。その証言から得られるものは大きいだろう……では、証言をしたまえ」

　フォルセティ検事神に促うながされれば、

「オゥ……イェア」

　サラスバティーさんはおもむろに琵琶を爪つま弾びき始めた。傍聴席ではシックス・フォーチュンが立ち上がり、音を合わせ始めている。歓声が幾いくつも上がった。

「春の光が、あたしたちの瞼まぶたをそっと撫なでていた……ディアフレンズ、夢みたいだね、あの日菩ぼ提だい樹じゆの下で笑い合ってた二柱ふたり、今はもう……」

　フォルセティ検けん事じ神しんが力いっぱいテーブルを叩たたいた。天てん秤びんがピョンと跳とぶ。

「コンサートではない、証言をしろッ！」

　サラスバティーさんは顔を顰しかめて演奏を止やめた。観客席……じゃない、傍ぼう聴ちよう席せきから不満の声が漏もれる。

「ふん、ムードの分からないヤツねえ……はいはい、するわよ、しますわよーだ」

　べーっと舌を見せてから、

「えっとお、先月あたしら、オリュンポスのツアーが終わってからイフリートの店で打ち上げやったんだけどさ。まあお酒が回ってきて、イザナミのパーティーの話になったのよ……」

　サラスバティーさんは言葉を止めて、チラリとイフリートさんを見た。その気き遣づかわしげな視線が、胸むな騒さわぎを搔かき立てる。

「……イフリートはそのとき、自分は行かないって言ってた。顔を見たら殺しちゃうかもしれないってね。あたしもそれがイイと思った。イフリートが怒おこると歯止めが利きかなくなる性格なの知ってたし……でもパーティーの前日に電話があって、やっぱり行くことにしたって」

　そ、そんな会話してたの!?　しまった……情報収集不足だ……！

「それは何な故ぜだと？」

　フォルセティ検事神が舵かじを切る。

「そろそろ仲直りしようと思うって言うから、あたしは応おう援えんするって返した。二柱ふたりが仲直りしてくれたら嬉うれしいと思ったのに、まさかこんなコトになるなんて……」

　僕は頭痛を覚えながら、コソコソと被ひ告こく神しん席せきに歩み寄ると、小声で尋たずねた。

「本当にそう言ったんですか……？」

「い、言ったわヨ？」

　イフリートさんは目を合わせようとしない。気まずそうだ。

「仲直りしたかったんですか？」

「え、ええ、そうヨ……仲直りしたかったのヨ？」

「今いま更さらですけど、なんでソレ、言ってくれなかったんです？　それに、一度断ったのに行くなんて……」

　僕が続けて尋ねれば、イフリートさんの逞たくましい姿がブルッと震ふるえて輪りん郭かくを失った。スポッとどこか間の抜ぬけた音とともに、膝ひざの上に持っていたランプの中に消える。カタンと軽い音がして、被告神席の上にランプが落ちた。

「え、ちょ……なに引き籠こもってるんですか!?　ちょっと、もしもし！」

「弁べん護ご神しん、何を騒さわいでいるんですかの！」

　裁判長に咎とがめられ、僕はビクッと肩かたを竦すくめた。

「い、いえその、被告神がランプの中に……」

「審しん理り中ちゆうですよ。コスって出しておいて下さい」

　裁判長の命を受け、必死にランプをコスり始める僕を冷たく一いち瞥べつしてから、フォルセティ検けん事じ神しんはサラスバティーさんへと続ける。

「被ひ害がい神しんと被ひ告こく神しんは仲が悪かったのだな？」

「筋金入りよ」

「ふむ、動機は十分、というコトですか」

「あっ、ちょ……待っ、そ、それはッ、ちょっと待って下さい！」

　裁判長の言葉に、僕は一いつ旦たんランプを置くと、慌あわてて弁べん護ご神しん席せきに戻もどった。うう、コスりすぎて手がヒリヒリする……

　動機を完全な形で立証させるワケにはいかない。僕は言葉をつむぐ。

「蘇よみがえった神をすぐに殺すなんて、よほど強い殺意がなければできないことです。被告がそれほどの憎にくしみを抱いだいていたとは、僕にはどうしても思えません！」

「貴様の心証に何の価値があるのだ？」

　フォルセティ検事神の鋭するどいツッコミをスルーし、

「裁判長！　リバイアちゃんという神しん獣じゆうをご存知ですか？」

「え？　そりゃ知っとりますわい。孫まご娘むすめが欲ほしがってましてな。全然手に入らないそうで」

　裁判長も知ってるのか……僕って流行に疎うといのかな。

「これが、よいしょ……そのリバイアちゃんです！」

　言いながら、弁護神席の下に置いてあったペット用ケージを机の上に置いた。スヤスヤと眠ねむっていたリバイアちゃんは衝しよう撃げきで起きたようで、みゅう、と一声鳴いた。

「なんだと……!?」

　おっ、フォルセティ検事神、驚おどろいてる！

「えっ!?　譲ゆずって下さい！」

　裁判長が身を乗り出すのに、僕は片手で押し留とどめるジェスチャー。

「や、証しよう拠こですから……これは被告神が飼っていた一いつ匹ぴきで、昔からずっと可愛かわいがっていたそうです……そうですよね？　サラスバティーさん」

　証言台へと問う。

「ええ、確かよ。まるで自分の子どもみたいに可愛がってたわ。目の中に入れても痛くないってカンジだった」

　まあ水化していたら入れても痛くないような気はするな……

　今朝、控ひかえ室でこのケダモノと再会したとき、イフリートさんは抱だき付いて号泣した。あの涙なみだに噓うそはないハズだ。リバイアちゃんの方は熱ねつ烈れつなキスの雨を降らされても、相変わらずやる気なさげな表情だったけど。

　ともかく言葉を続ける。

「事件当日、それほど大切にしていたこの神獣を、被告神は被害神に贈おくっています。僕はそこに殺意ではなく、わだかまりを捨てて友情を取り戻もどしたいという覚かく悟ごを見ました。そんな相手を殺すとは思えないのです」

　よし、ようやくエンジンが掛かかってきたぞ！　レースで喩たとえるなら周回遅おくれってカンジだが……と、被ひ告こく神しん席せきのランプの口からボンッと炎ほのおが噴ふき上がり、イフリートさんが出現。

「そうよフッキー、もっと言ってやってよン！　アタシが美しい女神だって！」

　誰だれもそんなコト話してませんが!?　くっ、都合のイイときだけ出てきて……会話は聞こえてるみたいだな……

「……いささか、驚おどろいている」

　フォルセティ検けん事じ神しんの眉み間けんにはシワが寄りっぱなしだ。これは効果的だったか？

「その神しん獣じゆうは我々も捜さがしていたのだ。まさか弁護側が見付けていたとは……担当の刑けい事じ神しんが無能だったのか？　まあ、思ったより貴様が有能だったとしておくか……捜そう査さ員いんとしてはな。だが弁べん護ご神しんとしてはどうかな？」

　再びフォルセティ検事神の表情に、絶対の自信がみなぎる。な、なんだって……眉間のシワは僕の反はん撃げきが効いたからじゃなかったのか？

「友情を取り戻す？　私の想像は違ちがう。くだんのパーティーは私的な催もよおしながら、各界から著ちよ名めい神じんが集まる華はなやかなものだった。被告の旧友や店の馴な染じみもいた。自分の度量を広くアピールするチャンスだと、被告は考えた……見み栄えとプライド、それが答えだ」

「あ、あァンッ！」

　フォルセティ検事神にギラリと睨にらまれれば、イフリートさんはたじろいだ。炎が激しく揺ゆらめいた。

「そ、そんなヒネくれたコト言わないで、もっと神の善意を信じましょう！」

　性善説を力説する僕に、フォルセティ検事神は顔を顰しかめ、

「私を悲ペ観シ主ミ義ス者トみたいに言うのはやめろ。貴様がアマいだけだ。神は打算的だし、平気で噓うそをつく」

　その感想って、やっぱりヒネくれてるような気がしますが……とにかく！

「そんな一いつ般ぱん論ろんでは、被告が友情を感じていなかった証明にはならないと思いますが！」

　フォルセティ検事神は肩かたを竦すくめた。

「分かっていないな伏フツ羲キ弁護神……友情の有無などさして重要ではないのだ。今語られるべきは被告神がどのタイミングで殺意を抱いだいたか、その一点」

「た、タイミング？」

「弁護神の言うように、被告は純じゆん粋すいな気持ちでパーティーに向かったのかもしれん。だがその心の奥おく底そこには、容た易やすく割り切れない想おもいがあったコトだろう。パーティーが進むうちに、あるいはその後、被害神の自宅を訪ねたときに、被告神は殺意を爆ばく発はつさせたのだ……雪の下で春を待つ新芽のように、眠ねむっていた殺意をなッ！」

　フォルセティ検けん事じ神しんの醸かもし出す迫はく力りよくに、裁判長ですら、やや気け圧おされ気味だった。

「で、では、この犯行は……」

「衝しよう動どう的てきな殺さつ神じんであると、検察側は主張する！」

　フォルセティ検事神は指揮者のように右手の指を振ふった。我ながら間ま違ちがってない比ひ喩ゆだ。今、この法ほう廷ていを操っているのは彼だった。

　まずい、ホントにマズい……完全にあっちのペースだ。僕の主張すら取り込こんで、審しん理りという名の船を押おし進めていく厳冬の風！

　ダメ押しだという風に、フォルセティ検事神は右手の指を僕へと向ける。

「さらに弁べん護ご神しん、貴様が持ち出したその神しん獣じゆうこそ、犯はん神しんは被ひ告こく以外あり得えないという証しよう拠こに他ほかならん！」

　差し向けられたその指先が、まるで拳けん銃じゆうであるかのように、僕の心臓がドンと跳はねた。

「えっ、なんですかソレ!?　ど、どういう……」

「リバイアちゃんは水の神獣。飼い主の肉体にウルオイを与あたえる。それが被ひ害がい神しんの元にいたなら、たとえ被告の炎ほのおでも、あそこまで炭化させることは難しい。ましてや他の方法では絶対的に不可能なのだ」

「ひ、被告の炎でも難しいって、それじゃ完全犯罪に……」

「話は最後まで聞けッ！　リバイアちゃんはとても凶きよう暴ぼう、かつ気難しい神獣で、懐なついた者以外の言うことは聞かんという。つまり……被告だけがその加護を消すことができた。この意味するところが分からないようなら、即そつ刻こく弁護神を辞やめた方が身のためだ」

「ぐ、う……ううっ……！」

　口から溢あふれ出そうとする叫さけびを何とか堪こらえた。な、なんてこった！　検察側が有利になる証拠を出しちゃったのか！

　マズい、非常にマズい……脂あぶら汗あせを流す僕の目の前、ケージの中では、リバイアちゃんが再び丸くなって眠ねむっている。自分が争点になっているコトなどそ知らぬ顔で。

「なるほど、コレは確かに有力な証拠ですね。ワシの心も決まりましたぞ……」

「ちょ!?　ま──」

　待って下さい裁判長、まだ……

「まさか、リバイアちゃんがそれほど凶暴な神獣だったなんて……孫まご娘むすめには諦あきらめなさいと言い聞かせますわい……」

　そっちかよ！　とか、ツッこんでる余よ裕ゆうないよ！

　フォルセティ検事神は強敵だ。理路整然としている上にアドリブも利きく。どう打ち込んでも弾はじかれ、あるいはスカされて、もっと強い反はん撃げきが返ってくる。

　……テーブルに両手をついて俯うつむき、グルグル回る思考の中で、情けないコトに僕の心は逃にげかけていた。

　衝しよう動どう的てきな殺さつ神じん、つまり、計画殺神ではないと検察側は言う。それなら量りよう刑けいも軽くなる……無罪ではなく、減刑を主張すれば……今からでも切り替かえれば……

「──アタシ、行ってない……道に迷ってただけヨ……ホントなのに」

　心細げな呟つぶやきに、僕は顔を上げた。

　被ひ告こく神しん席せきの上で揺ゆらめき、今にも消えそうになりながら、イフリートさんはシュンとしていた。目を伏ふせた横顔は悲しげだ。

　……死ぬ間ま際ぎわでなくても、走そう馬ま灯とうは巡めぐるものらしい。人間界を彷徨さまよっていたあの頃ころ、幾いく度どとなく見た表情が思い出された。理り不ふ尽じんな運命に翻ほん弄ろうされるとき、なぜ自分がこんな目に遭あうのか分からず悲嘆に暮れるとき、人々はこんな顔をしていた。

　証しよう神しん席せきに立つサラスバティーさんが、気き遣づかわしげな視線を向けてきているのも見える。

　僕は激しく後こう悔かいしていた。誰だれよりも、イフリートさんの主張を信じなければならないのに、何を弱気になっているんだ？　戦うんだ、諦あきらめずに。天地の理ことわりはまだ、彼が有罪だと告げてはいない。

　……そうだ、一つだけ残ってる。検察側の、フォルセティ検けん事じ神しんの組み立てるパズルが完成するまでに、足りないピースが。

　背せ筋すじを伸のばす。フォルセティ検事神から吹ふく風に立ち向かうように。

「……犯行時、現場にリバイアちゃんはいなかったかもしれません」

　子どもの屁へ理り屈くつにも似た、見苦しい抵てい抗こう。自分でも分かっている。しかし、今は繫つなげなければならない。ツギハギだらけのトッカン工事でも、審しん理りを先に繫げなければ。

　フォルセティ検事神はやれやれという態度で、

「貴様が提出した証しよう拠こだぞ？」

「家の中でペットを飼わない神だっているハズです。決定的な証拠にはなり得ません」

　僕は挑いどみかかるように身を乗り出した。

「アナタもこのまま終わらせるつもりではないでしょう？」

　検事神は片方の眉まゆを上げ、

「何が言いたい？」

「検察側はもう一柱ひとり、証神を用意しているハズです」

「……ほう」

　僕の意を解し、フォルセティ検事神は薄うすく微笑ほほえんだ。春先の氷のように薄く冷たく。

「自みずから膝ひざは折らず、あくまで叩たたき潰つぶされたいと望むか。その意気は重く受け止めよう……証神、ご苦労だった。下がりたまえ」

　乗ってくれた、か……

　物証が少ない状じよう況きようで、検察側が起き訴そに踏ふみ切った理由。凶きよう器き以外のもう一つ。それこそ最後のピースにして、天地の理を成すもの──すなわち、決定的な証神だ！

「はいはい……ったく、えらそうにさあ」

　ため息一つ残して、サラスバティーさんが踵きびすを返す。寸前、僕と目が合った。縋すがるような眼まな差ざし。プレッシャーと勇気を、同時に与あたえてくれる。

　状じよう況きようは絶望的といえる。僕の悪手のせいだ。でも、相手にパンチを出させなければ、クロスカウンターは狙ねらえない。

　打ってこい、フォルセティ検けん事じ神しん……思いっきりだ！

「これが最後の証しよう神しんとなる。黄金法廷グリトニルの輝かがやきは、遍あまねく悪を照らし出す……」

　フォルセティ検事神は朗ろう々ろうと語ると、右手を水平に薙なぎ払はらった。

「さあ、入にゆう廷ていしたまえッ！」







　その男だん神しんを見た僕の第一印象は『芸能関係……いや、ホスト？』だった。

　多分美形なのだろう。多分というのは、大きなゴーグルタイプのサングラスを掛かけていて目の部分が見えないからだ。外したらとても垂れ目だったりする可能性もあるけど……暫ざん定てい的てきにはすごい美形。

　波打つ髪かみは黒、肌はだは白。その両方が溶け合ったように、身に纏まとうスーツはグレーだ。円状の模様がビッシリと刺し繡しゆうされていて、注視するとグネグネと動いて見える。トリックアートのように、錯さく視しを引き起こす模様なのだろう。

「フッフーン……なかなか壮そう観かんだネ。初めてだから緊きん張ちようするよ」

　なんて、口では言いながらも、証言台に立つ姿は堂々たるものだ。

「……あ、ひょっとしてこれ、テレビに出る？　まあ出るよね、有名な事件だし……フッフーン、まいったネ、もっとオシャレしてくるんだった」

　口元は常にニヤニヤと笑みを浮うかべている。フォルセティ検事神のいかめしい表情とは対照的だ。この二柱ふたり、気が合わなさそうだ。

「軽口を叩たたくでない。証神の名はロキ。神しん格かくは──」

　と、語りかけたフォルセティ検事神は、何か気き遣づかうように、ロキさんを一いち瞥べつした。ロキさんは『どうぞ？』と言う風に優美に片手を動かす。

「……神格は13。保険の外交員だな」

　じゅ、じゅうさん！　今までとは逆の意味で驚おどろきだ。低級の神様なんだな……ムッ、傍ぼう聴ちよう席せきから忍しのび笑いが聞こえる……何かいけませんか!?　神格が低いといけないですか！

　しかし、あの外見で保険外交員か……なんか、大変失礼な感想だけど、人妻と浮うわ気きしてそうな雰ふん囲い気き。

　ロキさんは肩かたを竦すくめた。

「フッフーン、間ま違ちがいないよ。アース保険に勤めてる……検事神さんもどうだァい？　働き盛ざかりの方には、『いきいき社しや畜ちくプラン』なんてオススメなんだけど」

　フォルセティ検けん事じ神しんは、ダンとテーブルを叩たたく。

「共済組合の保険に入っているので要らん！　軽々しく勧かん誘ゆうをするな、証言をしろ！」

　アース保険って、確かアスガルドのヴァルハラ財団に属する一社だ。ヴァルハラはアスガルドの主しゆ神しんであるオーディンが社主を務める大資本で、あらゆる業界に太いパイプを持つ。

『明日のための、アース保険』というＣＭで、神々の庭にも大々的に進出している。

　ロキさんは天てん秤びんと一いつ緒しよに、大げさにピョンと跳とんだ。

「おおっと、怖こわい怖い！　フッフーン、じゃあ証言するとしよう。弁べん護ご神しんクン、準備はＯＫかァい？」

　いきなり指差されて面食らう。

「え？　あ、ああ……平気です、どうぞ！」

　ここがきっと分かれ道だ。イフリートさんが有罪になるか、無罪を勝ち取れるかの……唾つばを飲もうとしたが、口の中までカラカラだった。

　ロキさんはニヤニヤ笑いのまま語りだした。

「──あの日はボクねえ、仕事で高たか天まが原はらに行ってたんだよネ。あっちはまだ契けい約やく者しや数すう少ないから、ま、新地開かい拓たくだネ。皮肉なコトに、火災保険の勧誘なんかしてたワケさ」

　今、テーブルに両手をついて身を乗り出している僕の目は、さぞギラギラしているコトだろう。一字一句、聞き漏もらすワケにはいかない。

　イフリートさんは祈るように両手を組んでいる。

「百ヒヤク葉ヨウ町チヨウのあたりは古い家が多くて、お金持ちもたくさん住んでるって聞いてサ。ハリキッて向かったんだ。ところが皆みなさん、保険にはあまり興味がないみたいでネ……イヤーまいった、ボクの売り込こみ方が悪いのかナァ、前期の成績も悪くて……っと、ゴメンゴメン、愚ぐ痴ちになっちゃった。まあとにかく、路ろ肩かたに車を停とめてたのさ……そしたらさ」

　ロキさんはそこで一いつ拍ぱくおいて、周囲を意味ありげに見み渡わたした。核かく心しんに迫せまる気配がする。

「ふと見たら、燃えてるじゃないか、屋や敷しきが！　ボーッて！　ゴワーッて！　ボクはもうビックリでさァ！　頭ン中じゃあ、つい、保険額の査定なんてしてたよ。そのまましばらくボーッと眺ながめてた……」

「なるほど、ボーッと燃えているのをボーッと眺めていた、と！」

　裁判長、邪じや魔ましないで下さい！

「フッフーン、もうボーボーさァ……そしたらね、そっちの男だん神しんが、燃えてるお屋敷から歩いてきたんだよ！　ビックリだネ！」

　ロキさんは片手を返し、丁てい寧ねいな仕草でイフリートさんを示した。

　……なっ、なにいいいいいいっ！

　か、覚かく悟ごしてたけど、かなり核心的だぞ、これは……犯行現場付近での目もく撃げき証言！

「な、なっ、なによアンターッ！　このチャラ男お神、デタラメ言ってんじゃないわよオ！」

　イフリートさんが愕がく然ぜんとして叫さけぶ。

「はいはい、被ひ告こく神しんは悪口を言わんこと！」

　カンカンと木き槌づちを鳴らす裁判長へと、フォルセティ検けん事じ神しんは腰こしに左手を当て、

「以上だ。被告は現場には行っていないと言う。だが、こうして第三者の目もく撃げき証言がある。被告以外に実行不可能であった犯罪の現場に、動機を持つ被告がいて、被告にしか扱あつかえぬ凶きよう器きがあった……もはや語ることもあるまい。裁判長、公正な裁きをお願いするッ！」

　裁判長は一つ頷うなずき、

「いつもながら、大変分かりやすい証明でしたわい……」

　と、木槌を取り上げたので、僕は慌あわてて告げた。ショックを受けているバアイではない。

「まっ、待って下さい、弁護側の反対尋じん問もんがまだです！」

　裁判長は白い目をして、

「えー、ワシ、ずっと座ってて腰が痛くなってきたんだけど……必要ですか？」

「当たり前です！」

「フゥー……じゃ、チャチャッと済ませて下さい。どうぞ」

　おざなりだな裁判長！　それだけ決定的だってコトだけど……

「軽あがきだな、伏フツ羲キ弁べん護ご神しん」

　フォルセティ検事神、カルアガキって、ないでしょそんな言葉！

　傍ぼう聴ちよう席せきからも「アイツ絶対有罪だろ、態度悪いし」「前科者なんでしょ？　怖こわいわねえ」「あの弁護神、もう諦あきらめりゃイイのに」とか──「頑がん張ばって下さい！」──小さく聞こえた。ざわめきに掠かすれた、精せい一いつ杯ぱいの声。

　深呼吸をする……ありがとう、菊きく理りさん。

　僕はロキさんを睨にらみつけた。

「フッフーン、熱い視線だネ……そんなに見つめないでオクレよ」

「ぐっ……ご、ゴホン！」

　妙みように甘あまい言葉に気勢を殺そがれそうになる。美形すぎて妖あやしい感じだが、オカマというよりはナルシズムだ。

　咳せき払ばらいをして何とか体勢を保ち、反対尋問を開始する。

「……火事が起きたのは午後九時近くです。そんな時間まで何をしていたんですか？　自宅訪問には遅おそいですよね」

「フッフーン、それがネ、高たか天まが原はらってゴチャゴチャしてて迷うんだネ……高速に乗ろうと思って走ってたんだけど、道が分からなくなってサ。イヤーまいったなァ、あれは……車を停とめて、スマホで地図を見てたのさァ」

　まあ確かに僕も、菊理さんの案内がなかったら迷っていたかもしれない。

「ふむ……被ひ告こく神しんを見たとのコトですが、どんな様子でした？」

「キョロキョロしながら、路地裏に消えていったヨ。何かを探すというよりかは、人目を気にする感じだったネ」

　……探せ、探すんだ。どこかに穴があるハズだ。現場に行っていないイフリートさんを目もく撃げきするコトは不可能なんだから。

「……アナタが見たのは、本当に被告神だったのですか？」

「間ま違ちがいないさァ、あのいかついオカマが──」

「てンめえ！　このチャラ男お神ッ！　オカマって言うんじゃあねえーっ！」

　野太い叫さけび声と共に、被告神席からボンッと火柱が上がった。

「オオォウッ!?　ボーボーだ！」

　ロキさんがサッと証言台の陰かげに隠かくれた。傍ぼう聴ちよう席せきからは悲鳴が上がる。

「イフリートさん落ち着いて下さい！　アチチチ！　落ち着いて！」

「せ、静せい粛しゆくに、アチッ！　静粛にして下さい！　ワシのアフロも焦こげてますが我が慢まんしております！　アチチチ！　審しん理り中ちゆうですからの！」

　僕が必死に宥なだめ、裁判長が木き槌づちを連打すれば、イフリートさんは荒あらい息を吐はきながら、何とか落ち着きを取り戻もどした。

　やれやれ、こりゃ、心証はかなり悪くなっちゃったかな……でも見つけた。ほんの小さな穴を。広げられるだろうか。

　僕は弁べん護ご神しん席せきへと戻ると、隠れた姿勢で顔を覗のぞかせているロキさんに向き直った。

「確かにこのオカ……被告神だったんですね？　ヒゲがボーボーの、筋肉ムキムキの」

　ロキさんはまだニヤニヤ笑いのまま、

「ウン、そのオカ……元お兄さんだったヨ。間違いない」

　僕はそっと、罠わなを仕し掛かける。

「それは、かなり怖こわかったんじゃないですか？」

「そりゃモウ、怖かったさァ！　想像してゴランよ、アレが出てきたんだよ？　燃え盛さかる屋や敷しきの中から、アレがさァ！」

　アレと連呼され、イフリートさんがまた呼吸を荒くしている。早く仕留めないとヤバそうだな。僕は内心焦あせりながらも、じっくりと罠を広げる。

「……事件以前に、被告神と出会ったことは？」

「ナイナイ！　あるワケない。知らないヨ、あんなモンスター的存在」

「確かですね？」

　僕のしつこい念ねん押おしに、ロキさんの恒こう常じよう的てき笑顔に、訝いぶかしげな色が混ざった。

　フォルセティ検けん事じ神しんが軽く机を叩たたいた。

「くどいぞ弁護神！　知らんと言っているだろう！　軽い尋じん問もんで時間稼かせぎをするな！」

　……ま、こんなもんか。

「時間稼かせぎではありません……裁判長、この写真を証しよう拠ことして提出します。パーティー会場を写したものです」

　僕は足元の紙袋から写真を取り出すと、法ほう壇だんに歩み寄って差し出した。

「これは……おおッ！　美しい女神さんがイッパイです！　特にこの左側の、ロングヘアの女神さんが好みですな。あと二千歳ほど若い頃ころに出会いたかったわい……」

「あらン、嬉うれしいコト言ってくれるじゃないの、お爺じいちゃま！　アタシは今でも全然オッケーよ、アフロがとってもス、テ、キ！」

　途と端たんに機き嫌げんを直したイフリートさんのウインク砲ほう撃げきを受け、仰のけ反る裁判長。

「なっ、なんで貴方あなたが嬉しいんですか!?　関係ないでしょう貴方は！」

　僕は弁べん護ご神しん席せきへと戻もどりながら語る。

「それ、被ひ告こく神しんです」

　裁判長の目が点になった。

「え？」

「それ、被、告、神、です」

「い……いやいやいやいやいや、ないないないない！」

　まあ、そうなりますよね、反応……

「残念ながら事実なんです。まさに神かみ業わざといえる化け粧しよう技術です。事件当日の被告神を見れば、誰だれも『いかついオカ……元お兄さん』とは、思わなかったでしょう」

「フッ、フーン……！」

　証言台に立つロキさんの恒こう常じよう的てき笑顔が、目に見えて固まった。

　僕が振ふり上げた蟷とう螂ろうの斧おの、むき出した小さな牙きばの気配を察したのだろう、フォルセティ検けん事じ神しんも目を細め、小さく唸うなった。

「証しよう神しん、アナタ本当は……被告神を見ていないのではないですか？」

「フッ!?　な、何を言うンだい！　全否定かァい！」

　イフリートさんは道に迷っていたと言っていますからね……僕はその言葉を信じ抜ぬきます。なら、アナタの証言はウソか間ま違ちがいというコトになる。

「今提出した写真の中の女神こそ、彼の本当の、普ふ段だんの姿なのです。なぜ貴方はあの女神を見て、あのように仰おつしやったのですか？」

　ロキさんの表情は、まだ笑顔の体てい裁さいを成していたが、かなり引き攣つっていた。

「ふ、フーン……それは、うん……暗いから！　そう、暗いから見間違えたのサァ……」

「屋や敷しきがゴワーッて燃えてたのにですか？　あり得ません」

　今いま更さらそんな言葉では逃にがしませんよ、ロキさん。

　ショックから立ち直ったらしい、裁判長がなんとか口にする。

「被ひ告こく神しんが着き替がえたという可能性は？」

　僕は首を振ふった。

「アリバイの時間を顧かえりみるに、それは考えにくいです。着替える理由もありません。被告にとっては、その写真の姿こそが本当の姿なのですから！」

　僕は再びロキさんを睨にらみつけ、

「ロキさん、しっかりと証言をお願いします。アナタが見たのは、一体誰だれだったんです？」

　ゆっくりと、嚙かんで含ふくめるように訊たずねた。傍ぼう聴ちよう席せきがどよめいている。

　ロキさんの笑顔の横に、ツーッと垂れる一本の汗あせ。

「ふ、フッ……フフッ、ボクが見たのは……そうだね……うーん……」

　考えているな……考えているというコトは、どこかに噓うそがあるというコトだ。どんな意図かは知らないが……

　時間は与あたえない。一気に畳たたみ掛かける！　僕が尚も口を開こうとした瞬しゆん間かん、

「──黄金法廷グリトニルの名の下に」

　聞こえた声にゾクリ、熱を帯びていた肉体が一気に冷えるような気がした。傍聴神たちも同じ感覚を覚えているのだろうか、騒さわぎがピタリと収まる。

　フォルセティ検けん事じ神しんは、右手の拳こぶしを開きながら振り払はらって続けた。

「異議を申し立てる！」

　き、来た、フォルセティ検事神！

「検察側、どうぞ」

　裁判長に促うながされると、フォルセティ検事神は金の髪かみをかき上げ、僕と視線を合わせた。

「……逆光だったのだよ」

「え？」

「燃え盛さかる屋や敷しきを向こうにして見たのなら、被告神の姿は黒い影かげとなっていたはずだ。よく見えなかったのだろう……そうだな？　証しよう神しん」

　ぐっ!?　フォルセティ検事神、助け舟ぶねを出すつもりだ……ダメだ、逃にげられる！　再証言になったら、穴を塞ふさがれてしまうのは明らかだ。

　くそ、反証……反証を……ぐああ、思いつかない！

「フッフーン、そうそう、そうだヨ、その通り！　イヤイヤ、ゴメンね、ついアツくなっちゃったヨ」

　右手の指をパチンと鳴らすロキさん。その表情にはニヤニヤ笑いが蘇よみがえっている。

　裁判長はやれやれと首を振り、

「証神は証言台に立つのは初めてでしたな。緊きん張ちようして、つい舞まい上がってしまったのでしょう。検察側の異議を認めます。落ち着いてもう一度証言して下さい。ゆっくりと、思い出しながらで構いませんので」
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　あ、ああ……逃にげられた……！

「フッフー、ＯＫ！　ウン、確かに逆光でよく見えなかったヨ……イヤー、まいったネ！　ああ、そう、そうだ！　長い髪かみがなびくのが見えたヨ！　ボクみたいに長ちよう髪はつの男だん神しんだっているよネ？　だから別に男だと思っても不思議じゃないよネ、ネ？」

　フォルセティ検けん事じ神しんはすぐさま手元の資料を眺ながめ、

「出席していた女神のうち、長い髪は二柱ふたりだけだ。当然、うち一柱ひとりは被ひ告こく神しんだな」

　……ぐ、うああああっ！

　て……鉄てつ壁ぺきだ、これは鉄壁の曖あい昧まいさだ……必要最小限の部位だけでイフリートさんを示し唆さし、僕がツッこめば見えなかったとはぐらかせる……攻せめ手がない……！

　く、クソッ、どうすれば……ああ、助けて神様……って、僕じゃん、神様！　くっそお、神ってのは『苦しいときの神かみ頼だのみ』ができないからツライ！　ただの他力本願みたいになっちゃうからな……つまり、僕が何とかするしかないってコトだ。

「ふ、フッキー……！」

　机に両手をついて唸うなる僕へ、イフリートさんが不安そうな顔を向けてくる。うう、そんな顔しないで下さい……

　あの日々の無力感が僕を包む……負けられない！

「──弁護側、異議はありませんかな？」

　裁判長の問い掛かけに返す言葉もなく、僕はグルグルと思考を巡めぐらせ始める。急速に思考へと没ぼつ入にゆうしていく……ボンヤリ虚こ空くうを眺ながめる姿は、負けを悟さとった敗残兵のように見えるだろうか。頭から湯気が上がっている気がする。

　繫つなぐんだ、天地の理ことわりを……原因と結果の間にあるべきものを。もう、この証言は覆くつがえせない。ならばどうする？　僕が証明すべきなのは……

「……ないようですな」

「証しよう神しん、ご苦労だった、下がりたまえ」

　フォルセティ検けん事じ神しんの言葉を受け、ロキさんは満面の笑みで揚よう々ようと退たい廷ていしていった。

「さて、一度事件を整理しておくとしよう」

「お、さすが、如じよ才さいないですな。よろしくお願いしますわい」

　フォルセティ検事神と裁判長の言葉が、僕の思考の外側を滑すべり落ちていく。

　……イフリートさんが現場に居なかったコトを証明できれば……可能か？　そんなこと。アリバイのない神の不在証明なんて……！

「被ひ害がい神しんは午後八時十五分に自宅へと帰り着いた。外出後は必ず、穢けがれを落とすため入浴するという。湯船に湯が溜たまるのを待っていたところに被告が訪れる……ご存知のように、被告は爆ばく弾だんのような神だ。顔を合わせて話すうち、その怒いかりは臨界へと達した。現場にあった七枝灯メノラーを手に取り、最大限の神しん力りよくを以もつて被害神を焼き殺したのだ」

「……ウムッ、物証が少ない中、見事な証明です」

　裁判長の言葉に、フォルセティ検事神は軽く首を傾かしげて、

「痛み入る」

　うっ、裁判長が木き槌づちを手に取った……時間がない！

　追い詰つめられた僕の脳みそは、オーバーロード気味の並列思考で、この二日間に手に入れた情報全すべてを辿たどり始める。原因と結果をさらい、時間を縦糸、事象を横糸としたタペストリーを描えがき出していく……ぐっ、虫食いだらけだ。圧あつ倒とう的てきに情報が足りない……

　ひたひたと迫せまる、絶望の足音。裁判長が木槌を軽く振ふり上げるのが見える。

　……ダメなのか？　イフリートさんが現場に居なかったコトを証明するなんて……無理なのか？　結局僕は……誰だれも救えないのか？

　……イヤだ！　諦あきらめられない！　僕は何のために弁べん護ご神しんになったんだ？　悲しむ誰かを救うためにだ！　もう二度と諦めないためにだッ！　だったら諦めるな！　考えろ、考えるんだ、僕の脳！

　イフリートさんは道に迷っていた。迷いやすい高たか天まが原はらの路地を車で走っていた……本当に目もく撃げき者しやはなかったのか？　誰かに道を聞いたとか……それでゴリ押おせないか？

　いや、裏付けが取れていない……ラッキーパンチが当たる相手じゃないんだ……ロキさんの証言を覆くつがえす力のある証言がなければ……く、くう……

「……弁護側の反論もございませんし、審しん議ぎはここまで、ですかな」

　き、木き槌づちが振ふり下ろされてしまう──全すべてが終わる──待って、待って下さい、もう少しだけ──ああ！　いっそ──いっそのこと、現場が覆おおわれてくれていたら──イフリートさんが入れないような──

　──高い、壁かべに……覆われて……

　イナズマの如ごとく舞まい降りる発想。息を吹ふき返す脳細胞。

　……そう、そうだ……あるじゃないか、壁が！　イフリートさんの不在を証明できる壁……あとは、その壁の存在を立証できれば……これに賭かけるしかないッ！

「では、判決を言い渡わたします。被ひ告こく神しんイフリートを……」

　僕は眩暈めまいすら覚えながら、激しくテーブルを叩たたいた。木槌が音を生むより数秒早く。

「──天地にコトワリ、我に異議ありっ!!」

　僕の大声の残ざん響きようが消えていく。傍ぼう聴ちよう席せきから、法ほう壇だんから、証言台から、検けん事じ神しん席せきから、被告神席から、幾いくつもの視線が集まるのを感じる……ふう、今のは結構、重かったんじゃないですかね……五グラムくらいはあったかな？

「……む、なんですか、弁護神？」

　判決を邪じや魔まされた裁判長は、いつかのように、ムッとした表情を浮うかべていた。

　僕は上を向いて軽く目を閉じ、眩暈めまいに耐たえながら、言葉を続けることを躊躇ためらっていた……考えれば考えるほど、あまりにも場当たり的な発想だった。他ほかに手はないから、先に口にしてしまったけど。

　でも、そう、他に手はない。これで戦うしかない。

「……結界です、裁判長。結界だったんです」

　裁判長はキョトンとしていたが、フォルセティ検事神は険しく目を細めた。

「……なんだと」

　僕は視線を天てん井じようから、法壇へと下ろした。

「裁判長、七枝灯メノラーは受理されていますよね？　調べさせて下さい」

　フォルセティ検事神の叱しつ責せきが、鋭するどく割り込こんだ。

「貴様……提出済みの証しよう拠こを疑うつもりか!?」

　背せ筋すじを伸のばし、フォルセティ検事神に向き直る。

「はい。七枝灯メノラーは結界の『要かなめ』であった可能性が高いと、弁護側は考えます」

　結界を張るには絶対『要』は必要だ。『要』には特別に調整された『神じん器き』でなければ使えない……逆に現場にあったとすれば、七枝灯メノラー以外考えられない。

　フォルセティ検事神は顔を顰しかめた。

「……自分が何を言っているか分かっているのか？」

「え、ま、まあ一応……」

　そう強く言われると、自信がなくなってきますが……

「なんだその軽い態度は！　自分の発言には重く責任を持てィッ！」

「ひっ、すいません!?」

　フォルセティ検けん事じ神しんはため息をつくと腕うでを組み、

「高たか天まが原はらには『のれんに腕押おし』という言葉があるが、貴様はまさしくそういうヤツだな……被ひ告こく神しんは主しゆ神しんに匹ひつ敵てきする神しん格かくの持ち主だ。それを弾はじくほど強力な結界を張るというのは、自宅の周囲に石の城じよう壁へきをこさえるようなもの。あるいは、甲かつ冑ちゆうを普ふ段だん着ぎにするような行こう為いである、と喩たとえようか」

「普通はしない、ですね」

　フォルセティ検事神の頭上に『イラッ！』という文字が見えた気がした。

「いずれにせよ、検察側の結論を疑うなら、納なつ得とくのいく説明をしてもらおう」

　僕はぐっと詰つまった。

「どうした？　苦し紛まぎれの思い付きだと認めるのか」

　……傍ぼう聴ちよう席せきに目をやる。両手をぎゅっと握にぎり締しめ、固かた唾ずを吞のんで見守っている小さな女神さんの姿が、ひしめく神々の波間に覗のぞいている。

　天地の理ことわりは見えていた。だがそれは恐おそらく、彼女が見たくない、見せたくないと望んだモノだ。明らかにするには勇気が要った。公的な場所で発言するには、やや問題のある内容でもあった。

　だが彼女の瞳ひとみは……真実が見たいと言ったのだ。

「……被ひ害がい神しんとその夫は『表向き』、仲むつまじい夫婦神として広く知られていました。その夫婦仲のよさは外交的にも大きな意味を持ち、お二柱ふたりが主しゆ神しんの座を退いてからも、神じん民みんの安心を支える支柱だったのです」

　僕は自信一いつ杯ぱいに語る。実際不安ばかりだが、こういうトキは自信満々に見せるべきだ。

「そんな背景もあって、きっとお二柱ふたりは誰だれにも言えなかったのでしょう……夫婦関係がこじれてしまっているというコトを！」

　さあ、もう後には退ひけない。

「とっ、突とつ然ぜん何を言い出すのですか、弁べん護ご神しん！」

　裁判長が目を白黒させている。これは僕の勘かんに過ぎない。刑けい事じ事件の法ほう廷ていに立つのなんて初めての、新米弁護神の勘。でも離り婚こん調停ならそれなりにこなしてきた。恋れん愛あい沙ざ汰たなら任せてくれ、自分以外の。

「まさか、貴様……」

　フォルセティ検事神はさすがというべきか、僕の言わんとせんコトを察したようだ。

　息を吸い、核かく心しんを舌に乗せて──放つ。

「結界はイザナギさんを弾くために張られたものです！　イザナミさんが夫に、拒きよ絶ぜつの意志を示すための方法だったのです！」

　そうなんだ。おかしいと思っていた。

　イザナギさんはあのとおり、思いつめる性格だ。いくら仕事が忙いそがしくても、最愛の妻が蘇よみがえって一週間、一度も会いに行かないというのは、どう考えてもおかしい。何をおいても会いに行くはず。でも実際は会っていない……それならば？　イザナミさんが拒きよ否ひしたとしか考えられない。

　傍ぼう聴ちよう席せきにどよめきが広がった。その音の波を両断するように、フォルセティ検けん事じ神しんの冷たく静かな怒ど声せいが飛んだ。

「イイ加減にしろ。法ほう廷ていは貴様の推理を披ひ露ろうする場ではない」

　ここは絶対に譲ゆずれない。最後のチャンスだ。僕は精せい一いつ杯ぱいに胸を張る。

「そうですね、荒こう唐とう無む稽けいな推理です。証しよう拠こもなく、証しよう神しんもいません。でも簡単に調べられますから、試してみて損はないハズです……裁判長、お願いします！」

　裁判長は眉み間けんにシワ、口をへの字にして唸うなった。

「んむ……提出済みの証拠を疑うとは、すなわち検察側の捜そう査さ能力を疑うコトです。それはまだイイとしても、証拠もなしに一国の元主しゆ神しんのプライベートを暴こうとするのは……もし間ま違ちがいだったら、貴方あなたの法ほう曹そうでの立場はヒジョーにマズイことになりますよ？」

「覚かく悟ごしています！」

　即そく答とうして、裁判長をほとんど睨にらみつけるように見つめた。

　これが真実なら……きっと誰だれもが幸せになれる。そう信じて……戦い抜ぬくだけだ。

「……イイでしょう。持って来て下さい」

　やったっ！

　僕はガッツポーズをし、フォルセティ検事神は顔を顰しかめた。

　裁判長の命令を受けた係員によって、くだんの物証を乗せたトレイが運ばれてきた。ビニール袋ぶくろの中に、煤すすが付着して黒くなった七枝の燭しよく台だいが入っている。

　アヌビス刑けい事じ神しんから貰もらったゴム手袋をはめ、慎しん重ちように取り出す。

　静まり返る法ほう廷てい、ゴクリと誰かが唾つばを飲む音がする。

　僕は両手で幹みきを持ち、柄つか頭がしらを机につけた。深呼吸一つ……ええと、パスは……

「て、照らしてよ、リテラシー！」

　……あ、あれ？　ロック解除されない……しらけた空気が法廷内に漂ただよう。

「べ、弁べん護ご神しん、ダジャレですか！」

　裁判長が身を乗り出している。仲間を見つけた！　みたいな顔して。

「い、いや違うんですよ、呪じゆ文もんロックが……」

「あァン、フッキー、それじゃダメ」

　被ひ告こく席せきのイフリートさんが忠告をくれる。

「もっとカワイク言うの。照らしてよォ、リテラシィー……こうよ」

「……て、照らしてよ、リテラシー……」

「ダメダメ、もっとおねだりする感じよ！　照らしてよォ、リテラシィー」

　なんなんだコレは、ひどいはずかしめを受けている……！

「て、照らしてよぉ、リテラシぃー」

　僕が唱えれば、ボッと空気を膨ふくらませるような音がして、七つの芯しんに火が灯ともった。お、おお、起動した……恥はずかしかった……まあよし、後は神しん力りよくを注ぎ込こむだけだ。これでも僕だって神だし、結界の張り方は分かっている。出てくれよ結界……ハァッ！

　僕が神力を振ふり絞しぼった瞬しゆん間かん、七枝灯メノラーの火の色が、赤から黄金へと変わった……って、ちょ、これ、やばい！　ものすごい出力だ！　ゴーカートにしか乗ったことのないドライバーが、スポーツカーのアクセルをベタ踏ぶみしちゃったみたいな感じ！　ギュンギュン吸われる、ギュンギュンギュン、あ、ああ、あああ……

　同時にヴンという耳鳴りに似た音が空間を震ふるわせた。こ、これは結界の発生音だ……でも、やったぞ！　と、勝ち誇ほこっている余よ裕ゆうはない。なぜなら僕は、一瞬にして全身の神力を吸い尽つくされ、カサカサになって弁べん護ご神しん席せきに倒たおれ込んだからだ……

　まず横で待機していた係員が声もなく吹ふっ飛び、

「みゅーっ!?」

　テーブルの上に置かれていたケージが、リバイアちゃんごと吹っ飛んだ。続いてフォルセティ検けん事じ神しんが、

「ヌッ、グアアァァッ!?」

　一瞬耐たえたものの、背後に吹き飛んで壁かべにめり込む。

　……法ほう廷ていはとんでもない騒さわぎになってしまった。部屋の中で透とう明めいな風船を膨らませたみたいなイメージをしてもらえば分かりやすいだろうか？　書記官や警備員、傍ぼう聴ちよう席せきの神々すらも見えない力場に押おされて吹き飛び、壁に押し付けられて呻うめいている……もっとコントロールできて、小さい結界ができると思ってたのに！

「うぐっ、こ、腰こしが、腰がァ！」

　法ほう壇だんの背もたれに押し付けられた裁判長が叫さけんでいる。あれで一応主しゆ神しんなので、この結界が主神すら弾はじくコトが立証されたけど……

「──は、早く結界を解かんか馬ば鹿か者ものがーッ！」

　フォルセティ検事神の怒ど声せいが響ひびいた。

　ま、まずいぞ、このままじゃ、皆みなムリヤリ退廷させられてしまう！

「ぐ、う……お……」

　僕は片かた腕うでを持ち上げようとしたが、衰すい弱じやくしすぎて指一本すら動きそうもない。結界は解くのは簡単で、例えば剣けんを刺さしてあるなら抜ぬけばいいし、札なら剝はがせばいい。七枝灯メノラーの場合は、火を消せばいい……ん、だと思うけど……だ、ダメだコレ、どうしよう！

「──伏フツ羲キさまっ！」

　呼び声に霞かすむ視界を向けると、軽やかに木の柵さくを飛び越こえる菊きく理りさんの姿。わ、意外にアクティブだ！　ひるがえる着物とワンピースの裾すそ、覗のぞく真っ白な太ふと腿ももがあまりにもキレイで、僕は呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

　菊理さんはそのまま弁べん護ご神しん席せきまで走ってくると、七枝灯メノラーを両手で持って、

「えいっ！」

　思いっきり振ふって火を消した。

　力場が消え、メリ込こんでいた全員が解放される。た、助かった……

「大だい丈じよう夫ぶですか、伏羲さま！　ああ、枯かれ枝のようなお姿に……」

　テーブルを回り込こんで僕に駆かけ寄ってきた菊理さんが、オロオロしている。

「え、ええ……少し休めば、治ります……」

　壁にぶつかった衝しよう撃げきでケージのフタが開いたようで、ぽてん、と床ゆかに転がったリバイアちゃんが、怯おびえた様子で菊理さんの足元にてけてけと駆け寄ってきた。

「い、いたたた……これほど強力な結界は久しぶりに見ました……」

　体勢を立て直した裁判長が呟つぶやく。

「いやはや、驚おどろきましたわい……あ、そこの傍ぼう聴ちよう神しんの女神さん、助かりました」

　裁判長に声を掛かけられ、菊理さんはペコペコと頭を下げた。

「す、すみません、勝手に入にゆう廷ていしてしまいまして……」

「いやいや、緊きん急きゆう事態でしたので……やあ、それにしても驚いた。まさか結界の存在が立証されてしまうとは……」

「グウッ……まだだ、裁判長ッ！」

　テーブルに縋すがりつくように立ち上がったフォルセティ検けん事じ神しんが怒ど声せいを上げた。

「……神じん器きを結界の『要かなめ』とするには、予あらかじめ神術を施ほどこさねばならん。ならば結界は発生していたと見るのが妥だ当とうだろう……それは認めるッ！　だが……」

　崩くずれ落ちたままの僕を指差して、

「被ひ害がい神しんは被ひ告こく神しんを自みずから屋や敷しきへと招き入れたのだ。一度結界を解いてな！　検察側の主張はなんら覆くつがえらんッ！」

　僕はカサカサになった唇くちびるを何とか動かした。

「……あ、あり得ないコトではないですが、可能性は低いと……」

「なぜ言い切れる！」

「リバイアちゃんが居たから……ひ、被害神は以前からリバイアちゃんを欲ほしがっていたそうで、被告神から貰もらってとても喜んでいたそうです……家に連れて帰ったとき、恐おそらく中に入れるために一度結界を解いたと……」

「庭でペットを飼う神もいると言ったのは貴様ではないか！」

「か、可能性の話ですよ……一度解いたら、二度は張り直せませんから、多分お客さんが来ても、外で会おうとするのではないでしょうか……」

「憶おく測そくに過ぎんッ！」

「そ、そうですが、自然な流れで……」

　……と、裁判長が咳せき払ばらいをしてアピールした。一いつ斉せいに注目が集まる。

「オホン、オホンオホン……あー、いずれにせよ、新たな事実が発見された以上、調査には時間が必要だと考えます。弁べん護ご神しんもなにやら衰すい弱じやくしておるようですしの。弁護側、検察側、いかがですか？」

　な、なんとか、ここまで持ち込こめたか……

「弁護側、異論ありません……」

　フォルセティ検けん事じ神しんは憮ぶ然ぜんとして、

「ヌッ……検察側、承知した」

「では、本日の審しん理りはこれまでとしましょう。双そう方ほう、次回開かい廷ていまでにしっかりと準備をしておいて下さい。それでは……閉廷！」

　打ち鳴らされる木き槌づちの響ひびきを聞いて、僕は疲ひ労ろうと安あん堵どの息を吐はいた。思い返すまでもなく、あまりにも綱つな渡わたりな審理だったが……なんとかイーブンまで持ち込めた。ギリギリ生き延びたぞ、ここからは……そうだ、反はん撃げきあるのみ！
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　僕はすぐに医務室へと運ばれた。

　神しん力りよく剤ざいの注射を受け、動き回れる程度に回復して弁護側の控ひかえ室に戻もどると、

「フッキー、大だい丈じよう夫ぶゥン!?」

　ソファーに座っていたイフリートさんが駆かけ寄ってきた。右手にランプを、左ひだり腕うでにリバイアちゃんを抱だいている。太い腕に抱かれたリバイアちゃんは窮きゆう屈くつそうだ。

「ええ、なんとか」

「今日のフッキー、ホンットにカッコよかったわッ、シビレちゃった！」

　グイッと迫せまられて、僕は仰のけ反った。

「い、いや、ギリギリでしたし、まだ気は抜ぬけませんよ」

　近い近い、顔近いです！　息が熱いです！

「いやァーン、ホントにねえ、もうアタシダメかと思ったわ、あのチャラ男お神が出てきたとき。まさかあのオンナが結界張ってたなんてねえ……昔はダンナのノロケしょっちゅう聞いてたから、驚おどろいたのなんのって……」

「──イフリートさん！」

　僕は疲つかれた体に気合いを入れ直し、調子よくお喋しやべりを始めるイフリートさんをキリッと睨にらみ付けた。

「なっ、なにヨいきなり、怖こわい顔して……」

「今も申し上げましたが、まだ全然気は抜ぬけないんです……次回公判までに、絶対に訊きいておかなければならないコトがあります！」

　イフリートさんはクネッとしながら身を引いた。

「も、元カレの話かしら？」

　スルーして……

「パーティーの招待のコトですよ。どうして思い直したんですか？」

　……むっ、目が泳いでますよ！

「えっとォ……それはホラ、アレよ……な、なんとなく！」

「そんな曖あい昧まいな理由なんですか？　行かないと言っていたのに行った……それだけならまだ分かりますが……」

　僕はイフリートさんの腕うでの中を指差し、

「アナタは自分の半身ともいうべきリバイアちゃんをプレゼントしました。劇的すぎる変化ですよ、コレって」

「うっ……そ、それは……ええ、と……」

　イフリートさんの視線は、大航海時代に突とつ入にゆうしていた。

「最初お会いしたとき、パーティーに行った理由は義理だと仰おつしやいましたよね？　でもサラスバティーさんとの電話では、イザナミさんと仲直りしたくて行ったと……本当の理由はどっちなんですか？」

　そして、どっちかがウソなら、そんなウソを吐ついた理由があるハズだ。

　僕がじーっと見つめていると、イフリートさんは無言のまま、ソファーまで歩いていき、リバイアちゃんとランプを置いた……と、次の瞬しゆん間かん、ヒュポンッ！　ひょうきんな音と共に、搔かき消えるイフリートさん……

　あ……ああっ！　またランプの中に！

「ちょっと！　なんで逃にげるんですかっ！」

　ソファーへと駆かけ寄り、ランプを持ち上げてコスると、細いクチから煙けむりではなく小さな声が漏もれてきた。

「アタシはアゲハ……儚はかない夜の蝶ちよう……」

　……僕はため息をついた。

「イフリートさん……責めるつもりはないんですよ。僕はアナタの味方のつもりです」

　返事はないが、僕は手にしたランプへと語り掛かけ続けた。

「全力でアナタを守り、アナタの無罪を信じて、最後まで戦い抜ぬきます。でも、フォルセティ検けん事じ神しんは強敵です。このままでは危ない。真実という武器が欲ほしいんです……僕を信用していただけませんか？」

「フッキー……違ちがうの。貴方あなたを信用してないんじゃない……ただアタシ、怖こわくて……」

　その声はか細く、ひどく不安げだった。

　こ、怖いだって？　無実の罪で犯罪神になろうとしている今、それより怖いコトって？

「いったい、何が……？」

　ランプから返事はない。僕が更さらに問答を続けようとしたとき、

「──オ、オマエ、そんなモノに話しかけて、友だちいないんでアリマスか？」

　あっ、アナタは……アヌビス刑けい事じ神しん！　スーツの上着を指で吊つって肩かたにかけ、シャツの袖そでをまくっており、筋骨逞たくましい腕うでが覗のぞいている。毛は生えていない、浅黒い肌はだだった。

「違います、被ひ告こく神しんですよコレ！」

　ヒトをボッチみたいに言わないで下さい！

「ん？　あー、イフリートさんでアリマスか。そういえば、取り調べでもちょくちょくランプに隠かくれて黙もく秘ひ権けんを行使してオリマシたっけな……」

「それは、やりづらそうですね……」

「苦労したでアリマスよ」

　僕は軽く頭を下げ、

「一昨日おとといはお世話になりました。神々の庭に戻もどられたんですね」

「刑けい事じ神しんの基本は足でアリマスからな。仕事でアチコチ行くのは慣れてるでアリマス」

「仕事……あ、ひょっとして、彼の護送ですか？」

　ランプを指差しながら訊たずねれば、アヌビス刑事神はなにやら言いづらそうに目を逸そらせた。

「いや、それは拘こう置ち所しよ職員の仕事でアリマス。もう本官の仕事は済んだでアリマス……」

「どんなお仕事か存じませんが、お疲つかれ様です」

　僕が言えば、刑事神は渋じゆう面めんで、

「……オマエには早く教えてやった方がイイかと思って、私的に来たんでアリマスよ」

「え、何をです？」

「……検察側は、イフリートさんの起き訴そを取り下げるでアリマス」

　一いつ瞬しゆん意味が分からず、僕はポカンとした。起訴を……えっ、取り下げる!?

「……なっ、な、なっななな……」

「なんですってェェエッ!?」

　金切り声と共に、ボウンと出てくるイフリートさん。台詞せりふを奪うばわれた！

「ちょっと犬ッコロ刑けい事じ神しん、どういうコト！　どういうコトよンッ！」

「なっ!?　本官はイヌではなくジャッカルでアリマス！　失礼でアリマスぞ！」

「どっちもイヌ科哺ほ乳にゆう類るいじゃないですか！　とりあえず続きを！」

　僕が慌あわてて促うながせば、アヌビス刑事神は一度吊つり上げた眉まゆを下げた。イヌ……じゃなくて、ジャッカルなのに、結構表情は豊かだ。

「まだ完全に容疑は晴れていないでアリマスが、弁べん護ご神しんの出した証しよう拠こによって、他ほかに有力な容疑者が浮うかび上がったんでアリマスよ」

　あ、ああ……新事実だったから、そうなるか……や、驚おどろいたな。こんな形で決着なんて、なんか実感がないけど……

　……あっ、しまった！　勝しよう訴その手て幡ばた用意してない！　注目度の高い事件だとやらなきゃいけないんだよなアレ……でもまあ、勝ったワケじゃないし……一部勝訴になるのかな？

　アヌビス刑事神は、なぜか申し訳なさそうに言葉を続ける。

「……彼女は裁判所の外で、オマエたちを待ってオリマシた。逮たい捕ほ状じようをお見せすると、粛しゆく々しゆくとパトカーに乗ったでアリマス。苦労をかけてスミマセンとか言うんでアリマスよ。イイ子でアリマスなァ」

「彼女って……え、何の話ですか？」

「……お二柱ふたりを気にかけてたでアリマスよ。特に弁護神、オマエの体調を心配してオリマシた。他の刑事神もいる手前、連れて来られなかったんでアリマス。スマナイでアリマスな」

　……浮かれかけていた僕の気持ちが、徐々に冷えていく。

「あの……まさか……その……彼女って……」

「菊きく理り姫ひめさんでアリマス」

　アヌビス刑事神の言葉が、響ひびきも残さずに消え……心が痛くなるような一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあって、僕は食って掛かかった。

「え、なんで、そんな、どうしてですかッ!?」

「ヌーン、それは──」

　食いつかんばかりの剣けん幕まくに、アヌビス刑事神は困り顔で語った。

　……菊理さんは『異界を渡わたる女神』だそうだ。山さん岳がく信しん仰こうの祭神であり、山とは高たか天まが原はらに於おいて『異界』を指す。それゆえ彼女は、あらゆる境界領域を超ちよう越えつする神しん力りよくを有している。境界線を潜くぐり抜ぬける『潜ククリ』の姫。彼女の、他者の心にスッと入り込こんでくるような不思議な魅み力りよくはそのためか。

　……柾まさ目め之の御ご所しよを訪れたときから、思えば僕は違い和わ感かんを感じていたのだ。あそこに住んでいるワケでもない菊理さんが、鳥とり居いの結界を難なく通り抜けた理由。そして、今日の法ほう廷ていで、結界の中で彼女だけが動けた理由……

「……彼女は結界を通り抜ける能力を持つんでアリマスよ」

　僕は絶句した。

　結界が張られていた現場……そして、結界を通り抜ぬけられた菊きく理りさん……

「みゅん、みゅんみゅん！」

　それまで大人しく座っていたリバイアちゃんが、強く鳴いた。

　あまりのコトに、何を言っていいのか分からない僕の代わりに、抗こう議ぎしてくれたのかもしれなかった。













　　四章　キミが有罪になる前に







　封ホウ神シン区クの面会室。仕切りガラスの向こうに、刑けい務む官かんに連れられて菊きく理りさんが現れたとき、僕は安あん堵どしすぎて、全身から力が抜ぬけるのを感じた。椅い子すに腰こし掛かけたまま、両りよう膝ひざに両りよう肘ひじを乗せ手を組んだ姿勢で背を丸め、深い深い息を吐はいた。

　顔色も悪くない、足取りもしっかりしている……よかった。

「──ふ、伏フツ羲キさま、大だい丈じよう夫ぶでしたか！」

　燃え尽つきた感じの僕の様子に慌あわてたか、菊理さんは急いで駆かけ寄ってきた。こんな状じよう況きようで僕の心配をするなんて、彼女らしい。

　まだ重く感じる頭を持ち上げ、

「僕は平気です……菊理さんこそ大丈夫でしたか？」

　気が気ではなかったのだ。ずっと。取り調べが終わって、面会が可能となるまでの数時間、生きた心地がしなかった。

　菊理さんはチョコンと椅い子すに腰を下ろし、

「はい、大丈夫です。ご心配をおかけしてすみません」

　そのまましばらく、菊理さんの儚はかなげな笑みを見つめた。僕と彼女の間には今ガラスの壁かべがあって、手を伸のばそうとしても届かない。それが切ない。

　何から話せばいいだろう……僕が彼女に伝えたいのは……一番伝えたいコトは……

「……菊理さん、僕はアナタにお礼を言わなければ」

　僕の言葉に、菊理さんは驚おどろいた顔で、

「な、なんのです!?」

「僕が今日、何とか戦うことができたのは、アナタのおかげです。この三日間、アナタがいなければ得られなかった証しよう拠こがたくさんありました」

　謙けん遜そんでもなんでもない。

「いえ、とんでもないです！　伏羲さまが頑がん張ばってくださっていたので、わたしも何かお力になりたいと……無む我が夢む中ちゆうで……」

「でも……」

　僕は一つ息を吐く。

「……スミマセン、こんなコトになってしまって」

　菊理さんはフルフルッと首を振ふった。

「そんな、伏羲さまのせいでは御ご座ざいません」

「僕は今日、イフリートさんを無罪にすることだけを考えていました。せめて菊きく理りさんの能力を把は握あくしていれば、もう少しやりようはあったのに……僕のミスです」

　結界を超こえる能力……そして、更さらに悪いコトに、彼女には七枝灯メノラーのパスワードを、イフリートさんから聞いていたのだ。

　現場に入れて、なおかつ凶きよう器きを振ふるいえた者……そして、水の加護を消し去れるほど、リバイアちゃんに懐なつかれていた者……僕の主張と証しよう拠こはイフリートさんの無罪をほぼ証明したが、同時にこの上なく菊理さんを不利な状じよう況きようにしてしまった。

「話さなかったのは、わたしです」

「いや、僕の方から訊きいておかなければならなかった。すみません」

　自分の用意した証拠が菊理さんを追い詰つめてしまったというのは、かなりショックだった。今彼女がこうして牢ろうに繫つながれているのは、僕のせいなんだ……

「──伏フツ羲キさま……ありがとう御ご座ざいます」

　組んだ両手から目を上げると、菊理さんは深く身を折っていた。

「えっ!?」

　驚おどろく僕へと、菊理さんは顔を上げて微笑ほほえみ、

「わたしの弁護を引き受けてくださると聞きました」

「あ、はい、お受けしました……」

　裁判所から引ひき継つぎ命令があった。普ふ通つう、弁べん護ご神しんは依い頼らい神しんに雇やとわれるものだが、今回は被ひ害がい神しんが主しゆ神しんクラスであるコトも加味して、特例措そ置ちで同一事件と扱あつかうそうだ。そうでなくても引き受けるつもりだったけど。

　菊理さんは胸に手を当てて、

「わたし、何も心配してないのです……伏羲さまを信じておりますから。百万の味方を得た思いです」

　その笑顔は、精せい一いつ杯ぱいの笑顔だった。

　……昔、こんな表情を見た気がする。どこか、冬の町で……幼い弟に自分の食べ物を分け与あたえて「私はお腹なかがいっぱいだから！」と言った、あの娘さんも……こんな風に笑った。自分の痛みや苦しみを隠かくして、誰だれかのために……見せる笑顔。

　僕が彼女に伝えたいのは、感謝と、謝罪と……一番伝えたいコトは……安心だ。

　僕は両手を握にぎり締しめ、菊理さんを真まっ直すぐに見た。

「……はい、大だい丈じよう夫ぶです。僕も信じていますから」

　菊理さんの笑顔が、じわりと崩くずれた。

「伏羲さま……」

「必ず、全すべての真実を見つけて、アナタの無罪を証明します」

　菊理さんの両目から、ポロポロとしずくが零こぼれた。慌あわてて両手で顔を隠し、首を俯うつむかせ、細い肩かたを震ふるわせている。

　……不安だったのだろう。誰だれ一人信じてくれない孤こ独どくを小さな体で受け止めて、気き丈じように振ふる舞まっていたのだろう。僕は……僕は絶対に、アナタの未来を救います。

「……ごめんなさい、泣いてしまいました……はしたないです」

「いいんですよ……秘密交通権です」

　僕が少しおどけて言えば、菊きく理りさんは涙なみだの残る瞳ひとみを細め、さっきとは違ちがう穏おだやかな笑みを見せてくれた。

「ナイショに、してくださいますか？」

「はい……僕も一つ、ナイショの話をしましょう」

　菊理さんは興味深そうに身を乗り出した。

「まあ、なんでしょう」

　彼女には真実を語っておきたかった。僕という神の真実を。

「僕は神しん格かくがとても低いんです。アナタもお気付きとは思いますが……」

「あの……はい……」

　菊理さんは気き遣づかわしげな表情で返事をした。

　三日前、この封ホウ神シン区クに来たとき、僕の態度で見み抜ぬかれていたのだろう。僕が七枝灯メノラーを使ってブッ倒たおれたのは、単純に神格が低すぎたからだ。

「チェッカーでは、２と出ます」

「えっ……!?」

　反応に困っている。

　当然だろう。10以下というのは、神としてギリギリのレベルだ。さらに『２』なんて……。これ以上困らせるのは申し訳ないので、素早く言葉を続ける。

「僕が昔、人間界を旅していたとお話ししましたね？」

「はい、お聞きしました」

「そのとき僕は、何千人、何万人もの人間を助けました。他ほかの神々の領域で、制定された運命を過か剰じように捻ねじ曲げて。神しん罰ばつである天災や、冥めい府ふの死神を何度も追い払はらった……だから、神々の合議で罰を受け、神しん力りよくの大半を剝はく奪だつされました」

「そん、な……」

　菊理さんが息を吞のむ。

「神格も結構高かったから、ちょっと自うぬ惚ぼれてたんでしょうね……人々を助けることの何がいけないんだ！　僕は正しいコトをしているんだ！　って……でも、神々は僕に言ったんです。『それは真の平等ではない』と」

　かつての僕は、衝しよう撃げきを受けた。

　平等ではない、確かにそうだ。弱者を助けるコトは、ときに強者の不利益に繫つながる。

「その言葉に納なつ得とくする一方で、泣いている人を助けるのが悪いコトだとは、どうしても思えませんでした。矛む盾じゆんを抱かかえて、何が正しいのか分からなくなってしまって……」

「……それでも……諦あきらめなかったのですね」

　また泣き出しそうな表情で、菊きく理りさんは言った。僕自身より深く、過去の僕を悼いたむような表情だった。

「はい、諦めは悪い方なんです」

　絶望して、戸と惑まどって、さまよって……僕は理解したんだ。ミロク所長が教えてくれた。想おもいは間ま違ちがっていなかった。間違っていたのは手段だった。正しいコトを成すためには、正しい道を歩まねばならない。

「僕は弱っちい神です。でも、だからこそ、法ほう廷ていにかける想いはどの神にも負けません……僕を信じてください」

「はい、信じますっ！　今までも信じておりましたが、もっともっと信じますっ！」

　……うん、朗ほがらかな表情だ。この信しん頼らいに応こたえるためにも、最高の弁護をしてみせる。

　僕は一度微笑ほほえみを返すと、胸ポケットから手帳を取り出して開いた。

　さて……

「では、色々と訊きかせていただきます」
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　封ホウ神シン区クから都心に戻もどる頃ころには、既すでに日は暮れかけてしまっていた。やはり封神区は微び妙みように遠いから、移動に時間がかかっちゃうな……でもまあ、これから行く場所を考えれば、丁度イイ時間かもしれない。

　仕事帰りのサラリーマンや学生たちで混み合う電車に揺ゆられながら、菊きく理りさんから聴ちよう取しゆした幾いくつかの情報を反はん芻すうする。

　菊理さんはパーティーの後、神しん法ほう試し験けんの勉強のためすぐアパートに帰った。目もく撃げき証言はなく、つまりはアリバイもない。ロキさんの証言にあった長い髪かみは、イフリートさんを除いては菊理さんしかいない。

　彼女は結界の存在は知らなかったものの、兄夫婦の不仲には薄うす々うす気付いていたという。

　かつてイザナミさんが亡なくなったとき、イザナギさんは独り身の寂さびしさに耐たえ切れず、冥めい府ふまで追いかけて行ったそうだ。異界渡わたりの神しん力りよくを持つ菊理さんも案内役として一いつ緒しよに行った。そこでイザナギさんとイザナミさんは、決定的な仲なか違たがいをしたらしい。菊理さんは二柱ふたりに気を遣つかって席を外していたので、詳くわしい話は分からない。とにかくイザナミさんが激げき怒どし、イザナギさんを追い返してしまった。

　冥府は神しん界かいの中でも治外法権の土地で、現在では渡と界かい禁止法が制定されている。それ以前からも、行くことはタブーとされていた。だから……二柱ふたりの不仲は誰だれも知らなかった。

　大好きな兄夫婦が諍いさかい合うのは、菊理さんにとって悲しいコトだった。イザナミさんが蘇よみがえってから一週間、何度か家を訪ね、話を聞こうとしたそうだ。はぐらかされたが。

『……わたしの家はご存知のとおり、高たか天まが原はらで最も権けん威いある天あま津つ神かみの一族です。己の夢より、家族の情より、国の康やすきを尊ぶべしと教えられてきました』

　耳じ朶だにリフレインする言葉。

『そんな家いえ柄がらですから、わたしが弁べん護ご神しんになりたいと言ったときには、たくさんの反発がありました。女神が家を出て働くなど、はしたないと……そんな中、イザナミさまだけが応おう援えんしてくれたのです』

　好きに生きたらいいじゃない、と、イザナミさんは言ったそうだ。菊理さんはその一言で、家を出る決心をした。

　彼女に動機はない。義姉を殺さつ神じんするに足る理由は何一つ……検察側はどう考えているだろうか。二柱ふたりの不仲を知っていた……この辺り、検察側が動機固めに使ってきそうだ。反証を考えておくべきかもしれない。

　とにかく、状じよう況きようは圧あつ倒とう的てきに不利だ。半分以上僕のせいだが……まさか自分が出した証しよう拠こに、これほど苦しめられるとは……菊きく理りさんの無罪を証明するには、事件の真相を暴あばかなければならないだろう。

　真相……そう、イフリートさんのときは無む我が夢む中ちゆうだったから考えが及およばなかったけど、菊理さんが犯はん神しんじゃないってコトは、当然だけど真犯神がいるってコトだ。ソイツは今、ドコでナニをしているのだろう？　どんな動機があって、イザナミさんを殺害したのだろう？

　──つらつらと考えながら、電車を下りて歩くうち、目的地へと到とう着ちやくした。

　ネオンに照らされた不夜城、神シン宿ジユク二丁目の一角、神宿通りから一本入った路地裏。僕の眼前には、雑居ビルの半地下へと下る階段が、ポッカリと口を開けている。頭上の電でん飾しよく看板には『ＯＫＡＭＡ　ＢＡＲ　男おとこ盛ざかり』の文字が輝かがやき、ショッキングピンクの光を降らせている。確かに教えてもらった店名だった。

　僕はゴクリと唾つばを吞のみ込こんだ。ここがイフリートさんが経営する、性に迷える神々の楽園か……なんという迫はく力りよく！　開店時に来るべきじゃなかったかも……でも、相変わらず時間に余よ裕ゆうはないしな。

　次回公判は週明けの月曜に決まった。つまり三日後。検察側は、既すでに証拠はほとんど集まっているし、弁護側にもこの一ヶ月、十分な時間はあったハズだと主張した。またもやギリギリってワケだよ！

　……はあ、仕方ない、行くか……僕は覚かく悟ごを決めて階段を下りると、意外にシックな装よそおいの木製のドアを開いた。チリンチリンとドアベルが鳴った。

「──あら、イラッシャああああイ！」

　極ごく彩さい色しきのライトで照らされた店内、革かわ張ばりのソファーにめいめいに腰こしを下ろしていた『元お兄さん』たちが、僕へと殺さつ到とうしてきた。今日、傍ぼう聴ちよう席せきにいた神々だろう。瞬またたく間に取り囲まれてしまう。カワイイ系から美神系、清せい楚そ系からエロ系……そして、そのどれにも当てはまらない謎なぞの存在。多様性に富んだ神じん材ざいが揃そろっているようだ。

「あ、あの……」

　早さつ速そく営業用スマイルを取り出したが、不良品だった。装着前から既すでに引き攣つっていた。一目で分かるようなオカマさんも怖こわいが、普ふ通つうに美神さんもいて、どちらかといえばソッチの方が怖かったりする。

「オニイさん御お一柱ひとり？　やだちょっとカワイイ！」

「ヤーン、タァイプだわァ、この弱々しいカンジ！　ささっ、どーぞどーぞ！」

「アラねえ、この子アレじゃない？　ほら、法ほう廷ていにいた弁べん護ご神しん先生！」

「あ、そういえば店長が来るって言ってたわね……店長、ちょっとテーンチョー！　お客サン来たわよォ！」

　喩たとえるならそれは、土石流だった。僕はもみくちゃにされ、顔や首筋にキスマークをつけられながら、隅すみのテーブル席まで運ばれていく……ああ……これ今……どうなってるんだ？　僕のカラダは……そのまま僕をソファーに座らせると、オカマさんたちはキャッキャと華はなやかに去っていった。

「──ンマァーッ、フッキー！　今日はホントあ、り、が、と、ネェン！」

「あ……どうも……です……」

　左ひだり肩かたからズリ落ちた上着とメガネを直しながら、どんよりした視線を向けた。

　対面に座っているのは、パーフェクトな変身を遂とげたイフリートさん。写真を見ていなければ本ほん神しんだと気付けなかっただろう。ガタイはスゴイのに美神だ。ドレスもセンスよさげな……あれ、でも一いつ箇か所しよだけ奇き妙みようだな。僕は服装には詳くわしくない方だけど、右みぎ腕うでの腕輪だけちょっと雰ふん囲い気きが違ちがう。グネグネしたデザインの、かなり大きい腕輪だった。他ほかの部分が繊せん細さいに纏まとめられているだけにかなり目立つ。

　んー、それに……なんかあのデザイン、どこかで見たような……まあいいか。

　最初に挨あい拶さつしてから、イフリートさんは目を伏ふせたままだ。何度か僕に声を掛かけようとして顔を上げるが、また俯うつむいてしまう。膝ひざの上のランプを片手で玩もてあそびながら。

「……菊きく理りさん、元気そうでしたよ」

　僕が切り出せば、一いつ瞬しゆん顔を明るくして、

「そ、そう！　よかったわン！　ホントにねえ……よかった……」

　そう言ってから、また黙だまってしまう。負い目、引け目を感じているのだろう。

「……イフリートさん」

　居住まいを正して語り掛けた。

「僕は、菊理さんをお助けしたいと思っています」

「……アタシも、助かって欲ほしいワ……」

　イフリートさんはやはり、目を合わせようとしない。僕は一気に核かく心しんへと踏ふみ込こむ。

「なら、話してくれませんか？　なぜパーティーに急に行くことにしたのか、その理由を。アナタは何を恐おそれているんです？」

　舞まい降りる沈ちん黙もく。ときおりオカマさんたちの、裏声による嬌きよう声せいが聞こえてくる。まだ宵よいの口だからか、店内の席はほとんど埋うまっていない。

「はい、どーぞ、ウーロン入りまァす！」

「え!?　あ、ど、どうもです……」

　若い女神さん……いや、男だん神しんさんがアイスウーロンを運んできてくれた。彼女……いや、彼が去るのを待ってから、僕は更さらに語りかける。

「……このままでイイんですか？　アナタの情報が彼女の助けになるかもしれない」

　イフリートさんの隠かくしている情報が事件に関係するかは分からない。ひょっとしたら、無意味に傷を抉えぐろうとしているのかもしれない。でも今、たった今……イフリートさんはとても苦しそうに見える。きっと真実は……彼も救うハズだ。

「……感謝してるわ、フッキーにも、キクリちゃんにも。本当に……」

　イフリートさんはポツリと呟つぶやく。

「だったら──」

「でもゴメンなさい！　言えない、アタシ……言えないのよ……助けてあげたいけど……」

　防ぼう御ぎよは堅かたいように見える。でもランプに隠かくれないところをみると、迷っているんだ。まだ揺ゆらいでいる……

「……イフリートさん、アナタは度胸のあるヒトです。今日の法ほう廷ていで、有罪が確定しそうになったときも、悲しみはあっても怯おびえはなかった」

「……昔、ワルだった頃ころは、怖こわいものなんてなかったわ」

　弱々しく語るイフリートさん。

　そう、彼は自分が有罪になりそうなときですら怯えなかった。それより恐おそろしいコトとは、なんだろうか？　天地の理ことわりは、僕に一つの小さな可能性を見せている……

「……守るものなんてなかったから、ですか？」

　僕が言えば、イフリートさんは再び口をつぐんだ。

「アナタにとって、命に代えても守りたいほど大切なものは……このお店と仲間たちだと仰おつしやっていましたね？」

　イフリートさんがビクッとして顔を上げた、見返す瞳ひとみは怯えを映している。これはやっぱり、そうなのか？　このお店と、従業員の皆みなさんを守るために……それがどういうコトなのか、まだ分からないが……

　僕はアイスウーロンを一口いただき、舌を湿しめらせた。

「……菊きく理りさんは、アナタを助けたいと仰っていました。アナタは絶対にやっていないって。アナタの無罪を信じて」

「や、やめて、フッキー……」

　……ごめんなさい。脅おどしてでも、善意に訴うつたえかけてでも……僕はあの子を救いたい！

「アナタを助けたいって、僕と一いつ緒しよに戦ってくれたんですよ。ずっと一緒に……」

「やめてええンッ!!」

　ヒステリックに叫さけんで、イフリートさんは頭を抱かかえた。

「……何がアナタを苦しめているんですか……お願いします、教えて下さい」

　僕は思いっきり頭を下げた。ガツンと額がテーブルにぶつかった。菊理さんのようなキレイなお辞じ儀ぎではない。誰だれかが話したくないコトを、無理にでも聞き出そうとする……その申し訳なさもあって、ことさら深く頭を下げた。

「ふ、フッキー、そんな……」

「お願いします。あの子を助けたいんです。そして、アナタも助けたい」

　絨じゆう毯たん敷じきの床ゆかを見つめながら、僕は語る。

「あ、アタシも……」

「あの子を助けてあげたいとアナタは仰おつしやいました……僕にあの子を助けさせてください。誰だれかを助けたいという正しい想おもいを、僕が形にしますから！」

　沈ちん黙もくがあった。

「……ごめんなさい」

　吐と息いきと共に声が降ってくる……ダメ、か……

「恩おん神じんの貴方あなたにそこまでさせてしまって、アタシったらイケナイオンナよね……いいわ、話すわ」

　僕がハッとして顔を上げれば、イフリートさんは眉まゆ毛げを下げて微笑ほほえんでいた。

「い、いい……んですか！」

「ええ、オカマは義理を重んじるのヨ……でもね、アタシも今から話すことが何を意味するのか、分からないのよ。だから、アナタのためになるのかどうかも分からない。ひょっとしたら何の意味もないのかもしれない」

「構いません！」

　イフリートさんは一つ頷うなずくと、深呼吸をした。

「あのネ、アタシがパーティーに行ったのは、ゼウスが──」

「──てんチョー、お取り込こみ中ごめんなさァい、お電話ですけどお？」

　一いつ瞬しゆんだけ聞こえた名前に、僕が呆ぼう然ぜんとするヒマすらなく、カウンター隅すみの受話器を取り上げた従業員さんが声を投げてきた。

　え、何このタイミング!?

「あ、は、はァイ……ごっ、ごめんねフッキー、ちょっと……」

　イフリートさんは緊きん張ちようの面おも持もちで席を立ち、身をくねらせながら走って行ってしまった……う、うーん、しょうがない、待つか……ウーロン茶をチビチビといただきながら、頭の中で思考を巡めぐらせる。

　言ったよな？　今……確かに、ゼウスって。何でその名前が？　パーティーには行っていない男だん神しんで、神しん界かいの最高権力者のうち一柱ひとり……どうしてここに繫つながる？

「──セーンセ！」

　うわっ!?　気付いたら従業員の皆みなさんが周囲にズラリと！

「は、はい？」

「ねえセンセ、キクリちゃん、絶対に助けてあげてネ？」

「はあ……そのつもりですが……」

「皆、あの子が大好きなの！　試験とかでたまに神々の庭に来るらしいンだけど、その度たびに挨あい拶さつに来てくれてね」

　そうそう、と一いつ斉せいに頷うなずく皆みなさん。

「毎回おみやげ持ってきてくれるのよ、律りち儀ぎよねえ」

　うんうん、と一斉に頷く皆さん。

「オンナにしとくのが勿もつ体たい無ないくらいイイ子よ。オカマになればイイのに」

　まったくまったく、と一斉に頷く皆さん……いやいやいや、それはちょっと……性別の行ったり来たりが複雑じゃないですかね……

　オカマさんたちのうち一柱ひとりが僕に身を寄せ、真しん剣けんな表情で言った。

「ねえセンセ……あの子が神殺しなんて、するワケがないわ」

　真剣な眼まな差ざしが僕に集まる。その意見には、天地の理ことわりに誓ちかって同意する。

「……ええ。僕もそう信じてますよ」

　僕が言えば、周囲から茶色い嬌きよう声せいが上がった……って、ウワーッ!?　ちょ、やめ、僕をモミクチャにしないで下さい！　わわわ、上着を脱ぬがさないで！　やめ……うわちょっと、キ、キ、キスはカンベン、く、唇くちびるだけは！　せめて、せめて初めてぐらいは女神さんと……

　……ん？

　あれ、オカマさんたち、皆あの奇き妙みようなアクセサリーをドコかしらに着けてるぞ。グネグネしたデザインのヤツ。すごく目立つ。

「あの、そ、そのアクセサリー、流は行やってるんですか？」

　間近に迫せまるオカマさんの両りよう頰ほおを真しん剣けん白しら刃は取どりしながら訊たずねる。

「え？　ああ、コレ？　店長がくれるのよ」

「イフリートさんが……お手製なんですか？」

「よく知らないけど、多分違ちがうんじゃないカシラ。こっちが店長の造った奴やつ」

　と、一柱ひとりが髪かみを払はらって、イヤリングを見せてくれる。ああ、写真でイザナミさんが着けてるのは見たけど、現物を見るとまた違うな。確かにこれは、普ふ通つうに店で売っててもおかしくないレベルだ。

「店長の造る金細工ってスゥッゴク繊せん細さいなのよ。こっちのはちょっと、センスがないってゆーか……」

　うん、確かにこれに比べると、ちょっとなあ……

「──フッキー……」

　と、小さな声が割り込こんだ。イフリートさんが戻もどってきたのだ。でもなんだか、少し様子が違う。顔がん面めん蒼そう白はくで、張り詰つめた表情をしていた。

　オカマさんたちが気を遣つかってそそくさと去って行った後、イフリートさんは言った。

「……フッキー、帰ってちょうだい」

「え、えっ!?」

　突とつ然ぜん!?

「な、なんですか、どうしたんです!?　話してくれるって──」

「貴方あなたに話すコトは何も無いわ。帰って」

　これって……や、想像はつく……

「……今の電話ですか？」

　僕が言えば、イフリートさんの全身がビクリと震ふるえた。息の詰つまるような沈ちん黙もく。とても小さく見える。

「……ひょっとして……ゼウスさんからですか？」

「お願いフッキー、帰って……」

「そんな！　僕は──」

「帰ってッ！　警察を呼ぶわ！」

　今にも泣きそうな顔で、イフリートさんは叫さけんだ。店内がシーンと静まった。従業員さんたちや、チラホラいるお客さんたちがこっちを見ている……

「……分かりました、すみません」

　ソファーに置いてあったカバンを手に取ると、ひどく苦しげな、そして申し訳なさそうなイフリートさんを一いち瞥べつする。

「話せるようになったら、いつでも連れん絡らくください……待ってますから」

　軽く目礼をして、踵きびすを返す。すっかり静まってしまった店内を後にした。

　ドアベルの音を背中に聞きながら階段をのぼり、路地裏に出る。皓こう々こうたる街灯に照らされた神シン宿ジユクの夜には、隅すみ々ずみにまで神々の姿がある。金曜の夜はまだまだこれから、賑にぎわいを増していくのだろう。菊きく理りさんは、寂さびしい想おもいをしていないだろうか……

　ぼんやりと街角に佇たたずみながら考える。

　──ゼウスさん、か……

　さっきイフリートさんを豹ひよう変へんさせた、あの電話、何を言ったのだろう？　口くち封ふうじだと仮定して、言われたらまずいコトとはなんだろうか？　にしたって、あんなタイミングで……いや、今の段階では、全すべて憶おく測そくだな。……当たってみるしかないか、神しん界かい電でん力りよく。

　怖おじ気け付づいたりはしない。もうそんな余よ裕ゆうはない。でも、正直僕のような無名の弁べん護ご神しんだと、まずアポイントを取れるかどうかすら怪あやしいけど……

　よし、ゴリ押おししてみるか。
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　一夜明けた土曜日。朝七時キッカリに事務所を出た。

　たまには家に帰らないと、家賃がもったいない気がする。神シ仏ブ谷ヤのマンション、いかにも男だん神しんの独り暮らしってカンジ丸出しの、殺風景な部屋だけど……まあ、今はイイか。帰る場所を考えるべきじゃない。前を見て進むだけだ。

　目指すは神コウ東トウ区、神シン木キ場バ。遅おくれるワケにはいかないので、かなり時間には余よ裕ゆうをもたせてある……とはいっても、アポはない。

　昨夜事務所に帰り、姉さんのくれた名めい簿ぼからゼウスさんの携けい帯たいに電話を掛かけたが、繫つながらなかった。まあエライ神ってのは、知らない番号から電話が掛かってきても出ないのかも……どうしよう、大物すぎて連れん絡らくの取り方が分からない……と、困った僕は、とにかくツテはないものかと、事務所の顧こ客きやく用名めい刺しホルダーをめくってみた。

　そしたら、あったんだよね……秘書さんの名刺。ゼウスさんの。さすが所長、売れっ子弁べん護ご神しんなだけはある。

　で、そのトールさんという方に事務所の電話から掛けてみたところ、シブイ声の男神が出てくれた。ゼウスさんは多た忙ぼうで時間は取れないと言われたけど、何とか今日の予定だけは聞き出すコトに成功……どうやって？　マァその……弥み勒ろく事務所の所員ってのを強調して、イザナミさん殺さつ神じん事件には触ふれず、昔受けた案件についてちょっと……って。名刺があるってコトは関かかわったってコトだから。要するにあっちの関係者を装よそおったんだ。身内にはアマくなるモンだから。ああ、どんどんヤリ口が所長に似てきてる気がする……

　神シン宿ジユク駅から都営線で飯イイ神ガミ橋バシまで向かい、極ゴク楽ラク町チヨウ線で神木場駅へ。通勤ラッシュに巻き込こまれてしまい、元々ヨレヨレだったスーツがもっとヨレヨレになった。

　この辺りは埋うめ立たて地ちで、オフィスビルや物流倉庫が立ち並んでいる。駅から少し離はなれると、雑草の揺ゆれる空き地が目立つ。都心には程ほど近いが雲海がすぐそこまで迫せまっているので、封ホウ神シン区クと同じようにモヤっており、朝日が斜しや線せんとなって浮うかび上がっている。

　ロータリーから都バスに乗って、五分程度で目的地に到とう着ちやくした。港こう湾わん局きよくの運営する公共ヘリポートだ。雲海に近い……というか半ば張り出しているので、吹ふき上がってくる強い風がスーツの裾すそを揺らしていく。ゼウスさんは今日、自社製品の超ちよう高速ヘリで地方に向かうとのコト。精力的に電化を進めているようだ。

　駐ちゆう車しや場じよう、雲の沸わき立つ絶景を眺ながめて待つ……考えを纏まとめながら。

　確かめるべきことは、イフリートさんとの関係……もっと広く言えば、事件との関係か。神しん界かいを代表する主しゆ神しんと、神宿二丁目の女王……そして、高たか天まが原はらの元主神の妻。この三柱はいったいどんな神シン間ゲン関カン係ケイを成しているのか……

　と、聞こえてきた激しい排はい気き音おんに目を向けた。一台の車が駐車場に滑すべり込んでくる。多分高級車だろう。たった今ショールームから出してきましたってくらいピカピカで、カラーリングは一点の曇くもりもないゴールド。眩まぶしすぎて見づらい……事故を誘ゆう発はつしそうなほど。

　停車してすぐ、運転席からスーツ姿の男神が出てきた。イフリートさん以上の体たい軀くで、ブロンドの短たん髪ぱつに精せい悍かんな顔立ち。駆かけ足で事務所の建物へと消えていく。

「あ、あのっ！」

　僕が急いで車に駆け寄ったとき、後部座席から一柱ひとりの男だん神しんが降り立った。

　さながら雷らい雲うんの如ごとき灰色の髪かみに豊かなヒゲ、どちらもゴワゴワの剛ごう毛もう。老境にあって、肉体はさっきの男神に劣おとらないブ厚さで、精力がミナギッている。身に纏まとうスーツは嵐あらしの夜空の黒、肩かた掛かけ稲いな光びかりの黄金。経済誌などで時折見る顔だった。間ま違ちがいない……ゼウスだ。まごうことなき、神しん界かいの王の一柱ひとり。

「……ん？」

　金色の瞳ひとみに射すくめられた瞬しゆん間かん、僕は息苦しさを覚えた。なんという存在感だろう。言葉一つ発さなくても、雰ふん囲い気きだけでこれほど他者を圧あつ倒とうできるものなのか……雲海からの風が僕とゼウスさんのスーツをなびかせる。

「……なんだね、キミは？」

　声を掛けられて我に返った。僕の持つ中で、最上級のスマイルを装着する。

「あ、どうもワタクシ、伏フツ羲キと申します。先月高たか天まが原はらで起きました伊イ弉ザ冉ナミ殺さつ神じん事件について、少しお話をお聞かせ願いたく思いまして」

　僕が言えば、ゼウスさんもニコッと破顔した。

「アポイントも無しにかね……やるねキミ、ん？　なかなかガッツがある」

「恐きよう縮しゆくです」

　僕が笑みを深めて返すと、対照的にゼウスさんの微笑ほほえみは、スイッチを切ったようにスッと消えた。その迫はく力りよくに僕の笑みも凍こおりつく。

「皮肉だよキミィ、察したまえよ、常識知らずだと言っとるんだよ」

「す、すいません……」

「警察に訊きかれたコトは答えたよ……キミに話すコトはない。帰りなさい」

　シッシと片手を振ふられるのにメゲず、僕は手帳を取り出しながら、矢や継つぎ早に言った。

「いえ、決してお時間は取らせませんので……どうか、お願いします」

　ゼウスさんは目を細めた。

「……なかなかイイねキミ、強引で。失業したらウチの会社で雇やとってあげようかね、ん？」

「きょ、恐縮です……」

　ゼウスさんは胸ポケットから金のシガーケースを取り出すと、葉巻を摘つまんだ。先せん端たん部ぶを歯で嚙かみ切ると口に咥くわえ──バチリッ！　目がチカチカするほどの放電を指先から迸ほとばしらせて、火を点つけた。

「……十秒だけ、やろう」

　フゥーっと煙けむりを吹ふき出しながら言う。

「えっ？」
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「十秒間だ。ワタシは忙いそがしいんだよ。電光石火で質問をしたまえ……九、八……」

　う、うわっ！　ちょ……カウント早い！

「え、ええと、イフリートさんをご存知ですか？　それと、被ひ害がい神しんのイザナミさんとは、どのようなご関係で？」

　よし、十秒以内！

「ん、それはね……」

　ゼウスさんはゆっくりと煙けむりを吸い、

「……おっと、十秒過ぎたね」

「な、なんですか、それ！　答えまで十秒ですか！」

　ゼウスさんは葉巻を摘つまんだ指を振ふった。

「何度言わせるんだね？　ワタシは忙しいんだ。今日も頭の固い田舎いなか官かん僚りようどもと、電化政策の打ち合わせをしなきゃならんのだよ……いいかね、ん？　三度は言わないよ……」

　僕を見み据すえる瞳ひとみは、心底の畏い怖ふを呼び覚ます黄金色だった。

「帰りたまえ」

　あくまで口調は静かだ。なのに、震ふるえがこみ上げてくる。僕が感電した金魚のように口をパクパクしていると、先に降りて駆かけて行った男だん神しんが戻もどって来た。

「……お待たせしました」

　あ、このシブイ声、電話のヒトだ。

「トール！　変なのが来てるぞ。キミ、ワタシの予定を話したかね？」

　ゼウスさんが僕を指差して語る。トールさんは僕を見下ろして、僅わずかに首を傾かしげた。なんとか気力を振ふり絞しぼって金かな縛しばりを解くと、にこやかに会え釈しやくをする。

「ど、どうも、昨日お電話した弁べん護ご神しんの伏フツ羲キです」

「ああ……はい……」

「キミねえ！　イカンでしょ、部外者に予定話したら！」

「弥み勒ろく事務所の方である、と……」

「関係ナイんだよ、ミロクでもモロクでも！　ビリッときたよ……クビになりたいかね？」

　あ、ああ、スミマセン、トールさん……心の中で謝っておく。

「すいません……自分、不器用ですから……」

　し、シブい！　彫ほりの深い顔はかなり劇画タッチだ。

「すぐそうやって不器用だからと言うが、それがイカンのだ。いいかね？　言い訳してたら成長はない。成長せん者はウチの会社には要らない。『ビリッと電気に、バリッと革新！』がウチのモットーなんだ」

「は……すみません……」

　平身低頭のトールさんにひとしきり当たり散らして、ゼウスさんは僕を一いち瞥べつした。

「……じゃあネ、弁護神クン。どうしてもワタシから話が聞きたかったら、刑けい事じ神しんに転職して、令状を持ってきたまえ……ファハッ！　なんてね」

　大おお股またで歩き去っていく。向かう先のヘリポートには、ギラギラと輝かがやくゴールドカラーのヘリコプターが、ローターを回して待機しているのが見えた。

「……先生、社長が、失礼を」

　と、トールさんが巨きよ軀くを畳たたんでお辞じ儀ぎをした。僕も慌あわてて頭を下げる。

「あ、スミマセン、こっちこそご迷めい惑わくを！」

「いえ……自分、不器用ですから」

　小さくなっていくゼウスさんの背に視線を向けて、僕はヒソヒソと言った。

「ちょっと、その……怖こわい方ですね、ゼウスさん」

　トールさんはシブく苦笑した。

「今、少し荒あれているので……」

「そうなんですか？」

「奥おく様さまから頂いたタイピン、を……旅先で落としてしまったと……ずっと機き嫌げんが悪く……」

「コラァッ！　トォールッ！　何をしとるッ！」

　ゼウスさんの怒ど鳴なり声が轟とどろく。まるでイナズマだ。

「は、すみません……自分、不器用なもので……では……」

　トールさんは僕に目礼すると、小走りでヘリに向かっていく。

　二柱ふたりを乗せたヘリが飛び去っていくのを見送る。すごい速度だ。雲海の彼方かなたに、瞬またたく間に見えなくなる……アーッ、緊きん張ちようした。欲を言えばもう少し情報を引き出したかったけど、まあ最低限の目的は果たせた。

　最初、僕は弁べん護ご神しんとは名乗らず、事件のコトを訊たずねてみた。ゼウスさんはアポイントがないコトを責めた……刑けい事じ神しんならアポなしはザラなのに、どうして僕を警察関係者だと思わなかったのか？　普ふ通つうはそう思うだろう。

　電話があったコトをトールさんから聞いていたから？　あり得なくはない。でも会話から察するに可能性は低い……ゼウスさんが僕のコトを知っていたとしたら、その理由は？

　僕は確認に来たんだ。菊きく理りさんと僕に残された有限の時間を、ゼウスさんに割さいてもイイのか、その価値があるのかどうかを。
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「──どうした、土ど下げ座ざでもしに来たのか？」

　開口一発それですか、姉さん……

　検察庁、司法長官の執しつ務む室しつにて。時刻は午前十時。神しん界かいでも有名な某ぼう神様が『土日はちゃんと休みなさい』と週休二日制を提唱しているが、地方の検察庁ならともかく、神々の庭ではそうも言っていられないらしい。

　ウチの事務所とはまるで違ちがう、高級調度品の並ぶ部屋の奥おく。バックに一面の窓、磨みがき抜ぬかれた玉案を前に、黒くろ革かわ張ばりの肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こし掛かけて脚あしを組んでいる姉さんには、さすがに大物らしい雰ふん囲い気きがあった。実家じゃ結構だらしなかったんだけど……

「しませんよ、なんでですか……」

　僕がツッコめば、姉さんは軽く肩かたを竦すくめた。

「さしたる意味はない」

「意味もなく土下座しにくるって病やんでるでしょ……姉さん、知ってたんですね」

「なにをだ？」

「菊理さんがこうなりかねないコトをです。最初に会ったとき変な顔してましたから」

　姉さんは顔色一つ変えずに、

「……可能性の一つとしてな。むしろお前こそ狙ねらってやってるもんだと思っていたが。他ほかの容疑者の疑いを強めて依い頼らい神しんを救う……手軽で有効な手じゃあないか」

　……僕がワザと菊理さんを犯はん神しんに仕立て上げたって？　あり得ないよ……ため息を一つついて、心に芽生えた苛いら立だちをムリヤリ追い出す。

「狙ねらってません。ただ必死で……姉さんほど、何でもお見通しってワケにはいきませんよ」

「それほどでもない……」

　姉さんは淡たん々たんと言うと、背もたれに身を預けた。右手で首もとの氷ひよう晶しようを弄いじりながら、一いつ瞬しゆん、その瞳ひとみは遠くを見た。

「私にも見えないものはある」

[image: ]

　僕は目を細める。ああ、そうか……姉さんの瞳は、ずっとずっと、あのペンダントの送り主を追っているんだ。不可視の謎なぞを、深い闇やみを見通そうとして、姉さんの瞳はどんどん鋭するどくなっていく。それでも彼は、見つからない……

「……捜さがしているんですね、まだ。神シン農ノウさんのコト」

　僕が言えば、姉さんはフと口の端はしを上げた。

「当然だ。そのために、この仕事に就いたのだから」

　ドコにいるんだ？　神農さん……姉さんはずっと、ずっとアナタを……

「──それで、用事は？」

　姉さんの声に、僕はハッとした。姉さんたちのコトも心配だが、今は事件に集中しなきゃ。

「……情報を貰もらいに来たんです」

　姉さんは片方の眉まゆ毛げを上げて、

「渡わたせるものは渡したぞ？」

「感謝してますが、今欲ほしいのは今回の事件の資料じゃないんです。ゼウスさんが関かかわった刑けい事じ事件の公判記録です」

　……そして舞まい降りる沈ちん黙もく。互たがいの瞳ひとみの奥おくを探るように、視線は交差したまま動かない。やがて姉さんは軽い吐と息いきと共に呟つぶやいた。

「……今度はゼウスで同じ手を使う気か」

「そうなりますかね……今朝、ゼウスさんにお会いしてきました」

　姉さんの顔が強こわ張ばる。

「なんだと？」

「お話はサッパリ聞けませんでしたが、お会いしてみて、彼は何らかの形で事件に関わっていると感じたんです。資料を閲えつ覧らんさせて下さい」

　姉さんは腕うでを組み、背もたれに身を預けた。

「……お前は昔から変わらんな」

「何がですか？」

　僕が尋たずね返せば、姉さんは鋭するどい視線を投げてきた。

「姉さん、姉さんと私の後をついて回る、可愛かわいくて愚おろかな弟のままだ。ようやく独り立ちしたかと思えば、また甘あまえに来るとは」

　攻こう撃げき的てきになった口調に、僕はたじろいだ。

「ね、姉さん……？」

「『感じた』だと？　心証だけでみだりに神を疑い、告げ口するのがお前のやり方か。証しよう拠こもなしに個こ神じん情報を開示することなどできん。理由なき正義など悪と同じだッ！」

「う、グッ!?」

　僕の胸にグサリと突つき立つ言葉。あ、甘え……そう、確かに甘えだ。僕が姉さんの弟でなければ、ここには、来ていない……

「依い頼らい神しんをなんとしても助けたいという、その想おもいを否定はしない。だが力を行使せんとするなら、根差すべきものは理性でなければならん。お前はそうして力を奪うばわれたのではなかったか。また繰くり返すのか」

　……キツく言われるのは慣れている。それでへこたれたりはしない。ただ、僕の中にあった甘えを指摘されたのは結構ショックだった。どんな手を使ってでも菊きく理りさんを助けたいと思っていた。でもそれじゃ、あの頃ころと変わらないのだ。苦しむ人々を見るのがツライという衝しよう動どうに駆かられていた頃と……

　いや、違ちがう！

「……姉さん、それには異議アリです」

　僕が挑ちよう戦せん的てきに見返せば、姉さんは面おも白しろそうに笑った。

「ほう？」

「助けたいという感情だけじゃないんです。彼女を無罪だと信じているからです」

　ただ助けるワケじゃない。彼女は無罪だから、それを証明するんだ。彼女を助けるのは、彼女自身の潔白さなのだ。僕はその手助けをするだけ。

「……そうか」

「でも、甘あまえてたのは確かです。失礼しました」

　僕は深々と頭を下げると、踵きびすを返した。フカフカの絨じゆう毯たんを踏ふみながら、重厚な造りのドアへと向かう。

　姉さんの声が、僕の背中を追ってくる。

「……こちらの手札は、お前が揃そろえたものだ」

　扉とびらの前で足を止める。

「強いぞ、これは。密室、凶きよう器き、アリバイ。彼女以外に犯行は不可能だったという状じよう況きよう。足りないのは動機だけだ。お前に勝ち目はない……諦あきらめた方が身のためだぞ」

　ドアノブに手を掛かけながら半身振ふり向き、テーブルに肘ひじをついて嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ姉さんをしっかりと見返した。

「それでも、僕は彼女を信じます」
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「──とか、カッコつけて出てきたんですが、まあ要するに追い返されたワケでして……」

　僕が軽く事情を説明すると、

「はあ……それで、なんで本官のところに？」

　アヌビス刑けい事じ神しんは迷めい惑わくそうなしかめツラを隠かくそうともせず言った。僕の机を彷ほう彿ふつとさせるゴチャゴチャのデスクに腰こしを下ろし、鼻歌交じりで今まさにお弁当箱を開こうとしていたときに話しかけたせいか。

　警視庁捜そう査さ一課のオフィスにもやはり、土曜だというのにたくさんの刑事神たちがつめている。犯罪に休日はないのだ。

「そんな、またまた……聞かなくてもお分かりでしょう？　情報ですよ、情報……情報を下さい、ジョウホーッ！」

　モミ手から詰つめ寄る！　ネコの手も……いや、イヌの手も借りたい状じよう況きようなんです！　まるで情報中毒患かん者じやのように迫せまる僕に危機感を覚えたか、刑事神はお弁当箱を高く掲かかげて避ひ難なんさせつつ、

「お、落ち着くでアリマス、目が血走ってオリマスぞ！」

「刑けい事じ神しんだって、菊きく理りさんが犯はん神しんだと思ってらっしゃらないんでしょう？」

　アヌビス刑事神は目を逸そらし、

「まァ……それは……」

「彼女を助けるため、力を貸してください。取っ掛かかりが全然なくて困ってるんです……」

　事件に無関係だと思われているゼウスさんは、もらった捜そう査さ資料にもほとんど名前が出てきていないのだ。

　アヌビス刑事神は耳の後ろを搔かきながら、

「捜査資料を見せるワケにはいかんでアリマスよ」

「心得てます。ゼウスさんの取り調べをした刑事神さんに話を聞かせてもらえればと……お願いです、アナタくらいしか頼たよるアテがないんです」

　アヌビス刑事神はフゥとため息をつき、

「……オマエ、本気でゼウスを疑っているのでアリマスか？」

「ええ」

「それがどういうコトか分かっているんでアリマスか？　相手は超ちよう大物でアリマスぞ。下へ手たをすればオマエ、失業どころでは済まんでアリマス」

　僕は首を振ふる。

「たとえ主しゆ神しんだって自分のしたコトをなかったコトにはできないし、逆にどんな低級の神だって、やってないコトはやってない。それが天地の理ことわりです」

　アヌビス刑事神はもう一度ため息をつき、

「やれやれ、本官の貴重なランチタイムが……ちょっと待つでアリマス」

　パカリ、お弁当箱が開かれれば、中に入っているのは……えっ!?　ほ、骨、ホネだ……デカデカと一本入っているホネを指で摘つまんで取り出すと、ガリガリと齧かじり始める刑事神……う、うーん、なんか……イヌだよなあ……

　鋭するどい牙きばで瞬またたく間にホネを平らげると、アヌビス刑事神は席を立った。

「さて、コッチに来るでアリマス」

　案内されてホイホイとついていくと、オフィスの隅すみにある小部屋に……う、タバコ臭くさッ！

「あれ、ここって……」

「取調室でアリマスよ。あまり大っぴらにできん話でアリマスからな……」

　アヌビス刑事神は机に片手をつくと、窓を背負って佇たたずんだ。

「で、何が聞きたいんでアリマスか？　ゼウスさんを聴ちよう取しゆしたのは本官でアリマスが」

「えっ、そうだったんですか……ていうか、話してくれるんですか！」

　僕が目を輝かがやかせれば、アヌビス刑事神は広い肩かたを竦すくめた。

「フォルセティ検けん事じ神しんに感謝するでアリマスぞ」

「え？」

　まったく想像していなかった名前が出たので面食らう。

「オマエが訪ねてきたら、ある程度便べん宜ぎを図ってやれと言われたでアリマスよ。そうじゃなきゃいくら菊きく理りさんのためでも、ホイホイ話したりしないでアリマス」

「フォルセティ検事神が……なんでそんな？」

「昨日オマエにしてやられたコトを、かなり気にしてオリマシてな。地に墜おちた誇ほこりを取り戻もどすには、全力のオマエを叩たたきのめす以外にはない！　とか。敵に塩を送るというヤツでアリマス」

　見た感じ優やさ男おとこなのに、中身は戦国武将みたいなヒトだな……まあ素直にありがたいけど、かなり気合い入ってそうだ。コッチも負けてらんない。

「じゃ、さっそく！　まずは……事件当日のゼウスさんの行動を！」

　懐ふところから手帳を出して開く僕へと、アヌビス刑けい事じ神しんは牙きばの並んだ口を開いた。

「事件当日、ゼウスは高たか天まが原はらに行っているでアリマス」

　ふむふむ、高天原にね……たか……

「……、……、……え？」

「パーティーの終わる直前、十九時四十分に神シン木キ場バのヘリポートを出発し、高天原に到とう着ちやくしたのは二十時五分……さすがは最さい新しん鋭えいのヘリでアリマスな。警察にも一台欲ほしいでアリマス」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　え、高天原に？　なんで？」

　混乱する僕。

「気ままな温泉旅行だと言ってオリマシた。彼は百ヒヤク葉ヨウ町チヨウのヘリポートからブラブラと歩いて温泉街に向かい、お目当ての温泉宿に到着したのが八時半ごろでアリマス。先日話した、あの白しろ蛇へび温おん泉せん郷きようでアリマスな」

「白蛇温泉郷!?　現場の近くじゃないですか！」

「で、アリマスな」

　慌あわててペンを動かす。四十分発、八時五分着……三十分に宿に到着……

「え、ええと……彼、パーティーは断ったんですよね？」

「ウム、多た忙ぼうを理由に出席を断ってオリマす。今、神しん界かい電でん力りよくグループは事業拡大を進めてオリマスとかで」

「そ……そんなに忙いそがしいのに……温泉に入りにですか？」

　刑事神は一つ頷うなずき、

「それも急きゆう遽きよ、幾いくつかの予定をキャンセルして、でアリマスな」

「そんな……ちょ、怪あやしすぎるじゃないですか！」

　アヌビス刑事神の赤い瞳ひとみが、静かに僕を見つめた。

「……本官は感想は言わんでアリマス、事実だけを述べるだけでアリマス」

　僕はゴクリと唾つばを飲み、

「……どうして警察は、彼を容疑者にあげなかったんですか？」

「一番には動機がないコトでアリマスな。彼と被ひ害がい神しんは仲良しさんだったと、誰だれもが口を揃そろえて言います」

「どんな関係だったんですか？」

「古い友ゆう神じんでアリマス。主しゆ神しん同士、社交界で知り合ったそうでアリマス」

「ふむ、なるほど……」

　まあセレブ同士っていうのは、どこかしらで繫つながるものかもしれないな……社交界とか、財界とか、法ほう曹そう界かいとか、そういう世界は広いようでいて狭せまいものだから。

「そしてさらに、ゼウスには完全なアリバイがアリマス」

「アリバイが……」

「従業員の証言が複数とれてオリマスし、ＶＩＰのよく訪れる高級宿なので神しん格かくチェックもされてオリマス。神格２００３、こんな神はそうそうオリマせん。温泉宿から現場までは、全速力で走っても二十分はかかリマス。なにしろ道が入り組んでオリマスからな」

　ふむ……三十分に宿に到とう着ちやくして目もく撃げき証言があるなら、現場には行けなかった、か……

「……犯行時刻に、ゼウスさんは何をされていたんですか？」

「丁度露ろ天てん風ぶ呂ろに入浴していたそうでアリマス。店主に風呂を貸し切りたいと交こう渉しようし、大金を支し払はらってオリマス。本官の年収ぐらいの金額を。まったく金持ちというヤツは……」

　えっ……貸し切り？　それなら……

「入浴中は誰もゼウスさんを見ていないんですか？」

　アヌビス刑けい事じ神しんはちょっと身を引き、

「オマエ、男だん神しんの入浴シーンなんて見たいでアリマスか？」

「そんなハナシじゃないでしょう！」

　僕の剣けん幕まくに、アヌビス刑事神はちょっとショボンとして、

「ヌーン、冗じよう談だんでアリマスて……本官らもそれは考えたでアリマスよ。露天風呂を抜ぬけ出したかもと言いたいんでアリマしょう？　でもどうしたって、時間内に現場に行けたとは考えづらいでアリマスぞ」

　入浴中、何をしていたのかは誰も見ていない……うーん、もどかしいな……ゼウスさんは確実に怪あやしい。怪しいのに、まるで恒こう星せいの重力圏けんを巡めぐる惑星のように、事件の核かく心しんに近付いてこない……

　僕が眉み間けんにシワを寄せていると、アヌビス刑事神は肩かたを竦すくめて、

「何より、オマエが証明した結界が決定的でアリマスよ。主神でも現場には入れなかったし、神しん力りよくすら弾はじかれるでアリマスからな」

　ぐっ……ホントそれ、勘かん弁べんしてもらいたいな……昨日の僕は今日の敵！

「……タイムマシンがあるなら、昨日の法ほう廷ていでドヤ顔してた僕を殴なぐってやりたいです」

　僕は可能性を思し索さくする。

　道が入り組んでいたなら、直線距きよ離りを行ければ、犯行時刻内に現場に行けないか？　例えば……ヘリを使ったとか？　いや、無理か……飛行計画書くらい、警察も調べてるハズだし。ヘリが飛んだなら目もく撃げき者しやもあっただろう……

　……温泉は貸切だった。誰だれか協力者がいたとしたら？　瞬しゆん間かん転移の神しん力りよくや、飛行の神力を持った……いや、それも警察が調べているだろうし、何より結界は通り抜ぬけられない……

　僕の思考は、アヌビス刑けい事じ神しんの悩なやましげなため息で中断させられた。

「菊きく理りさんのニオイ、個こ神じん的てきに好みでアリマスが……神はニオイによらぬもの、でアリマスからな。魔まが差したのでアリマしょうなあ……」

「無実です！」

　僕は思わず強く言った。

「彼女は……菊理さんは、神を殺せるような女神じゃありません！」

　僕の大声が、取調室の狭せまい空間に響ひびいて消える。

　アヌビス刑事神は鼻はな面づらを下に向け、頭を下げた。

「……失言でアリマシた。スマンでアリマス」

　僕はハッとなった。

「い、いえ……僕こそ、すみません、大きな声を出してしまって」

「気にするなでアリマス。誰だれかのために怒おこれるのは、イイコトでアリマス。それほど彼女を信じているのでアリマスなあ」

　僕は真まっ直すぐな視線を向けて、

「はい、信じてます」

　アヌビス刑事神はニッと微笑ほほえんでから、キュッと口を結んだ。

「さて、本官が教えられるのはこれぐらいでアリマス。何か質問はアリマス？」

「……今はまだなんとも。調べが進んだら連れん絡らくしても構いませんか？」

「教えられるコトは教えるでアリマスよ。ケータイで構わんでアリマスな？　本官も休日返上で仕事がアリマスゆえ」

　明後日あさつての公判の証しよう拠こ集めかな、多分そうだな……ご苦労様です。

　アドレスを交こう換かんし、取調室を出る。

「……本官は刑事神でアリマス。司法という大きな機構のハグルマであります。感想は言わないべきでアリマスが……」

　別れ際ぎわ、アヌビス刑事神は少し迷った様子を見せてから、口にした。

「……キクリさんはやっていないと、本官も思うでアリマス」

「け、刑けい事じ神しん……」

「だからといって、ゼウスが犯はん神しんという説には賛同しかねるでアリマスがな。まあ、頑がん張ばるでアリマス。フォルセティ検けん事じ神しんの次に応おう援えんしておいてヤリマス！」

　その応援って意味あるんですかね……ま、まあでも……うん。

「……ありがとうございます。勇気が出ました」

　よし……ガンガン調べるぞ、ゼウスさんのコト！
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　一日中、あちこち駆かけずり回った。

　神しん界かい電でん力りよくグループの関係者、取引会社の社員から、行きつけの飲食店まで……ほうぼうに電話をし、走り回って……得られたものは、ハンコで押おしたような『彼は素晴らしい名士』という評価だけ。

　新品の布ふ団とんみたいに、叩たたいても叩いてもホコリ一つ出てこないのだ。警察や検察がどうしてゼウスさんを容疑者から外したのか、その理由をイヤというほど味わった。

　翌日の日曜には再び高たか天まが原はらに赴おもむき、くだんの温泉宿を訪ねてみたが、同じコトだった。高額のチップを弾はずんでくれるお得意様で、たまにひどいワガママを言うが、だからこそ従業員の覚えもいい。

　……うーん、ここまでくれば、逆に不自然さが目立ってくる。

　どんな神でも生きている限り、後ろ暗いコトの一つや二つあるんじゃないか？　神に歴史アリなのだから。

　──権力。確かにそれは強きよう靭じんな鎧よろいだ。関かかわる者の口を塞ふさぎ、不都合な真実を消し去り、輝かがやかしい経歴だけを残す。そして容た易やすくは壊こわれない。でも……それだけか？　なにかそれ以外のファクターがある気がする。彼を守っている何か……でも、天地の理ことわりが見えない。

　そうそう、もう一度火事の現場にも行ってみた。現場付近から逃にげ出したという大地主の白しろ蛇へびさんとアポが取れたのでお会いしてみたけど、現場は見ていないそうだ。一ひと抱かかえほどもある太さの大だい蛇じやさんで、自分は逃げていないと必死に主張していたけど、本当かな？

　……大した手ごたえも感じられないまま、僕は神々の庭に帰ってきた。

　疲つかれ切った肉体とカラッポのカバンを抱えて事務所に戻もどる頃ころには、僕はゼウスさんを追い始めたのは間ま違ちがいだったのではないか？　と思い始めていた。日曜日の空は美しい夕暮れ。夜が来て朝になれば、新しい一週間と共に決戦のときがやってくる……

　今さら他ほかの道は探せない。そんな時間はない……でも、かといってこんな状態では、ゼウスさんを俎そ上じように乗せるコトはできないだろう。

「……ゼウスさんは……違ちがうのか？」

　僕の呟つぶやきが、薄うす暗ぐらい事務所に木こ霊だまする。

　……いや、何らかの形で関係しているハズだ。

　彼が犯はん神しんだとすれば……動機はなんだろうか？　イザナミさんとは仲良しだったらしい。蘇よみがえった彼女をもう一度殺す……そんな強い殺意は、怨えん恨こんなのか？　イフリートさんを何らかの手段で脅おどしてまで隠かくしたいコトとは、何なのだろうか？　イフリートさんにも何度か電話をしたが、繫つながらなかった……

　……っと、書類作らないと。

　疲つかれた体に鞭むち打うって、薄暗い事務所でパソコンと向かい合い、必要書類を纏まとめていく。胸には叫さけびだしたいほどの焦あせりが脈打っている。

　……僕は、失敗したんだろうか？　最初からゼウスさんのコトなど考えず、抗こう弁べんに徹てつしていればよかったのだろうか？

　弱気になってはダメだと叱しつ咤たする自分と、もうダメだと頭を抱かかえる自分が、心の中で一いつ騎き打うちをしていた……

「……オナカ減ったな」

　キーボードを打つ手を止めて呟いた。こんな状じよう況きようでも腹が減るんだから、神というのもままならない存在だ。

　大きく伸のびをして、ムリヤリに息を強く吐はいて、淀よどむ気持ちを排はい出しゆつする。それから、来客用のソファーに向かって、つとめて明るく、

「どうですか、一いつ緒しよに……」

　何か食べに行きます？　と言いかけた声が、すっかり暗くなった事務所に空むなしく響ひびいた。誰だれもいないソファーの上、記き憶おくの中の温かい微笑ほほえみが一いつ瞬しゆん、残像となって消えた──ダァン！　と机に拳こぶしを振り下ろした。バサバサと書類が滑すべり落ちていく。

　……あの子を助けたい。

　必ず無罪を証明してみせると言ったのに……それなのにこんな……何一つ証しよう拠こも揃そろえられないまま……何をしているんだ、僕はッ！

　──と、太ふと腿ももに伝わる振しん動どうで我に返った。

　ポケットからスマホを取り出し画面を見る……えっ？　急いで通話。

「もしもし、所長？」

『おう、ミロクさんだ！』

　常に一定以下には下がらないテンション。悪く言えば能天気な声。

「どうしたんです、電話してくるなんて」

『たまには俺だって電話ぐらいするよ。調子はどうかなと思ってな。どうだ、救えそうか、被ひ告こく神しんの未来は？』

「……正直、厳しいです」

『おゥ、なんだ、弱気じゃねえか……まさか、もう諦あきらめちまってんのか？』

「諦めてはナイです。けど……」

『お前が諦めたら、被告神は誰だれが救うんだ？　アガけよ！　全力でだ！　そんなヤワな弁べん護ご神しんに育てた覚えはねえぞっ！』

　叱しつ咤た激げき励れいが耳に痛い。

「アガいてますよ！　でも……証しよう拠こが見つからないんですよ……」

　スピーカーの向こうから、ため息が聞こえた。

『ピンチみてえだな……よし、話してみろよ』

　──促うながされ、僕は語った。相談と言うより、愚ぐ痴ちに近くなってしまったが……イフリートさんを助けるために、結界の存在を立証したコト。それによって菊きく理りさんが起き訴そされてしまったコト。そして今、ゼウスさんを怪あやしんでいるコトを。

『──なるほど、ねェ……』

「どう思います？」

『証拠なんざあ無くったってイケる！　熱いハートで勝訴をもぎ取れ！』

「そんなの所長ぐらいですよ！」
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　そう、ミロク所長は勢いで何とかするヒトだ。勢いで引き受けて、勢いで準備をして、勢いでなんとなく勝ち、勢いで被ひ告こく神しんを救ってしまう。無敵というワケではない。負けるコトもあるが、それでも被告神の心を救い、未来を救おうとする……

『……んー、ゼウス、ゼウスか……』

　やや悩なやんだ後、

『今、事務所だよな？』

「そうですけど……」

『俺のデスクの引き出し、一番下、開けてみろよ』

「え？　あ、はい……」

　僕は席を立ち、この事務所内に渦うず巻まくカオスの中心ともいうべき荒あれ果てた所長席へと向かった。言われたとおり引き出しを開く……

「うわっ、なんですかコレ？」

　古びた、という表現でもまだ足りない、触さわったら崩くずれ落ちそうなほどにボロボロのファイルが幾いくつも並んでいる。

『お前がウチに来る前の、古い案件の書類だったり、まァ、ワケアリの事件だったりだ。そん中探してみろ。以前俺が神しん界かい電でん機きを弁護したときの書類があるはずだ』

　え……あ、ああッ！　そういえばそうじゃないか！　所長ってなんか昔、ゼウスさんと関かかわってたんだよな！　焦あせりすぎて忘れてた！　所長って全然連れん絡らくつかないから、頭の選せん択たく肢しから除外されてたし……

　急いでファイルを取り出し、机に投げ出してページをめくる。ホコリがもうもうと舞まう……神界電機って、神しん界かい電でん力りよくグループ傘さん下かの電化製品製造会社だったな……

「ゴホッ、ごほ……あ、これ……『神界電機製電化製品、連続感電死事件』？」

『ソレソレ！　や、苦労したぜそいつは……俺も頑がん張ばったんだがな』

「負けたんですか？」

『いや、最後まで戦いきれなかったんだよ。ゼウスが多額の示談金で強引にカタをつけた。そのせいで神界電力グループは一度潰つぶれかけたらしい』

　所長の説明を聞きながら事件の概がい要ようを読む……タイトルどおり、神界電機製の電化製品に不備があり、周囲の気温が一定以上になると高圧・高電流の漏ろう電でんが起きるコトで、多数の死傷者が出たというモノだ。

「潰れかけた……？」

『そうだ、潰れかけた。でもすぐ、前以上の大企業に返り咲いた。そこからは知ってのとおり、怒ど濤とうの改革ラッシュだ。瞬またたく間にのし上がってったよ。今じゃもう、ほとんど誰だれもヤツには逆らえねえ』

　所長の言葉を聴ききながら、僕の目は書類のあちこちに躍おどる単語にガッチリと固定されていた。感電……感電死！　それこそ、自分が感電したかのような衝しよう撃げきを受けた。そうだ……ゼウスさんが犯はん神しんなら……殺さつ神じんには最も得意とする手段を選ぶハズじゃないか!?

　イザナミさんがもし、感電死したとすれば？　でも、感電死で火事って起きるのか？　それ以前に、イザナミさんの家には電気が通ってなかったんだよな……

　思考する僕の耳に、所長の声が届く。

『その後も何度か、別の事件でヤツとは顔を合わせたが……正直、後こう悔かいしてるぜ』

「……後悔？　所長がですか？」

　一番無む縁えんなコトバだと思うけど……

『俺が救うってのは、何も無罪ってだけじゃねえ。依い頼らい神しんの心も救ってやりてえんだ』

　……うん、僕もそう思っている。依頼神の心も……被ひ害がい神しんも。遺族がいるなら、遺族の心も。法ほう廷ていに関かかわった神全員が、救われたらいいって。

『真実無罪なら無罪に、罪を犯おかしたなら、罰ばつをキチンと受け入れられるようにって……そういう意味じゃ、俺はゼウスを救えなかった。不ふ甲が斐いねえコトにな……』

　所長の声は、いつになくマジメだった。

「所長……」

『……っと、サタンが来た。これから話し合いだから切るぞ！』

　え、またイキナリ！　今ドコにいるんだろう、地じ獄ごくは確かみたいだけど……

『ま、お互たがい大変だが、頑がん張ばろうや。ゼウスを救ってやってくれよ。じゃあな！』

　慌あわただしく通話が切り上げられる。

　僕はスマホをポケットにしまうと、一息ついた。

　所長……ありがとうございます。助かりました……言えなかった言葉を胸の裡うちに呟つぶやくと、自分の席に戻もどってパソコンに向かい合う。

　目の前に道がある。あまりにも細く、闇やみに包まれた、穴だらけの道だ。しかもまだ入り口に立ったばかりだ。でもこの先にはきっと、菊きく理りさんを救う『真実』がある……そう信じてキーボードを叩たたく……




　──そして、決戦の朝が訪れる。













　　五章　無罪だといってくれ







　裁判所、弁護側控ひかえ室。

　僕はソファーに腰こし掛かけ、諸もろ々もろの書類に目を通している。開かい廷ていまで三十分を切った。

　思えばこの一週間、ろくに寝ねていない。肉体は疲つかれ切っているのに、精神はピリピリしていて、まったく眠ねむくはない。

　朝まで徹てつ夜やで戦術を練り、証しよう拠こ集めに走り回ったけど、正直なところ天地の理ことわりは不ふ鮮せん明めいだ。ゼウスさんが犯はん神しんだと仮定して、動機と犯行手段だけがボンヤリおぼろに想像できている程度で、アリバイも崩くずせていない。おそらくそれは手段とも密接に関かかわっているだろう……

　十分な準備ができたとは言いがたい。でもタイムリミットが来てしまった以上、全力で戦うだけだ。姉さんは想おもいは無力だと言ったが、この神しん界かい法ほう曹そうには、依い頼らい神しんを救いたいというハートだけでどこまでも戦い抜ぬく男だん神しんがいるコトを僕は知っている。

「──伏フツ羲キさまっ！」

　聞こえてきた声に、弾はじかれたように立ち上がった。

「菊きく理りさん！　おはようございます」

　付き添そいの刑務官を扉とびらの脇わきに残し、一柱ひとりで駆かけて来る小こ柄がらな姿。憔しよう悴すいした様子はない。

「おはよう御座います……まあっ、目の下にひどいクマが……ちゃんとお眠りになっておられますか？　お食事は採られておりますか？」

　心配そうな様子に、僕の口元に笑みがこぼれる。

「なんかアベコベですね。それ僕が訊きくんじゃないですか？　普ふ通つう」

　菊理さんは目を丸くしたあと、朗ほがらかに微笑ほほえんだ。

「ほんとですね！」

「僕なら大だい丈じよう夫ぶです。任せてください。気力は十分です」

　証拠は不十分だけど……いやいや、弱気になっちゃイカン！

「はい、お任せします」

　この微笑みは、僕を信頼してくれている証あかしなのだ。負けられない。

「開廷前に少し打ち合わせしておきましょう……」

　恐おそらく今日は、菊理さんの動機、殺意が最大の争点となるだろう。検察側がどんな手でくるかは想像できないが、菊理さんにはどちらもないから心配ない。ただ訊かれたことに正直に答えて、堂々としていてください……

　と、そんなコトを話していると、

「──キクリ、うう、キクリィーッ！」

　両手を前に突つき出し、弱々しい感じでヨロヨロとやってくる男だん神しんが一柱ひとり……

「えっ、兄さま!?」

　菊きく理りさんが驚おどろきの声を上げる。そう、イザナギさんだ。被ひ害がい神しんの夫にして、今や被ひ告こく神しんの兄という複雑な立ち位置。それゆえか、いきなり泣きモードだ。相変わらずピンク色の、呪のろわれているみたいな刺し繡しゆうの着物に、グネグネのアクセサリー……まさか、あの姿でここまで来たというのか……

「キクリッ！　ああ、こんなに瘦やせこけて小さくなって……」

「も、元からこのようなものですっ！」

　菊理さんは戸と惑まどいの表情。

「な、なぜこちらに？　ご公務はどうされたのですか？」

「公務なんてやってられないよ、オマエの一大事じゃないかッ！」

　イザナギさんは、脱だつ水すい症しよう状じよう起こすんじゃないかと心配になる量の涙なみだを滂ぼう沱だと流しながら、ギリイッと奥おく歯ばを鳴らして睨にらみつけてきた。異常な迫はく力りよくに僕は半歩退ひく。

「弁べん護ご神しん、オマエのせいだぞ！　だからボクは結界のコト黙だまってたのに！」

　その言葉で、僕の中の天地の理ことわりが一つ繫つながった。

「も、もしかして……僕を裁判に出させないようにしようとしたのって、菊理さんのためだったんですか？」

「えっ？」

　目を丸くする菊理さんの前で、イザナギさんはグズグズと泣きながら、

「そりゃそうだよ……イフリートが無罪になったら、次に疑われるのはキクリかもしれないし……結界があったコトがバレたらって……ううッ！」

「に、兄さま……」

　菊理さんが啞あ然ぜんとしている。

　僕は意を決して一歩踏ふみ出した。刀の間合いに入るのはちょっと怖こわいが……

「……大だい丈じよう夫ぶですよ、イザナギさん」

「なにがだよォッ!?」

「菊理さんが神殺しなんかできないって、アナタもご存知でしょう？」

「当たり前だろ！　キクリは誰だれよりも優やさしい娘だ！」

「でしたら、それを信じてあげてください。僕が証明してみせますから」

「そっ、そんなの、どうやってだ！」

　どうやって、か……どうやるんだろうな……

「や、まだ謎なぞが全すべて解けたワケではないんですが……ど、どうにかしますよ！」

　僕はギンッと目に力を込こめ、口調に滲にじむ弱々しさを気合いでカヴァーした。

「ぬ、う、ううム……！」

　僕の無理矢理な気き迫はくに圧おされてか、イザナギさんは眉み間けんにシワを寄せて呻うめいた。一いつ瞬しゆんだけ目を伏ふせてから、菊きく理りさんへと目を向けた。

「……キクリよ」

　おお、口調に威い厳げんが！　落ち着いたみたいだ。

「は、はいっ？」

「オヌシはこの、なんだか少し頼たよりない男だん神しんを……信じておるのか？」

　菊理さんは唇くちびるをきゅっと結び、

「はい……信じております！」

　頼りないと言われてちょっとグサッときたが、菊理さんの真まっ直すぐな言葉に救われる。ああ、菊理さん……僕、頑がん張ばりますからね！

「そうか……ならば、余よも信じよう」

　イザナギさんは静かな口調で言うと、僕に向き直り……わ、頭を下げられた！　菊理さんによく似た、とてもキレイなお辞じ儀ぎだ……

「どうか、妹を救ってやってくだされ、伏フツ羲キ殿どの」

「は、はい、必ず！」

　……と、頭を上げたイザナギさんは、ブワァッと涙なみだを溢あふれさせた。

「で、できなければ、斬きり捨てゴメンだ！　ウワァン！　ゴメンなんだからなァッ！」

「は、はいィッ！」

　うわァ、やっぱり不安定だ！

　その後、係員が「そろそろ開かい廷ていですので……」と注意してくる時間ギリギリまで、何度も僕に斬るぞ斬るぞと念を押おしてから、イザナギさんは去って行った。その背を見送りながら、なんだか呆ぼう然ぜんとしている菊理さんへと、僕は声を掛かけた。

「いいお兄さんですね」

　まだ戸と惑まどいを残す瞳ひとみが、僕を見返してくる。

「……封ホウ神シン区クで、考えておりました……兄さまはなぜ結界のコトを黙だまっていたのかと」

「どうお考えでした？」

「天あま津つ神かみは血統を重んじる厳格な一族です……伏羲さまが前の公判で仰おつしやられたように、『すきゃんだる』を嫌きらったのだと思いました。兄さまが、わたしのために……わたしを、心配してくださったなんて……」

　菊理さんは目を伏せ、吐と息いきを落とした。声が少し震ふるえていた。

「……ずっと、兄さまに、距きよ離りを置かれていると思っていました。一族の皆みなさまにも」

「や、少なくともイザナギさんは、そんな感じなかったですけどね……かなりベタベタな感じですよ」

　菊きく理りさんは少し笑った。

「在位中は、厳格な神だったのですよ。隠いん居きよされてからあのように……」

「元々情の深い方だったんでしょう。己を律しておられたんですよ、きっと」

　僕がそう返せば、菊理さんは小さく頷うなずいた。

　菊理さんのわだかまりが解け、少しでも心がほぐれたなら……うん、よかった。

　ほどなく時間となり、二柱ふたりで控ひかえ室を出た。さすがに菊理さんも緊きん張ちようの面おも持もちで、交わす言葉もなく廊ろう下かを歩いていく。ちらほらと行き交う神々の姿がある。走り回っているのは、報道関係の神々かな……

　……と、廊ろう下かの途と中ちゆうでなにやら話し込こんでいる二柱ふたりが目に留まった。あ、あれは……フォルセティ検けん事じ神しんと……えっ、ゼ、ゼウスさん!?

「……ヌッ？」

　驚おどろきに足を止めた僕に気付いたか、フォルセティ検事神が鋭するどい一いち瞥べつを向けてくる。遅おくれてゼウスさんもこっちを見た……と、うわあ、満面の笑みで歩いてきたぞ！　相変わらずものすごいガタイ……見上げるほどに感じるが、彼の醸かもし出す迫はく力りよくがそう錯さつ覚かくさせるのかもしれない。

「やあやあキミィ、元気かね、ん？」

　フォルセティ検事神が慌あわてて追いかけてきた。

「ゼウス殿どの！　勝手に弁べん護ご神しんと接せつ触しよくなされては困る！」

「まあまあ、イイじゃないかね、カタイこと言わず……ん？　弁護神クン、どうかねその後、ビリビリやっとるかね？」

「は、はあ、まあ……ピリピリ、ぐらいには」

「そうかネそうかネ、はははは」

「ゼウスさん、あの、なぜ裁判所にいらっしゃるんです？」

　僕が尋たずねれば、ゼウスさんはニヤリと笑った。

「ははは、ナゼって？　傍ぼう聴ちようなんてしとるヒマはないよ。当然、証しよう神しんだよ、証神」

　証神って……まさか、検察側の！

「ゼウス殿！　軽々しく──」

　フォルセティ検事神が詰つめ寄るのに、ゼウスさんは人差し指を立てた右手を突つきつけた。

「ワタシに指図するんじゃあない。来てやったんだよ？　ワタシは」

「ヌッ……！」

　渋じゆう面めんで口を噤つぐむフォルセティ検事神の様子に、満足そうに微笑ほほえむと、ゼウスさんは再び僕を見下ろした。

「いやあネ、キミのお姉さんが、どーしてもと言うんでね。ん？　ナマイキな弁護側を叩たたき潰つぶすために、ワタシの証言が必要だとさ」

「ね、姉さんが……」

「司法長官に頭を下げられたら、コチラも無視できん……それに、だ」

　ゼウスさんがグンと身を折れば、笑顔が急接近してきた。思わず身を反らした僕の眼前、鼻先が触ふれるほどの距きよ離り、黄金の瞳ひとみが煌きらめく。

　囁ささやくようにゼウスさんは続けた。

「キミ……よからぬコトを考えているようだから、じきじきにカタをつけてやろうと思ってね。ワタシは軍神アレスよりは温厚だが、太陽神アポロンよりは残ざん酷こくだ……分かるかね？」

　ひ、ひいィ……！

　ゼウスさんの視線は、恐きよう怖ふに固まっている僕から、菊きく理りさんへと移る。

「キミがキクリヒメか……なるほど……」

　品定めするように上から下までナメるように見てから、ニコリと笑った。

「なかなか美神だね、ん？　キミィ」

「え……あ、ありがとう御ご座ざいます……？」

「会うのは初めてだがね、イザナミから色々聞いてるよ……ま、出所したらワタシのトコに来なさい、ん？　色々面めん倒どうみてあげるからね」

「は、はあ……」

　気け圧おされている菊理さんをよそに、ゼウスさんは朗ろう々ろうと笑いながら、証しよう神しん控ひかえ室のドアへと歩き去って行ってしまった。

「……伏フツ羲キ弁べん護ご神しん」

　フォルセティ検けん事じ神しんの呼び声で、僕は金かな縛しばりから解き放たれた。

「あ……は、はい？」

「準備は万ばん端たんだろうな？」

「え？　ええ、まあ……ピリピリ、ぐらいには」

「相変わらずハッキリせんヤツだ……まあいい、今日はこの前のようにはいかんぞ。あんなラッキーパンチが何度も続くとは思わんことだ」

　フォルセティ検事神はゴゴゴと全身から気き迫はくを滲にじませた。

「最も早はや、私の力を証明するには、全力の貴様を叩たたき潰つぶして勝利する以外にはないッ！　貴様、手を抜ぬくことは許さんぞ」

「あ、当たり前です！」

　手抜きで勝てるほど強くないです……！

「……ふん、その意気だ」

　フォルセティ検事神は口の端はしを上げて笑うと、菊理さんを一いち瞥べつして黙もく礼れいし、法ほう廷ていの方へと廊ろう下かを歩き去って行った。

　僕は、しばらく呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

　いったいこれは……なんだ？　天地の理ことわりがおかしい。

　ゼウスさんが証しよう神しん……証言内容が気になるけど、コレはむしろチャンスだ。彼が証神として立つならば、弁護側には反対尋じん問もんの機会が与あたえられるということだ。

　しかし、不思議なのは……どうしてゼウスさんは、僕の狙ねらいを知っていたんだ？　予想したのか？　あの様子だと、ほとんど確信に近かったような……

「──伏フツ羲キさま？」

　菊きく理りさんにおずおずと声を掛かけられ、僕は首を振ふった。

「ああ、スミマセン……行きましょう」

　どのみち今日の法ほう廷ていで、全すべての謎なぞは明かされるはずだ。明かしてみせる。

　信じて、戦い抜ぬくんだ……彼女の潔白を。







　　　　　　　　　　　　　†







　傍ぼう聴ちよう神しんはさらに増えたようで、傍聴席はすごい神じん口こう密度だった。

　横目で確認すると、セブン・フォーチュンの面々が周囲からサインをねだられていたり、イザナギさんが既すでに泣いていたりして……あれっ!?　あそこ……イフリートさんがいる！　膝ひざの上にあの憎にくたらしいリバイアちゃんがいるから間ま違ちがいない！　僕の視線に気付くと、ビクッとして目を伏ふせた。

　まあ、無事なようで取り敢あえずはよかった。ゼウスさんに何て言われたのか教えてくれたら助かるけど……無理だろうな。

　……むっ、あの怪あやしいヤツもいるぞ！　相変わらずのグラサンマスクで。なんだろう、法廷オタクかな？　結構いるらしいからな、傍聴マニアの神様。

　菊理さんは落ち着いた様子で被ひ告こく席せきに座っている。うん、僕より堂々としてるな……

「──えー、本日はお日ひ柄がらもよく、絶好の裁判日和びよりで……」

　今日は普ふ通つうに入廷してきた裁判長が、にこやかに挨あい拶さつを始め──ダァン！　と、フォルセティ検けん事じ神しんの力強いテーブル叩たたきが炸さく裂れつ、元気よく宙を舞まう天てん秤びん。

「いいから早く始めたまえッ！」

　裁判長は慌あわてて、

「は、はいッ、では被告神、氏名と職業を！」

　菊理さんはピンと背せ筋すじを伸のばし、

「……わたしは、菊理姫ひめと申します。弁護神を志して勉強中の身で御ご座ざいます。どうぞ皆みな様さま、宜よろしくお願い致いたします」

　明快に答えると、椅い子すの上で深々と身を折った。粛しゆく々しゆくとしながら誇ほこりを失わない、惚ほれ惚ぼれするような仕草。

「これはこれは、先日はどうも。いやはや、利発そうな女神さんです……伏フツ羲キ弁べん護ご神しんはチト頼たよりないですし、ご自身で弁護なされた方が宜よろしかったのでは？」

　大きなお世話ですよ!?

　フォルセティ検けん事じ神しんの咳せき払ばらいを受け、裁判長は世間話を吞のみ込こんで続けた。

「おっと……では証しよう拠こ取調に移りましょうかの」

　いよいよだ……僕は静かに身構えた。冒頭陳ちん述じゆつが始まる。

　決戦の幕まくは切って落とされた。

「……先の審しん理りで提起された結界の有無は、捜そう査さによってその存在が確認された。別件で拘こう留りゆう中ちゆうの窃せつ盗とう犯はんより、盗ぬすみに入ろうとして弾はじかれたとの供述があったのだ」

　うわあ、今となっては全然嬉うれしくない裏付けだ……

「おお、担当捜査官はお手て柄がらでしたな」

　裁判長が言うのに、フォルセティ検事神は軽く片手を上げて続ける。

「詳くわしくは甲こう号ごう証しようを参照していただこう……さて、くだんの結界は破るに容易ではなく、仮に破る力があったとしても、大きな破は壊かい音おんが鳴ってしまう」

「ふむ、つまり……」

　裁判長の合いの手に、フォルセティ検事神は一つ頷うなずき、

「被ひ告こく神しん以外の神が犯行を行い得た可能性は、限りなくゼロに近いということだ」

　語られる言葉の一つ一つが、空気中に細氷を生んでいくイメージ。検事神席からさざなみのように広がっていく、厳寒のオーラ。

「なるほど……これは、早くも……ほとんど決まったようなモノですな」

　裁判長が眉み間けんにシワを寄せて言う。ど、どうしよう……異議を唱えておくか？　いや、焦あせっちゃダメだ……僕もまだ、結界の問題については、まったく解決法が見えていない。下へ手たにツツいたら心証を損そこねてしまう……

　押おし黙だまっている僕を一いち瞥べつしてから、フォルセティ検事神は続ける。

「ここに至って、我々が証明すべきことは一つ。被告にどのような動機があって犯行に至ったか、その経けい緯いを明らかにしていくとしよう……証しよう神しん、入にゆう廷ていしたまえ！」

　フォルセティ検事神が声を張り上げれば、カッと一いつ瞬しゆん法廷内に閃せん光こうが奔はしった。傍ぼう聴ちよう席せきにざわめきが広がる──「うおまぶしっ！」「え、誰だれ？」「ぜ、ゼウス……」「ゼウスだ！」……高こう位い神しん特有の後光が、身に纏まとった黄金の背広に反射して、ほとんど歩くミラーボールと化している。

　カツリ、カツリ……高らかに足音、やがて証言台に立つと両りよう腕うでを広げ、

「やあキミたちィ、元気バリバリかね？　ワタシはいつでも百万ボルトさ！」

　声と共に放たれる光！　うわーっ、眩まぶしい！　一度輝かがやいた後は急速に収まり姿は見えてきたものの、残像が目の奥おくにズキズキと痛い……

「いやはや、スゴイ後光です。さすがは主しゆ神しんですな」

　裁判長が感心した様子で言う……いやいや、アナタも主神でしょうに。

「証しよう神しんの名はゼウス、神しん格かくは２００３、神しん界かい電でん力りよくグループ総そう帥すいを務め……」

　フォルセティ検けん事じ神しんのセリフを遮さえぎるように、ゼウスさんは片手を上げた。

「この神界でワタシを知らん者などおらんよ」

　フォルセティ検事神は眉み間けんにシワを寄せ、

「余計な軽口を挟はさまないでいただこう」

　ゼウスさんはアメリカンな調子で肩かたを竦すくめた。

「カタイねえ、検事神クンは」

「……まあ、いい。証言を」

「オッケーだよキミィ、任せたまえよキミィ！」

　ゼウスさんは意気揚よう々ようと証言台に向き直る。

「そうだねえ、いつだったかねえ、あれは……」

　来るぞ、証言だ！

「まだイザナミが高たか天まが原はらの主神だった頃ころだから、随ずい分ぶんと昔の話だ……ワタシとイザナミは妙みようにウマが合って、色々と互たがいの愚ぐ痴ちを言い合ったりする仲だった」

　そんなに仲がよかったのか……ちょっとした知り合い程度の印象だったけど。

「そのときも、相談を受けたんだが……ン、あれはネ、ただの愚痴なんてモンじゃあなかったな。深刻な話だったよ」

　ゼウスさんはそこで、僕を一いち瞥べつしてニィッと笑った。

「……夫に妹ができたと、彼女は言ったんだ」

　僕はゴクリ、生なま唾つばを吞のみ込こんだ。菊きく理りさんの横顔もにわかに緊きん張ちようする。それは……当然、菊理さんのコトだろう。

「高天原の天あま津つ神かみは血統を重んじる、由ゆい緒しよ正しき一族だ。そこに新しい一員が加わったと聞いて、ワタシはオメデトウと言こと祝ほいだ……だがね、ン？　彼女は『何がめでたいものか』と言うんだよ。憎にく々にくしげな表情でね……」

「──ま、待てッ！」

　制止の声は、予想だにしなかった場所から飛んだ。傍ぼう聴ちよう席せきだ。

「ゼウス、き、キサマ……」

　にわかにざわめく神々の中、立ち上がったドぎついピンク色の姿……

「イザナギさん!?」

「兄さま！」

　僕と菊理さんは同時に叫さけんでいた。

　な、何する気なんだ、あのヒト？　刀に手を掛かけ、プルプルと震ふるえて……なんかヤバそうな雰ふん囲い気きだぞ！

「な、なんですか、傍ぼう聴ちよう神しん！　審しん理り中ちゆうですぞ！」

　裁判長が眉まゆを吊つり上げて咎とがめるのに一いち瞥べつすらくれず、イザナギさんはゼウスさんを火の出るような瞳ひとみで睨にらみつける。

「キサマまさか、『あのこと』を聞いたのか？　証言するつもりか、今ッ！」

　ゼウスさんは肩かたを竦すくめると、

「イザナギィ、久しぶりに会うというのに、なんだねその態度は、ん？　証言するとも。それが善良な神じん民みんの務めというモノだ……」

「──させぬッ！」

　イザナギさんは怒ど声せいを放つと駆かけ出した。腰こしだめに刀を構えながら向かってくる。傍聴席から悲鳴が上がる。

「う、うおッ！　け、警備員！　取り押おさえなさい！」

　裁判長が慌あわてて叫さけべば、隅すみで待機していた神々がすぐさま動き、イザナギさんへと殺さつ到とうしていく──が、イザナギさんが速い！　警備員たちの手をすり抜ぬけると、柵さくを蹴けって跳ちよう躍やくした。上空で抜き払はらわれた刀がギラリと輝かがやく──

　ゼウスさんがおもむろに左手を持ち上げた。人差し指と小指を立て、残りの指をくっつけた形で──パチリと中指を弾はじけば、空気を引き裂さくような雷らい鳴めいが轟とどろき、迸ほとばしった一いつ閃せんの雷光がイザナギさんの胴どう体たいを撃うち抜いた。背後へと吹ふっ飛び、壁かべに当たって倒たおれる。

　瞬しゆん間かんの攻こう防ぼうを、僕は啞あ然ぜんと眺ながめていた。

「に……兄さまっ！」

　菊きく理りさんが悲痛な声を上げた。

　ゼウスさんはガンマン宜よろしく、左手の指にフッと息を吹きかけ、

「殺してはおらんよ。少しシビレてもらっただけだ」

　倒れ伏ふしたイザナギさんへと警備員たちが群がり、外へと引きずり出していく……な、なんてこった、イザナギさん、大だい丈じよう夫ぶかな？　とんでもないコトしてくれちゃって……！

「……いやはや、驚おどろきましたな」

　裁判長が目を丸くしている。

「まったく、とんだ狼ろう藉ぜき者ものがいたものだ……」

　フォルセティ検けん事じ神しんは、信じられないという風に首を振ふる。

「ええ……では、審理を再開しますぞ。静せい粛しゆくになさってください！」

　裁判長が傍聴席を鎮しずめるため、カツカツと木き槌づちを叩たたく。

「ん、どこまで話したっけな？　ああ、そう、イザナミがなぜ、義理の妹の誕生を喜ばなかったかについてだったネ……」

　再び証言台に向かうゼウスさん。僕はにわかに緊きん張ちようした。イザナギさんがあんな暴挙に出た理由、菊きく理りさんに関かかわる秘密が今、語られようとしているんだ……静まり返った法ほう廷ていに、ゼウスさんの言葉が放たれる。

「そう、彼女は言った……『だってあの子、国くに津つ神かみの子なのよ』ってね」

　……く、くに、つ、かみ？

「あ、あの……それ、どういう意味ですか？」

　僕がおずおずと尋たずねれば、

「補足しておこう」

　フォルセティ検けん事じ神しんの硬こう質しつな声が返った。

「高たか天まが原はらは万ばん世せい一いつ系けいの大神を奉ほうじる土地だが、その内には二つの神じん民みんがいる。支配者たる天あま津つ神かみと、従属たる国津神だ。今では平和に暮らしているが、かつてこの二つの民は何度となく争った」

　天津神と……国津神……

「彼女、菊理姫ひめは、天津神ではなく国津神の血筋なのだ。平定された民が新たな支配者に、平和の礎いしずえとして差し出した……人ひと質じちだったのだ」

　……僕は思わず菊理さんを見た。その横顔は痛ましいほどに呆ぼう然ぜんとしていた。

　しばらく一いつ緒しよに過ごして、彼女からは、家族に対する並ならぬ愛情と、少しのさみしさが感じられた。『わたしは、家族はいくつになっても、仲良しがいいと思うのです』……そんなコトも言っていた。

　全部虚きよ構こうだったと知らされて……今、どんな気持ちでいるのか。

　ゼウスさんが言葉を継つぐ。

「イザナミは古風な女神でね、国津神が自分の血統に入るコトが許せんと言った。そのせいで最近、夫とも上う手まくいってないとね。『彼女さえいなければ』と、そう言っていたよ」

　ゼウスさんの言葉が菊理さんの心を抉えぐっていくのが、目に見えて分かった。菊理さんは段々と俯うつむき、もうその表情は前まえ髪がみに隠かくれて見えない……

　ゼウスさんは被ひ告こく神しん席せきを見て、薄うすく微笑ほほえみながら、

「菊理姫ちゃん、イザナミはキミを嫌きらっておった。感じたことはなかったかね、ん？　一族の中で自分だけが除のけ者にされていると」

「……そ、それは……そんな……」

　菊理さんが震ふるえる言葉を吐はく。

「だからキミは家を出たかったのではないかね？　イザナミはキミの夢を応おう援えんしてくれたそうだが、それはキミを追い出すための……」

「──やめてください！」

　ほとんど勝手に、言葉は口をついて出た。

　ともすれば怒ど声せいになってしまいそうで必死に押おし殺したが、それでも尚なお強い怒いかりの言葉が、波は紋もんとなって大気を震ふるわせるのを感じた。

　ハラワタがグツグツと煮にえくり返っていた。菊きく理りさんのために声を上げなければならないと思った。自分が国くに津つ神かみだなんて、彼女は知らなかったのだろう……でも、ずっと肌はだで感じながら生きてきたのだ。さみしさを。

　ゼウスさんと、その向こうのフォルセティ検けん事じ神しんを睨にらみ付ける。

「……彼女の尊厳をこれ以上傷付けることは、弁べん護ご神しんとして許さない」

　顔を上げた菊理さんと、一いつ瞬しゆんだけ目が合った。かすかに頷うなずいて見せる。アナタが顔を伏ふせたり、背中を丸めたり、申し訳なく思ったりする必要はない……何一つない。僕が守ります。

　フォルセティ検事神が眉まゆをひそめる。

「尊厳？　貴様の言う尊厳とは、少々叩たたかれたぐらいで折れ曲がるような軽々しい代しろ物ものか？　真の尊厳とは重厚なものだ。泥どろに塗まみれてなお輝かがやきを放つ。この程度で折れるようならば尊厳とは言わん！」

　僕は片手をテーブルに叩きつけた。

「アナタと口論をする気はないッ！　その証言のドコが被ひ告こく神しんの動機に関係するんですか！　むやみに秘密を暴あばきたて、被告神を追い詰つめるのがアナタのやり方かッ！」

　応じて熱くなる僕の口調に、フォルセティ検事神はふと肩かたの力を抜ぬいた。

「……フン、そうだな、その通り。関係はない」

　え……退ひいた!?

「……な、何を！」

「そもそも、被告神に動機はなかったのだ。当然、殺意もなかった」

　……な、なんだ、何が起きている……落ち着き払はらって何を言っているんだ!?　認めるっていうのか？　動機も殺意もないって、それは……彼女が無罪だというコトじゃないか！

　裁判長が法ほう壇だんから身を乗り出し、

「それは、どういうコトですかの!?」

　フォルセティ検事神が息を吸い、言葉にして吐はけば……それは、吹雪ふぶきのごとく法ほう廷てい内ないを凍こおりつかせた。

「殺意があったのは……被ひ害がい神しんの方なのだ」

　……え……ええええ!?　ちょ、ちょっ、それって、アベコベじゃないか！　殺された方が殺した方に殺意なんて……つまりそれは……

「被害神は被告神を殺害しようとし、返り討うちにあったと見られる。今の証言どおり、動機は十分にあった」

「し、しかしです、それが真相だとするならば……」

　裁判長の言葉に応じ、フォルセティ検事神は片かた腕うでを振ふり払った。

「そう……被告神は正当防衛であったというコトだッ！」

　なんだってえええ!?

　ざわめきに包まれる法ほう廷てい、裁判長が声を張る。

「し、静かに、はい！　気持ちは分かりますが静かに！」

　なっ、なんてコト……検察側が正当防衛を主張してくるなんて！　こっ、こんな大だい胆たんな手をとるのか……フォルセティ検けん事じ神しん！

「ちょっ！　ま、待ってください……」

　僕は眉み間けんに人差し指を押おし付け、急いで思考を纏まとめる……

「……その主張では、ええと……なぜ被ひ害がい神しんは被ひ告こく神しんをパーティーに呼んだのですか！　殺したいほど嫌きらっている相手なら、普ふ通つう呼びません！」

「消去法だ」

「しょ……消去法？」

「貴様も先日言ったように、被害神は体てい裁さいを気にする女神だった。夫とその妹、どちらも呼ばなければ、出席者に不仲を勘かん繰ぐられる恐おそれがある。自分をストーキングしている夫を呼ぶよりは、その妹を呼ぶことを選んだのだ」

「や、それって、おかしいですよ！　殺意を持つほどなのに！」

「これは計画殺さつ神じんではない。事件当日、被告神が被害神の家を訪れたとき、被害神は初めて殺意を持ったのだ。自分の話したくないことを聞きに、被告神は何度も訪れる。しかも結界が通じない……残された手は一つ」

「ぐっ……じゃ、じゃあ、菊きく理りさんがどうして現場に行ったかの説明は！」

「被告神は、兄夫妻の不仲に薄うす々うす気付いていたそうだ。被害神が蘇よみがえってから幾いく度どか、詳くわしく話を聞くために被害神宅を訪れている。パーティーの夜も同じ理由だろう」

　ぐ、うぐぐ……準備万ばん端たんって感じだ……！

「……どうした、もう終わりか」

　テーブルに両手をついて思考する僕を、フォルセティ検事神が睥へい睨げいしてくる。その瞳ひとみは冷たいが、何らかの意図を感じさせた。言下の声が自然と伝わってくる──「おとなしく、この提案を吞のんでおけ」と……そう、正当防衛が立証されれば、罰ばつからは逃のがれられる。しかしそれは罪を認めてしまうコトだ。

　僕は菊理さんを見る。

　菊理さんの方は、僕を見てはいない。ただチョコンと座っている。背せ筋すじを伸のばして顔を上げ、前だけを見て……彼女は開廷前、僕が言ったコトを守ってくれているんだ。きっと俯うつむきたいほどツライはずなのに……堂々としていてくれ、と。

　彼女は……戦っている！

「な、なるほど……事件の裏にあった動機とは、すなわち神族紛ふん争そうであった、と……これは説得力があるように思いますのう」

　納なつ得とく顔がおで頷うなずいている裁判長へと、僕は背せ筋すじを伸のばして告げた。

「……ゼウスさんに反対尋じん問もんをさせてもらいます」

　検察側の防ぼう御ぎよは堅かたい。挑いどむとすればコッチだ。

　フォルセティ検けん事じ神しんはやれやれと肩かたを竦すくめている──交こう渉しようは受けません。真実を曲げることは、誰だれにもできない。それが天地の理ことわりですから。

「ん、なにかね？　ワタシの思い出話にケチでもつける気かね？」

　事の成り行きを楽しげに見守っていたゼウスさんがからかい口調で言うのに、僕はつとめて冷静に口を開いた。

「ええ。でもその前に……弁護側には一つの疑問があります」

　正当防衛であるという主張は、菊きく理りさんに動機がなくても成立する、掟おきてやぶりの一手だ。それ以外の全すべてが菊理さんの犯行を示している中、彼女を罪に問うコトだけを考えれば、恐おそろしく有効な手と言っていい。

　……正直、追い詰つめられている。これを崩くずすにはもう、前提を覆くつがえす以外にない。何一つ証しよう拠こはないけど、言うしかない。

「ふむ、なんでしょうか？」

　裁判長の言葉に、僕は堂々と胸を張る。

「被ひ害がい神しんの死因について、です」

「……なんだと？」

　フォルセティ検事神が眉み間けんにシワを寄せた。

「被害神は火に焼かれて死んだのではなく、感電死したのではないでしょうかッ！」

　ざわめく法ほう廷てい。身を乗り出す裁判長。

「な……な、何を言っとるんです、貴方あなた！」

「七枝灯メノラーは凶きよう器きではなく、あくまで結界用神具に過ぎなかったと、弁護側は考えます」

　僕はゼウスさんを見つめながら続ける。

「証しよう神しん、以前アナタの会社である神しん界かい電でん機きで製造された電化製品によって、感電死事故が起きたコトがあったそうですね？」

　スイッチ点つけっ放しだったゼウスさんの笑顔が、ピクリと点てん滅めつした。

「……終わった事件だよ、弁べん護ご神しんクン」

　フォルセティ検事神の机叩たたきが炸さく裂れつする。

「貴様、検死報告書を見ていないのか！　現場からは火の手が上がったのだぞ！　感電死で大火事になるものか！」

　僕は首を振ふる。

「事件資料によれば、被害神たちの遺体は大部分が炭化し、中には激しく炎ほのおを上げて燃え始めた方もいらしたとか。すさまじい電気があれば、まるで大火に見み舞まわれたような遺体が残ることがある……僕が言いたいのはソレです」

　リバイアちゃんの加護があろうと、『電気』なら関係ない。また菊きく理りさんが七枝灯メノラーのパスワードを知っていた点も関係なくなる……凶きよう器きが『電気』ならば！

「──火が彼女を焼いたのではなくて、逆なのです！　感電死した彼女の遺体こそが火種となって、火事が起きたッ！」

　傍ぼう聴ちよう席せきでざわめきが巻き起こる中、僕は続けて言葉の弾だん丸がんを撃うち込こむ。

「ゼウスさん、神しん界かいでも有数の雷らい神じんであるアナタなら、同じような現象を引き起こすコトができるのではありませんか？　先ほどイザナギさんを撃ち落としたように！」

「──黄金法廷グリトニルの名に於おいて、異議を申し立てる！」

　来たか、フォルセティ検けん事じ神しん！

「裁判長、これは反対尋じん問もんとは言えん！　即そつ刻こくやめさせろ！」

　裁判長は厳おごそかに頷うなずき、

「う、ウム、そのとおり！　弁べん護ご神しん、証言からあまりにもかけ離はなれた質疑ですぞ！」

　さすがに対応が早い。しかし、攻せめ手を緩ゆるめるわけにはいかない。先の見えない真っ暗な道でも、全力疾しつ走そうするしかないのだ。こんな道しか先導できない自分が、弁護神としては情けない。菊理さん……スミマセン。

　そういえば、同郷の孫ソンさんという兵法家が昔『戦わないで勝つのが正道だよ？』みたいなコト言ってたけど……なら僕は、邪じや道どうの極きわみ。

　息を吸い込む。これが僕の……最後の弾丸だ。

「神界刑けい訴そ法ほう第七百二十八条、被ひ害がい神しん遺族である菊理姫ひめさんの法定代理神として……」

　開かい廷てい前に仰おつしやっていたとおり、勝負しましょう。

「──証しよう神しんゼウスを、真しん犯はん神しんとして刑事告発します！」







　傍聴席から幾いくつもの驚おどろきの声が上がったが、裁判長もそれを注意することすら忘れて、口をあんぐりと開けていた。菊理さんも目を丸くし、フォルセティ検事神ですら固まっている。

「……やれやれ、だよ、キミィ？」

　ゼウスさんは笑顔をピクピクと明めい滅めつさせた。

「久しぶりにビリビリッとキタよ、ん？　冗じよう談だんではすまされんよ？」

　ゴールドな背広の表面に、パリパリと放電が走っている。その顔には、交流電流が直流電流に切り替かわったように、危険度を増した笑顔が浮うかんでいた。

　気け圧おされないように、僕はグッと両りよう拳こぶしを握にぎった。

「最初から、冗談のつもりはありません」

　火花を散らす僕とゼウスさんの横から、フォルセティ検事神の怒ど声せいが割り込んできた。

「……伏フツ羲キ弁べん護ご神しん、貴様は弁護神として最悪の、唾だ棄きすべき手を使ったッ！」

　その表情には、怒いかりと侮ぶ蔑べつがある。

「被ひ告こく神しんへの追つい及きゆうを逸そらすという、ただそれだけのために善意の証しよう神しんを告発するなど……法を司つかさどる神のすることではないッ！」

「それは──」

　僕の言葉を遮さえぎって、フォルセティ検けん事じ神しんの拳こぶしがテーブルを叩たたきのめした。天てん秤びんが天てん井じように達するほどの飛ひ翔しようを見せた。

「違ちがうと言うなら証明してみせろッ!!　できなければ間違いでしたでは済まさんッ!!」

　深呼吸を、一つ。

「……分かりました。証明してみせます」

　再び笑顔のスイッチを入れたゼウスさんは、フォルセティ検事神の剣けん幕まくをニヤニヤと見守っている。彼をこの法ほう廷ていに繫つなぎとめているものは、依い然ぜん、検察側の証しよう神しん喚かん問もんという権限だけだ。証言に反対尋じん問もんをするという形以外、僕には基本的に発言権がない。まずは、先の証言を犯行に結び付けなければ……

　……あるんだ、一つだけ……ただこれは、自分でもどうかと思うほど無む茶ちやな推論だ。天地の理ことわりを無理矢理繫いだだけの、細すぎる橋だ。裏付けが全くないので、橋と言うより単なる糸といった感じだが……

　繫いだのは三つの点だ。一つは、被ひ害がい神しんであるイザナミさんがなぜ、自宅に電化製品を置かなかったのかという点。次に、ゼウスさんを守っているモノ。権力とは違うもう一つの、彼への悪評を全すべて封ふうじ込こむ『力』について。最後に……彼がなぜ、姉さんにしか話していなかった、僕の狙ねらいを知っていたか。

「……ゼウスさん、イザナミさんとはかなり仲が良かったんですね？　権けん威いを以もつて立つ天あま津つ神かみの一員が、外部の神に内部事情を話すというのは、相当な信しん頼らいがあったと思います」

「ん、まあね……互たがいに若かったしね」

　ゼウスさんは全身から小さな放電を生み出しながら答える。

「そう、互いに。アナタもイザナミさんに色々なコトを話したのではないでしょうか？　仕事や私生活の愚ぐ痴ちや、将来の夢などを」

「まあ、そうだがね……ん？　それがどうしたと言うのかね？」

「……検察側、僕がゼウスさんを告発するというこの流れ、想定していました？」

　僕が問いを向ければ、フォルセティ検事神は苛いら立だたしげに、

「していたらこれほど驚おどろいておらんッ！」

「ですよね……この狙いを話したのは、司法長官をしている姉にだけです」

　僕が言えば、裁判長が目を丸くした。

「えっ！　貴方あなた、長官の弟さんなんですか!?」

「ええ、まあ……隠かくしているワケではないんですが、姉さんも僕も自分から明かすことはそうないです」

　互たがいの仕事に支障があるといけないから、という理由だ。裏で繫つながってるとか思われるとちょっと問題だから。そんなコトないんだけど……

「ゼウスさんはこの二つ、僕の狙ねらいと素す性じようをご存知でした。そして先ほどゼウスさんは、菊きく理りさんに向かって、『イザナミさんが彼女の夢を応おう援えんしていたコト』を語りました。それはずっと、被ひ告こく神しんが胸に秘めていた想おもいだったハズなのです」

　菊理さんに目を向ければ、菊理さんも僕を見ていた。口元が幽かすかに動く──ひみつ、こうつうけん……そうです。アレは僕とアナタの秘密だった。

　一つ一つ、天地の理ことわりを繫いでいく。

「……かつて神しん界かい電でん力りよくは訴そ訟しよう事件に巻き込こまれ、金銭的に、そして風評的に大ダメージを受けました。しかし異常ともいえる速さで復活し、未いまだに事業拡大を続けています」

　ゼウスさんの顔からは……笑みが消えている。

　僕は手ごたえを感じながら続ける。

「もう一つ、腑ふに落ちないコトがあります。イザナミさんは対外的には文化的な生活をしながら、住居には決して電化製品の類たぐいを置こうとしませんでした。主しゆ神しんの座にあったときは高たか天まが原はらに電気を引くことにすら反対していたそうです」

「……いい加減にしないか、弁べん護ご神しん」

　フォルセティ検けん事じ神しんの冷たい声が、僕の言葉を阻はばむ。

「やれ証しよう神しんが情報通だの、訴訟に巻き込まれただのと……今回の事件とは何の関かかわりがあると言うのか。世間話はカフェテリアでやれ。ここは法ほう廷ていだ」

「そうですぞ、弁護神。関係の無い話は慎つつしんでくだされ」

　裁判長の叱しつ咤たも飛ぶ。

「関係あるんですよ。全部ね……」

　最後の一点へと、糸は繫がる。

「ゼウスさんはかつて、イザナミさんに自分の夢を話したんです。将来の夢……いや、夢と言うより、構想、かな……神界全土を情報的に掌しよう握あくするという、遠大なプラン」

　僕はゼウスさんを見み据すえる。

「──神しん界かい電でん機き製の電化製品には、情報収集のための機器、すなわち、カメラや盗とう聴ちよう器きの類が仕込まれているのです！　そのコトを知っているイザナミさんを、アナタは生かしておくワケにはいかなかった！　それが動機です！」

　……誰だれも、何も言わなかった。静まり返る法廷には、戸と惑まどいの空気が漂ただよっている。

　カチリという音が聞こえた気がした。ビカビカフラッシュ、ゼウスさんの笑顔。

「はっはっはァ、なかなか面おも白しろいよ、キミィーッ！　ん？」

　まっ、眩まぶしい！　睨にらんでたからマトモに目め潰つぶしを食らっちゃったよ！

「少し付き合ってあげようかね……菊きく理り姫ひめちゃんの想おもい？　イザナミから聞いてたんだよ。司法長官とキミの関係については、社交界で聞いた。ワタシは主しゆ神しんだからね、話を聞く機会は多いのさ。ワタシに対するこの不ふ遜そんな作戦については、バリバリ明めい晰せきな頭脳をもってすれば容易に想像できた」

「う……！」

　ぐぐっ、そうなんだ……どこかで聞いたと言われたら、それまでなんだよ……

「陰いん謀ぼう論ろんもいいところだねえ。話としては面おも白しろかったが……ん？　ワタシには潰つぶす時間もないんだよ」

　ゼウスさんはやれやれと首を振ふり、

「裁判長クン、分かったろう？　夢を語ったのはワタシではなく、弁べん護ご神しんの方だ。これ以上ワタシの時間を浪ろう費ひさせないでくれたまえ」

「ふむゥ……そうですのう……」

　裁判長は眉み間けんにシワを寄せている。

「何を悩なやむのかね、キミィ。犯はん神しんは菊理姫ちゃん以外ないじゃないか。電光石火で木き槌づちを打ち鳴らし、ワタシを自由にしてくれ……空あいた時間でゆっくり温泉にでも入りたい」

　尋じん問もんが始まる前、既すでに結構納なつ得とくした顔だった。僕の語った推論はまだ穴だらけで、神族紛ふん争そうの末の正当防衛という検察側の証明には、全然及およんでいない。裁判長は今にも木槌を振り下ろしてもおかしくない……ナントカしないと！

「──残念だが……」

　フォ、フォルセティ検事神！　決めに来たか！　や、ヤバイ……今どこか叩たたかれたら、そのまま終わりかねない！　やばい、ヤバイヤバイ……

「温泉はまた今度にしてもらおう、ゼウス」

「……、……えっ？」

　僕は呆あつ気けに取られ、ゼウスさんはカチッと笑顔を消した。

「……どういう意味かね？　検事神クン」

「非常に無ぶ様ざまで見苦しく、見るも堪たえない立証ではあったが……弁護神は貴様の証言を事件へと結び付けてしまった」

　そ、そんなにボロクソに言わなくても！

「既すでに貴様の証言は、第三者の証言とは言えなくなってしまった。神しん界かい法ほうのもと、告発を受けた刑けい事じ機構はその真しん偽ぎを全力で究明せねばならん。どれほど稚ち拙せつな立証だろうと、叩き潰してやらねばならん……もう少し付き合ってもらうぞ」

「……キミィ、弁護神の味方をするのかね？」

　パリパリと放電するゼウスさん。フォルセティ検事神の細められた瞳ひとみが、鋭えい利りな光を湛たたえてその姿を見み据すえる。

「私は誰だれの味方でもない。平等だ。あえて言うなら法の味方だ」

「……言っておくがね、ん？　ワタシは神の中の神、神しん界かいの支配者だよ？　ワタシの貴重な時間と、キミらのような二流神の時間が平等なワケがない」

　ゼウスさんは底知れぬ黄金の瞳ひとみで、法ほう壇だんを睨にらみ付けた。

「裁判長、早く審しん判ぱんを下してしまえ」

　裁判長はゆっくりと首を振ふった。

「……ここは法ほう廷ていです。貴方あなたは偉い大だいな神で、ここ以外の全すべての支配者かもしれない。しかしここでは違ちがいます。法の下に頭こうべを垂れて審しん理りを尽つくすのが、私たちの仕事です。どうかお付き合いくだされ」

「キミたち……はは、ははは……面おも白しろいねえ？　ん？　いいよいいよ……付き合ってあげよう。ワタシは軍神アレスよりは寛かん大だいだから」

　ゼウスさんの笑顔が数回点てん滅めつし、寿じゆ命みようの来た電球のようにフッと消えた。

「だが……外に出たら、覚かく悟ごするコトだよ」

　……平等……ここは平等……そう、だから僕は、この場所を目指したんだ……やや呆ぼう然ぜんとしていた僕へと、フォルセティ検けん事じ神しんは触ふれたら切れそうな視線を向けてきた。

「動機について、まだ続きはあるか？」

「え！　い、いえ……もうないです」

「フン、それでは動機の立証はできん。ただ貴様が疑いを抱いだいた経けい緯いを示しただけだ」

　フォルセティ検事神は酷こく薄はくな笑みを浮うかべた。

「偉えらそうに語ったからには当然、動機以外についても用意があるのだろうな？　証しよう神しんは事件発生時刻、現場から走って二十分ほどの温泉宿にいた。そして現場には結界があった。この二つの事実をどうする？　さあ、掛かかって来い、捻ひねり潰つぶしてくれるッ！」

　う、うぐぐ、どうしよう！　全然思いつかなかったんだ……動機だけでゴリ押おせるかと思ってたのは、さすがにアマかった……

「ぜ、ゼウスさんは……温泉宿の近くに、自社のヘリを待機させていた……んでは、ないでしょうか、ね！」

　……う、フォルセティ検事神の目が冷たい……

「フライトプランが出ていない。操縦士は待機中、ヘリポートの近くの喫きつ茶さ店てんに居たと証言が取れている」

　ズバリ、ズバリと切り伏ふせられる……う、ぐぐぐ……

「じ、事件当時、証神が入っていた温泉は貸し切りでした、例えば……そう、温泉に誰か協力者がいたとしたら！」

「そんな協力者は見つかっていないし、温泉には証神以外近付いていないと、温泉宿の従業員の証言もある」

　うぐゥッ！

　片手で額を拭ぬぐい、別の可能性を模も索さくする僕へと、フォルセティ検けん事じ神しんは続ける。

「そもそも協力者がいたとして、主しゆ神しんの神しん力りよくすら弾はじく結界をどうするのだ？　七枝灯メノラーの結界は先日貴様と被ひ告こく神しんがやってみせたように、火が消えれば消しよう滅めつする程度には脆もろいものだ。内側からはな。だがその分、外からの働きかけにはすこぶる強い」

「そ、それは、それは、その……ム……いや……」

　ムチのようなモノで！　無理だ、部屋の中だ……ええと、だったら、結界が張られる前に紐ひもを結んでおく……いや、イザナミさんが気付かないワケがないし！

「え、ええと、あの……な、ナントカして！　結界を、超こえて……」

　しどろもどろの僕に、

「は、ははは、あーはっはっはァ！」

　ゼウスさんは腹を押おさえて笑った。

「検けん事じ神しんクン、キミィ、ワタシにコレを見せたかったのかね？　ん？　滑こつ稽けいだよ！　ウァははは、ナントカして神が殺せたら、皆みなが犯はん神しんだよキミィ！」

　傍ぼう聴ちよう席せきからも笑い声が漏もれる……ぐぬッ、必死なんですよ！

　ま、まあ、笑われている間に考えを纏まとめよう……距きよ離りもあって、結界もあって……こんなのホントに鉄てつ壁ぺきだ！　何度考えても無理だ……ならどうする？　どう考えるべきか？　ゼウスさんが独りで温泉に入っていたコトは、前提の事実と考えるしかない……

「はははは……アァ、笑わせてもらったがね、ん？　もういいだろキミィ？」

　ゼウスさんが肩かたを竦すくめて言うのに、全然笑っていないフォルセティ検事神は眉み間けんを揉もみ、

「……時間の無む駄だ、か」

　温泉に入った状態から、被ひ害がい神しんを殺す？　そんなの絶対に無理だろ……時限爆ばく弾だんでもない限り……時限爆弾……あっ……ちょ、ちょっと……待てよ？

　遠くの神を殺すコトだけを考えれば、ゼウスさんには……できたんじゃないか？

「ちょっと待ったーッ！」

　僕は慌あわてて叫さけんだ。コレだ、コレならなんとか……

「む、なんですか、弁護神？　もっと面おも白しろいコトでも？」

　裁判長へと首を振ふる。

「ゼウスさんにとっては面白くない話かもしれません。先ほど申し上げたとおり、神しん界かい電でん機きの古い電化製品には危険な不備がありました。多数の神を感電死させた不備です……」

「異議を申し立てる！」

　フォルセティ検事神が怒ど鳴なる。

「またそれか、何度昔の事件を蒸むし返すつもりだ！　くだらん印象操作をするな！」

「今回の事件に関係があるんですか？」

　裁判長の問い掛かけへと、力強く頷うなずいてみせる。内心ハラハラしているが……

「はい、あるハズです！」

「自信があるのかないのか分からない返答ですが……まあ、イイでしょう。検察側の異議を却きやつ下かします。続けてください」

　フォルセティ検けん事じ神しんは舌打ちをし、僕は咳せき払ばらいを一つする。

「……その不備とは、室温が一定以上になると爆ばく発はつ的てきな放電が起きるというモノでした。ゼウスさんはコレを利用し、温泉にいながらにしてイザナミさんを殺さつ神じんしたのです！」

　ゼウスさんの笑顔がパチリと消えた。

「……なんてシツコイんだよ。辟へき易えきするよキミィ」

　フォルセティ検事神がやれやれと息を吐はく。

「軽あがきもここまでくれば、ある意味立派だな……先ほど自分で言ったではないか。現場には電化製品の類たぐいは一切なかったのだ」

　え、あ……そ、そうだ……いや！　ある、一個だけある！

「あったんです、たった一つ……エレキ琵び琶わがッ！」

「ヌッ……！」

　フォルセティ検事神が僅わずかに仰のけ反った。

　裁判長が身を乗り出す。

「し、しかし、現場には電気が通っていなかったんでは？」

　電気が、通っていない……クッ、そうだ……

「で、電気が通っていなければ、エレキ琵琶で感電死はしないんでしょうか!?」

「そりゃあ、しないでしょう。電源が無いんですよ？」

　裁判長が呆あきれた様子で言う……う、うう、困った！　僕は急いでカバンから資料を取り出し、証しよう拠こ目録をチェックし始める。何か、他に何か……電化製品……

「──いやー、すると思うよお？」

　眠ねむたげな声が法ほう廷てい内ないに響ひびき、傍ぼう聴ちよう席せきが騒さわがしくなる……この声は!?　手帳から顔を上げて傍聴席を見れば、サラスバティーさんが片手を上げていた。

「え、するんですか!?」

　裁判長が目を丸くする。

「うん、コンデンサが付いてっからねえ……電気を調節して音を変化させるの。あれ結構電気溜ためてるから、ビリッてくるのよ」

「は、はあ、そうなんですか！」

「裁判長、何を感心しているのかッ！」

　フォルセティ検事神が机を叩たたいた。

「証しよう神しんでもない傍ぼう聴ちよう神しんの発言は証しよう拠こにならん。審しん判ぱん妨ぼう害がい罪ざいで摘つまみ出せ！」

「異議アリです！」

　僕はすかさず声を上げる。

「述べられたのは普ふ遍へん的てき事実のみで、これは野や次じでもなんでもない！　なんなら弁護側が証神として喚かん問もんします！」

「まあ、そうですね……一度は大目に見ましょう」

　裁判長がそう言って、ホッとため息。

　ゼウスさんを盗ぬすみ見てみれば、目を細めて傍聴席を眺ながめていた。余よ裕ゆうがないような、あるような、不思議な表情だ。

　僕は背せ筋すじを伸のばし、

「神しん界かい電でん機き製の旧型コンデンサーなら、十分な殺さつ神じん能力を持つ電気を溜ため込こんでいた可能性があると、弁護側は考えます！」

　言葉を発しながら次の手を考える。細い道をフルスロットルで疾しつ走そうしているような気分だった。いつコースアウトするか分からない恐きよう怖ふに堪たえながら。

「む、むう……これは……」

　裁判長が呻うめいた。

「まあまあキミィ、落ち着きたまえ、弁べん護ご神しんクン」

　うっ、眩まぶしい！　ゼウスさんが光った！

「確かにねキミィ、神界の電化製品はアングラなモノでなければ、全すべて神界電機製だ。だがね、電解液が漏もれて放電を起こすには、一定以上の気温が必要なんだよ？　なぜイザナミの家で放電が起きたのかね？」

　余裕の笑みの裏に、敵意が見え隠かくれしていた。近付いている……か？

　僕は思案する……なぜ、イザナミさんの家で、か……そう、そうだ、うん、イザナミさんの家は……かなり特とく殊しゆな造りだった、これかもしれない！

「……イザナミさんの家は、全部屋に湯船がついているという特殊な造りでした。湯気がコンデンサを温めたのではないでしょうか」

　ゼウスさんは指を振ふる。

「普ふ通つうの風呂の湯気ぐらいでは、あの事故は起こらんよ、キミィ」

　えっ、そうなの!?

「……そ、それは……確かですか！」

「ナンならレポートにして提出してやってもいい。事故対応でウチの調査班も随ずい分ぶんと調べたんでね。ん？　風ふ呂ろが沸ふつ騰とうでもしていれば別だが、とても入れる温度ではないよ」

　ゼウスさんの語り口は、まだ余よ裕ゆう綽しやく々しやくって感じだった。

「聞けばイザナミは風呂に入ろうとしているときに殺されたそうじゃないか。その段階で沸騰していたとは思えんが？」

　ぐ……ぐうっ、さすがは神しん界かい随ずい一いちの雷らい神じん！　電気関係には詳くわしいし説得力がある。コースアウトの悪お寒かんが、足元から無数の虫のように這はい上がってくる……

「……証しよう神しん、弁べん護ご神しんの質問に、勝手に答える必要はない」

　フォルセティ検けん事じ神しんの忠告に、ゼウスさんはカチリと笑顔スイッチを入れた。

「いやァね、追い詰つめるとまた面おも白しろいコトを言ってくれるんじゃないかと思ってね」

「そもそも動機からして不ふ鮮せん明めいな立証。筋だけは無理矢理通しているが、それだけだ。我々はただ泰たい然ぜんと構えていればよい……そうだな？　裁判長」

　ぐ、ぐうっ……！

　結界は神しん力りよくすら通さない。外からの操作で起き爆ばくさせるコトはできない……テーブルに両手をつき、思案する僕の額から脂あぶら汗あせが垂れる……

「ウム、そうですな……弁護側、何かありますか？」

「い、いえ……今のところは」

　考えなければ。部屋の温度が上がっていた理由……風ふ呂ろが沸ふつ騰とうしていた理由……

「そろそろ審しん理りも終わりが近いように思います。私から、少し整理しておきましょうか」

　思考に埋まい没ぼつする僕を置いて、裁判長が語り出す……

「この案件は、突つき詰めれば、被ひ害がい神しんがどのように死んだか、というモノだったように思います。焼死だったのか？　それとも……感電死だったのか？　焼死であったなら、犯はん神しんは菊きく理り姫ひめさん以外はありえない。弁護側は、感電死と主張しました」

　……なんとか……なんとか、ここまで繫つないできたのに……何一つ足元に確かなものの無い状態で、まさしく綱つな渡わたりを続けてきた。道の先があると信じて。この道は行き止まりだったのだろうか……いや、諦あきらめない……

　点と点を繫ぐんだ、細い糸でもいいから……温度、温度が上がっていた……温度を上げるコトが……できたのは？

　……僕は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで、傍ぼう聴ちよう席せきを見た。緊きん張ちようの面おも持もちで法ほう廷ていを見続けている、とても男だん神しんとは思えない美しさの姿を。

　た、例えば……例えば……イフリートさんが、現場の近くに居たら、どうなる？　神力の影えい響きようは届かなくても、周囲の空気の温度が上がれば……家の中の温度も必然的に上がるんじゃないだろうか？　そんな……

　い、いや、僕は……何を考えてるんだ！　イフリートさんが……犯神なんて、今いま更さら！　で、でも……それ以外……いやいや、一度信じたヒトを疑うなんて……

　んっ!?　あれ、イフリートさん、なんか……慌あわててる？　キョロキョロして……

「──みゅ！」

　響ひびいた鳴き声に、弾はじかれたように顔を向けた。オ……オマエ……！

「ま、まあ、リバイアちゃん……？」

　菊きく理りさんが、弁べん護ご神しん席せきのテーブルに乗った丸っこい姿を見て呟つぶやいた。傍ぼう聴ちよう席せきでイフリートさんが口に手を当ててアワアワしている。どうやら、勝手に乱入してきたみたいだな……

　リバイアちゃんは僕を見上げ、

「みゅみゅ！　みゅみゅみゅん！」

　コ、コイツ、なぜ懸けん命めいに鳴いているんだ……な、何かを語ろうとしている、のか？

「みゅみゅ、みゅー！」

　どうしよう、サッパリ分からん……でも、訴うつたえたいコトがあるなら！

「……べ、弁護側は……このリバイアちゃんを、証しよう神しん喚かん問もんします！」

　僕は咄とつ嗟さに言った。ワラにもすがるとはこのコトだ。

「「「は？」」」

　裁判長、フォルセティ検けん事じ神しん、ゼウスさんがハモッた。

「い、一応は神ですから、証神として喚問できますよね！」

　僕が言えば、

「いやまあ、神しん法ほう上じようはそうですが……」

　裁判長は戸と惑まどい、

「貴様、ついに狂くるったのか？」

　フォルセティ検事神は僕を罵ば倒とうし、

「キミ、そこまでいくと笑えんよ、さすがに……」

　ゼウスさんはヒいた。

「そもそも、ええと……喋しやべれるんですか、ソレ？」

　裁判長の発言に、僕は食いついた。

「鳴いてますからね！　もうこれはある意味、喋っているようなモノです！」

「は、はあ……そう、ですね……まあでは……神法上問題はないので……ゼウスさん、ちょっと横に退どいていただいて……はい、その辺りに」

「ペットと遊んでおる時間はないんだがねえ」

　ゼウスさんがブツブツ言いながら空あけた場所へと、リバイアちゃんはテテテと走っていくと、証言台の上にチョンと乗り……語り始めた。

「みゅ！　みゅ！　みゅみゅんみゅん！　みゅみゅんみゅみゅん！」

　脳みそがトロケそうな感じになる鳴き声をひとしきり発し終えると、フンと鼻息を噴ふいて誇ほこらしげな顔つきをした。

「かっ……かわいいっ……！」

　菊理さんが、今日の苦痛の全すべてを一いつ瞬しゆん忘れた表情で頰ほおに手を当てて呟つぶやいたが、その他の法ほう廷てい内ないの全員が、僕を白い目で見ている気がした。イヤな沈ちん黙もくが舞まい降りる……

「……だ、そうです！」

　僕はもう、ヤケクソ気味に言った。

「……これに、反対尋じん問もんをしろと？」

　フォルセティ検けん事じ神しんが証言台を指差しながら静かに言うのに、僕は目を逸そらしながら、

「どうぞ……」

「ふざけるのも大たい概がいにしろ貴ッ様ァ！」

　ヒイィッ!?　ふ、フザケてはいませんよ、僕も必死なだけで！

「みゅ！」

　怒ど鳴なられたリバイアちゃんが、驚おどろいて逃にげてきた。菊きく理りさんの膝ひざに乗って震ふるえている。

　フォルセティ検事神は金の髪かみをかき上げると、苛いら立だちの息を落とした。

「裁判長、もういい、早く判決を──」

「──あのさー……」

　傍ぼう聴ちよう席せきから、眠ねむたげな声が割り込こんだ。

「ちょっといい？　アタシも証言したいんだ……」

　さ、サラスバティーさん！　え……よ、よし！

「か、喚かん問もんしますっ！」

　ええい、こうなりゃヤケだ、ワラが沈しずんだら次のワラを摑つかめばイイじゃない！

「……証言、っつーか……アタシ、ちょっと確かめたいコトがあってさあ……さっき手を挙げたのも、だからなんだけどさ……」

　いつもよりアンニュイな感じで語りながら、サラスバティーさんはエレキ琵び琶わを搔かき鳴らし始めた。髪が逆立ち、周囲のメンバーたちが音を合わせ始め、傍聴神たちが歓かん声せいと共に手て拍びよう子しを始める……な、なんだこれ……あまりにもカオスな状じよう況きようだぞ……

「コイツが、ヴィンテージ・ヘイケモデルさ……後こう輩はいに借りてきた。確かにコレにはフッキちゃんの言うように、大容量のコンデンサがついてる……あたしの本気の演奏に耐たえられるのは、コイツぐらいなんだ……ってワケで、全力でいくぜェーッ！」

　ウオオーッと傍聴席が盛り上がる。

「あの日ィ、あたしにィ、電話くれたね、嬉うれしかったよ！　アイムハッピー、だっていつもは大体あたしからのＴＥＬＬ！　自分は仕事で行けないって、エレキ琵琶あげたらどうだって、言ってくれたね？」

　メロディーに証言が乗って流れてくる。証言ソングだ！

「そんな短い会話でも、嬉しかったんだ！　ヘェイ、ゼウス……あたしは知りたいのさ、アンタ、あたしを利用したのかい？　ナイショの恋こいでもよかった……でもあたしは、道具にだけはされたくないロンリー女神ウェイ……」

　切なげな瞳ひとみでゼウスを見ながら歌い上げるサラスバティーさん。ああ、そうだ……そうなるんだよな。エレキ琵び琶わが凶きよう器きだったなら……彼女が関かん与よしていたというコトになるんだ。

「馬ば鹿かがッ！　黙だまっていろと言ったのに！」

　ゼウスさんは、ついに笑顔を完全に消し去った。怒いかりの形相でバリバリと放電を放つ。演奏がピタリと止やんだ。

「どっ、どういうコトです、証しよう神しん！」

「おっと……」

　裁判長が目を丸くするのに、ゼウスさんは放電を止め、苦笑スイッチをオン。

「キミィ、勘かん違ちがいするんじゃあないよ？　黙っていろと言ったのは、ワタシと彼女の仲のコトさ……ああ、腹立たしいよ本当に！　証神なんて引き受けなければよかったよ……」

「な、仲とは……」

「察したまえよキミィ！　恋こい人びと同士なんだよワタシらは！」

「し、しかし貴方あなたには奥おく様さまがいるはずでは？」

「だから不ふ倫りんだよフリン！　はあ、まッたく、何で言うかねえ……ヘイ、ハニーッ！　利用なんてしておらんよ、ワタシはただ善意で勧すすめたダケさ……本当サ」

　サラスバティーさんに向けて、優やさしい笑顔で両りよう腕うでを広げて語ると、ゼウスさんは一転して僕を睨にらみ付けた。

「……フン、ワタシに痛手を負わせて満足かね、弁べん護ご神しんクン？　善意でプレゼントを勧めるコトに問題でもあると言うのかね？」

「ぐっ……い、いえ……」

　どれほど怪あやしくても、善意だと言われたら……反証しようがない。僕はうなだれた……さ、最後のワラが沈しずんだ……

「いやはや、とんでもない公判になりましたなあ……」

　裁判長が首を振ふりながら、しみじみと言った。

「法も何もあったものではない。二度とは勘かん弁べん願いたいところだ」

　フォルセティ検けん事じ神しんがイライラと返す。

「弁護神、もうイイですかな？」

　よくないです！　全然よくない！　まだ僕は諦あきらめてません！　でも……発せられる言葉がないんだ……考えなければ！

　黙って脂あぶら汗あせをかいている僕へと、裁判長はヤレヤレと首を振り、

「結論は出たようですな……あらゆる可能性を加味して、それを消し去り……辿たどり着いたこの場所こそが真実であると考えます」

　……僕は法ほう廷ていを見み渡わたした。

　傍ぼう聴ちよう席せき……エレキ琵琶をぶらさげたまま、佇たたずんでいるサラスバティーさん。その表情は安あん堵どしているようでいて、どこか切なげな影かげを帯びている。イフリートさんは苦しげな表情だ。まだ罪悪感に苛さいなまれているのだろうか。彼は……いや、違ちがう！　彼はやってない……

　証言台、検けん事じ神しん席せき……満面の笑みのゼウスさん。勝利を確信しているのだろう。フォルセティ検事神は疲つかれたように眉み間けんを揉もんでいる。

　……そして、被ひ告こく席せき……菊きく理りさん。膝ひざの上にリバイアちゃんを乗せて、緊きん張ちようの面おも持もちで判決を待っている。まだ背せ筋すじを伸のばして、堂々としている。してくれている……

「では、判決を言い渡わたすとしましょう……」

　待って下さい……ああ、そんな……菊理さんはやってない！　やってないのに！　繫つながらない、点と点が、間を繫ぐ糸が見えない、どんなに細い糸でもいい……膝ひざが震ふるえる。眩暈めまいがする……僕は視線を彷徨さまよわせる。何か……何かを探して……

「当とう法ほう廷ていは被告神、菊理姫ひめを有罪とする。量りよう刑けいについては正当防衛も加味した上、追って審しん理りを……」

　そ、そん……な……

　裁判長が判決を読み上げていく中、誰だれもがそちらに注目しているとき──チャリン、甲かん高だかい金属音が耳に届いた。

　……グラグラする視界を動かせば、菊理さんの足元に、何かが輝かがやいているのが見えた。膝の上では、リバイアちゃんが異常なほどにトロケている。サラスバティーさんのエレキの演奏と、菊理さんの手て触ざわりのせいだろう、もう原形を成していない。ほとんど半はん透とう明めいの膝掛けストールのようになっていた。

　あれは……なんだ？　金属片だ……何かの部品か？　いや、違う……あれは……あ……あれは……あれは、まさかっ!?

　──そして僕は、全身の吐と息いきを振ふり絞しぼり、あらん限りの声で叫さけんだ。

「天地にコトワリ、我に異議ありっ!!」







「な……なんです、弁べん護ご神しん！」

　裁判長が不ふ機き嫌げんな声を上げる。

　僕は叫びすぎの酸欠でフラフラしながら、弁護神席を離はなれて菊理さんへと歩み寄った。

「ふ、伏フツ羲キさま……？」

　菊理さんが見上げてくる。僕の気配を察してか、トロケていたリバイアちゃんがビクッとして元の姿に戻もどった。

　菊理さんの肩かたに手を置いた。

「……アナタが真実をくれたから、ここまで戦い抜ぬけました」

「は……はい、感謝しております……本当に。ですが、もう……」

　悲しげな菊理さんの足元に屈くつし、金属片を拾い上げる。再び立ち上がったとき、眩暈がしてよろめいた。なんとか踏ふん張る。知ち恵え熱ねつが出てるっぽい……メガネを押おし上げ、

「まだですよ、菊きく理りさん。まだアナタは無罪になってない」

「え……」

　フォルセティ検けん事じ神しんは首を振ふり、

「……伏フツ羲キ弁べん護ご神しん、貴様のしぶとさだけは認めてやる。だが、もう諦あきらめろ。勝負はついた」

　僕は深呼吸をした。これが、本当に本当の、最後のチャンスだ。

「ええ、これで終わりにします。最後のあがきにどうか付き合ってください……」

　法ほう廷ていが静まり返っている。僕は静かに語り出す。

「ゼウスさんはサラスバティーさんに電話をし、エレキ琵び琶わをプレゼントさせるよう仕向けました。同時にイフリートさんにも連れん絡らくし、パーティーに出席するように命じました……」

　今や僕の脳内で、天地の理ことわりが完全なタペストリを描えがいていた。ついに完成したのだ。それを語るだけだ……

　あり得ざる全すべてを排はいしていけば、最後に残るのは驚きよう天てん動どう地ちの真実だけ。

「ご存知の通り、イフリートさんが激げき怒どすると、周囲の気温が上がります。ゼウスさんはそれを狙ねらっていた。イフリートさんとエレキ琵琶が一つところにあれば、放電が起きる可能性はグンと高まります」

　イフリートさんがエレキ琵琶の放電爆ばく発はつを誘ゆう発はつすることは確かだ……ならば当然、それを利用するだろう。

「……しかし、狙ねらい通りにはならなかった」

「それは……なぜ？」

　裁判長が訊たずねてくる。

「イフリートさんが怒おこらなかったんです。イザナミさんと会っても、もう以前のような怒いかりが湧わかなかったのか、それとも怒らないように気をつけていたのか……とにかくイフリートさんは理性で自分を律した。だから放電は起きなかった」

　計画は一度、失敗したのだ。

「イフリートさんから連れん絡らくを受けて……ゼウスさんは焦あせったコトでしょう。なぜ死んでいないのか？　と思った」

　ゼウスさんは証言台に佇たたずんでいる。目を細めて、僕を静かに見返しながら。

「……貴様！　その言い方では、まるで……」

　顔を歪ゆがめるフォルセティ検事神へと、頷うなずいて見せた。

「そうです……ゼウスさんは、イザナミさんだけを始末するつもりではなかった。パーティーに来た全員を殺してしまう計画だったのですッ！」

　エレキ琵琶が暴発放電する可能性が一番高かったのは、パーティー会場であったのは確かだ。それなら、それが一番の狙いだったというのが自然な考え方だ。

「そ、そんな大それた話があるかッ！」

　フォルセティ検けん事じ神しんの言葉に、僕は推察を返す。

「最悪、事故と主張するつもりだったのではないでしょうか。以前一度起きているコトですからね。殺意の有無を立証しづらくなります」

「う、ヌ……」

「計画が失敗して困ったゼウスさんは、その瞬しゆん間かんに別の計画を練ったのです」

　その頭脳、行動力……恐おそるべきものだ。計画通りにパーティー会場で放電爆ばく発はつが起きていれば、これほど複雑な話にはならなかっただろう。

「電話でイフリートさんに、『リバイアちゃんをプレゼントしろ』と命じてから、高速ヘリで高たか天まが原はらへ飛び……イザナミさんの家の水みず桶おけを壊こわした」

　イフリートさんがリバイアちゃんをプレゼントしたのは、パーティーが終わる寸前だったという。これはその書証に矛む盾じゆんしない。

　腕うで組ぐみ姿勢で、フォルセティ検事神は口を開く。

「言ったはずだ。証しよう神しんは宿から一歩も外に出ていない。そんな時間はなかった」

　僕は首を振ふる。

「いいえ、あったんです。ヘリポートから宿に到とう着ちやくするまでの三十分、犯行時刻からズレているのであまり気にされませんでしたが、この間ゼウスさんにはアリバイがないんです」

「ヌッ……だとしたら、なぜそんなことを！」

「それはこれから説明します……穢けがれを嫌きらうイザナミさんが、帰宅してすぐ入浴することを、ゼウスさんは知っていた。そして、温泉宿で温泉を貸し切って……待ったのです」

　法ほう廷ていは静せい寂じやくに包まれていた。

「なにを……待ったのですか？」

　菊きく理りさんがおずおずと問い掛かけてくる。僕は答えを口にする。

「リバイアちゃんの体が伸のびてくるのをです」

「……なんですって？」

　裁判長が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「リバイアちゃんは元々海の竜りゆうです。水分ならなんでも取り込こんでしまう。その性質をよく知っていたイザナミさんは、琵び琶わを弾ひいてリバイアちゃんの体を伸ばしたんです」

　菊理さんとイザナミさんだけが、リバイアちゃんを伸ばせたという。点と点を結ぶもの……それは文字通り、糸だったんだ。事件のあった夜、リバイアちゃんと言う名の糸が、現場と温泉を結んでいた。

「言ってみれば、温泉水を自宅まで運ぶホースにしたんですよ。先に認証されていたリバイアちゃんだけは、結界を通り抜ぬけるコトができましたから」

「みゅみゅ！」

　リバイアちゃんが声を上げる。肯こう定ていしてくれているように聞こえる……気のせいかもしれないが。

「水の肉体を通って、細い温泉水の管が運ばれていく……そこにゼウスさんは、多量の電流を流した。温泉水は通電して高熱となり、エレキ琵び琶わのコンデンサーをショートさせた……」

　僕は机を叩たたき、ゼウスさんを真っ向から見つめた。

「これが真相ですね？」

　ゼウスさんは肩かたを竦すくめた。

「……はァ、荒こう唐とう無む稽けいだねえ、弁べん護ご神しんクン」

　笑顔スイッチを入れて顔面を輝かがやかせながら、ゼウスさんは語る。

「そのキミの妄もう想そう全すべてが真実だとしても、それを立証する術すべはないんじゃないかね？　ん？　憶おく測そくでモノを語りすぎだよ」

「……アナタは完かん璧ぺきでした。唯ただ一つ、想定外の事故を除いて」

　決けつ闘とう前まえの荒こう野やにも似た気配が、僕とゼウスさんの間に漂ただよっていた。

「フン、その事故とは？」

「先月アナタは……奥おく様さまから送られたタイピンを失なくしたそうですね？」

「……トールが話したのかね？　イカンねアイツ……クビだ」

　ああ、スミマセン、トールさん……

「事件後、現場の近くには、大きな蛇へびが這はったような跡あとがたくさん残されていたそうです。世間じゃ近くの白蛇の神が逃にげ出したと思われていますが、僕が本ほん神しんから聞いたところによれば、逃げてはいないとのコトでした」

「守護神が逃げたら職務怠たい慢まんだ。誰だれでもそう言うだろう」

　フォルセティ検けん事じ神しんが言葉を挟はさんでくる。

「憶おく測そくに過ぎませんが……僕は突とつ然ぜん通電させられたリバイアちゃんが、ビックリして暴れた痕こん跡せきだと思うんですよ」

　僕は金属片を突つき出し、

「リバイアちゃんは暴れ、シッポでアナタを弾はじき飛ばした。そのとき、アナタの胸からコレが外れて、リバイアちゃんの中に落ちたんです！」

　それは、そう、『Ｚ』の字を象かたどったタイピンだった。リバイアちゃんの体の中で眠ねむり続けていた物証。菊きく理りさんの優やさしさと、サラスバティーさんの音楽が僕の前に顕あらわしてくれた、最後の真実だ！

　法ほう廷てい内ないがかつてないざわめきに包まれた。

「ぐ、グッ……ヌウゥッ！」

　ゼウスさんが全身を震ふるわせた。その体からバリバリと放電が起きる……や、やった、辿たどり着いたぞ、ついにここまで……

「──黄金法廷グリトニルの名に於おいて」

　ゾクゥッ！　僕の背せ筋すじが凍こおり付く……こ……この気き迫はくは！

「異議を申し立てる！」

　フォ……フォルセティ検けん事じ神しん……！

「け、検事神、なんでしょうか！」

　ゴクリと唾つばを飲みながら、裁判長が尋たずねる。

　フォルセティ検事神は僕の手元を指差して、

「そのタイピンは、確かにゼウスが落としたものと思われる。だが……それが犯行時に落とされたものであると、どうして言える？」

　う……うぐゥエええッ!?

「証しよう神しん、貴様は忙いそがしい合間をぬって白しろ蛇へび温おん泉せん郷きように通っていたそうだな？」

　フォルセティ検事神に訊たずねられ、ゼウスさんの表情にカチリと安あん堵どの笑みが戻もどる。

「ああ、そうだ、そうだとも、その通りだよ検事神クン！　ワタシもいつ、どこでタイピンを落としたのかハッキリしなくてねえ！」

「事件当日、温泉宿へと向かう道で落としたのかもしれん。あるいは、温泉宿で食事でもしているときにか……とにかく、いつか、どこかで落とされたソレを、放ほう浪ろうしていたリバイアちゃんが拾ったのだ」

　冷然と語られる言葉……さ、最後の最後で、立ちはだかるのか、やっぱりこのヒトが！

　確かに、これが事件当日、現場で落とされたものであると立証できないかぎり、僕が構築し語ってきた全すべては絵空事になってしまう！

「う、うぐうっ！」

　もう一歩、あと一歩なのに！　僕は脂あぶら汗あせダラダラでタイピンを眺ながめる。クッ、何か……何かないのか……このタイピン、すごく汚よごれてて地金もろくに見えないぞ！　これじゃあ何かあっても分からない……

　……いや、待てよ？　なんでこんなに汚れてるんだ？　ひと月リバイアちゃんの中にあったのに……この、タイピンにこびり付いたモノは……

　僕は……深呼吸をして、

「……そうですね。これが犯行時に落とされたモノである立証は、不可能です」

　ゼウスさんはニカッと笑った。

「やっと察したようだね、ん？　ワタシが犯はん神しんなどというのは、キミの妄もう想そうだと……」

「いいえ」

　僕はキッパリ首を振ふる。

「察したのは、アナタが犯神であるというコトです！」

　精せい一いつ杯ぱいの力を瞳ひとみに込こめて、ゼウスさんを見つめた。ゼウスさんの笑みが消える。

「……立証しろ」

　フォルセティ検けん事じ神しんは、静かに告げた。

「はい……このタイピンはとても汚よごれています……というより、何かがコビリ付いています。これは恐らく……電解した温泉水の成分だと思われます！」

　通電した温泉水の成分が、タイピンの表面にこびり付いたのだ。それはつまり……

「このタイピンが落ちたのが『犯行時刻ピッタリ』である立証は不可能です。しかし……このタイピンは、リバイアちゃんの肉体に通電が起きたことを証明しているんです！」

　フォルセティ検事神は、尚なおも静かに口を開く。

「その通電と証しよう神しんをどう結び付ける？　例えば……そうだな、電線に触ふれたのかもしれん」

　僕は首を振ふる。

「リバイアちゃんの体は、一時間ほどで内部が入れ替かわってしまうそうです。リバイアちゃんの肉体が温泉水になったのは、このひと月の間とみて間ま違ちがいはない。それ以前は神々の庭にいたワケですから」

「……そうなるな」

「リバイアちゃんの体は、ひと月の間、一時間だけ温泉水だった……そして『緋ヒ緋ヒ色イロ金カネ之の湯ゆ』には、ヒヒイロカネという特とく殊しゆなミネラルが含ふくまれています。もしこのタイピンにこびり付いている電解質に、その成分があったなら……」

「温泉水になっていた一時間の間に、タイピンを体内に含んだ状態で、通電していたコトになる、か……」

　フォルセティ検事神の厳冬の風は、今や僕の船の帆ほを張ってくれていた。

　そう……ゼウスさんがいつタイピンを落としても、リバイアちゃんが温泉水になっていた時間は、このひと月の間の定められた一時間の間。それが例えば複数回あったと仮定しても、その時間内に通電が起きる可能性は……ほとんどない。

「そう、その三つのバラバラな線を、一つに束ねる答えは──」

　僕は全すべての力を指先に込こめて、ゼウスさんを指差した。

「アナタが犯はん神しんという以外ありえないっ！」

　フォルセティ検事神は机に片手をつき、俯うつむいてため息をつくと、真まっ直すぐ顔を上げた。

「……見事だ」

　僕はゼウスさんへと続ける。

「さあ、ゼウスさん、検査してもらいましょう……最後の賭かけです。アナタと僕の」

「……ふふ」

　ゼウスさんがクッと口の端はしを上げた。

「ふ、ふ……ふふふ……ふふふふふ……」

　地じ獄ごくの底から込み上げてくるような笑い声……ゆっくりと両りよう腕うでを広げていく。観念するというには程ほど遠とおい仕草だ。

「……ワタシは分の悪い賭かけはせんのだ、弁べん護ご神しんクン」

　法ほう廷てい内ないにざわめきが奔はしった。

　こ、これは……認めた、のか!?

「……いやあ、驚おどろいた、驚いたよキミィ、ビリッときたよ。まさかね……神しん格かく２の低級神に、このワタシが追い詰つめられるとは思わなかった。いや……思えばミロクの弟で子しと聞いたときから、イヤな予感はしていた、か……ハアアァッ！」

　ゼウスさんの気き迫はくと共にすさまじい電流が放出され始め、僕は後ずさった。法廷内の全員の髪かみの毛が逆立ってる……あっ、裁判長のアフロだけ変わってない！

「ぜ、ゼウスさん、貴方あなたは!?」

　裁判長が放電の嵐あらしの中心へと声をかけるが、ゼウスさんは構わずに僕を睥へい睨げいした。

「だが、やりすぎたな……人であろうと神であろうと、我わが怒いかりに触ふれて無事で済んだ者はいない。畏おそれ敬え、荒あらぶる神のイカズチを！」

　ゼウスさんの全身からの放電が、その右手に集つどう。光が収束すれば姿が露あらわになった。背広とシャツをはだけ、ムキムキの上半身が露になっている。両目はビカビカと眩まぶしく輝かがやき、口から吐はく息はバチバチと火花を帯びる。

「──イフリート！　やれィッ！」

　怒ど号ごう一声、響ひびき渡わたる。

「え、え……で、でも！」

　イフリートさんがオドオドして返すのに、

「どうしたァ！　やれい！　店がどうなってもイイのか！」

　イフリートさんはダラダラと汗あせを流しながら呻うめき、

「う、うう、うううう……えええエイヤァッ！」

　やがて、ポシェットから黄金の塊かたまりを取り出した……あ、あれは……七枝灯メノラー！　証しよう拠こ品ひん倉庫から持ってきたのか！　いや、お手製のモノだってコトだし、二本目か！

「照らしてよ、リテラシー！」

　イフリートさんが叫さけびつつ、両手で七枝灯メノラーを掲かかげた瞬しゆん間かん、地を揺ゆする轟ごう音おんと共に爆ばく炎えんが上がり、瞬またたく間に法廷を取り囲んだ……ほ、炎ほのおの結界だ！

　傍ぼう聴ちよう席せきから幾いくつも悲鳴が上がる。

「い、イフリートさん!?」

　僕は焦あせって傍聴席に声を投げた。

「フッキー、ゴメンなさい……ゴメンなさい、ホントに……！」

　イフリートさんは泣きそうな表情で叫んでいる。

「……ほとんどキミの考えた通りだ、弁護神クン。恐おそれ入ったよ。イフリートはワタシに多額の借金がある。あんな店に客なんてそうそう入らんよ。いつも火の車で、ワタシが居なければ回らんのだ……店を守りたいなら、ワタシには逆らえん」

　ゼウスさんの両手には、恐おそろしいほどの輝かがやきが宿っている。

「ど、どうする気なんですかっ!?」

　僕が尋たずねれば、ゼウスさんは頰ほおを歪ゆがめるように笑った。バリバリと散る火花に照らされた笑顔は、背せ筋すじが寒くなるようなモノだった。

「決まっとるじゃないかね……キミらの流りゆう儀ぎに付き合ってやるのはここまでだ。証しよう拠こも証しよう神しんも何もかも、一つ残らず消し去るのみだ」

「き、貴様……なんという！」

　フォルセティ検けん事じ神しんの叫さけびを押おし潰つぶしながら、大だい音おん声じようが響ひびき渡わたる。

「黙だまれえィッ！　神しん罰ばつを受けて悔くいるがよいッ！」

　雷らい光こうが青白く輝いた。幾いく重えものイカズチがバリバリと大気を引き裂さき、ズドン！　ズドン！　と法ほう廷てい内ないに炸さく裂れつ！　傍ぼう聴ちよう席せき、直ちよく撃げきを受けた数柱の神々が吹ふっ飛ぶのが見えた……あっ！　フォルセティ検事神も吹っ飛んだ！　って、さ、裁判長、法ほう壇だんの後ろに隠かくれてる！　あのヒト一応主しゆ神しんなのに！

「どうだッ！　法など所しよ詮せん、弱者のたわむれよ！　暴力の前には何の力もないッ！」

　ゼウスさんの叫びに応じて、落雷はなおも威い力りよくを増していく。法廷警備員たちがゼウスさんへと向かおうとして、次々に発せられる雷撃に独り残らず吹き飛ばされてしまう……瞬またたきよりも早い電光が法廷内を暴れ狂くるう。

　クッ……ソオオッ！

　僕は身を竦すくませている菊きく理りさんの前に出ると、素早く胸ポケットに手を突つっ込こむ。

　雷光の荒あれ狂う一いつ瞬しゆんのウチに思い出す。神々の定めた運命から、悲劇の一いつ項こうを消そうとしていたあの頃ころを。神罰のイナズマを、浄じよう罪ざいの洪こう水ずいを、向こうに回して戦った日々を。

　……八はつ卦け盤ばんを取り出し、呪じゆ文もんロックを解除する。

「万ばん象しようを覗のぞき万ばん障しようを退のぞく──いざ在れ八卦陣ッ！」

　僕の周囲に薄うすく山河の気が立ちのぼった。陰いん陽ように分かれ両義を生じ、両義は瞬く間に八種類の気となる。うち一筋が、放たれる雷光に絡からみつきグニャリと曲げた──恐おそれ惑まどう神々の身を避さけて落ちる。八卦のうち、乾けんの一字は天を統すべる爻こうだ。この場合の天とは、天空に属する自然現象、すなわち落雷も含ふくまれる。

「……ムッ!?」

　眉まゆ根ねを寄せるゼウスさん。僕を睨にらみつける。

「なんだと……どうやってワタシのイカズチを！　神しん格かく２のクセに！」

「……八卦は人間が天地の理ことわりを解し、それを操れるようにと思って編み出した技法です。扱あつかうのにさほど神しん力りよくは要りません……」
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　僕は荒あらい息を一つ、ゼウスさんを睨にらみ上げた。

「アナタが暴力で来るというなら、僕は僕の『法』で抗あらがいます！」

　暴力なんて強くない。何度も見てきたんだ……思い知ってきたんだ。この世には、暴力では救えないモノばかりだって！

「ふふ……いいね、キミィ……そうしてワタシに抗った人々も、かつて地上にいたが、何人も消し炭になっていった……久しぶりだ、高こう揚ようするッ！」

　ゼウスさんは凶きよう暴ぼうな笑みを浮うかべた。

「ワタシのプライドがバリバリだよォッ！　カアアアッ！」

　ゴワゴワな髪かみとヒゲが、バリバリと雷らい雲うんの如ごとく放電を放った──直後、鼓こ膜まくが破れるほどの轟ごう音おんと共に雷光が周囲を薙なぎ払はらい、幾いくつもの悲鳴をかき消して荒れ狂くるった。僕の叫さけびも搔かき消えた。

　八はつ卦け陣じんは容た易やすく破れた。これはあくまで『人知』の力、『超ちよう常じよう』の力には到とう底てい及およばない。僕も衝しよう撃げきを受けて吹ふっ飛び、背中から弁べん護ご神しん席せきにめり込こんだ。

「ぐっ、はあっ……！」

　だ、ダメだ……陣で勢いを殺してもこの威い力りよく、強すぎる……傍ぼう聴ちよう席せき、倒たおれた神々が呻うめいているのが、霞かすむ視界に見える……くっ、メガネがフッ飛んじゃった……

「伏フツ羲キさまっ！」

　間近の菊きく理りさんが泣きそうな表情をしている。竦すくんだ体をなんとか走らせ、僕へと駆かけ寄ろうとしている……

　証しよう拠こも揃そろえた。論証もした……なのに、なのに、守れないのか！

　ゼウスさんは周囲の惨さん状じようを睥へい睨げいし、首を左右にコキコキと倒たおしながらバチバチと雷らい鳴めいの吐と息いきを吐はいた。

「ふゥむ、『雷霆ケラウノス』がなければこの程度か……あれは今、神しん界かい発電所で稼か働どう中ちゆうだから使えんのよなァ……仕方ないねえ」

　地を揺ゆらして歩み寄ってくるゼウスさん……ぐ、か、体がシビれて動けない！

　僕に肩かたを貸そうとしている菊理さんへと告げる。

「に、逃にげて……ください……！」

「絶対にイヤですっ！」

　頑がん固こ!?

　──と、ゼウスさんは菊理さんの背後、途と中ちゆうで足を止めるとおもむろに左手を振ふり、オロオロしていたリバイアちゃんを摑つかみ上げた。

「みゅ!?　ぎみゅっ！　ぎみゅうう！」

　苦しそうに暴れるリバイアちゃんを、ギュウギュウと絞しぼり始める。ゼウスさんの左手から放電が起き、リバイアちゃんの体表面を舐なめれば、その丸い体から水流が溢あふれ始めた。リラックスしているワケではないのに水が……放電でムリヤリ意識を遠のかせているのか？　なんてヒドイことをッ！

　リバイアちゃんから溢れ出る水が、法ほう廷てい全体をみるみる浸ひたしていく……なんでこんなコトを……水……電気……ハッ！

「ま、まさか……や、ヤバイッ……！」

　僕が焦あせって呟つぶやけば、ゼウスさんはリバイアちゃんを絞りながらこっちを見た。

「キミが立証したとおり、不純水は電気を通すからね……ワタシがこれから何をするか、察しの悪いキミでも理解できるだろう？」

「ぐ、ぐうっ……！」

　僕は明めい滅めつする視線を動かして乾かわいている床ゆかを探すが、既すでに水は全域を覆おおってしまっていた。部屋の隅すみでは炎ほのおの壁かべと水流がぶつかり合い、激しい水蒸気を生んでいる……

「逃にげ場などない。絶望だね、ん？」

　周囲の炎の壁……あれを……何とかしないと！

「い……イフリートさん！」

　足元がどんどん水に浸されていく中、菊理さんに肩を貸されながら、僕は必死で声を上げた。体はまだ満足に動かない。

「お……お願いです、炎の結界を解いてください、このままじゃ皆みな、感電死します！」

「だ、ダメ、ダメなのよ……アタシ逆らえないの！」

「どうしてですか！　ゼウスさんはアナタも殺そうとしてたんですよ！　今だってそうです！　アナタだけ助ける保証なんてない！」

　返事がない……

「無む駄だだ。裏切ればその瞬しゆん間かんに殺す。なあ、イフリート？　大切なモノを守るためなら、なんだってする。それは悪いコトじゃないだろう、ん？」

　ゼウスさんがリバイアちゃんを絞しぼりながら語る。イフリートさんをがんじがらめにしている暴力の恐きよう怖ふ、喪そう失しつの恐怖。その体現者たる威い風ふう。

　僕は異議を唱える。

「ち、違ちがいます！　大切なものだからこそ、正しい方法で守らなきゃ！」

　ゼウスさんが、臭くさいものを嗅かいだときのように、鼻の頭にシワを寄せた。

「フン、青臭いヤツだね」

　僕は構わずイフリートさんへと叫さけぶ。

「アナタは皆みなの笑顔を守りたいって仰おつしやってたじゃないですか！　こんなので皆さんが幸せになれるんですか！　お客さんの笑顔が守れるんですか！」

「ふ、フッキー……」

　イフリートさんの目が惑まどう。

「ダメよ、やっぱりダメ……アタシ、もうあんな、惨みじめな想おもいはしたくない……今のお店は、やっと摑つかんだ夢なのよ！」

　僕は奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。

「アナタの昔の夢が、惨めなモノだったなんて思いませんッ！」

　……昔の僕は間違っていたのか？　世界を救いたいなんて、大それた夢？　それが破れて、僕は全すべての力を失った。でも、あの想いがミジメだったなんて言えない。間違えたのは方法だけで、今も僕はあの頃ころの想いと一いつ緒しよに歩いている……

　あのヒトを解き放つんだ。ミジメだという思い込こみから。そのための証しよう拠こは揃そろってる。

「……アナタが今も身に着けてるその腕うで輪わや、お店のヒトたちに渡わたしてるアクセサリーは、イザナミさんが造ったものなんでしょう？　アナタはそれを捨てられなかった！」

　グネグネした不ぶ恰かつ好こうな……イザナギさんのモノと同じデザインの銀細工。

「ゼウスさんに言われたから行った、本当にそれだけだったんですか？　本当に嫌きらう相手に大切なリバイアちゃんを渡しますか？　忘れなかったんでしょう？　昔の夢を。ミジメだったからじゃない。それ以上に幸せだったから！」

　イフリートさんを見つめ、必ひつ死しに訴うつたえる。

「お願いです、炎ほのおの結界を解いてください！」

　返事が無い……僕は信じ抜ぬく、イフリートさんの善意を！

　シビレて動きづらい足を引きずって、ザブザブとしぶきを立てながら、弁べん護ご神しん席せきの後方に向かって歩いていく。近付くにつれて温度は高まり、痛いほどの熱……

「ふ、伏フツ羲キさま……？」

「な、なに……何する気……？」

　菊きく理りさんとイフリートさんの声に続いて、ゼウスさんの声が追ってくる。

「……フン、神しん格かく２が何をしたところで、その結界は破れんよ」

　ゴウゴウと噴ふきあがる炎ほのおの手前、炙あぶられながら半身に振ふり向けば、ゼウスさんがリバイアちゃんを投げ捨てるところが見えた。

　僕は、不安げに佇たたずむイフリートさんを見て……覚かく悟ごを、決める。

「……アナタは……誰だれかを傷付けられるヒトじゃありません」

　イフリートさんの表情が強こわ張ばった。

「ま……まさか、フッキー……！」

　炎の結界の壁かべに向き直り……

「フッキー、ダメ、お願い、やめてッ!!」

　──おもむろに右みぎ腕うでを突つき入れた。

「うっ、ぐっ、が、あああッ……！」

　唇くちびるから呻うめき声が勝手に飛び出し、叫さけび声に変わっていく。

「あ、ああっ、伏羲さま!?　いやあっ！」

「うぐ、ぐぐうッ……ぐ、うう、ああァッ！」

　菊理さんの悲鳴が響ひびく中、僕は呻き、叫びながら、体を進めていく……

「やめてフッキーッ！　死んじゃうわよおッ！」

　イフリートさんの叫びを、ゼウスさんの哄こう笑しようが押おし潰つぶす。

「ふはははッ、なんだ、一体何のつもりだ！　馬ば鹿かだねキミィ、心底馬鹿だ！　そう急がんでも、すぐワタシが殺してやるというのに！　理解できんねえ！」

　噴きあがる炎は体が浮うきそうなほどで、呼吸さえできない……こっ、これがイフリートさんの全力……クッ、ダメだッ……い、意識、が……、……！

　──僕が気絶する寸前、フッと突とつ然ぜん、灼しやく熱ねつが消え失うせた。反動で涼すずしさを感じながら、崩くずれ落ちていく……途と中ちゆう、法ほう廷てい全体を包み込こんでいた炎の壁が、消えているのを見た……

「──伏羲さまっ!!」

　と、柔やわらかく抱だきとめてくれたのは、駆かけ込んできてくれた菊理さんだった。細ほそ腕うでで僕を支えながら、衣服に燃え移った火を必死に叩たたいて消してくれる……

　僕には返事を返す余よ裕ゆうもない。膝ひざをついた姿勢で朦もう朧ろうとしながら、イフリートさんへと視線を向けた。イフリートさんは七枝灯メノラーを下ろし、顔を俯うつむかせていた。

　僕はなんとか唇を動かす。

「……信じて、ました……」

　僕に残された最後の武器……それは、被ひ告こく神しんを信じるコトだ……

　イフリートさんは顔を上げ、声を震ふるわせて言った。

「フッキー、なんで……なんで、そこまでっ……！」

　僕は菊きく理りさんに支えられながら、掠かすれた声で、

「……アナタを、絶対に、信じます……弁べん護ご神しん、ですから……」

「う、ううッ……！」

　イフリートさんの手から七枝灯メノラーが落ち、重たい音を立てた。何か言おうとして……言葉は出ずに……代わりに涙なみだが溢あふれて、あとから溢れて……

「う、ウッ……あ、ああ……あああ……ああああッ！」

　やがて両手で顔を覆おおい、膝ひざを折るように崩くずれ落ちた。慟どう哭こくが響ひびき渡わたる。

「ゴメンね、ああ、ごめんなさい、フッキー、ごめんなさい……アタシ、アタシは……！」

　ビリッ、という何かを裂さく音がした。菊理さんが着物の裾すそを裂いて、僕の右手に巻きつけてくれる。必死に懸けん命めいに……

「い、痛みますか！　伏フツ羲キさま……お、お気を確かにっ……！」

　彼女のおだやかな神シン気キのたまものか、めまいがするほどの痛みが和やわらいだ気がした……お礼を言おうと口を開きかけたとき、

「──くだらんなァ」

　侮ぶ蔑べつの言葉が叩たたき付けられた。ぜ、ゼウスさん……！

「他者を信じて、死にかけて、そのリスキーな行こう為いに何の意味があるんだ？　弁護神クン。他者など信じても痛い目を見るだけではないか、今のキミのように……なァ、そうだろう？　イフリートッ！」

　ゼウスさんは視線を僕から傍ぼう聴ちよう席せきへと向け、両手を広げた。

「キミはそれを、よォく思い知ったハズだろうに！　なぜまた信しん頼らいなどに縋すがったのだ？　店ばかりか命まで失うハメになってまで！」

　イフリートさんは涙に濡ぬれた顔を上げた。涙を溢れさせながら、

「……ちがう……違ちがうのよ、ゼウス……悪かったのは、アタシだったの……」

　ゼウスさんは眉まゆ根ねを寄せる。

「なんだね、今いま更さら懺ざん悔げか？　許しはせんよ」

　イフリートさんは弱々しく首を振ふった。

「……イザナミは……自分に才能が無いって、分かってた……でも、アタシとライバルで居たかった……だから店を出たんだわ……そんなアイツの想おもいを、アタシは知ってた……でも、許せなかったの……」

　こみ上げてくる嗚お咽えつに途と切ぎれさせながら、イフリートさんは言葉を紡つむぐ。

「もし……もし、アタシが許せていたら、ずっと親友でいられたのに……悪かったのは、アタシだった。アタシだったのよ……」

　それから、フッと肩かたを落として微笑ほほえんだ。泣き笑いの表情だった……

「ねえ、ゼウス……アナタが出資者になってくれるって言ったとき、きっと……アタシとイザナミは、断るべきだったんだわ……」

　ゼウスさんは肩を竦すくめた。

「そんなだから借金マミレになるんだよ、キミィ……ライバルを蹴け落おとす覚かく悟ごもないなら夢など見てはイカン。ワタシのように、何かを捨ててでもひたすら前に進まなければ、望みなど叶かなわんのだよ」

「……アナタは、強いわ。だから分からないんでしょうね……誰だれかに心の底から信じてもらえる嬉うれしさなんて」

　……ああ……無む駄だでは、なかった……僕の戦いは……この言葉に、辿たどり着いたなら……

「は、知りたくもないね……まァいい、冥めい府ふで信しん頼らいゴッコを続けるといい。全員でな」

　……僕は菊きく理りさんに支えられたまま、朦もう朧ろうとする意識の中で、傍ぼう聴ちよう席せきを見た……結界が消えたのに、誰も動こうとしていなかった。倒たおれ伏ふしたまま呻うめいている……愕がく然ぜんとした。

「な……なんで……皆みなさん……早くッ……！」

　ゼウスさんはゆっくりと首を振ふった。

「逃にげないんじゃあない、逃げられんのだ。キミは八はつ卦けとやらで防いだようだが、奴やつらはワタシの雷らい撃げきをマトモに受けた、動けるワケがなかろう」

　そ……そんな……な、なにか手は、なんとかしなきゃ、なんとか……！

　ゼウスさんの、絶望の輝かがやきを宿す右みぎ腕うでが振り上げられ……

「だから無意味だと言ったのさ。滑こつ稽けいなあがきだったぞ、弁べん護ご神しんクン──」

　──鉄てつ槌ついのように、振り下ろされる。

「バイバイだよ、キミたちィッ！」

　夏の終わりの線香花火にも似た、それよりも何百倍も激しい光を放つ雷球が、水みず浸びたしになった床ゆかに落ちていく──あ、ああッ……！

　──バリリリリッ！

　僕は咄とつ嗟さに、せめて菊理さんだけ守りたいと思って抱だき締しめていた。右腕がまだなんとか動いたのが驚おどろきだ。火事場の馬ば鹿か力ぢからって、本当にあるんだな……でも通電したら防ぎようはないんだし、まったく無意味なんだけど……

　……ああ、無念な想おもいだけが残る。菊理さんを救いたかった。信じて、戦い抜ぬいて、皆が笑える真実を見つけたかった……法が暴力に負けるところなんて……見せたくなかったな……って、なんか独白の時間が異様に長い気がする……ギュッと閉じていた目をパチリと開けば、

「……な……なんだ……なぜ通電しないッ！」

　驚きよう愕がくしているゼウスさんの姿が見えた。これは……ど、どうなったんだ……うっ!?　なんかヒンヤリすると思ったら、床ゆかに流れた水が全部凍こおりついてる！　軽く膝ひざを持ち上げてみれば氷の結けつ晶しようが散った。

　少し離はなれたところでバリバリと音が鳴ったと思えば、固まったリバイアちゃんがカチカチと歩いてきた。な、なんかポリゴンみたいになってる……

　……って、うわっ、ビックリした!?

　突とつ然ぜんその場に現れたかのように、僕の隣となりに誰だれかが立っていた。このヒトは……傍ぼう聴ちよう席せきに居た、あのグラサンメガネの怪かい神じんだ。

「……伏フツ羲キ」

　いきなり呼ばれてビクッ！

「え、はい……え？」

　澄すんでいるくせに妙みように暑苦しい、この声は……

「お前、今諦あきらめただろう？　よいか、目を閉じていては何も救えん！　死ぬ間ま際ぎわまで目を開き、前を見み据すえるのだ！」

　怪神がグラサンとマスクを片手で取り払はらった。輝かがやくような長い黒くろ髪かみが冷たい風に靡なび……

「……ね、姉さん！」

「ジョ、女ジヨ媧カさま！」

　僕と菊きく理りさんが叫さけぶ。ってことは、ずっと見てたんですか……

「司法長官ッ！　キミの仕し業わざか！」

　怒ど声せいを放つゼウスさんを、姉さんは黒髪を払って睨にらみ付けた。見上げているのに見下ろしているかのような表情はさすがだ……

「そうだ。不純水は凍とう結けつすれば絶縁体になる……リバイアちゃんの体液がもし真水なら、我々は全員死んでいただろうがな。これも天地の法だ、お前は法に負けたのだよ」

　姉さんの左手は、胸元のペンダントを摑つかんでいた。シュウシュウと冷気が漏もれ出している。あれ、氷の神じん器きだったのか！

「アヌビス！　今ぞ、確保せよ！」

　姉さんが右手を振ふるって叫べば、

「グウゥオーンッ！」

　咆ほう哮こうと共にドアを弾はじき飛ばし、黒い疾しつ風ぷうが駆かけ込こんできた。赤い瞳ひとみを残像させながらゼウスさんへと躍おどりかかると、瞬またたく間に左ひだり腕うでを取って地面へと組み伏ふせた。

「っぐ……ええい、離せッ！」

　ゼウスさんはバリバリと電気を放つ。

「ヌグ、ぐぐ、グウァッ！」

　アヌビス刑けい事じ神しんは全身から白はく煙えんを上げ、苦く悶もんの叫びを上げる……

「ヌゥッ……これ以上の狼ろう藉ぜきは許さんぞゼウスッ！　神じん器き『革の戒めレージング』！」

　木片を弾はじき散らしながら立ち上がったフォルセティ検けん事じ神しんが、カウボーイよろしく革かわ製せいの細い紐ひもを投げた。生きているようにゼウスさんの右みぎ腕うでに巻きつき、放電を押おさえ込こむ。

「ヌッぐ……ヌルいわァ！」

　怒ど号ごうと共に、ゼウスさんの全身の筋肉が怒ど張ちようした。神器の革紐が巻きついた右腕をムリヤリに動かし、アヌビス刑けい事じ神しんの頭を摑つかんだ。

「ヌゥッ!?」

　フォルセティ検事神が引っ張られ、ブチブチと革紐がほつれていく。

「ぐ、ぐぐぐ！」

　頭に指が食い込み、アヌビス刑事神は呻うめき声を上げる。

　ふ、二柱ふたりがかりでもダメ!?　なんてパワー……

「──いい加減になさった方がよろしい！」

　裁判長！　どうしたんですか、法ほう壇だんの陰かげに隠かくれてたのに出てきて……両手でアフロを摑んでる……あっ！　アフロがズレた！　まさか……そんな……あのアフロって！　どうりで不自然に黒々としているなーとは思ってたけど！

　次の瞬しゆん間かん、ズレた部分から凄すさまじい閃せん光こうが放たれ、法ほう廷てい内ないが一瞬、真っ白に染まった。収束した光がゼウスさんの両目に照射される！　さすがは光の神だ！

「ぬわッ!?　目が!?」

　ゼウスさんがひるんだスキに、アヌビス刑事神が強引に、神しん力りよくを封ふうじる封ホウ神シン手て錠じようをガチリと嵌はめた。

「ぐ、ぬうっ!?」

　呻くゼウスさん。

「げ、現行犯逮たい捕ほでアリマス、オリュンポス主しゆ神しん、ゼウスッ！」

　全身からブスブスと煙けむりを上げながら、アヌビス刑事神は叫さけんだ。タフだ……叩たたき上げの刑事神さんは根性が違ちがう。

「……いやはや、ようやく落ち着きましたかな……」

　裁判長は首を振ふり振り法壇に戻もどる。もうそのアフロが気になってしょうがない。

　姉さんはギリギリと奥おく歯ばを鳴らすゼウスさんを一いち瞥べつ、冷たく見下ろしてから、検察席へと目を向けた。まともに電でん撃げきを受けたフォルセティ検事神は、裁判長と同じようにアフロになっていた。

「……む、その……良く働いてくれた、フォルセティ」

　姉さんは眉み間けんにシワを寄せてイカツイ顔を作っているけど……あれ、笑いそうになってるな。肩かたとか震ふるえてるし……

「は、はっ……そのお言葉にて全すべて報むくわれます……ごほっ」

　姉さんは続けて法ほう壇だんへと、

「アフラ・マズダー裁判長、突とつ然ぜんの乱入お許しを。緊きん急きゆう事態であったゆえ……どうぞ、ひとまずは判決を」

　裁判長はフルフルと首を振ふり、

「いやはや……コレほど目まぐるしい裁判もそうありませんな……」

　確かめるように周囲を見み渡わたした。

「もう誰だれも邪じや魔ましませんか？　じゃーまあ、邪魔がないなら、判決を……ゴホン、よろしいですかな、被ひ告こく神しん」

「あ、は、はいっ、つつしんで拝はい聴ちよういたします……！」

　僕を抱だいて支えながら、菊きく理りさんはなんとか居い住ずまいを正す。

「ンム、では……」

　裁判長はもう一度咳せき払ばらいをすると、朗ろう々ろうと謳うたい上げた。

「当法ほう廷ていは被告神、菊理姫ひめを、無罪とする！」

　僕は菊理さんの優やさしい腕うでに抱かれ、支えられながら、胸むね震ふるわせるその判決を聞いた。イナズマに打たれ、火に焼かれ、ボロボロの体から、痛いたみが抜ぬけ落ちていく。

　間近、菊理さんの瞳ひとみが僕を見た。うすく涙なみだをためながら、そこには一片の悲しみの影かげも見られない。僕も微笑ほほえみを返す。信しんじて……戦い抜けた。それがなにより嬉うれしい。

　打ち鳴らされる木き槌づちの音が小こ気ぎ味みよく響ひびき渡り、床ゆかに押おさえつけられたゼウスさんはガックリとうなだれた。
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　医い務む室しつで応おう急きゆう処しよ置ちを受けた僕は、裁判所の廊ろう下かにて、手て錠じようを嵌はめられたゼウスさんとイフリートさんが移い送そうされて行くのを見送った。

　イフリートさんは眉まゆ毛げを下げ、

「フッキー……ゴメンね、色々と。ヒドイ目にあわせちゃったわね」

「平気ですよ、こう見えて結構タフなんです」

　とか言いながら、右腕は首から三さん角かく巾きんで吊つってるし、満まん身しん創そう痍いの体だが……

「キクリちゃんにも、随ずい分ぶんと迷めい惑わくかけちゃったわ……」

「気にしてないと思いますけどね、あのヒトは」

　イフリートさんは頷うなずくと、サッパリとした微笑みを浮うかべた。

「フッキー、ありがとねン、本当に……アタシを信じてくれて！」

　ムチュッと僕に投げキッスをして、イフリートさんは去って行った。僕はあのヒトを助けられたのだろうか……

　ゼウスさんは僕を一いち瞥べつすると、皮肉げに笑った。

「……フ、あんな荒こう唐とう無む稽けいバナシ、真しん剣けんに追うヤツがいるとはなァ……イカレとるよキミは。ミロクによく似ている。鬱うつ陶とうしいほどのシツコさがな」

　僕は一度首を振ふり、

「僕にとっては、菊きく理りさんが殺さつ神じんを犯おかしたという方が、荒唐無稽でした」

「……そうかね」

　ゼウスさんはアメリカンに肩かたを竦すくめ、

「ま、楽しみにしていたまえ。ワタシが出所してきたら、必ずキミだけはツブしてやる。首を洗って待っているんだね」

　ゼウスさんの金の瞳ひとみは、確かな敵意を湛たたえて歪ゆがんでいた。僕はグッと言葉に詰つまったが、深呼吸をして前に出た。

「……アナタの、そのガムシャラに前に進む姿勢は、すごいと思います……でも、たまには立ち止まって振り返ってみてください。アナタにも大切な物があるでしょう？」

「フン、金と権力かね？」

　ぶ、ブレないなこのヒト……

「これ……っと、お返ししておきます」

　そう言いながら、左手だけで難なん儀ぎしながらタイピンを取り出して差し出した。

「これ、は……」

「これが無ければ負けてました。こんなことを言うのは無ぶ粋すいな気もしますが、あえて言います……奥おく様さまが、アナタを止めて欲ほしかったんだと思います」

　ゼウスさんはボロボロのタイピンを両手で受け取ると、後は何も言わずに引かれていった。僕は彼を救えたのだろうか？　分からない……

　二柱ふたりを見送ってから、控ひかえ室のドアを潜くぐってみれば……うん、菊理さんに泣きついて、イザナギさんが居るのは、まあご親族だから分かるんですけど……

「……なんで姉さんとフォルセティ検けん事じ神しんがいるんですか。こっち弁護側なんですが」

「露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をするな。労ねぎらってやろうと思っただけだ」

「貴ッ様、長官殿どのを邪じや険けんにするでない！」

　それ条件反射ですか、フォルセティ検事神……

　僕は一息ついて、

「……ドコまで計算ずくだったんですか？」

「さほどは。ゼウスの脅きよう迫はくは検察庁までも及およんでいた。どんな手段で我らの裏情報を収集しているのか、摑つかめなくてな……電化製品全ぜん般ぱんとは恐おそれ入った」

　まったく恐おそれ入りますよ。たった一柱ひとりで神しん界かい全土を掌しよう握あくしようとするなんて……

「まあ、お前が弁護側なら、ひょっとしたらゼウスを追い詰つめるかも知れんと思っていた。私にできたのは、ヤツを証しよう神しんとして引きずり出すことだけだ……フォルセティ、お前もよく私の意図を汲くんでくれたな？」

　フォルセティ検けん事じ神しんは背せ筋すじを伸のばし、

「何百年お傍そばにいるとお思いか？　申し上げたはず。『貴女あなたに』勝利を捧ささげると。たとえそれが私の勝利でなくても。貴女の勝利ならばそれでよい」

　なんかやっぱり暑苦しい、このヒトら……

「フッ、部下に恵めぐまれたものだ……ではな、伏フツ羲キ。今は勝利を祝うがよい」

　僕と入れ違ちがいに、姉さんは出て行こうとした。すれ違いざま、その首もとにいつもの輝かがやきが無いことに気付いて、僕は思わず声を掛かけた。

「あのペンダント、どうしたんです？」

「ん？　ああ……これか」

　姉さんが上着のポケットから取り出した氷ひよう晶しようは、真っ二つに割れて黒ずんでいた。

「え!?」

　愕がく然ぜんとした。それは……神シン農ノウさんが贈おくったモンで、姉さんの大切な……

　僕の内心の焦あせりを看破したか、姉さんはフッと鼻先で笑うと、ペンダントを再びポケットへと落とした。

「お前の助けになったのなら、私もこれを使うのは惜おしくはない。きっと……神農もそう言うだろう……さらばだ」

　……う、暑苦しいのに……ちょっと『じーん』としてしまった……と、後に続くフォルセティ検事神は、僕をスゴイ目で睨にらんできた。

「いい気になるなよ、伏フツ羲キ弁べん護ご神しん……次こそ貴様を叩たたき潰つぶすから、そのつもりでいることだ。せいぜい重苦しく腕うでを磨みがいておけ！」

　う……困ったのに目をつけられたモンだよ、実際……強いんだよあのヒト……

「──伏羲さまっ！」

　菊きく理りさんが駆かけ寄ってきた。その足元にはリバイアちゃんがチョコチョコと走り回っている。さっき法ほう廷ていを出るとき、イフリートさんから預かっていた。もう溶けたみたいだ。

「お疲つかれ様でした……勝しよう訴そ、おめでとう御ご座ざいます」

　僕が頭を下げると、菊理さんは『じーん』と顔で言った。

「伏羲さまのおかげです……」

　僕は少し躊躇ためらってから尋たずねた。

「その……大だい丈じよう夫ぶですか？　その……色々と」

　菊理さんは目を伏ふせ、

「……生まれについては、少しショックでした。途と中ちゆうへこたれそうになりましたが……堂々としていればいいと、伏羲フツキさまの言葉を思い出しまして……そうして胸を張っていたら、兄さまはずっと黙だまっていて下さったのだから、わたしは大切にされてきたのだと思えました」

「そうですね……その通りだと思いますよ」

　菊きく理りさんは顔を上げると、背せ伸のびをするように僕を見つめた。

「……伏羲さまは、なぜあそこまでわたしを信じてくださったのです？　どうしたらそれほど、他ひ神とを信じることができるのですか？」

　ど、どうして信じられるかって……え、うーん、それ難しいなあ……

「……信じることに理由はいらなくありませんか？　理由があるから信じるとか、ないから信じないとか、そういうモノでもないような……。貴女あなたを信じようと思えたから信じました。それだけです……あとは、アナタが必要だったから、です」

「え」

　菊理さんが固まった。

「……お、おお、オヌシッ!?」

　黙って見ていたイザナギさんが急に駆かけ寄ってきた。

「き、きき、聞き捨てならぬ！　菊理を嫁よめに欲ほしいと!?　ぬ、やらぬ、やらぬよ……どうしても欲しいならボクと一いつ騎き打うちしろ、この『ハバキリ』の錆さびにしてやるぞッ！」

　途と中ちゆうで幼児退行しながら刀を抜ぬこうとするのに、僕はハッと気付いて慌あわてた。

「いやいやいやいや、違ちがいます違います、そういう意味ではないです！　ええっと……菊理さん、弁べん護ご神しんになられるんですよね？」

　固まっていた菊理さんが解かい凍とうされる。

「え、あ……はい、目指しております、が……」

　僕は菊理さんを真まっ直すぐ見つめ、

「今日のアナタに、法の無力を見せたくなかったんですよ……いつの日かきっとアナタは、誰だれかの心をわかってあげられる、立派な弁護神になられるでしょう。そうしたら、たくさんの神様を救ってあげてください……と、まあ、そういう意味です。法ほう曹そう界かいに必要なヒト的な」

　菊理さんは息を吞のんで、自分の胸をキュウと押おさえた。胸の震ふるえを押さえ込こむように。

「ふ、伏羲さま……。あの日、貴方あなたさまの事務所の扉とびらを叩たたいて、本当によかった……」

　やがて菊理さんは顔を上げた。その瞳ひとみは涙なみだを滲にじませながらも、強く僕を見つめた。

「願わくばわたしも、苦しんでいる方の傍そばにいて、一いつ緒しよに苦しみながらも最後まで信じ抜き、守り通すような弁護神になりたく思います！　ええ、貴方さまのような！　わたしの目標は、伏羲さまです！」

「……は、はあ、それは……なかなかにその……照れますね」

　菊理さんは朗ほがらかに笑う。

　そんなこんなで裁判所を去るとき、僕はハタと思い出すのだ。勝しよう訴その手て幡ばた、また忘れてたって……あーどうしようこれ……外の取しゆ材ざい陣じんとかヤバイぞ？　くっ、どうにもツメが甘あまいんだよなあ、僕って神は……

　菊きく理りさん、やっぱり僕を目指さない方がイイと思う……オススメしませんよ。













　　終章　仏様のいたずら







「はあァー……」

　事務所のパソコンの前、僕はメガネを外し、眉み間けんを揉もみながらため息を落とした。眼がん精せい疲ひ労ろうで目がチカチカするし、肩かたもバリバリだ。

　あの目まぐるしい、今思い出しても若じやつ干かん記き憶おくが途と切ぎれがちになるほどに忙いそがしかった『伊イ弉ザ冉ナミ大おお神みかみ殺さつ神じん事件』の公判から半月が過ぎていた。

　さすがに数日は仕事を休み、治ち療りように専念しなければならなかった。特に火傷やけどの酷ひどかった右みぎ腕うでは、包帯こそ取れたものの完治とは言いがたい。医神の先生には『入院した方がいいんじゃない？』と言われたけど、これ以上休むのは後が怖こわい。日々の業務は待ってくれない。やらなかった分の仕事は溜たまっていく一方なのだ。今もそのしわ寄せを食っている……

　椅い子すの上で大きく伸のびをした。時計を見れば、十八時過ぎ。まだ明かりを点つけるほど暗くはないが、窓の外にはじんわりと夕暮れが迫せまりつつある。ＢＧＭとして点けっぱなしのテレビからはニュースが流れてくる。

　ようやくゼウスさん逮たい捕ほの報道も落ち着いてきていた。ゼウスさんとイフリートさん、二柱ふたりの裁判はまだ予定が立っていないそうだ。裏で政治的なナニかが動いているのだろうか。

　サラスバティーさんは公判後ちょっと落ち込こんでいたらしく、一週間ほどテレビに出ていなかったが、最近また見かけるようになった。ファンのためにも頑がん張ばってほしい。貰もらったサイン色紙は額がく縁ぶちに入れて飾かざってあります。

　……さて、夕食どうしような。そういえば勝しよう訴そ祝いわいもしてなかった。独りで回転寿ず司しでも行くか、それとも贅ぜい沢たくしてピザの出前でもとるか……。

　あれ、なんか、なんだろう……誰だれもいない事務所には慣れてるハズが、ちょっとさみしく感じてしまう。

　ああ所長、新しい事務員雇やとってくれないモンかな……とか考えていると、ポケットに振しん動どうを感じた。スマホを取り出し番号を確認……あ、ウワサをすれば！

　通話っと。

「……もしもし？　最近そっちからよく電話してきますね。本物ですか？」

『ふはは、一言目がソレか。電話し甲が斐いのないヤツだぜ！』

　相変わらずテンション高いな……

「出てくれないヒトに言われたくないです」

『ハッ、ちげえねえ……んで、どうだったんだ？　裁判はよ』

「勝ちましたよ、なんとか」

　ホントに辛しん勝しようでしたよ……まあ、所長のおかげってのはかなりあるけど。

『お、そうかそうか……ま、お前は勝つと思ってたよ、疑ってなかった』

「またまた……」

『マジだって。信じるのが俺の仕事だぜ？』

　ぐっ!?　な、なんでそう……恥はずかしいコトをマジメな声で言いますかねえ！

「……で、ナンですか？　用事。仕事があるんで早くしてください」

『そうそう用事な……聞いて驚おどろけ。お前、人手を増やして欲ほしいって前から言ってたよな？　雇やとってやったぞ！』

　一いつ瞬しゆん意味が分からなかった。ヒトデ？　ヒトデだったら海に……って違ちがう、そうじゃない！

「……え!?　ちょ……僕に相談なしで!?」

『所長は俺だぜ？　お前と同じ〝イソ弁〟で新米だ。仲良くしてやれ。さっき電話があったから、そろそろ着くだろう……っと、開かい廷ていだから切るぞ！　じゃあな』

　イソ弁ってのは居い候そうろう弁べん護ご神しんの略……って、そんなコトより開廷直前だったの!?　ツッコミが追いつかないよこのヒト！

「ちょ……もしもし!?　もしもーし！」

　き、切れた……あのテキトー所長ーっ！

　サタンさんの裁判の行方がどうなるのか、ちょっと気にならなくもないけど……こっちはそれどころじゃない。新米……え、研修とか、給料計算とか……やっぱり僕がやるんだよな？　いやいやいや、それってむしろ忙いそがしくなるんじゃ……

　僕がスマホ片手に呆ぼう然ぜんとしていると──コンコン、ノックの音。続いて、

「あの、ごめんくださあい……」

　ドアの向こうから、控ひかえめな呼びかけがあった。老成した落ち着きがありながら、響ひびきは澄すんで幼さを残す……え？　ちょ、早くない？

「……は、はい、ちょっ、ちょっと待って下さい！」

　卓上ミラーを覗のぞき込こみ、営業用スマイルの準備運動を一秒。急いでドアに飛びつく……よく考えると同業なんだから別にスマイルは要らなかったかもだが、用意したからには笑顔を装着。

「きゃっ」

　小さな悲鳴が廊ろう下かに木こ霊だまする。驚かせちゃったようだ。

「あ、し、失礼しま……し……」

　僕の言葉は途と中ちゆうで立ち消えてしまい、せっかく用意したスマイルもペラッと剝はがれた。

　早春の虹にじ色いろを帯びた白い髪かみ。可愛かわいらしさと神こう々ごうしさを兼かね備えた衣い装しよう。小こ脇わきに抱かかえた古びた巻物……その女神さんは、丸くしていた瞳ひとみを微笑ほほえみの形に細めると、ペコリと頭を下げた。

「本日からお世話になります！　新米弁護神の菊きく理り姫ひめです。『ヒメ』は尊そん称しようなので、どうぞ省いてくださいませっ！」

「は、はは」

　僕は思わず笑っていた。営業用でもない、自然な笑みが零こぼれていた。

　日々の激務に加えて、新しん神じん教きよう育いくまで請うけ負うことになる……それがどうした、ドンと来いだ。少なくとも、独りで回転寿ず司しを食べに行かなくてすむってのは大きい。

「ええと、その……ははは！　よ、ようこそ、弥み勒ろく弁べん護ご神しん事務所……ヘギッ!?」

　足首に突とつ然ぜん走った激痛に、涙なみだ目めになった視線を下ろせば、

「みゅ！　みゅん」

　コ、コイツもいるのかよ……クソッ、こんなのってありかっ!?　確かに菊きく理りさんがいれば、ついてくるんだろうけどさあ！　イタタタタ、嚙かむ力が強くなってないかコイツ！

　ああ……天地の理ことわりにだって、ときには異議を申したいっ！
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　番号──０９０─○○△△─○△○△

　日付──七月某ぼう日じつ。

　時刻──二十三時三十二分。

　状態──発信。

　接続時間──二分十一秒。




　通話開始──




　……ああ、オレだ。上う手まくやったか？

　なにっ!?　本当か！　そうか、よくやった、よくやったぞ！　褒ほめてやる、このオレ様がじきじきにな！

　いや……正直期待していなかったぞ。貴様は本当に不器用な男だん神しんだからな……しかし、稼か動どう中ちゆうの『雷霆ケラウノス』に近付けるのは、雷らい神じんである貴様だけだ……バレていないだろうな？　あのサディスト女神は目め端はしが利ききやがる……まあ、『雷霆ケラウノス』さえ手に入れば此方こちらのものだ。




　ククク……しかし、あのカミナリジジイめ、やっと消えたぜ……お前もヤツの秘書は疲つかれただろう？　今日は有休をくれてやる。だが、これからは更さらに忙いそがしくなるぞ。覚かく悟ごしておけ。




　……ん、ああ、そうだ、その前に、ロキにも戻もどるように連れん絡らくを……ほう、もうしたか……ナニィ！　あの野や郎ろう、オレ様の命令を聞かないつもりか！　まさか……貴様、それを黙だまって聞いていたとでも言うつもりじゃないだろうな？　いいようにあしらわれて……クッ、愚ぐ鈍どんなヤツめ！　グングニルで貫つらぬかれたいのか？




　……ふん、そうだ、それでいい……ああ、奴やつにそう言っておけ。まあ……自分勝手で厄やつ介かいな奴だが、奴なりにヴァルハラのことを考えているはずだからな。それに外敵ってのは、絆きずなを強める格好の理由となる……まあ、裏切りはすまい……




　……とにかくよくやった。ああ、早く戻ってこい……




　……今日は祝しゆく杯はいだ。オレたちヴァルハラの勝利を祝ってだ。くっくっく……これで……これでようやく、オレ様の野望が現実となる……このオーディン様のなっ！




　──通話終しゆう了りよう。










　　あとがき




　皆みな様さま、お久しぶりでございます、多た宇う部べ貞さだ人とです……や、新シリーズですから、はじめましてとご挨あい拶さつすべきでしょうか。

　私の実家は神社でございます。また学生時代には、厨ちゆう二に病をコジらせて世界の神話を調べたり、民俗学をカジッたりしておりました。以前から神様を題材にした作品を書いてみたいと編集さんに打だ診しんしており、それがこのたび、こうした形で結実いたしました。担当さんから『裁判やってみない？』と言われたときには驚おどろきましたが。

　大学は『封ほう神しん演えん義ぎ』を原文で読んでみたいと思い立ち、中国語学科に入学したものの、中国語は身につきませんでした。法律なんてもっと詳くわしくない。自分にこんな作品を書き上げられるのかと本当に心配でした……が、なんとかなりました！　なってるかな……

　法律書なども読んでみたのですが、作家には『その作品を書くために調べた内容はその作品にはほぼ活いかされない』というジンクスでもあるんですかね。全然使いませんでした。

　神話についても様々と考察してみましたが、キクリヒメという女神様には色々と思うコトがありました。どこかでネタとして使えるとイイんですが……ちょっと難しいかな……何らかの形で活かしてみたいとは思うんですが。

　さて、ではそろそろお礼の言葉をば、つらつらと。

　担当の粂くめ田た様、今回も本当にお世話になりました……編集部の皆様も、いつも髪かみボサボサ無ぶ精しようひげボウボウの見苦しいナリで訪問する私に、ニコヤカな対応をして下さって、ありがとうございます……人の温ぬくもりを覚えます。

　イラストレーターの加か藤とうよし江え先生、素晴らしいイラストの数々を創作の励はげみとさせていただいております。初めて拝見したとき、ファンタジックでありながら現代的、その匙さじ加減がステキで、つい歓かん声せいを上げてしまいました。自分の作品が絵として見られるコトは無類のごほうびです。この仕事をしていてよかったと感じる瞬しゆん間かんです。ありがとうございました。

　また、出版に携たずさわってくださった全すべての方々に、感謝の合がつ掌しようを。

　そして読者の皆様へ。前作、前々作から読んで下さっている方は、いつもありがとうございます。今作からお手にとっていただいた方、よろしくお願いします。実家に帰省した際には、読者の皆様のご多幸をお祈りさせていただきます。八百年続く神社なので、霊れい験げんはある……かもしれません（ゴッドマーケティング）。

　悩なやみは多かったのですが、同時に楽しい執しつ筆ぴつ作業でありました。皆様に楽しんでいただけるモノになっていれば幸いでございます。

　それでは、また！


多宇部貞人
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多た宇う部べ貞さだ人と

一九七八年愛知県生まれ東京育ち、東京在住。

二〇一四年春、後輩たちと牧場に遊びにいったとき、ウシの乳搾り体験ができる厩舎にて、乳牛の体重を聞いた一人が「わ……多宇部さん八人分の重みですね、すごい……」と感心していた。名誉毀損で有罪。
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イラスト／加か藤とうよし江え

友人に今回のお仕事内容を話したら「天職か！」と言われた。そんな人生を歩んで参りました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「多宇部貞人先生」係

「加藤よし江先生」係











本書は書き下ろしです。
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